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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディスプレイ及び１つ以上の入力デバイスを有する電子デバイスにおいて、
　　前記ディスプレイ上に、最小値から最大値までの複数の値のうちの１つの値を選択す
るための調節可能なコントローラを表示することと、
　　前記調節可能なコントローラを表示している間に、前記１つ以上の入力デバイスで、
前記１つ以上の入力デバイスを介して検出された第１の入力境界及び第２の入力境界によ
って制約された移動を含む、前記第２の入力境界よりも前記第１の入力境界に近い位置に
ある入力を受け付けることと、
　　　前記入力を受け付けたことに応じて、
　　　　前記入力の移動速度が、第１の移動速度基準を満たすために、前記入力の前記移
動速度が第１の移動速度閾値を上回るという第１の要件を含む前記第１の移動速度基準を
満たすという判定に従って、かつ前記第１の入力境界に向かう移動を含む前記入力の前記
移動に従って、前記移動の大きさ及び第１の加速係数に基づいて前記複数の値にわたって
ナビゲートすることと、
　　　　前記入力の前記移動速度が前記第１の移動速度基準を満たすという判定、及び前
記入力の前記移動が前記第２の入力境界に向かう移動を含むという判定に従って、前記移
動の前記大きさ及び前記第１の加速係数とは異なる第２の加速係数に基づいて、前記複数
の値にわたってナビゲートすることと、を含む、方法。
【請求項２】
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　前記１つ以上の入力デバイスが、タッチ感知面を含み、前記第１の入力境界が、前記タ
ッチ感知面の第１の縁部であり、前記第２の入力境界が、前記タッチ感知面の第２の縁部
である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第２の加速係数がゼロであり、前記第１の加速係数がゼロよりも大きい、請求項１
に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１の加速係数が、前記第１の入力境界までの前記入力の距離が減少するにつれて
増大する、請求項１～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記第２の加速係数が、前記第２の入力境界までの前記入力の距離が減少するにつれて
増大する、請求項１～４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記入力を受け付けたことに応じて、
　　前記入力の前記移動速度が前記第１の移動速度閾値未満であるという判定に従って、
前記入力が前記第１の入力境界又は前記第２の入力境界に向かって移動しているかに関係
なく、前記複数の値にわたってナビゲートすることを更に含む、請求項１～５のいずれか
一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記入力を受け付けたことに応じて、
　　前記入力の前記移動速度が前記第１の移動速度閾値未満であるという判定に従って、
加速係数を適用することなく、前記複数の値にわたってナビゲートすることを更に含む、
請求項１～６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記入力を受け付けたことに応じて、
　　前記入力の前記移動速度が、第２の移動速度基準を満たすために、前記入力の前記移
動速度が前記第１の移動速度閾値より高い第２の移動速度閾値を上回るという要件を含む
前記第２の移動速度基準を満たすという判定に従って、速度に基づく加速係数に基づく速
度で前記複数の値にわたってナビゲートすることを更に含む、請求項１～７のいずれか一
項に記載の方法。
【請求項９】
　前記入力の前記移動速度が前記第１の移動速度閾値未満の第１の速度から第３の移動速
度閾値にある速度まで増加するに従って、前記複数の値にわたってナビゲートすることに
適用される加速修正係数を漸進的に増加させることを更に含む、請求項１～８のいずれか
一項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１の移動速度基準が、前記第１の移動速度基準を満たすために、前記入力の前記
移動速度が前記第２の移動速度閾値未満であるという第２の要件を含む、請求項８に記載
の方法。
【請求項１１】
　前記入力の前記移動速度が前記第１の移動速度閾値未満である場合に、前記加速修正係
数がゼロである、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記入力を受け付けたことに応じて、
　　前記入力の前記移動速度が前記第１の移動速度基準を満たし、かつ前記調節可能なコ
ントローラの現在の値が前記複数の値の第１の値であるという判定に従って、第１の進行
に基づく加速係数に基づく速度で前記複数の値にわたってナビゲートすることと、
　　前記入力の前記移動速度が前記第１の移動速度基準を満たし、かつ前記調節可能なコ
ントローラの前記現在の値が前記複数の値の前記第１の値とは異なる前記複数の値の第２
の値であるという判定に従って、前記第１の進行に基づく加速係数とは異なる第２の進行
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に基づく加速係数に基づく速度で、前記複数の値にわたってナビゲートすることと、を更
に含む、請求項１～１１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記電子デバイスが、１つ以上のカメラを含み、前記調節可能なコントローラが、カメ
ラズームコントローラであり、前記１つ以上のカメラの視野のライブプレビューを含むカ
メラキャプチャユーザインタフェースの一部として、前記ディスプレイ上に表示される、
請求項１～１２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　前記調節可能なコントローラが、前記ディスプレイから外れて回転する仮想ダイアルで
ある、請求項１～１３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１５】
　前記第１の移動速度基準が、前記第１の移動速度基準を満たすために、前記入力の前記
位置が前記第１の入力境界までの所定の距離内にあるという第３の要件を含む、請求項１
～１４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１６】
　ディスプレイと１つ以上の入力デバイスとを有するデバイスの１つ以上のプロセッサに
よって実行されるように構成された１つ以上のプログラムを記憶するコンピュータ可読記
憶媒体であって、前記１つ以上のプログラムが、請求項１～１５のいずれか一項に記載の
方法を実行する命令を含む、コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１７】
　ディスプレイと、
　１つ以上の入力デバイスと、
　１つ以上のプロセッサと、
　前記１つ以上のプロセッサによって実行されるように構成された１つ以上のプログラム
を記憶するメモリと、
　を備える電子デバイスであって、前記１つ以上のプログラムが、請求項１～１５のいず
れか一項に記載の方法を実行する命令を含む、電子デバイス。
【請求項１８】
　ディスプレイと、
　１つ以上の入力デバイスと、
　請求項１～１５のいずれか一項に記載の方法を実行する手段と、
　を備えた電子デバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、概して、電子デバイス、具体的には、内蔵カメラを有するデバイスのコンピ
ュータユーザインタフェースに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ビデオを録画し、写真を撮影するための電子デバイスの使用は、近年著しく増加してい
る。ビデオを録画し、写真を撮影するための例示的な電子デバイスとしては、スマートフ
ォン及び手持ち式のカメラが挙げられる。そのようなデバイスは、しばしば、ユーザが写
真を撮影する又はビデオを録画する前に予め見るために使用することができるビューファ
インダを含む。
【０００３】
（関連出願の相互参照）
【０００４】
　本出願は、以下の同時係属仮出願、すなわち、２０１６年６月１２日出願の米国特許出
願第６２／３４９，０５９号、題名「ＵＳＥＲ　ＩＮＴＥＲＦＡＣＥ　ＦＯＲ　ＣＡＭＥ
ＲＡ　ＥＦＦＥＣＴＳ」、２０１６年８月１６日出願のデンマーク特許出願第ＰＡ２０１
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６７０６２７号、題名「ＵＳＥＲ　ＩＮＴＥＲＦＡＣＥ　ＦＯＲ　ＣＡＭＥＲＡ　ＥＦＦ
ＥＣＴＳ」、２０１６年９月０６日出願の米国特許出願第６２／３８４，１４０号、題名
「ＵＳＥＲ　ＩＮＴＥＲＦＡＣＥ　ＦＯＲ　ＣＡＭＥＲＡ　ＥＦＦＥＣＴＳ」、２０１６
年９月２１日出願の米国特許出願第６２／３９７，８６０号、題名「ＵＳＥＲ　ＩＮＴＥ
ＲＦＡＣＥ　ＦＯＲ　ＣＡＭＥＲＡ　ＥＦＦＥＣＴＳ」、２０１６年９月２２日出願のデ
ンマーク特許出願第ＰＡ２０１６７０７５３号、題名「ＵＳＥＲ　ＩＮＴＥＲＦＡＣＥ　
ＦＯＲ　ＣＡＭＥＲＡ　ＥＦＦＥＣＴＳ」、及び２０１６年９月２２日出願のデンマーク
特許出願第ＰＡ２０１６７０７５５号、題名「ＵＳＥＲ　ＩＮＴＥＲＦＡＣＥ　ＦＯＲ　
ＣＡＭＥＲＡ　ＥＦＦＥＣＴ」に関連する。これらの出願の内容は、全体が、参照により
本明細書に組み込まれる。
【発明の概要】
【０００５】
　しかし、電子デバイスを使用してカメラ効果を操作するための一部の技術は、概して煩
雑であり、非効率である。例えば、キャプチャした画像及び録画したビデオが視覚効果を
呈するようにビューファインダ内の視覚効果を変更することは、多くの場合、多大なユー
ザ入力を必要とし、不正確である。例えば、いくつかの既存の技術は、複数回のキー押圧
又は打鍵を含む場合がある、複雑かつ時間のかかるユーザインタフェースを使用している
。既存の技術では、必要以上の時間が必要であり、ユーザの時間及びデバイスの電力を浪
費する。この後者の考慮事項は、バッテリ動作デバイスにおいては特に重要である。
【０００６】
　したがって、本技術は、カメラ効果を管理するための、より速く、より効率的な方法及
びインタフェースを電子デバイスに提供する。このような方法及びインタフェースは、カ
メラ効果を管理するための他の方法を任意選択的に補完する又は置き換える。このような
方法及びインタフェースは、ユーザの認識的負担を軽減し、より効率的なヒューマンマシ
ンインタフェースを実現する。バッテリ動作式のコンピューティングデバイスの場合には
、このような方法及びインタフェースにより、電力が節約され、バッテリを充電する間隔
が増す。いくつかの実施例では、この技術は、追加のハードウェア構成要素を必要とせず
に、カメラのビューファインダ及びキャプチャした画像内の疑似的光学効果を提供する。
いくつかの実施例では、この技術は、限定されたユーザ入力で第１のカメラ及び第２のカ
メラから受信したデータに基づいて、写真をキャプチャするためのユーザインタフェース
間を迅速に遷移させる能力を提供する。いくつかの実施例では、この技術は、表示された
デジタルビューファインダ及びキャプチャしたビデオに対して視覚的に快い結果をもたら
す向上したズーム能力を効率的に提供する。いくつかの実施例では、この技術は、適用さ
れたデジタルズームを有する第１のカメラとデジタルズームを有さない第２のカメラとの
間でデジタルビューファインダを遷移させるためのユーザインタフェースを効率的に提供
する。このような技術は、必要なユーザ入力の数を減少させ、バッテリ電力を節約する。
【０００７】
　いくつかの実施形態によれば、方法は、第１のカメラと、第２のカメラと、ディスプレ
イとを備える電子デバイスで実行される。この方法は、ディスプレイ上に、第１のカメラ
から受信したデータに基づいてプレビューを含むデジタルビューファインダを表示するこ
とと、デジタルビューファインダを表示している間に、デバイスから所定の距離以内に被
写体が検出されたときに１つ以上の条件のセットの第１の条件が満たされる、１つ以上の
条件のセットが満たされるという判定に従って、デジタルビューファインダ内に表示され
たプレビューに、第１のカメラ及び第２のカメラから受信したデータに基づく疑似的光学
効果を適用することと、１つ以上の条件のセットが満たされないという判定に従って、疑
似的光学効果を適用することなく、デジタルビューファインダ内にプレビューを表示する
ことと、を含む。
【０００８】
　いくつかの実施形態によれば、非一時的コンピュータ可読記憶媒体が記載される。非一
時的コンピュータ可読記憶媒体は、第１のカメラと、第２のカメラと、ディスプレイとを
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有する電子デバイスの１つ以上のプロセッサによって実行されるように構成された１つ以
上のプログラムを記憶し、１つ以上のプログラムは、ディスプレイ上に、第１のカメラか
ら受信したデータに基づいてプレビューを含むデジタルビューファインダを表示し、デジ
タルビューファインダを表示している間に、デバイスから所定の距離以内に被写体が検出
されたときに１つ以上の条件のセットの第１の条件が満たされる、１つ以上の条件のセッ
トが満たされるという判定に従って、デジタルビューファインダ内に表示されたプレビュ
ーに、第１のカメラ及び第２のカメラから受信したデータに基づく疑似的光学効果を適用
し、１つ以上の条件のセットが満たされないという判定に従って、疑似的光学効果を適用
することなく、デジタルビューファインダ内にプレビューを表示する、命令を含む。
【０００９】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイスが記載される。電子デバイスは、第１のカ
メラと、第２のカメラと、ディスプレイと、１つ以上のプロセッサと、１つ以上のプロセ
ッサによって実行されるように構成された１つ以上のプログラムを記憶するメモリと、を
備え、１つ以上のプログラムは、ディスプレイ上に、第１のカメラから受信したデータに
基づいてプレビューを含むデジタルビューファインダを表示し、デジタルビューファイン
ダを表示している間に、デバイスから所定の距離以内に被写体が検出されたときに１つ以
上の条件のセットの第１の条件が満たされる、１つ以上の条件のセットが満たされるとい
う判定に従って、デジタルビューファインダ内に表示されたプレビューに、第１のカメラ
及び第２のカメラから受信したデータに基づく疑似的光学効果を適用し、１つ以上の条件
のセットが満たされないという判定に従って、疑似的光学効果を適用することなく、デジ
タルビューファインダ内にプレビューを表示する、命令を含む。
【００１０】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイスが記載される。電子デバイスは、第１のカ
メラと、第２のカメラと、ディスプレイと、ディスプレイ上に、第１のカメラから受信し
たデータに基づいてプレビューを含むデジタルビューファインダを表示する手段と、デジ
タルビューファインダを表示している間に、デバイスから所定の距離以内に被写体が検出
されたときに１つ以上の条件のセットの第１の条件が満たされる、１つ以上の条件のセッ
トが満たされるという判定に従って、デジタルビューファインダ内に表示されたプレビュ
ーに、第１のカメラ及び第２のカメラから受信したデータに基づく疑似的光学効果を適用
する手段と、１つ以上の条件のセットが満たされないという判定に従って、疑似的光学効
果を適用することなく、デジタルビューファインダ内にプレビューを表示する手段と、を
備える。
【００１１】
　いくつかの実施形態によれば、一時的コンピュータ可読記憶媒体が記載される。一時的
コンピュータ可読記憶媒体は、第１のカメラと、第２のカメラと、ディスプレイとを有す
る電子デバイスの１つ以上のプロセッサによって実行されるように構成された１つ以上の
プログラムを記憶し、１つ以上のプログラムは、ディスプレイ上に、第１のカメラから受
信したデータに基づいてプレビューを含むデジタルビューファインダを表示し、デジタル
ビューファインダを表示している間に、デバイスから所定の距離以内に被写体が検出され
たときに１つ以上の条件のセットの第１の条件が満たされる、１つ以上の条件のセットが
満たされるという判定に従って、デジタルビューファインダ内に表示されたプレビューに
、第１のカメラ及び第２のカメラから受信したデータに基づく疑似的光学効果を適用し、
１つ以上の条件のセットが満たされないという判定に従って、疑似的光学効果を適用する
ことなく、デジタルビューファインダ内にプレビューを表示する、命令を含む。
【００１２】
　いくつかの実施形態によれば、方法は、第１のカメラと、第２のカメラと、ディスプレ
イとを備える電子デバイスで実行される。この方法は、ディスプレイ上に、第１の倍率で
デジタルビューファインダを表示することを含む、第１のカメラから受信したデータに基
づいて写真をキャプチャするためのユーザインタフェースと、第１及び第２のカメラのう
ちの１つ以上を用いてデバイスによってキャプチャした写真の倍率を変更するためのアフ
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ォーダンスとを同時に表示することと、アフォーダンスのアクティブ化を検出することと
、アフォーダンスのアクティブ化を検出したことに応じて、ディスプレイ上に、第１のカ
メラから受信したデータに基づいて写真をキャプチャするためのユーザインタフェースを
表示することを停止することと、ディスプレイ上に、第１の倍率より大きい第２の倍率で
デジタルビューファインダを表示することを含む、第２のカメラから受信したデータに基
づいて写真をキャプチャするためのユーザインタフェースを表示することと、を含む。
【００１３】
　いくつかの実施形態によれば、非一時的コンピュータ可読記憶媒体が記載される。非一
時的コンピュータ可読記憶媒体は、第１のカメラと、第２のカメラと、ディスプレイとを
有する電子デバイスの１つ以上のプロセッサによって実行されるように構成された１つ以
上のプログラムを記憶し、１つ以上のプログラムは、ディスプレイ上に、第１の倍率でデ
ジタルビューファインダを表示することを含む、第１のカメラから受信したデータに基づ
いて写真をキャプチャするためのユーザインタフェースと、第１及び第２のカメラのうち
の１つ以上を用いてデバイスによってキャプチャした写真の倍率を変更するためのアフォ
ーダンスとを同時に表示し、アフォーダンスのアクティブ化を検出し、アフォーダンスの
アクティブ化を検出したことに応じて、ディスプレイ上に、第１のカメラから受信したデ
ータに基づいて写真をキャプチャするためのユーザインタフェースを表示することを停止
し、ディスプレイ上に、第１の倍率より大きい第２の倍率でデジタルビューファインダを
表示することを含む、第２のカメラから受信したデータに基づいて写真をキャプチャする
ためのユーザインタフェースを表示する、命令を含む。
【００１４】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイスが記載される。電子デバイスは、第１のカ
メラと、第２のカメラと、ディスプレイと、１つ以上のプロセッサと、１つ以上のプロセ
ッサによって実行されるように構成された１つ以上のプログラムを記憶するメモリと、を
備え、１つ以上のプログラムは、ディスプレイ上に、第１の倍率でデジタルビューファイ
ンダを表示することを含む、第１のカメラから受信したデータに基づいて写真をキャプチ
ャするためのユーザインタフェースと、第１及び第２のカメラのうちの１つ以上を用いて
デバイスによってキャプチャした写真の倍率を変更するためのアフォーダンスとを同時に
表示し、アフォーダンスのアクティブ化を検出し、アフォーダンスのアクティブ化を検出
したことに応じて、ディスプレイ上に、第１のカメラから受信したデータに基づいて写真
をキャプチャするためのユーザインタフェースを表示することを停止し、ディスプレイ上
に、第１の倍率より大きい第２の倍率でデジタルビューファインダを表示することを含む
、第２のカメラから受信したデータに基づいて写真をキャプチャするためのユーザインタ
フェースを表示する、命令を含む。
【００１５】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイスが記載される。電子デバイスは、第１のカ
メラと、第２のカメラと、ディスプレイと、ディスプレイ上に、第１の倍率でデジタルビ
ューファインダを表示することを含む、第１のカメラから受信したデータに基づいて写真
をキャプチャするためのユーザインタフェースと、第１及び第２のカメラのうちの１つ以
上を用いてデバイスによってキャプチャした写真の倍率を変更するためのアフォーダンス
とを同時に表示する手段と、アフォーダンスのアクティブ化を検出する手段と、アフォー
ダンスのアクティブ化を検出したことに応じて、ディスプレイ上に、第１のカメラから受
信したデータに基づいて写真をキャプチャするためのユーザインタフェースを表示するこ
とを停止する手段と、ディスプレイ上に、第１の倍率より大きい第２の倍率でデジタルビ
ューファインダを表示することを含む、第２のカメラから受信したデータに基づいて写真
をキャプチャするためのユーザインタフェースを表示する手段と、を備える。
【００１６】
　いくつかの実施形態によれば、一時的コンピュータ可読記憶媒体が記載される。一時的
コンピュータ可読記憶媒体は、第１のカメラと、第２のカメラと、ディスプレイとを有す
る電子デバイスの１つ以上のプロセッサによって実行されるように構成された１つ以上の
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プログラムを記憶し、１つ以上のプログラムは、ディスプレイ上に、第１の倍率でデジタ
ルビューファインダを表示することを含む、第１のカメラから受信したデータに基づいて
写真をキャプチャするためのユーザインタフェースと、第１及び第２のカメラのうちの１
つ以上を用いてデバイスによってキャプチャした写真の倍率を変更するためのアフォーダ
ンスとを同時に表示し、アフォーダンスのアクティブ化を検出し、アフォーダンスのアク
ティブ化を検出したことに応じて、ディスプレイ上に、第１のカメラから受信したデータ
に基づいて写真をキャプチャするためのユーザインタフェースを表示することを停止し、
ディスプレイ上に、第１の倍率より大きい第２の倍率でデジタルビューファインダを表示
することを含む、第２のカメラから受信したデータに基づいて写真をキャプチャするため
のユーザインタフェースを表示する、命令を含む。
【００１７】
　いくつかの実施形態によれば、方法は、１つ以上のカメラ及びディスプレイを備える電
子デバイスで実行される。この方法は、ディスプレイ上に、１つ以上のカメラから受信し
たデータに基づいてデジタルビューファインダを表示することと、デジタルビューファイ
ンダを表示している間に、ジェスチャ速度で進行する、デジタルビューファインダを第１
の倍率レベルから第３の倍率レベルにズームする命令に対応するジェスチャを検出するこ
とと、ジェスチャを検出したことに応じて、ジェスチャの第１の部分の間に、ジェスチャ
が進行しているジェスチャ速度より遅い第１の速度でデジタルビューファインダをズーム
すること、及び、ジェスチャの第１の部分の後に行われるジェスチャの第２の部分の間に
、ジェスチャが進行しているジェスチャ速度より速い第２の速度でデジタルビューファイ
ンダをズームすることを含めて、第１の倍率レベルから第２の倍率レベルに及び第２の倍
率レベルから第３の倍率レベルにデジタルビューファインダをズームすることと、を含む
。
【００１８】
　いくつかの実施形態によれば、非一時的コンピュータ可読記憶媒体が記載される。非一
時的コンピュータ可読記憶媒体は、１つ以上のカメラとディスプレイとを有する電子デバ
イスの１つ以上のプロセッサによって実行されるように構成された１つ以上のプログラム
を記憶し、１つ以上のプログラムは、ディスプレイ上に、１つ以上のカメラから受信した
データに基づいてデジタルビューファインダを表示し、デジタルビューファインダを表示
している間に、ジェスチャ速度で進行する、デジタルビューファインダを第１の倍率レベ
ルから第３の倍率レベルにズームする命令に対応するジェスチャを検出し、ジェスチャを
検出したことに応じて、ジェスチャの第１の部分の間に、ジェスチャが進行しているジェ
スチャ速度より遅い第１の速度でデジタルビューファインダをズームすること、及び、ジ
ェスチャの第１の部分の後に行われるジェスチャの第２の部分の間に、ジェスチャが進行
しているジェスチャ速度より速い第２の速度でデジタルビューファインダをズームするこ
とを含めて、第１の倍率レベルから第２の倍率レベルに及び第２の倍率レベルから第３の
倍率レベルにデジタルビューファインダをズームする、命令を含む。
【００１９】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイスが記載される。電子デバイスは、１つ以上
のカメラと、ディスプレイと、１つ以上のプロセッサと、１つ以上のプロセッサによって
実行されるように構成された１つ以上のプログラムを記憶するメモリと、を備え、１つ以
上のプログラムは、ディスプレイ上に、１つ以上のカメラから受信したデータに基づいて
デジタルビューファインダを表示し、デジタルビューファインダを表示している間に、ジ
ェスチャ速度で進行する、デジタルビューファインダを第１の倍率レベルから第３の倍率
レベルにズームする命令に対応するジェスチャを検出し、ジェスチャを検出したことに応
じて、ジェスチャの第１の部分の間に、ジェスチャが進行しているジェスチャ速度より遅
い第１の速度でデジタルビューファインダをズームすること、及び、ジェスチャの第１の
部分の後に行われるジェスチャの第２の部分の間に、ジェスチャが進行しているジェスチ
ャ速度より速い第２の速度でデジタルビューファインダをズームすることを含めて、第１
の倍率レベルから第２の倍率レベルに及び第２の倍率レベルから第３の倍率レベルにデジ
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タルビューファインダをズームする、命令を含む。
【００２０】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイスが記載される。電子デバイスは、１つ以上
のカメラと、ディスプレイと、ディスプレイ上に、１つ以上のカメラから受信したデータ
に基づいてデジタルビューファインダを表示し、デジタルビューファインダを表示してい
る間に、ジェスチャ速度で進行する、デジタルビューファインダを第１の倍率レベルから
第３の倍率レベルにズームする命令に対応するジェスチャを検出し、ジェスチャを検出し
たことに応じて、ジェスチャの第１の部分の間に、ジェスチャが進行しているジェスチャ
速度より遅い第１の速度でデジタルビューファインダをズームすること、及び、ジェスチ
ャの第１の部分の後に行われるジェスチャの第２の部分の間に、ジェスチャが進行してい
るジェスチャ速度より速い第２の速度でデジタルビューファインダをズームすることを含
めて、第１の倍率レベルから第２の倍率レベルに及び第２の倍率レベルから第３の倍率レ
ベルにデジタルビューファインダをズームする、手段と、を備える。
【００２１】
　いくつかの実施形態によれば、一時的コンピュータ可読記憶媒体が記載される。一時的
コンピュータ可読記憶媒体は、１つ以上のカメラとディスプレイとを有する電子デバイス
の１つ以上のプロセッサによって実行されるように構成された１つ以上のプログラムを記
憶し、１つ以上のプログラムは、ディスプレイ上に、１つ以上のカメラから受信したデー
タに基づいてデジタルビューファインダを表示し、デジタルビューファインダを表示して
いる間に、ジェスチャ速度で進行する、デジタルビューファインダを第１の倍率レベルか
ら第３の倍率レベルにズームする命令に対応するジェスチャを検出し、ジェスチャを検出
したことに応じて、ジェスチャの第１の部分の間に、ジェスチャが進行しているジェスチ
ャ速度より遅い第１の速度でデジタルビューファインダをズームすること、及び、ジェス
チャの第１の部分の後に行われるジェスチャの第２の部分の間に、ジェスチャが進行して
いるジェスチャ速度より速い第２の速度でデジタルビューファインダをズームすることを
含めて、第１の倍率レベルから第２の倍率レベルに及び第２の倍率レベルから第３の倍率
レベルにデジタルビューファインダをズームする、命令を含む。
【００２２】
　いくつかの実施形態によれば、方法は、ディスプレイを備える電子デバイスで実行され
る。この方法は、ディスプレイ上に表示することであって、ディスプレイ上にデジタルビ
ューファインダを表示することと、デジタルビューファインダを第１の倍率レベルから第
１の倍率レベルとは異なる第２の倍率レベルにズームする命令に対応するジェスチャを検
出することと、第２の倍率レベルと第３の倍率レベルとの間の差が所定の閾値未満である
ときに１つ以上の条件のセットの第１の条件が満たされる、１つ以上の条件のセットが満
たされたか否かを判定することと、１つ以上の条件のセットが満たされたという判定に従
って、デジタルビューファインダを第１の倍率レベルから第３の倍率レベルにズームする
ことと、を含む。
【００２３】
　いくつかの実施形態によれば、非一時的コンピュータ可読記憶媒体が記載される。非一
時的コンピュータ可読記憶媒体は、ディスプレイを有する電子デバイスの１つ以上のプロ
セッサによって実行されるように構成された１つ以上のプログラムを記憶し、１つ以上の
プログラムは、ディスプレイ上に、デジタルビューファインダを表示し、デジタルビュー
ファインダを第１の倍率レベルから第１の倍率レベルとは異なる第２の倍率レベルにズー
ムする命令に対応するジェスチャを検出し、第２の倍率レベルと第３の倍率レベルとの間
の差が所定の閾値未満であるときに１つ以上の条件のセットの第１の条件が満たされる、
１つ以上の条件のセットが満たされたか否かを判定し、１つ以上の条件のセットが満たさ
れたという判定に従って、デジタルビューファインダを第１の倍率レベルから第３の倍率
レベルにズームする、命令を含む。
【００２４】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイスが記載される。電子デバイスは、ディスプ
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レイと、１つ以上のプロセッサと、１つ以上のプロセッサによって実行されるように構成
された１つ以上のプログラムを記憶するメモリと、を備え、１つ以上のプログラムは、デ
ィスプレイ上に、デジタルビューファインダを表示し、デジタルビューファインダを第１
の倍率レベルから第１の倍率レベルとは異なる第２の倍率レベルにズームする命令に対応
するジェスチャを検出し、第２の倍率レベルと第３の倍率レベルとの間の差が所定の閾値
未満であるときに１つ以上の条件のセットの第１の条件が満たされる、１つ以上の条件の
セットが満たされたか否かを判定し、１つ以上の条件のセットが満たされたという判定に
従って、デジタルビューファインダを第１の倍率レベルから第３の倍率レベルにズームす
る、命令を含む。
【００２５】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイスが記載される。電子デバイスは、ディスプ
レイと、ディスプレイ上にデジタルビューファインダを表示する手段と、デジタルビュー
ファインダを第１の倍率レベルから第１の倍率レベルとは異なる第２の倍率レベルにズー
ムする命令に対応するジェスチャを検出する手段と、第２の倍率レベルと第３の倍率レベ
ルとの間の差が所定の閾値未満であるときに１つ以上の条件のセットの第１の条件が満た
される、１つ以上の条件のセットが満たされたか否かを判定する手段と、１つ以上の条件
のセットが満たされたという判定に従って、デジタルビューファインダを第１の倍率レベ
ルから第３の倍率レベルにズームする手段と、を備える。
【００２６】
　いくつかの実施形態によれば、一時的コンピュータ可読記憶媒体が記載される。一時的
コンピュータ可読記憶媒体は、ディスプレイを有する電子デバイスの１つ以上のプロセッ
サによって実行されるように構成された１つ以上のプログラムを記憶し、１つ以上のプロ
グラムは、ディスプレイ上に、デジタルビューファインダを表示し、デジタルビューファ
インダを第１の倍率レベルから第１の倍率レベルとは異なる第２の倍率レベルにズームす
る命令に対応するジェスチャを検出し、第２の倍率レベルと第３の倍率レベルとの間の差
が所定の閾値未満であるときに１つ以上の条件のセットの第１の条件が満たされる、１つ
以上の条件のセットが満たされたか否かを判定し、１つ以上の条件のセットが満たされた
という判定に従って、デジタルビューファインダを第１の倍率レベルから第３の倍率レベ
ルにズームする、命令を含む。
【００２７】
　いくつかの実施形態によれば、方法は、１つ以上の入力デバイス及びディスプレイを備
える電子デバイスで実行される。この方法は、ディスプレイ上に、第１の倍率レベルで１
つ以上のカメラでメディアをキャプチャするためのデジタルビューファインダと、倍率調
整用アフォーダンスとを同時に表示することと、デジタルビューファインダ及び倍率調整
用アフォーダンスを同時に表示している間に、１つ以上の入力デバイスを介して倍率調整
用アフォーダンスに対応する位置の第１のジェスチャを検出することと、第１のジェスチ
ャが第１のタイプであるという判定に従って、第１の倍率レベルとは異なる第２の倍率レ
ベルで１つ以上のカメラでメディアをキャプチャする準備をすることと、第１のジェスチ
ャが第１のタイプとは異なる第２のタイプであるという判定に従って、第１の倍率レベル
とは異なる動的に選択された倍率レベルで１つ以上のカメラでメディアをキャプチャする
準備をすることと、を含み、動的に選択された倍率レベルは、第１のジェスチャの大きさ
に基づいて選択される。
【００２８】
　いくつかの実施形態によれば、非一時的コンピュータ可読記憶媒体が記載される。非一
時的コンピュータ可読記憶媒体は、１つ以上のカメラと１つ以上の入力デバイスとディス
プレイとを有する電子デバイスの１つ以上のプロセッサによって実行されるように構成さ
れた１つ以上のプログラムを記憶し、１つ以上のプログラムは、ディスプレイ上に、第１
の倍率レベルで１つ以上のカメラでメディアをキャプチャするためのデジタルビューファ
インダと倍率調整用アフォーダンスとを同時に表示し、デジタルビューファインダ及び倍
率調整用アフォーダンスを同時に表示している間に、１つ以上の入力デバイスを介して倍
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率調整用アフォーダンスに対応する位置の第１のジェスチャを検出し、第１のジェスチャ
が第１のタイプであるという判定に従って、第１の倍率レベルとは異なる第２の倍率レベ
ルで１つ以上のカメラでメディアをキャプチャする準備をし、第１のジェスチャが第１の
タイプとは異なる第２のタイプであるという判定に従って、第１の倍率レベルとは異なる
動的に選択された倍率レベルで１つ以上のカメラでメディアをキャプチャする準備をする
、命令を含み、動的に選択された倍率レベルは、第１のジェスチャの大きさに基づいて選
択される。
【００２９】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイスが記載される。電子デバイスは、１つ以上
のカメラと、１つ以上の入力デバイスと、ディスプレイと、１つ以上のプロセッサと、１
つ以上のプロセッサによって実行されるように構成された１つ以上のプログラムを記憶す
るメモリと、を備え、１つ以上のプログラムは、ディスプレイ上に、第１の倍率レベルで
１つ以上のカメラでメディアをキャプチャするためのデジタルビューファインダと倍率調
整用アフォーダンスとを同時に表示し、デジタルビューファインダ及び倍率調整用アフォ
ーダンスを同時に表示している間に、１つ以上の入力デバイスを介して倍率調整用アフォ
ーダンスに対応する位置の第１のジェスチャを検出し、第１のジェスチャが第１のタイプ
であるという判定に従って、第１の倍率レベルとは異なる第２の倍率レベルで１つ以上の
カメラでメディアをキャプチャする準備をし、第１のジェスチャが第１のタイプとは異な
る第２のタイプであるという判定に従って、第１の倍率レベルとは異なる動的に選択され
た倍率レベルで１つ以上のカメラでメディアをキャプチャする準備をする、命令を含み、
動的に選択された倍率レベルは、第１のジェスチャの大きさに基づいて選択される。
【００３０】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイスが記載される。電子デバイスは、１つ以上
のカメラと、１つ以上の入力デバイスと、ディスプレイと、ディスプレイ上に、第１の倍
率レベルで１つ以上のカメラでメディアをキャプチャするためのデジタルビューファイン
ダと倍率調整用アフォーダンスとを同時に表示する手段と、デジタルビューファインダ及
び倍率調整用アフォーダンスを同時に表示している間に、１つ以上の入力デバイスを介し
て倍率調整用アフォーダンスに対応する位置の第１のジェスチャを検出する手段と、第１
のジェスチャが第１のタイプであるという判定に従って、第１の倍率レベルとは異なる第
２の倍率レベルで１つ以上のカメラでメディアをキャプチャする準備をする手段と、第１
のジェスチャが第１のタイプとは異なる第２のタイプであるという判定に従って、第１の
倍率レベルとは異なる動的に選択された倍率レベルで１つ以上のカメラでメディアをキャ
プチャする準備をする手段と、を備え、動的に選択された倍率レベルは、第１のジェスチ
ャの大きさに基づいて選択される。
【００３１】
　いくつかの実施形態によれば、一時的コンピュータ可読記憶媒体が記載される。非一時
的コンピュータ可読記憶媒体は、１つ以上のカメラと１つ以上の入力デバイスとディスプ
レイとを有する電子デバイスの１つ以上のプロセッサによって実行されるように構成され
た１つ以上のプログラムを記憶し、１つ以上のプログラムは、ディスプレイ上に、第１の
倍率レベルで１つ以上のカメラでメディアをキャプチャするためのデジタルビューファイ
ンダと倍率調整用アフォーダンスとを同時に表示し、デジタルビューファインダ及び倍率
調整用アフォーダンスを同時に表示している間に、１つ以上の入力デバイスを介して倍率
調整用アフォーダンスに対応する位置の第１のジェスチャを検出し、第１のジェスチャが
第１のタイプであるという判定に従って、第１の倍率レベルとは異なる第２の倍率レベル
で１つ以上のカメラでメディアをキャプチャする準備をし、第１のジェスチャが第１のタ
イプとは異なる第２のタイプであるという判定に従って、第１の倍率レベルとは異なる動
的に選択された倍率レベルで１つ以上のカメラでメディアをキャプチャする準備をする、
命令を含み、動的に選択された倍率レベルは、第１のジェスチャの大きさに基づいて選択
される。
【００３２】
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　いくつかの実施形態によれば、方法は、１つ以上のカメラと、１つ以上の入力デバイス
と、ディスプレイとを備える電子デバイスで実行される。この方法は、１つ以上のカメラ
から受信したデータに基づいて、１つ以上のカメラの視野内の１つ以上の物体の表現を含
むデジタルビューファインダを表示することと、デジタルビューファインダを表示してい
る間に、１つ以上の入力デバイスを介して第１のジェスチャを検出することと、第１のジ
ェスチャが第１の位置にあると１つ以上の条件の第１のセットの第１の条件が満たされる
、１つ以上の条件の第１のセットが満たされるという判定に従って、デジタルビューファ
インダの表示を更新して、第１の倍率レベルとは異なる第２の倍率レベルで１つ以上のカ
メラでメディアをキャプチャする準備をすることなく、１つ以上の入力デバイス上の第１
のジェスチャの位置に対応する１つ以上のカメラの視野内の１つ以上の物体の対応する物
体の表現に焦点を合わせることと、第１のジェスチャが第１の位置とは異なる第２の位置
にあると１つ以上の条件の第２のセットの第１の条件が満たされる、１つ以上の条件の第
２のセットが満たされるという判定に従って、第１の倍率レベルとは異なる第２の倍率レ
ベルで１つ以上のカメラでメディアをキャプチャする準備をすることと、を含む。
【００３３】
　いくつかの実施形態によれば、非一時的コンピュータ可読記憶媒体が記載される。非一
時的コンピュータ可読記憶媒体は、１つ以上のカメラと１つ以上の入力デバイスとディス
プレイとを有する電子デバイスの１つ以上のプロセッサによって実行されるように構成さ
れた１つ以上のプログラムを記憶し、１つ以上のプログラムは、１つ以上のカメラから受
信したデータに基づいて、１つ以上のカメラの視野内の１つ以上の物体の表現を含むデジ
タルビューファインダを表示し、デジタルビューファインダを表示している間に、１つ以
上の入力デバイスを介して第１のジェスチャを検出し、第１のジェスチャが第１の位置に
あると１つ以上の条件の第１のセットの第１の条件が満たされる、１つ以上の条件の第１
のセットが満たされるという判定に従って、デジタルビューファインダの表示を更新して
、第１の倍率レベルとは異なる第２の倍率レベルで１つ以上のカメラでメディアをキャプ
チャする準備をすることなく、１つ以上の入力デバイス上の第１のジェスチャの位置に対
応する１つ以上のカメラの視野内の１つ以上の物体の対応する物体の表現に焦点を合わせ
、第１のジェスチャが第１の位置とは異なる第２の位置にあると１つ以上の条件の第２の
セットの第１の条件が満たされる、１つ以上の条件の第２のセットが満たされるという判
定に従って、第１の倍率レベルとは異なる第２の倍率レベルで１つ以上のカメラでメディ
アをキャプチャする準備をする、命令を含む。
【００３４】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイスが記載される。電子デバイスは、１つ以上
のカメラと、１つ以上の入力デバイスと、ディスプレイと、１つ以上のプロセッサと、１
つ以上のプロセッサによって実行されるように構成された１つ以上のプログラムを記憶す
るメモリと、を備え、１つ以上のプログラムは、１つ以上のカメラから受信したデータに
基づいて、１つ以上のカメラの視野内の１つ以上の物体の表現を含むデジタルビューファ
インダを表示し、デジタルビューファインダを表示している間に、１つ以上の入力デバイ
スを介して第１のジェスチャを検出し、第１のジェスチャが第１の位置にあると１つ以上
の条件の第１のセットの第１の条件が満たされる、１つ以上の条件の第１のセットが満た
されるという判定に従って、デジタルビューファインダの表示を更新して、第１の倍率レ
ベルとは異なる第２の倍率レベルで１つ以上のカメラでメディアをキャプチャする準備を
することなく、１つ以上の入力デバイス上の第１のジェスチャの位置に対応する１つ以上
のカメラの視野内の１つ以上の物体の対応する物体の表現に焦点を合わせ、第１のジェス
チャが第１の位置とは異なる第２の位置にあると１つ以上の条件の第２のセットの第１の
条件が満たされる、１つ以上の条件の第２のセットが満たされるという判定に従って、第
１の倍率レベルとは異なる第２の倍率レベルで１つ以上のカメラでメディアをキャプチャ
する準備をする、命令を含む。
【００３５】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイスが記載される。電子デバイスは、１つ以上
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のカメラと、１つ以上の入力デバイスと、ディスプレイと、デバイスが第１の倍率レベル
で１つ以上のカメラでメディアをキャプチャする準備ができている間に、ディスプレイ上
に、１つ以上のカメラから受信したデータに基づいて、１つ以上のカメラの視野内の１つ
以上の物体の表現を含むデジタルビューファインダを表示する手段と、デジタルビューフ
ァインダを表示している間に、１つ以上の入力デバイスを介して第１のジェスチャを検出
する手段と、第１のジェスチャが第１の位置にあると１つ以上の条件の第１のセットの第
１の条件が満たされる、１つ以上の条件の第１のセットが満たされるという判定に従って
、デジタルビューファインダの表示を更新して、第１の倍率レベルとは異なる第２の倍率
レベルで１つ以上のカメラでメディアをキャプチャする準備をすることなく、１つ以上の
入力デバイス上の第１のジェスチャの位置に対応する１つ以上のカメラの視野内の１つ以
上の物体の対応する物体の表現に焦点を合わせる手段と、第１のジェスチャが第１の位置
とは異なる第２の位置にあると１つ以上の条件の第２のセットの第１の条件が満たされる
、１つ以上の条件の第２のセットが満たされるという判定に従って、第１の倍率レベルと
は異なる第２の倍率レベルで１つ以上のカメラでメディアをキャプチャする準備をする手
段と、を備える。
【００３６】
　いくつかの実施形態によれば、一時的コンピュータ可読記憶媒体が記載される。非一時
的コンピュータ可読記憶媒体は、１つ以上のカメラと１つ以上の入力デバイスとディスプ
レイとを有する電子デバイスの１つ以上のプロセッサによって実行されるように構成され
た１つ以上のプログラムを記憶し、１つ以上のプログラムは、１つ以上のカメラから受信
したデータに基づいて、１つ以上のカメラの視野内の１つ以上の物体の表現を含むデジタ
ルビューファインダを表示し、デジタルビューファインダを表示している間に、１つ以上
の入力デバイスを介して第１のジェスチャを検出し、第１のジェスチャが第１の位置にあ
ると１つ以上の条件の第１のセットの第１の条件が満たされる、１つ以上の条件の第１の
セットが満たされるという判定に従って、デジタルビューファインダの表示を更新して、
第１の倍率レベルとは異なる第２の倍率レベルで１つ以上のカメラでメディアをキャプチ
ャする準備をすることなく、１つ以上の入力デバイス上の第１のジェスチャの位置に対応
する１つ以上のカメラの視野内の１つ以上の物体の対応する物体の表現に焦点を合わせ、
第１のジェスチャが第１の位置とは異なる第２の位置にあると１つ以上の条件の第２のセ
ットの第１の条件が満たされる、１つ以上の条件の第２のセットが満たされるという判定
に従って、第１の倍率レベルとは異なる第２の倍率レベルで１つ以上のカメラでメディア
をキャプチャする準備をする、命令を含む。
【００３７】
　いくつかの実施形態によれば、方法は、ディスプレイ及び１つ以上の入力デバイスを備
える電子デバイスで実行される。この方法は、ディスプレイ上に、最小値から最大値まで
の複数の値のうちの１つの値を選択するための調節可能なコントローラを表示することと
、調節可能なコントローラを表示している間に、１つ以上の入力デバイスで、１つ以上の
入力デバイスを介して検出された第１の入力境界及び第２の入力境界によって制約された
移動を含む、第２の入力境界よりも第１の入力境界に近い位置にある入力を受け付けるこ
とと、入力を受け付けたことに応じて、入力の移動速度が、第１の移動速度基準が満たさ
れるために入力の移動速度が第１の移動速度閾値を上回るという第１の要件を含む第１の
移動速度基準を満たすという判定に従って、かつ第１の入力境界に向かう移動を含む入力
の移動に従って、移動の大きさ及び第１の加速係数に基づいて複数の値にわたってナビゲ
ートすることと、入力の移動速度が、移動速度基準の第１のセットを満たすという判定及
び入力の移動が第２の入力境界に向かう移動を含むという判定に従って、移動の大きさ及
び第１の加速係数とは異なる第２の加速係数に基づいて複数の値にわたってナビゲートす
ることと、を含む。
【００３８】
　いくつかの実施形態によれば、非一時的コンピュータ可読記憶媒体が記載される。非一
時的コンピュータ可読記憶媒体は、１つ以上の入力デバイスとディスプレイとを有する電
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子デバイスの１つ以上のプロセッサによって実行されるように構成された１つ以上のプロ
グラムを記憶し、１つ以上のプログラムは、ディスプレイ上に、最小値から最大値までの
複数の値のうちの１つの値を選択するための調節可能なコントローラを表示し、調節可能
なコントローラを表示している間に、１つ以上の入力デバイスで、１つ以上の入力デバイ
スを介して検出された第１の入力境界及び第２の入力境界によって制約された移動を含む
、第２の入力境界よりも第１の入力境界に近い位置にある入力を受け付け、入力を受け付
けたことに応じて、入力の移動速度が、第１の移動速度基準が満たされるために入力の移
動速度が第１の移動速度閾値を上回るという第１の要件を含む第１の移動速度基準を満た
すという判定に従って、かつ第１の入力境界に向かう移動を含む入力の移動に従って、移
動の大きさ及び第１の加速係数に基づいて複数の値にわたってナビゲートし、入力の移動
速度が、移動速度基準の第１のセットを満たすという判定及び入力の移動が第２の入力境
界に向かう移動を含むという判定に従って、移動の大きさ及び第１の加速係数とは異なる
第２の加速係数に基づいて複数の値にわたってナビゲートする、命令を含む。
【００３９】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイスが記載される。電子デバイスは、１つ以上
の入力デバイスと、ディスプレイと、１つ以上のプロセッサと、１つ以上のプロセッサに
よって実行されるように構成された１つ以上のプログラムを記憶するメモリと、を備え、
１つ以上のプログラムは、ディスプレイ上に、最小値から最大値までの複数の値のうちの
１つの値を選択するための調節可能なコントローラを表示する手段と、調節可能なコント
ローラを表示している間に、１つ以上の入力デバイスで、１つ以上の入力デバイスを介し
て検出された第１の入力境界及び第２の入力境界によって制約された移動を含む、第２の
入力境界よりも第１の入力境界に近い位置にある入力を受け付ける手段と、入力を受け付
けたことに応じて、入力の移動速度が、第１の移動速度基準が満たされるために入力の移
動速度が第１の移動速度閾値を上回るという第１の要件を含む第１の移動速度基準を満た
すという判定に従って、かつ第１の入力境界に向かう移動を含む入力の移動に従って、移
動の大きさ及び第１の加速係数に基づいて複数の値にわたってナビゲートし、入力の移動
速度が、移動速度基準の第１のセットを満たすという判定及び入力の移動が第２の入力境
界に向かう移動を含むという判定に従って、移動の大きさ及び第１の加速係数とは異なる
第２の加速係数に基づいて複数の値にわたってナビゲートする手段と、を備える。
【００４０】
　いくつかの実施形態によれば、一時的コンピュータ可読記憶媒体が記載される。非一時
的コンピュータ可読記憶媒体は、１つ以上の入力デバイスとディスプレイとを有する電子
デバイスの１つ以上のプロセッサによって実行されるように構成された１つ以上のプログ
ラムを記憶し、１つ以上のプログラムは、ディスプレイ上に、最小値から最大値までの複
数の値のうちの１つの値を選択するための調節可能なコントローラを表示し、調節可能な
コントローラを表示している間に、１つ以上の入力デバイスで、１つ以上の入力デバイス
を介して検出された第１の入力境界及び第２の入力境界によって制約された移動を含む、
第２の入力境界よりも第１の入力境界に近い位置にある入力を受け付け、入力を受け付け
たことに応じて、入力の移動速度が、第１の移動速度基準が満たされるために入力の移動
速度が第１の移動速度閾値を上回るという第１の要件を含む第１の移動速度基準を満たす
という判定に従って、かつ第１の入力境界に向かう移動を含む入力の移動に従って、移動
の大きさ及び第１の加速係数に基づいて複数の値にわたってナビゲートし、入力の移動速
度が、移動速度基準の第１のセットを満たすという判定及び入力の移動が第２の入力境界
に向かう移動を含むという判定に従って、移動の大きさ及び第１の加速係数とは異なる第
２の加速係数に基づいて複数の値にわたってナビゲートする、命令を含む。
【００４１】
　これらの機能を実行する実行可能命令は、任意選択的に、非一時的コンピュータ可読記
憶媒体又は１つ以上のプロセッサによって実行されるように構成された他のコンピュータ
プログラム製品に含まれる。これらの機能を実行する実行可能命令は、任意選択的に、一
時的コンピュータ可読記憶媒体又は１つ以上のプロセッサによって実行されるように構成
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された他のコンピュータプログラム製品に含まれる。
【００４２】
　このため、カメラ効果を操作するための、より速く、より効率的な方法及インタフェー
スがデバイスに提供され、それによって、このようなデバイスの有効性、効率、及びユー
ザ満足度が増す。このような方法及びインタフェースは、カメラ効果を操作するための他
の方法を補完する又は置き換えることができる。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
　説明される様々な実施形態を良好に理解するため、以下の図面と併せて、以下の「発明
を実施するための形態」が参照されるべきである。ここで、類似の参照番号は、それらの
図全体を通じて、対応する部分を指す。
【図１Ａ】いくつかの実施形態に係る、タッチ感知ディスプレイを備えるポータブル多機
能デバイスを示すブロック図である。
【図１Ｂ】いくつかの実施形態に係る、イベント処理のための例示的な構成要素を示すブ
ロック図である。
【図２】いくつかの実施形態に係る、タッチスクリーンを有するポータブル多機能デバイ
スを示す。
【図３】いくつかの実施形態に係る、ディスプレイ及びタッチ感知面を備える例示的な多
機能デバイスのブロック図である。
【図４Ａ】いくつかの実施形態に係る、ポータブル多機能デバイス上のアプリケーション
のメニューのための例示的なユーザインタフェースを示す。
【図４Ｂ】いくつかの実施形態に係る、ディスプレイとは別個のタッチ感知面を備える多
機能デバイスに関する、例示的なユーザインタフェースを示す。
【図５Ａ】いくつかの実施形態に係る、パーソナル電子デバイスを示す。
【図５Ｂ】いくつかの実施形態に係る、パーソナル電子デバイスを示すブロック図である
。
【図５Ｃ】いくつかの実施形態に係る、タッチ感知ディスプレイと強度センサとを有する
パーソナル電子デバイスの例示的な構成要素を示す。
【図５Ｄ】いくつかの実施形態に係る、タッチ感知ディスプレイと強度センサとを有する
パーソナル電子デバイスの例示的な構成要素を示す。
【図５Ｅ】いくつかの実施形態に係る、パーソナル電子デバイスの例示的な構成要素及び
ユーザインタフェースを示す。
【図５Ｆ】いくつかの実施形態に係る、パーソナル電子デバイスの例示的な構成要素及び
ユーザインタフェースを示す。
【図５Ｇ】いくつかの実施形態に係る、パーソナル電子デバイスの例示的な構成要素及び
ユーザインタフェースを示す。
【図５Ｈ】いくつかの実施形態に係る、パーソナル電子デバイスの例示的な構成要素及び
ユーザインタフェースを示す。
【図６Ａ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス及
びユーザインタフェースを示す。
【図６Ｂ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス及
びユーザインタフェースを示す。
【図６Ｃ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス及
びユーザインタフェースを示す。
【図６Ｄ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス及
びユーザインタフェースを示す。
【図６Ｅ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス及
びユーザインタフェースを示す。
【図６Ｆ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス及
びユーザインタフェースを示す。
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【図６Ｇ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス及
びユーザインタフェースを示す。
【図６Ｈ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス及
びユーザインタフェースを示す。
【図６Ｉ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス及
びユーザインタフェースを示す。
【図６Ｊ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス及
びユーザインタフェースを示す。
【図６Ｋ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス及
びユーザインタフェースを示す。
【図６Ｌ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス及
びユーザインタフェースを示す。
【図６Ｍ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス及
びユーザインタフェースを示す。
【図６Ｎ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス及
びユーザインタフェースを示す。
【図６Ｏ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス及
びユーザインタフェースを示す。
【図６Ｐ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス及
びユーザインタフェースを示す。
【図６Ｑ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス及
びユーザインタフェースを示す。
【図７Ａ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための方法を示すフロー図
である。
【図７Ｂ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための方法を示すフロー図
である。
【図８Ａ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス及
びユーザインタフェースを示す。
【図８Ｂ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス及
びユーザインタフェースを示す。
【図８Ｃ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス及
びユーザインタフェースを示す。
【図８Ｄ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス及
びユーザインタフェースを示す。
【図８Ｅ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス及
びユーザインタフェースを示す。
【図８Ｆ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス及
びユーザインタフェースを示す。
【図８Ｇ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス及
びユーザインタフェースを示す。
【図８Ｈ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス及
びユーザインタフェースを示す。
【図９】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための方法を示すフロー図で
ある。
【図１０Ａ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス
及びユーザインタフェースを示す。
【図１０Ｂ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス
及びユーザインタフェースを示す。
【図１０Ｃ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス
及びユーザインタフェースを示す。
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【図１０Ｄ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス
及びユーザインタフェースを示す。
【図１０Ｅ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス
及びユーザインタフェースを示す。
【図１０Ｆ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス
及びユーザインタフェースを示す。
【図１０Ｇ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス
及びユーザインタフェースを示す。
【図１０Ｈ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス
及びユーザインタフェースを示す。
【図１０Ｉ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス
及びユーザインタフェースを示す。
【図１０Ｊ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス
及びユーザインタフェースを示す。
【図１０Ｋ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス
及びユーザインタフェースを示す。
【図１０Ｌ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス
及びユーザインタフェースを示す。
【図１０Ｍ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス
及びユーザインタフェースを示す。
【図１０Ｎ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス
及びユーザインタフェースを示す。
【図１０Ｏ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス
及びユーザインタフェースを示す。
【図１０Ｐ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス
及びユーザインタフェースを示す。
【図１０Ｑ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス
及びユーザインタフェースを示す。
【図１０Ｒ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス
及びユーザインタフェースを示す。
【図１０Ｓ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス
及びユーザインタフェースを示す。
【図１０Ｔ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス
及びユーザインタフェースを示す。
【図１１】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための方法を示すフロー図
である。
【図１２Ａ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス
及びユーザインタフェースを示す。
【図１２Ｂ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス
及びユーザインタフェースを示す。
【図１２Ｃ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス
及びユーザインタフェースを示す。
【図１２Ｄ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス
及びユーザインタフェースを示す。
【図１２Ｅ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス
及びユーザインタフェースを示す。
【図１２Ｆ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス
及びユーザインタフェースを示す。
【図１２Ｇ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス
及びユーザインタフェースを示す。
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【図１２Ｈ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス
及びユーザインタフェースを示す。
【図１２Ｉ】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス
及びユーザインタフェースを示す。
【図１３】いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための方法を示すフロー図
である。
【図１４】いくつかの実施形態に係る機能ブロック図である。
【図１５】いくつかの実施形態に係る機能ブロック図である。
【図１６】いくつかの実施形態に係る機能ブロック図である。
【図１７】いくつかの実施形態に係る機能ブロック図である。
【図１８Ａ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するための
例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図１８Ｂ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するための
例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図１８Ｃ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するための
例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図１８Ｄ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するための
例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図１８Ｅ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するための
例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図１８Ｆ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するための
例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図１８Ｇ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するための
例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図１８Ｈ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するための
例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図１８Ｉ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するための
例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図１８Ｊ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するための
例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図１８Ｋ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するための
例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図１８Ｌ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するための
例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図１８Ｍ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するための
例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図１８Ｎ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するための
例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図１８Ｏ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するための
例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図１８Ｐ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するための
例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図１８Ｑ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するための
例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図１８Ｒ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するための
例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図１８Ｓ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するための
例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図１８Ｔ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するための
例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
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【図１８Ｕ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するための
例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図１８Ｖ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するための
例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図１８Ｗ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するための
例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図１８Ｘ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するための
例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図１８Ｙ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するための
例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図１８Ｚ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するための
例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図１８ＡＡ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するため
の例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図１８ＡＢ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するため
の例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図１８ＡＣ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するため
の例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図１８ＡＤ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するため
の例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図１８ＡＥ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するため
の例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図１８ＡＦ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するため
の例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図１８ＡＧ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するため
の例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図１８ＡＨ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するため
の例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図１８ＡＩ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するため
の例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図１８ＡＪ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するため
の例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図１８ＡＫ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するため
の例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図１８ＡＬ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するため
の例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図１８ＡＭ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するため
の例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図１８ＡＮ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するため
の例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図１９Ａ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するための
方法を示すフロー図である。
【図１９Ｂ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するための
方法を示すフロー図である。
【図２０Ａ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するための
例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図２０Ｂ－１】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するた
めの例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図２０Ｂ－２】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するた
めの例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
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【図２０Ｃ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するための
例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図２０Ｄ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するための
例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図２０Ｅ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するための
例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図２０Ｆ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するための
例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図２０Ｇ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するための
例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図２０Ｈ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するための
例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図２０Ｉ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するための
例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図２０Ｊ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するための
例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図２０Ｋ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するための
例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図２０Ｌ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するための
例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図２０Ｍ－１】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するた
めの例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図２０Ｍ－２】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するた
めの例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図２０Ｎ－１】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するた
めの例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図２０Ｎ－２】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するた
めの例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図２０Ｏ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するための
例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図２０Ｐ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するための
例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図２０Ｑ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するための
例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図２０Ｒ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するための
例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図２１Ａ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するための
方法を示すフロー図である。
【図２１Ｂ】いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作するための
方法を示すフロー図である。
【図２２Ａ】いくつかの実施形態に係る、複数の値にわたってナビゲートするための例示
的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図２２Ｂ】いくつかの実施形態に係る、複数の値にわたってナビゲートするための例示
的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図２２Ｃ】いくつかの実施形態に係る、複数の値にわたってナビゲートするための例示
的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図２２Ｄ】いくつかの実施形態に係る、複数の値にわたってナビゲートするための例示
的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図２２Ｅ】いくつかの実施形態に係る、複数の値にわたってナビゲートするための例示
的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
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【図２２Ｆ】いくつかの実施形態に係る、複数の値にわたってナビゲートするための例示
的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図２２Ｇ】いくつかの実施形態に係る、複数の値にわたってナビゲートするための例示
的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図２２Ｈ】いくつかの実施形態に係る、複数の値にわたってナビゲートするための例示
的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図２２Ｉ】いくつかの実施形態に係る、複数の値にわたってナビゲートするための例示
的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図２２Ｊ】いくつかの実施形態に係る、複数の値にわたってナビゲートするための例示
的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
【図２３Ａ】いくつかの実施形態に係る、複数の値にわたってナビゲートするための方法
を示すフロー図である。
【図２３Ｂ】いくつかの実施形態に係る、複数の値にわたってナビゲートするための方法
を示すフロー図である。
【図２４】いくつかの実施形態に係る機能ブロック図である。
【図２５】いくつかの実施形態に係る機能ブロック図である。
【図２６】いくつかの実施形態に係る機能ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００４４】
　以下の説明では、例示的な方法、パラメータなどが記載される。ただし、かかる説明の
目的は、本開示の範囲を制限することではなく、例示的な実施形態の説明を提供すること
であることを理解されたい。
【００４５】
　効率的なデバイスのパッケージングにより、望ましい、非常にポータブルな電子デバイ
スの設計及び製造が可能になる。しかし、いくつかの電子デバイスの構成要素は、より小
さいデバイス、特により薄いデバイスの設計を複雑にする。カメラのセンサ及び関連構成
要素が一例であり、それらは、より厚い設計になりやすい光学的な列に沿って構成された
物理的構成要素を伴う。例えば、可変光学ズームを実行するカメラ（例えば、ＣＣＤセン
サ及び関連レンズ）の能力が、光学的な列の中の移動可能な（例えば、電動の）レンズ（
単数又は複数））の配置に依存することを考えてみる。セルラー電話に組み込む場合、カ
メラ構成要素の通常の向きは、電話機全体のフォームファクタと対立しており、カメラの
光学的な列は、典型的にはデバイスの厚さに沿って延びる。固定焦点距離カメラなどのよ
り薄い設計のカメラの使用は、他の問題をもたらす。すなわち、固定焦点距離カメラは、
可変の光学ズーム能力を有していない。デジタルズームを実行することがまだ可能である
が、デジタルズームは、画像品質に影響を及ぼす。従来のセルラー電話のカメラでの別の
問題は、ＳＬＲ等の従来のカメラシステムと比較して、カメラ上の入射瞳のサイズが相対
的に小さいことである。カメラレンズの小さな入射瞳の結果として、ぼけ効果などの、従
来のＳＬＲカメラを用いて実現可能な芸術的写真効果の一部を、従来の携帯電話のカメラ
を用いて簡単に実現できない。
【００４６】
　本明細書に記載される実施形態は、改良されたカメラ機能を提供するために複数のカメ
ラを利用する電子デバイスを含む。いくつかの実施形態では、固定焦点距離の複数のカメ
ラが、光学ズーム能力を模倣するために可変のデジタル倍率で使用される。いくつかの実
施形態では、固定焦点距離の複数のカメラが、ぼけ効果を模倣又は模擬するために使用さ
れる。記載された実施形態はまた、これらの改良されたカメラ機能を可能にする相補的ユ
ーザインタフェースを含む。
【００４７】
　また、本発明の実施形態は、デバイスのカメラ光学性能の性能を向上させながら、薄く
かつ軽量なデバイスの効率的なパッケージング及び製造を可能にする。固定焦点距離カメ
ラの使用は、可変焦点距離カメラより、薄くかつ小さいので有利である。複数のカメラの
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使用により、光学的にズームする能力をユーザに提供するとともに、ぼけ効果を模擬する
ことによってより快い写真をキャプチャする能力をユーザに提供する。直感的なユーザイ
ンタフェースは、ユーザに過度の認知的負担を強いることなく、ユーザが複数の内蔵カメ
ラの利点を活用することを可能にし、それによって、より効率的なヒューマンマシンイン
タフェースを作り出す。バッテリ動作式の実施形態では、記載された実施形態はまた、光
学ズームを模擬するための固定焦点距離カメラの使用により、従来の可変光学ズームカメ
ラで使用される電動レンズによるバッテリ消費を回避するので、電力を節約し、バッテリ
充電の間のランタイムを増加させる。
【００４８】
　以下、図１Ａ～図１Ｂ、図２、図３、図４Ａ～図４Ｂ、及び図５Ａ～図５Ｈは、カメラ
効果を操作するための技術を実行するための例示的なデバイスの説明を提供する。図６Ａ
～図６Ｑは、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス及びユーザインタフェースを
示す。図７Ａ～図７Ｂは、いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作する方法を示す
フロー図である。図６Ａ～図６Ｑのデバイス及びユーザインタフェースは、図７Ａ～図７
Ｂのプロセスを含む、以下で説明されるプロセスを例示するために用いられる。図８Ａ～
図８Ｈは、カメラ効果を操作するための例示的なユーザインタフェースを示す。図９は、
いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作する方法を示すフロー図である。図８Ａ～
図８Ｈのユーザインタフェースは、図９のプロセスを含めた、以下で説明されるプロセス
を例示するために使用される。図１０Ａ～図１０Ｔは、カメラ効果を操作するための例示
的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。図１１は、いくつかの実施形態に係る、
カメラ効果を操作する方法を示すフロー図である。図１０Ａ～図１０Ｔのデバイス及びユ
ーザインタフェースは、図１１のプロセスを含む、以下で説明されるプロセスを例示する
ために用いられる。図１２Ａ～図１２Ｉは、カメラ効果を操作するための例示的なデバイ
ス及びユーザインタフェースを示す。図１３は、いくつかの実施形態に係る、カメラ効果
を操作する方法を示すフロー図である。図１２Ａ～図１２Ｉのユーザインタフェースは、
図１３のプロセスを含めた、以下で説明されるプロセスを例示するために使用される。図
１８Ａ～図１８ＡＮは、カメラユーザインタフェースを操作するための例示的なデバイス
及びユーザインタフェースを示す。図１９Ａ～図１９Ｂは、いくつかの実施形態に係る、
カメラユーザインタフェースを操作する方法を示すフロー図である。図１８Ａ～図１８Ａ
Ｎのデバイス及びユーザインタフェースは、図１９Ａ～図１９Ｂのプロセスを含む、以下
で説明されるプロセスを例示するために用いられる。図２０Ａ～図２０Ｒは、カメラユー
ザインタフェースを操作するための例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。
図２１Ａ～図２１Ｂは、いくつかの実施形態に係る、カメラユーザインタフェースを操作
する方法を示すフロー図である。図２０Ａ～図２０Ｒのデバイス及びユーザインタフェー
スは、図２１Ａ～図２１Ｂのプロセスを含む、以下で説明されるプロセスを例示するため
に用いられる。図２２Ａ～図２２Ｊは、複数の値にわたってナビゲートするための例示的
なデバイス及びユーザインタフェースを示す。図２３Ａ～図２３Ｂは、いくつかの実施形
態に係る、複数の値にわたってナビゲートする方法を示すフロー図である。図２２Ａ～図
２２Ｊのデバイス及びユーザインタフェースは、図２３Ａ～図２３Ｂのプロセスを含む、
以下で説明されるプロセスを例示するために用いられる。
【００４９】
　以下の説明では、様々な要素を説明するために「第１」、「第２」などの用語を使用す
るが、これらの要素はこれらの用語によって限定されるべきではない。これらの用語は、
ある要素を別の要素と区別するためにのみ使用される。例えば、説明されている様々な実
施形態の範囲から逸脱することなく、第１のタッチは第２のタッチと称することができ、
同様に、第２のタッチは第１のタッチと称し得る。第１のタッチ及び第２のタッチはとも
にタッチであるが、同じタッチではない。
【００５０】
　本明細書で説明される様々な実施形態の説明で使用される用語は、特定の実施形態を説
明することのみを目的とするものであって、限定することを意図するものではない。説明
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される様々な実施形態の説明及び添付の特許請求の範囲で使用されるように、単数形「ａ
」、「ａｎ」、及び「ｔｈｅ」は、文脈がそうではないことを明確に示さない限り、複数
形もまた含むことが意図される。本明細書で使用されるように、用語「ａｎｄ／ｏｒ（及
び／又は）」は、関連する列挙された項目のうちの１つ以上の任意のすべての可能な組合
せを指し、かつこれを含むことをもまた理解されたい。用語「ｉｎｃｌｕｄｅｓ（含む）
、「ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ（含む）」、「ｃｏｍｐｒｉｓｅｓ（含む）」、及び／又は「ｃ
ｏｍｐｒｉｓｉｎｇ（含む）」は、本明細書で使用されるとき、述べられた特徴、整数、
ステップ、動作、要素、及び／又は構成要素の存在を指定するが、１つ以上の他の特徴、
整数、ステップ、動作、要素、構成要素、及び／又はそれらのグループの存在又は追加を
除外しないことが更に理解されるであろう。
【００５１】
　任意選択的に、用語「ｉｆ（～場合に）」は、文脈に応じて「ｗｈｅｎ（～時に）」、
「ｕｐｏｎ（～すると）」、「ｉｎ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｔｏ　ｄｅｔｅｒｍｉｎｉｎｇ
（～という判定に応じて）」、又は「ｉｎ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｔｏ　ｄｅｔｅｃｔｉｎ
ｇ（～を検出したことに応じて）」を意味すると解釈される。同様に、語句「ｉｆ　ｉｔ
　ｉｓ　ｄｅｔｅｒｍｉｎｅｄ（～と判定される場合）」又は「ｉｆ（ａ　ｓｔａｔｅｄ
　ｃｏｎｄｉｔｉｏｎ　ｏｒ　ｅｖｅｎｔ）ｉｓ　ｄｅｔｅｃｔｅｄ（（述べられる条件
又はイベント）が検出される場合）」は、任意選択的に、文脈に依存して「ｕｐｏｎ　ｄ
ｅｔｅｒｍｉｎｉｎｇ（～と判定すると）」、「ｉｎ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｔｏ　ｄｅｔ
ｅｒｍｉｎｉｎｇ（～と判定したことに応じて）」、「ｕｐｏｎ　ｄｅｔｅｃｔｉｎｇ（
ｔｈｅ　ｓｔａｔｅｄ　ｃｏｎｄｉｔｉｏｎ　ｏｒ　ｅｖｅｎｔ）（（述べられる条件又
はイベント）を検出すると）」、又は「ｉｎ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｔｏ　ｄｅｔｅｃｔｉ
ｎｇ（ｔｈｅ　ｓｔａｔｅｄ　ｃｏｎｄｉｔｉｏｎ　ｏｒ　ｅｖｅｎｔ）（（述べられる
条件又はイベント）を検出したことに応じて）」を意味するものと解釈される。
【００５２】
　電子デバイス、そのようなデバイスのためのユーザインタフェース、及びそのようなデ
バイスを使用するための関連するプロセスの実施形態が説明される。いくつかの実施形態
では、このデバイスは、ＰＤＡ機能及び／又は音楽プレーヤ機能などの、他の機能も含む
、モバイル電話機などのポータブル通信デバイスである。ポータブル多機能デバイスの例
示的な実施形態としては、カリフォルニア州ＣｕｐｅｒｔｉｎｏのＡｐｐｌｅ　Ｉｎｃ．
製のｉＰｈｏｎｅ（登録商標）、ｉＰｏｄ　Ｔｏｕｃｈ（登録商標）、及びｉＰａｄ（登
録商標）デバイスが挙げられるが、これらに限定されない。タッチ感知面（例えば、タッ
チスクリーンディスプレイ及び／又はタッチパッド）を備えたラップトップ又はタブレッ
トコンピュータなどの他のポータブル電子デバイスも、任意選択的に、使用される。また
、いくつかの実施形態では、デバイスはポータブル通信デバイスではなく、タッチ感知面
（例えば、タッチスクリーンディスプレイ及び／又はタッチパッド）を有するデスクトッ
プコンピュータであることも理解されたい。
【００５３】
　以下の議論では、ディスプレイ及びタッチ感知面を含む電子デバイスが説明される。し
かしながら、電子デバイスは任意選択的に、物理キーボード、マウス、及び／又はジョイ
スティックなどの、１つ以上の他の物理ユーザインタフェースデバイスを含むことを理解
されたい。
【００５４】
　このデバイスは、一般的に、描画アプリケーション、プレゼンテーションアプリケーシ
ョン、ワードプロセッシングアプリケーション、ウェブサイト作成アプリケーション、デ
ィスクオーサリングアプリケーション、スプレッドシートアプリケーション、ゲームアプ
リケーション、電話アプリケーション、ビデオ会議アプリケーション、電子メールアプリ
ケーション、インスタントメッセージングアプリケーション、トレーニングサポートアプ
リケーション、写真管理アプリケーション、デジタルカメラアプリケーション、デジタル
ビデオカメラアプリケーション、ウェブブラウジングアプリケーション、デジタル音楽プ
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レーヤアプリケーション及び／又はデジタルビデオプレーヤアプリケーションのうちの１
つ以上などの様々なアプリケーションをサポートする。
【００５５】
　本デバイス上で実行される様々なアプリケーションは、タッチ感知面などの、少なくと
も１つの共通の物理ユーザインタフェースデバイスを、任意選択的に使用する。タッチ感
知面の１つ以上の機能、並びにデバイス上に表示される対応する情報は、アプリケーショ
ンごとに、及び／又はそれぞれのアプリケーション内で、任意選択的に、調節及び／又は
変更される。このように、デバイスの共通の（タッチ感知面などの）物理アーキテクチャ
は、ユーザにとって直感的かつ透過的なユーザインタフェースを備える様々なアプリケー
ションを、任意選択的にサポートする。
【００５６】
　ここで、タッチ感知ディスプレイを備えるポータブルデバイスの実施形態に注意を向け
る。図１Ａは、いくつかの実施形態による、タッチ感知ディスプレイシステム１１２を備
えるポータブル多機能デバイス１００を示すブロック図である。タッチ感知ディスプレイ
１１２は、便宜上「タッチスクリーン」と呼ばれる場合があり、「タッチ感知ディスプレ
イシステム」として、知られる場合又は呼ばれる場合もある。デバイス１００は、メモリ
１０２（任意選択的に、１つ以上のコンピュータ可読記憶媒体を含む）と、メモリコント
ローラ１２２と、１つ以上の処理ユニット（ＣＰＵ）１２０と、周辺機器インタフェース
１１８と、ＲＦ回路１０８と、オーディオ回路１１０と、スピーカ１１１と、マイクロフ
ォン１１３と、入出力（input/output）（Ｉ／Ｏ）サブシステム１０６と、他の入力制御
デバイス１１６と、外部ポート１２４と、を含む。デバイス１００は、１つ以上の光セン
サ１６４を任意選択的に含む。デバイス１００は、デバイス１００（例えば、デバイス１
００のタッチ感知ディスプレイシステム１１２などのタッチ感知面）上の接触の強度を検
出するための、１つ以上の接触強度センサ１６５を任意選択的に含む。デバイス１００は
、デバイス１００上に触知出力を生成する（例えば、デバイス１００のタッチ感知ディス
プレイシステム１１２又はデバイス３００のタッチパッド３５５などの、タッチ感知面上
に触知出力を生成する）ための、１つ以上の触知出力生成器１６７を、任意選択的に含む
。これらの構成要素は、１つ以上の通信バス又は信号ライン１０３を介して任意選択的に
通信する。
【００５７】
　本明細書及び特許請求の範囲で使用されるとき、タッチ感知面上の接触の「強度」とい
う用語は、タッチ感知面上の接触（例えば、指接触）の力若しくは圧力（単位面積当りの
力）、又はタッチ感知面上の接触の力若しくは圧力の代替物（代用物）を指す。接触の強
度は、少なくとも４つの異なる値を含み、より典型的には、何百もの（例えば、少なくと
も２５６個の）異なる値を含む、値の範囲を有する。接触の強度は任意選択的に、様々な
手法、及び様々なセンサ又はセンサの組合せを使用して判定（又は、測定）される。例え
ば、タッチ感知面の下に又はこれに隣接する１つ以上の力センサは任意選択的に、タッチ
感知面上の様々な点における力を測定するために使用される。いくつかの実装において、
複数の力センサの力測定値を組合せて（例えば、加重平均）、接触力の推定値を判定する
。同様に、スタイラスの感圧性先端部を任意選択的に使用して、タッチ感知面上のスタイ
ラスの圧力を判定する。あるいは、タッチ感知面上で検出される接触領域のサイズ及び／
若しくはその変化、接触に近接するタッチ感知面の電気容量及び／若しくはその変化、並
びに／又は、接触に近接するタッチ感知面の抵抗及び／若しくはその変化が、タッチ感知
面上の接触の力又は圧力の代替物として、任意選択的に用いられる。いくつかの実装形態
では、接触の力又は圧力の代替的測定値は、強度閾値を超えているか否かを判定するため
に直接に用いられる（例えば、強度閾値は、代替的測定値に対応する単位で記述される）
。いくつかの実装形態では、接触の力又は圧力の代替的測定値は、推定される力又は圧力
に変換され、この推定される力又は圧力を用いて、強度閾値を超えているか否かを判定す
る（例えば、強度閾値は、圧力の単位で測定された圧力閾値である）。接触の強度をユー
ザ入力の属性として使用することにより、アフォーダンスを（例えば、タッチ感知ディス
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プレイ上に）表示するための、及び／又は、ユーザ入力を（例えば、タッチ感知ディスプ
レイ、タッチ感知面、又はノブ若しくはボタンなどの物理的／機械的制御部を介して）受
け取るための、面積が制限されている、低減されたサイズのデバイス上で、他の場合であ
ればユーザによってアクセスすることが不可能であり得る、追加的なデバイス機能への、
ユーザのアクセスが可能となる。
【００５８】
　本明細書及び特許請求の範囲で使用されるとき、用語「触知出力」は、ユーザの触覚で
ユーザによって検出されることになる、デバイスの従前の位置に対するデバイスの物理的
変位、デバイスの構成要素（例えば、タッチ感知面）の、デバイスの別の構成要素（例え
ば、筐体）に対する物理的変位、又はデバイスの質量中心に対する構成要素の変位を指す
。例えば、デバイス又はデバイスの構成要素が、タッチに敏感なユーザの表面（例えば、
ユーザの手の指、手のひら、又は他の部分）に接触している状況において、物理的変位に
よって生成された触知出力は、デバイス又はデバイスの構成要素の物理的特性の認識され
た変化に相当する触感として、ユーザによって解釈される。例えば、タッチ感知面（例え
ば、タッチ感知ディスプレイ又はトラックパッド）の移動は、ユーザによって、物理アク
チュエータボタンの「ダウンクリック」又は「アップクリック」として任意選択的に解釈
される。場合によっては、ユーザの移動により物理的に押圧された（例えば、変位した）
タッチ感知面と関連付けられた物理アクチュエータボタンの移動がないときでさえ、ユー
ザは「ダウンクリック」又は「アップクリック」などの触感を感じるであろう。別の実施
例として、タッチ感知面の移動は、タッチ感知面の平滑度に変化がない場合であっても、
ユーザによって、そのタッチ感知面の「粗さ」として、任意選択的に解釈又は感知される
。そのようなユーザによるタッチの解釈は、ユーザの個人的な感覚認知に左右されるもの
ではあるが、大多数のユーザに共通する、多くのタッチの感覚認知が存在する。したがっ
て、触知出力が、ユーザの特定の感覚認知（例えば、「アップクリック」「ダウンクリッ
ク」、「粗さ」）に対応するものと記述される場合、別途記載のない限り、生成された触
知出力は、典型的な（又は、平均的な）ユーザの記述された感覚認知を生成するデバイス
、又はデバイスの構成要素の物理的変位に対応する。
【００５９】
　デバイス１００は、ポータブル多機能デバイスの一実施例に過ぎず、デバイス１００は
任意選択的に、示されているものよりも多くの構成要素若しくは少ない構成要素を有し、
任意選択的に、２つ以上の構成要素を組合せ、又は任意選択的に、構成要素の異なる構成
若しくは配置を有することを理解されたい。図１Ａに示す様々な構成要素は、１つ以上の
信号処理回路及び／又は特定用途向け集積回路を含む、ハードウェア、ソフトウェア、又
はハードウェア及びソフトウェアの双方の組合せで実装される。
【００６０】
　メモリ１０２は、任意選択的に高速ランダムアクセスメモリを含み、また任意選択的に
、１つ以上の磁気ディスク記憶デバイス、フラッシュメモリデバイス、又は他の不揮発性
ソリッドステートメモリデバイスなどの、不揮発性メモリも含む。メモリコントローラ１
２２は、任意選択的に、デバイス１００の他の構成要素によるメモリ１０２へのアクセス
を制御する。
【００６１】
　周辺機器インタフェース１１８を使用して、このデバイスの入力及び出力周辺機器を、
ＣＰＵ１２０及びメモリ１０２に接続することができる。１つ以上のプロセッサ１２０は
、デバイス１００のための様々な機能を実行するため並びにデータを処理するために、メ
モリ１０２に記憶された様々なソフトウェアプログラム及び／又は命令セットを動作させ
る、又は実行する。いくつかの実施形態では、周辺機器インタフェース１１８、ＣＰＵ１
２０及びメモリコントローラ１２２は、任意選択的に、チップ１０４などの単一チップ上
に実装される。一部の他の実施形態では、これらは、個別のチップ上に、任意選択的に実
装される。
【００６２】
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　ＲＦ（radio frequency）（無線周波数）回路１０８は、電磁信号とも呼ばれるＲＦ信
号を送受信する。ＲＦ回路１０８は、電気信号を電磁信号に、又は電磁信号を電気信号に
変換し、電磁信号を介して通信ネットワーク及び他の通信デバイスと通信する。ＲＦ回路
１０８は、アンテナシステム、ＲＦ送受信機、１つ以上の増幅器、同調器、１つ以上の発
振器、デジタル信号プロセッサ、ＣＯＤＥＣチップセット、加入者識別モジュール（subs
criber identity module）（ＳＩＭ）カード、メモリなどを含むがこれらに限定されない
、これらの機能を実行するための周知の回路を、任意選択的に含んでいる。ＲＦ回路１０
８は、任意選択的に、インターネット（ワールドワイドウェブ（World Wide Web）（ＷＷ
Ｗ）とも呼ばれる）、イントラネット及び／又は無線ネットワーク（セルラー電話ネット
ワーク、無線ローカルエリアネットワーク（local area network）（ＬＡＮ）及び／又は
、メトロポリタンエリアネットワーク（metropolitan area network）（ＭＡＮ）など）
などのネットワーク並びに他のデバイスと、無線通信によって通信する。ＲＦ回路１０８
は、近距離通信無線などによる近距離通信（near field communication）（ＮＦＣ）フィ
ールドを検出するための周知の回路を任意選択的に含む。無線通信は、複数の通信規格、
通信プロトコル、及び通信技術のうちのいずれかを、任意選択的に使用し、それらの通信
規格、通信プロトコル、及び通信技術としては、移動通信用のグローバルシステム（Glob
al System for Mobile Communications、ＧＳＭ（登録商標））、拡張データＧＳＭ環境
（Enhanced Data GSM Environment、ＥＤＧＥ）、高速ダウンリンクパケット接続（high-
speed downlink packet access、ＨＳＤＰＡ）、高速アップリンクパケット接続（high-s
peed uplink packet access、ＨＳＵＰＡ）、Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ，Ｄａｔａ－Ｏｎｌｙ
（ＥＶ－ＤＯ）、ＨＳＰＡ、ＨＳＰＡ＋、２重セルＨＳＰＡ（Dual-Cell HSPA、ＤＣ－Ｈ
ＳＰＤＡ）、ロングタームエボリューション（long term evolution、ＬＴＥ）、近距離
無線通信（near field communication、ＮＦＣ）、広帯域符号分割多元接続（wideband c
ode division multiple access、Ｗ－ＣＤＭＡ）、符号分割多元接続（code division mu
ltiple access、ＣＤＭＡ）、時分割多元接続（time division multiple access、ＴＤＭ
Ａ）、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ　Ｌｏｗ　Ｅｎｅｒｇｙ（
ＢＴＬＥ）、Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｆｉｄｅｌｉｔｙ（Ｗｉ－Ｆｉ）（登録商標）（例えば
、ＩＥＥＥ　８０２．１１ａ、ＩＥＥＥ　８０２．１１ｂ、ＩＥＥＥ　８０２．１１ｇ、
ＩＥＥＥ　８０２．１１ｎ、及び／又はＩＥＥＥ　８０２．１１ａｃ）、ボイスオーバー
インターネットプロトコル（voice over Internet Protocol、ＶｏＩＰ）、Ｗｉ－ＭＡＸ
、電子メール用のプロトコル（例えば、インターネットメッセージアクセスプロトコル（
Internet message access protocol、ＩＭＡＰ）及び／又はポストオフィスプロトコル（
post office protocol、ＰＯＰ））、インスタントメッセージング（例えば、拡張可能メ
ッセージング及びプレゼンスプロトコル（extensible messaging and presence protocol
、ＸＭＰＰ）、インスタントメッセージング及びプレゼンス利用拡張向けセッション開始
プロトコル（Session Initiation Protocol for Instant Messaging and Presence Lever
aging Extensions、ＳＩＭＰＬＥ）、インスタントメッセージング及びプレゼンスサービ
ス（Instant Messaging and Presence Service、ＩＭＰＳ））、及び／又はショートメッ
セージサービス（Short Message Service、ＳＭＳ）、あるいは本文書の出願日現在まで
にまだ開発されていない通信プロトコルを含めた任意の他の好適な通信プロトコルが挙げ
られるが、これらに限定されない。
【００６３】
　オーディオ回路１１０、スピーカ１１１、及びマイクロフォン１１３は、ユーザとデバ
イス１００との間のオーディオインタフェースを提供する。オーディオ回路１１０は、周
辺機器インタフェース１１８からオーディオデータを受信し、このオーディオデータを電
気信号に変換し、この電気信号をスピーカ１１１に送信する。スピーカ１１１は、電気信
号を人間の可聴音波に変換する。オーディオ回路１１０は、マイクロフォン１１３により
音波から変換された電気信号もまた受信する。オーディオ回路１１０は、電気信号をオー
ディオデータに変換し、このオーディオデータを処理のために周辺機器インタフェース１
１８に送信する。オーディオデータは、周辺機器インタフェース１１８によって任意選択
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的に、メモリ１０２及び／若しくはＲＦ回路１０８から取得され、並びに／又はメモリ１
０２及び／若しくはＲＦ回路１０８へ送信される。いくつかの実施形態では、オーディオ
回路１１０はヘッドセットジャック（例えば、図２の２１２）を更に備える。ヘッドセッ
トジャックは、オーディオ回路１１０と、出力専用ヘッドホン又は出力（例えば、片耳又
は両耳用のヘッドホン）及び入力（例えば、マイクロフォン）の双方を有するヘッドセッ
トなどの、取り外し可能なオーディオ入出力周辺機器と、の間のインタフェースを提供す
る。
【００６４】
　Ｉ／Ｏサブシステム１０６は、周辺機器インタフェース１１８に、タッチスクリーン１
１２及び他の入力制御デバイス１１６などのデバイス１００の入出力周辺機器を接続する
。Ｉ／Ｏサブシステム１０６は、任意選択的に、ディスプレイコントローラ１５６、光セ
ンサコントローラ１５８、強度センサコントローラ１５９、触覚フィードバックコントロ
ーラ１６１、及び他の入力若しくは制御デバイスのための１つ以上の入力コントローラ１
６０を含む。１つ以上の入力コントローラ１６０は、他の入力制御デバイス１１６との間
で、電気信号を受信／送信する。他の入力制御デバイス１１６は、任意選択的に、物理ボ
タン（例えば、プッシュボタン、ロッカボタンなど）、ダイアル、スライダスイッチ、ジ
ョイスティック、クリックホイールなどを含む。いくつかの代替的実施形態では、入力コ
ントローラ（単数又は複数）１６０は、任意選択的に、キーボード、赤外線ポート、ＵＳ
Ｂポート、及びマウスなどのポインタデバイスのうちのいずれかに連結される（又は、い
ずれにも連結されない）。１つ以上のボタン（例えば、図２の２０８）は、スピーカ１１
１及び／又はマイクロフォン１１３の音量調節のためのアップ／ダウンボタンを任意選択
的に含む。１つ以上のボタンは、プッシュボタン（例えば、図２の２０６）を任意選択的
に含む。
【００６５】
　２００５年１２月２３日に出願された、米国特許第７，６５７，８４９号である米国特
許出願第１１／３２２，５４９号、「Ｕｎｌｏｃｋｉｎｇ　ａ　Ｄｅｖｉｃｅ　ｂｙ　Ｐ
ｅｒｆｏｒｍｉｎｇ　Ｇｅｓｔｕｒｅｓ　ｏｎ　ａｎ　Ｕｎｌｏｃｋ　Ｉｍａｇｅ」（こ
の特許は、その全体が本明細書において参照により組み込まれる）に記載されているよう
に、任意選択的に、プッシュボタンの素早い押圧により、タッチスクリーン１１２のロッ
クを解除するか、又はデバイスのロック解除にタッチスクリーン上のジェスチャを用いる
処理を任意選択的に開始する。プッシュボタン（例えば、２０６）をより長く押圧するこ
とにより、任意選択的にデバイス１００の電源をオンオフする。ボタンのうちの１つ以上
の機能は、任意選択的に、ユーザカスタマイズ可能である。タッチスクリーン１１２は、
仮想又はソフトボタン、及び１つ以上のソフトキーボードを実装するために用いられる。
【００６６】
　タッチ感知ディスプレイ１１２は、デバイスとユーザとの間の入力インタフェース及び
出力インタフェースを提供する。ディスプレイコントローラ１５６は、タッチスクリーン
１１２から電気信号を受信し、及び／又はそれへ電気信号を送信する。タッチスクリーン
１１２は、ユーザに視覚出力を表示する。視覚出力は、任意選択的に、グラフィック、テ
キスト、アイコン、ビデオ、及びこれらの任意の組合せ（総称して「グラフィック」と称
する）を含む。いくつかの実施形態では、任意選択的に、視覚出力の一部又はすべてはユ
ーザインタフェースオブジェクトに対応する。
【００６７】
　タッチスクリーン１１２は、触覚及び／又は触感の接触に基づくユーザからの入力を受
け付けるタッチ感知面、センサ、若しくはセンサのセットを有している。タッチスクリー
ン１１２及びディスプレイコントローラ１５６は（メモリ１０２内の任意の関連モジュー
ル及び／又は命令セットとともに）、タッチスクリーン１１２上で接触（及び任意の接触
の移動又は中断）を検出し、検出された接触をタッチスクリーン１１２上に表示されたユ
ーザインタフェースオブジェクト（例えば、１つ以上のソフトキー、アイコン、ウェブペ
ージ又は画像）との対話に変換する。例示的な実施形態では、タッチスクリーン１１２と
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ユーザとの間の接触点は、ユーザの指に対応する。
【００６８】
　タッチスクリーン１１２は任意選択的に、ＬＣＤ（liquid crystal display）（液晶デ
ィスプレイ）技術、ＬＰＤ（light emitting polymer display）（発光ポリマーディスプ
レイ）技術又はＬＥＤ（light emitting diode）（発光ダイオード）技術を使用するが、
他の実施形態では、他のディスプレイ技術が使用される。タッチスクリーン１１２及びデ
ィスプレイコントローラ１５６は、静電容量技術、抵抗性技術、赤外線技術、及び表面超
音波技術、並びに、タッチスクリーン１１２との１つ以上の接触点を判定するための他の
近接センサアレイ又は他の要素を含むが、これらに限定されない、現在公知の若しくは後
日に開発される複数のタッチ感知技術のうちのいずれかを使用して、接触及び任意の接触
の移動又は中断を、任意選択的に検出する。例示的な実施形態では、Ｃａｌｉｆｏｒｎｉ
ａ州ＣｕｐｅｒｔｉｎｏのＡｐｐｌｅ　Ｉｎｃ．によるｉＰｈｏｎｅ（登録商標）及びｉ
Ｐｏｄ　Ｔｏｕｃｈ（登録商標）において見られるような、投影型相互静電容量感知技術
が使用されている。
【００６９】
　タッチスクリーン１１２のいくつかの実施形態におけるタッチ感知ディスプレイは、任
意選択的に、以下の米国特許、第６，３２３，８４６号（Ｗｅｓｔｅｒｍａｎら）、第６
，５７０，５５７号（Ｗｅｓｔｅｒｍａｎら）、及び／又は第６，６７７，９３２号（Ｗ
ｅｓｔｅｒｍａｎ）、及び／又は米国特許出願公開第２００２／００１５０２４（Ａ１）
号に記載されているマルチタッチ感知タッチパッドに類似する。これらの文献は、それぞ
れその全体が本明細書において参照により組み込まれている。しかし、タッチスクリーン
１１２はデバイス１００からの視覚出力を表示するのに対して、タッチ感知タッチパッド
は視覚出力を提供しない。
【００７０】
　タッチスクリーン１１２のいくつかの実施形態におけるタッチ感知ディスプレイは、以
下の出願で説明されている。（１）２００６年５月２日出願の米国特許出願第１１／３８
１，３１３号、「Ｍｕｌｔｉｐｏｉｎｔ　Ｔｏｕｃｈ　Ｓｕｒｆａｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ
ｌｅｒ」、（２）２００４年５月６日出願の同第１０／８４０，８６２号、「Ｍｕｌｔｉ
ｐｏｉｎｔ　Ｔｏｕｃｈｓｃｒｅｅｎ」、（３）２００４年７月３０日出願の同第１０／
９０３，９６４号、「Ｇｅｓｔｕｒｅｓ　Ｆｏｒ　Ｔｏｕｃｈ　Ｓｅｎｓｉｔｉｖｅ　Ｉ
ｎｐｕｔ　Ｄｅｖｉｃｅｓ」、（４）２００５年１月３１日出願の同第１１／０４８，２
６４号、「Ｇｅｓｔｕｒｅｓ　Ｆｏｒ　Ｔｏｕｃｈ　Ｓｅｎｓｉｔｉｖｅ　Ｉｎｐｕｔ　
Ｄｅｖｉｃｅｓ」、（５）２００５年１月１８日出願の同第１１／０３８，５９０号、「
Ｍｏｄｅ－Ｂａｓｅｄ　Ｇｒａｐｈｉｃａｌ　Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅｓ　Ｆｏｒ
　Ｔｏｕｃｈ　Ｓｅｎｓｉｔｉｖｅ　Ｉｎｐｕｔ　Ｄｅｖｉｃｅｓ」、（６）２００５年
９月１６日出願の同第１１／２２８，７５８号、「Ｖｉｒｔｕａｌ　Ｉｎｐｕｔ　Ｄｅｖ
ｉｃｅ　Ｐｌａｃｅｍｅｎｔ　Ｏｎ　Ａ　Ｔｏｕｃｈ　Ｓｃｒｅｅｎ　Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔ
ｅｒｆａｃｅ」、（７）２００５年９月１６日出願の同第１１／２２８，７００号、「Ｏ
ｐｅｒａｔｉｏｎ　Ｏｆ　Ａ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｗｉｔｈ　Ａ　Ｔｏｕｃｈ　Ｓｃｒｅ
ｅｎ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ」、（８）２００５年９月１６日出願の同第１１／２２８，７
３７号、「Ａｃｔｉｖａｔｉｎｇ　Ｖｉｒｔｕａｌ　Ｋｅｙｓ　Ｏｆ　Ａ　Ｔｏｕｃｈ－
Ｓｃｒｅｅｎ　Ｖｉｒｔｕａｌ　Ｋｅｙｂｏａｒｄ」、及び（９）２００６年３月３日出
願の同第１１／３６７，７４９号、「Ｍｕｌｔｉ－Ｆｕｎｃｔｉｏｎａｌ　Ｈａｎｄ－Ｈ
ｅｌｄ　Ｄｅｖｉｃｅ」。これらの出願のすべては、全体が参照により本明細書に組み込
まれる。
【００７１】
　タッチスクリーン１１２は、任意選択的に、１００ｄｐｉを超えるビデオ解像度を有す
る。いくつかの実施形態では、タッチスクリーンは約１６０ｄｐｉのビデオ解像度を有す
る。ユーザは、スタイラス、指などの任意の好適な物体又は付属器を使用して、タッチス
クリーン１１２と任意選択的に接触する。いくつかの実施形態では、ユーザインタフェー



(28) JP 6982047 B2 2021.12.17

10

20

30

40

50

スは、主として指に基づく接触及びジェスチャによって機能するように設計され、タッチ
スクリーン上の指の接触面積が広いことにより、スタイラスに基づく入力よりも精度が低
いことがある。いくつかの実施形態では、デバイスは、指に基づく粗い入力を正確なポイ
ンタ／カーソル位置又はユーザの望むアクションを実行するためのコマンドに変換する。
【００７２】
　いくつかの実施形態では、タッチスクリーンに加えて、デバイス１００は任意選択的に
、特定の機能をアクティブ化又は非アクティブ化するためのタッチパッド（図示せず）を
含む。いくつかの実施形態では、タッチパッドは、タッチスクリーンとは異なり、視覚出
力を表示しない、デバイスのタッチ感知エリアである。タッチパッドは、任意選択的に、
タッチスクリーン１１２とは別個のタッチ感知面、又はタッチスクリーンによって形成さ
れたタッチ感知面の延長である。
【００７３】
　デバイス１００はまた、様々な構成要素に電力を供給するための電力システム１６２を
含む。電力システム１６２は任意選択的に、電力管理システム、１つ以上の電源（例えば
、バッテリ、交流（ＡＣ））、再充電システム、停電検出回路、電力コンバータ又はイン
バータ、電力状態インジケータ（例えば、発光ダイオード（ＬＥＤ））、並びにポータブ
ルデバイス内での電力の生成、管理、及び分配と関連付けられた任意の他の構成要素を含
む。
【００７４】
　デバイス１００はまた任意選択的に、１つ以上の光センサ１６４を含む。図１Ａは、Ｉ
／Ｏサブシステム１０６内の光センサコントローラ１５８に接続された光センサを示す。
光センサ１６４は、電荷結合デバイス（charge-coupled device）（ＣＣＤ）又は相補的
金属酸化物半導体（complementary metal-oxide semiconductor）（ＣＭＯＳ）フォトト
ランジスタを、任意選択的に含む。光センサ１６４は、１つ以上のレンズを通して投影さ
れた、環境からの光を受光し、その光を、画像を表現するデータに変換する。撮像モジュ
ール１４３（カメラモジュールとも称する）と併用して、光センサ１６４は、静止画像又
はビデオを任意選択的にキャプチャする。いくつかの実施形態では、タッチスクリーンデ
ィスプレイを静止画像及び／又は映像取得のためのビューファインダとして有効化するよ
うに、光センサは、デバイスの前面のタッチスクリーンディスプレイ１１２の反対側であ
る、デバイス１００の背面に配置されている。いくつかの実施形態では、任意選択的に、
ユーザが他のテレビ会議参加者をタッチスクリーンディスプレイ上で見るのと同時に、そ
のユーザの画像をテレビ会議のために得るように、デバイスの前面に光センサが配置され
ている。いくつかの実施形態では、光センサ１６４の位置は、ユーザによって（例えば、
デバイス筐体内のレンズ及びセンサを回転させることによって）変更することができ、そ
れにより、テレビ会議並びに静止画像及び／又はビデオ画像の取得の双方のために、単一
の光センサ１６４を、タッチスクリーンディスプレイとともに使用する。
【００７５】
　デバイス１００はまた任意選択的に、１つ以上の接触強度センサ１６５を含む。図１Ａ
は、Ｉ／Ｏサブシステム１０６内の強度センサコントローラ１５９に接続された接触強度
センサを示す。接触強度センサ１６５は、１つ以上のピエゾ抵抗ひずみゲージ、電気容量
式力センサ、電気力センサ、圧電力センサ、光学力センサ、容量式タッチ感知面、又は他
の強度センサ（例えば、タッチ感知面上の接触の力（又は圧力）を測定するために使用す
るセンサ）を、任意選択的に含む。接触強度センサ１６５は、環境から接触強度情報（例
えば、圧力情報又は圧力情報の代用物）を受信する。いくつかの実施形態において、少な
くとも１つの接触強度センサが、タッチ感知面（例えば、タッチ感知ディスプレイシステ
ム１１２）に配置されている、又は、それに近接している。いくつかの実施形態では、少
なくとも１つの接触強度センサが、デバイス１００の前面に配置されたタッチスクリーン
ディスプレイ１１２の反対側である、デバイス１００の背面に配置されている。
【００７６】
　デバイス１００はまた任意選択的に、１つ以上の近接センサ１６６を含む。図１Ａは、
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周辺機器インタフェース１１８と接続された近接センサ１６６を示す。あるいは、近接セ
ンサ１６６は、任意選択的に、Ｉ／Ｏサブシステム１０６内の入力コントローラ１６０に
接続される。近接センサ１６６は、任意選択的に、米国特許出願第１１／２４１，８３９
号、「Ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　Ｄｅｔｅｃｔｏｒ　Ｉｎ　Ｈａｎｄｈｅｌｄ　Ｄｅｖｉｃｅ
」、同第１１／２４０，７８８号、「Ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　Ｄｅｔｅｃｔｏｒ　Ｉｎ　Ｈ
ａｎｄｈｅｌｄ　Ｄｅｖｉｃｅ」、同第１１／６２０，７０２号、「Ｕｓｉｎｇ　Ａｍｂ
ｉｅｎｔ　Ｌｉｇｈｔ　Ｓｅｎｓｏｒ　Ｔｏ　Ａｕｇｍｅｎｔ　Ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　Ｓ
ｅｎｓｏｒ　Ｏｕｔｐｕｔ」、同第１１／５８６，８６２号、「Ａｕｔｏｍａｔｅｄ　Ｒ
ｅｓｐｏｎｓｅ　Ｔｏ　Ａｎｄ　Ｓｅｎｓｉｎｇ　Ｏｆ　Ｕｓｅｒ　Ａｃｔｉｖｉｔｙ　
Ｉｎ　Ｐｏｒｔａｂｌｅ　Ｄｅｖｉｃｅｓ」、及び、同第１１／６３８，２５１号、「Ｍ
ｅｔｈｏｄｓ　Ａｎｄ　Ｓｙｓｔｅｍｓ　Ｆｏｒ　Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｃｏｎｆｉｇｕ
ｒａｔｉｏｎ　Ｏｆ　Ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌｓ」で説明されるように機能するものであり
、これらの出願は、全体が参照により本明細書に組み込まれる。いくつかの実施形態にお
いて、多機能デバイスがユーザの耳の近くに配置されている場合（例えば、ユーザが電話
通話を行っている場合）、近接センサは、タッチスクリーン１１２をオフにし無効にする
。
【００７７】
　デバイス１００はまた、任意選択的に、１つ以上の触知出力生成器１６７を含む。図１
Ａは、Ｉ／Ｏサブシステム１０６内の触覚フィードバックコントローラ１６１に連結され
た触知出力生成器を示す。触知出力生成器１６７は、スピーカ又は他のオーディオ構成要
素などの１つ以上の電気音響デバイス、及び／又はモータ、ソレノイド、電気活性ポリマ
ー、圧電アクチュエータ、静電アクチュエータ、若しくは他の触知出力生成構成要素（例
えば、デバイス上で電気信号を触知出力に変換する構成要素）などの、エネルギを直線運
動に変換する電気機械デバイスを、任意選択的に含む。接触強度センサ１６５は、触覚フ
ィードバックモジュール１３３から触覚フィードバック生成命令を受信し、デバイス１０
０のユーザが感知できる触知出力をデバイス１００上で生成する。いくつかの実施形態に
おいて、少なくとも１つの触知出力生成器は、タッチ感知面（例えば、タッチ感知ディス
プレイシステム１１２）に配置されて又はそれに近接しており、任意選択的に、タッチ感
知面を垂直方向（例えば、デバイス１００の表面の内／外）に、又は横方向（例えば、デ
バイス１００の表面と同じ平面内の前後）に動かすことによって、触知出力を生成する。
いくつかの実施形態において、少なくとも１つの触知出力生成器センサが、デバイス１０
０の前面に配置されたタッチスクリーンディスプレイ１１２の反対側である、デバイス１
００の背面に配置されている。
【００７８】
　デバイス１００はまた任意選択的に、１つ以上の加速度計１６８を含む。図１Ａは、周
辺機器インタフェース１１８に接続された加速度計１６８を示す。あるいは、加速度計１
６８は、Ｉ／Ｏサブシステム１０６内の入力コントローラ１６０に任意選択的に、接続さ
れる。加速度計１６８は、任意選択的に、米国特許出願公開第２００５０１９００５９号
、「Ａｃｃｅｌｅｒａｔｉｏｎ－ｂａｓｅｄ　Ｔｈｅｆｔ　Ｄｅｔｅｃｔｉｏｎ　Ｓｙｓ
ｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｐｏｒｔａｂｌｅ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｄｅｖｉｃｅｓ」、及び同
第２００６００１７６９２号、「Ｍｅｔｈｏｄｓ　Ａｎｄ　Ａｐｐａｒａｔｕｓｅｓ　Ｆ
ｏｒ　Ｏｐｅｒａｔｉｎｇ　Ａ　Ｐｏｒｔａｂｌｅ　Ｄｅｖｉｃｅ　Ｂａｓｅｄ　Ｏｎ　
Ａｎ　Ａｃｃｅｌｅｒｏｍｅｔｅｒ」で説明されるように機能するものであり、これらの
文献の双方は、全体が参照により本明細書に組み込まれる。いくつかの実施形態において
、情報は、１つ以上の加速度計から受信したデータの分析に基づいて、縦長表示又は横長
表示でタッチスクリーンディスプレイ上に表示される。デバイス１００は、加速度計（単
数又は複数）１６８に加えて、磁気計（図示せず）並びにデバイス１００の位置及び向き
（例えば、縦長又は横長）に関する情報を取得するためのＧＰＳ（又はＧＬＯＮＡＳＳ又
は他のグローバルナビゲーションシステム）受信部（図示せず）を任意選択的に含む。
【００７９】
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　いくつかの実施形態において、メモリ１０２に記憶されたソフトウェア構成要素は、オ
ペレーティングシステム１２６、通信モジュール（又は命令セット）１２８、接触／動き
モジュール（又は命令セット）１３０、グラフィックモジュール（又は命令セット）１３
２、テキスト入力モジュール（又は命令セット）１３４、全地球測位システム（Global P
ositioning System）（ＧＰＳ）モジュール（又は命令セット）１３５、及びアプリケー
ション（又は命令セット）１３６を含む。更に、いくつかの実施形態において、図１Ａ及
び図３に示すように、メモリ１０２（図１Ａ）又はメモリ３７０（図３）は、デバイス／
グローバル内部状態１５７を記憶する。デバイス／グローバル内部状態１５７は、以下の
１つ以上を含む。現在アクティブ状態のアプリケーションがある場合、どのアプリケーシ
ョンがアクティブかを示す、アクティブアプリケーション状態、どのアプリケーション、
ビュー、又は他の情報がタッチスクリーンディスプレイ１１２の様々な領域を占領してい
るかを示す、表示状態、デバイスの様々なセンサ及び入力制御デバイス１１６から得られ
る情報を含む、センサ状態、並びに、デバイスの位置及び／又は姿勢に関する位置情報。
【００８０】
　オペレーティングシステム１２６（例えば、Ｄａｒｗｉｎ（登録商標）、ＲＴＸＣ（登
録商標）、ＬＩＮＵＸ（登録商標）、ＵＮＩＸ（登録商標）、ＯＳ　Ｘ（登録商標）、ｉ
ＯＳ（登録商標）、ＷＩＮＤＯＷＳ（登録商標）、又はＶｘＷｏｒｋｓ（登録商標）など
の組み込みオペレーティングシステム）は、一般的なシステムタスク（例えば、メモリ管
理、記憶デバイス制御、電力管理など）を制御及び管理するための様々なソフトウェアコ
ンポーネント及び／又はドライバを含み、様々なハードウェア構成要素とソフトウェア構
成要素との間の通信を容易にする。
【００８１】
　通信モジュール１２８は、１つ以上の外部ポート１２４を介して他のデバイスとの通信
を容易にし、ＲＦ回路１０８及び／又は外部ポート１２４が受信したデータを処理するた
めの様々なソフトウェア構成要素をも含む。外部ポート１２４（例えば、ユニバーサルシ
リアルバス（Universal Serial Bus）（ＵＳＢ）、ＦＩＲＥＷＩＲＥ（登録商標）など）
は、直接的に、又はネットワーク（例えば、インターネット、無線ＬＡＮなど）を通して
間接的に、他のデバイスに連結するように適応している。いくつかの実施形態では、外部
ポートは、ｉＰｏｄ（登録商標）（Ａｐｐｌｅ　Ｉｎｃ．の商標）デバイス上で使用され
る３０ピンコネクタと同じ、若しくは同様のマルチピン（例えば、３０ピン）コネクタ、
及び／又は互換性のあるマルチピン（例えば、３０ピン）コネクタである。
【００８２】
　接触／動きモジュール１３０は、任意選択的に、（ディスプレイコントローラ１５６と
連携して）タッチスクリーン１１２及び他のタッチ感知デバイス（例えば、タッチパッド
又は物理クリックホイール）との接触を検出する。接触／動きモジュール１３０は、接触
が生じたか否かを判定すること（例えば、指を下ろすイベントを検出すること）、接触の
強度（例えば、接触の力若しくは圧力、又は接触の力若しくは圧力の代替物）を判定する
こと、接触の移動が存在するか否かを判定し、タッチ感知面を横断する移動を追跡するこ
と（例えば、指をドラッグする１つ以上のイベントを検出すること）、及び接触が停止し
たか否かを判定すること（例えば、指を上げるイベント又は接触の中断を検出すること）
などの、接触の検出に関する様々な動作を実行するための、様々なソフトウェア構成要素
を含む。接触／動きモジュール１３０は、タッチ感知面から接触データを受信する。一連
の接触データにより表現される接触点の移動を判定することは、接触点の速さ（大きさ）
、速度（大きさ及び方向）、及び／又は加速度（大きさ及び／又は方向の変化）を判定す
ることを任意選択的に含む。これらの動作は、任意選択的に、単一の接触（例えば、１本
の指の接触）又は複数の同時接触（例えば、「マルチタッチ」／複数の指の接触）に適用
される。いくつかの実施形態では、接触／動きモジュール１３０及びディスプレイコント
ローラ１５６は、タッチパッド上の接触を検出する。
【００８３】
　いくつかの実施形態では、接触／動きモジュール１３０は、ユーザによって動作が実行
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されたか否かを判定するための（例えば、ユーザがアイコン上で「クリック」したか否か
を判定するための）、１つ以上の強度閾値のセットを使用する。いくつかの実施形態では
、少なくとも強度閾値のサブセットは、ソフトウェアパラメータに従って判定される（例
えば、強度閾値は、特定の物理アクチュエータのアクティブ化閾値によって判定されず、
デバイス１００の物理ハードウェアを変更することなく調節されてもよい）。例えば、ト
ラックパッド又はタッチスクリーンディスプレイのマウス「クリック」閾値は、トラック
パッド又はタッチスクリーンディスプレイのハードウェアを変更することなく、広範囲の
既定の閾値のうちのいずれかに設定されてもよい。加えて、一部の実装形態では、デバイ
スのユーザには、（例えば、個々の強度閾値を調整することにより、及び／又は、システ
ムレベルのクリック「強度」パラメータにより、一度に複数の強度閾値を調整することに
よって）強度閾値のセットのうちの１つ以上を調整するためのソフトウェア設定が提供さ
れる。
【００８４】
　接触／動きモジュール１３０は任意選択的に、ユーザによるジェスチャ入力を検出する
。タッチ感知面上の異なるジェスチャは、異なる接触パターン（例えば、検出される接触
の異なる動き、タイミング、及び／又は強度）を有する。したがって、ジェスチャは、特
定の接触パターンを検出することによって、任意選択的に検出される。例えば、指のタッ
プジェスチャを検出することは、（例えば、アイコンの位置での）指を下ろすイベントを
検出し、続いてその指を下ろすイベントと同じ位置（又は、実質的に同じ位置）で指を上
げる（リフトオフ）イベントを検出することを含む。別の実施例として、タッチ感知面上
での指のスワイプジェスチャを検出することは、指を下ろすイベントを検出し、続いて、
１つ以上の、指をドラッグするイベントを検出し、その後、続いて指を上げる（リフトオ
フ）イベントを検出することを含む。
【００８５】
　グラフィックモジュール１３２は、表示されるグラフィックの視覚的効果（例えば、輝
度、透明度、彩度、コントラスト、又は他の視覚特性）を変更するための構成要素を含め
た、タッチスクリーン１１２又は他のディスプレイ上にグラフィックをレンダリングして
表示するための、様々な既知のソフトウェア構成要素を含む。本明細書で使用するとき、
用語「グラフィック」は、ユーザに対して表示することができる任意のオブジェクトを含
み、それらのオブジェクトとしては、テキスト、ウェブページ、アイコン（ソフトキーを
含むユーザインタフェースオブジェクトなど）、デジタル画像、ビデオ、アニメーション
などが挙げられるが、これらに限定されない。
【００８６】
　いくつかの実施形態では、グラフィックモジュール１３２は、使用されることになるグ
ラフィックを表すデータを記憶する。各グラフィックは任意選択的に、対応するコードが
割り当てられる。グラフィックモジュール１３２は、アプリケーションなどから、必要に
応じて、座標データ及び他のグラフィック特性データとともに表示されることとなるグラ
フィックを指定する１つ以上のコードを受信し、次いで、ディスプレイコントローラ１５
６に出力するスクリーンの画像データを生成する。
【００８７】
　触覚フィードバックモジュール１３３は、デバイス１００とのユーザ対話に応じて、デ
バイス１００上の１つ以上の位置で触知出力を生成するために、触知出力生成器（単数又
は複数）１６７によって使用される命令を生成するための、様々なソフトウェア構成要素
を含む。
【００８８】
　テキスト入力モジュール１３４は任意選択的に、グラフィックモジュール１３２の構成
要素であり、様々なアプリケーション（例えば、連絡先１３７、電子メール１４０、ＩＭ
１４１、ブラウザ１４７、及びテキスト入力を必要とする任意の他のアプリケーション）
でテキストを入力するためのソフトキーボードを提供する。
【００８９】
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　ＧＰＳモジュール１３５は、デバイスの位置を判定し、この情報を、様々なアプリケー
ションでの使用のために提供する（例えば、位置に基づいての電話での使用のために電話
１３８へ、写真／ビデオメタデータとしてカメラ１４３へ、並びに、気象ウィジェット、
ローカルイエローページウィジェット、及び地図／ナビゲーションウィジェットなどの、
位置に基づくサービスを提供するアプリケーションへ）。
【００９０】
　アプリケーション１３６は任意選択的に、以下のモジュール（若しくは命令セット）、
又はそれらのサブセット若しくはスーパーセットを含む。
　●連絡先モジュール１３７（時には、アドレス帳又は連絡先リストとも呼ぶ）、
　●電話モジュール１３８、
　●テレビ会議モジュール１３９、
　●電子メールクライアントモジュール１４０、
　●インスタントメッセージ（ＩＭ）モジュール１４１、
　●トレーニングサポートモジュール１４２、
　●静止画像及び／又はビデオ画像用のカメラモジュール１４３、
　●画像管理モジュール１４４、
　●ビデオプレーヤモジュール、
　●ミュージックプレーヤモジュール、
　●ブラウザモジュール１４７、
　●カレンダーモジュール１４８、
　●気象ウィジェット１４９－１、株式ウィジェット１４９－２、計算機ウィジェット１
４９－３、アラーム時計ウィジェット１４９－４、辞書ウィジェット１４９－５、及びユ
ーザによって取得された他のウィジェット、並びにユーザ作成ウィジェット１４９－６の
うちの１つ以上を任意選択的に含む、ウィジェットモジュール１４９、
　●ユーザ作成ウィジェット１４９－６を作成するためのウィジェット作成モジュール１
５０、
　●検索モジュール１５１、
　●ビデオプレーヤモジュール及びミュージックプレーヤモジュールを統合した、ビデオ
及びミュージックプレーヤモジュール１５２、
　●メモモジュール１５３、
　●地図モジュール１５４、及び／又は
　●オンラインビデオモジュール１５５。
【００９１】
　任意選択的にメモリ１０２内に記憶される他のアプリケーション１３６の例としては、
他のワードプロセッシングアプリケーション、他の画像編集アプリケーション、描画アプ
リケーション、プレゼンテーションアプリケーション、ＪＡＶＡ（登録商標）対応アプリ
ケーション、暗号化、デジタル著作権管理、音声認識、及び音声複製が挙げられる。
【００９２】
　タッチスクリーン１１２、ディスプレイコントローラ１５６、接触モジュール１３０、
グラフィックモジュール１３２、及びテキスト入力モジュール１３４とともに、連絡先モ
ジュール１３７は、（例えば、メモリ１０２又はメモリ３７０内の連絡先モジュール１３
７のアプリケーション内部状態１９２に記憶される）アドレス帳又は連絡先リストを管理
するために任意選択的に用いられ、それには、アドレス帳に名前（単数又は複数）を加え
ること、アドレス帳から名前（単数又は複数）を削除すること、電話番号（単数又は複数
）、メールアドレス（単数又は複数）、住所（単数又は複数）、又は他の情報を名前と関
連付けること、画像を名前と関連付けること、名前を分類して並べ替えること、電話番号
又は電子メールアドレスを提供して、電話１３８、テレビ会議モジュール１３９、電子メ
ール１４０、若しくはＩＭ１４１による通信を開始する及び／又は容易にすること、など
が含まれる。
【００９３】
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　ＲＦ回路１０８、オーディオ回路１１０、スピーカ１１１、マイクロフォン１１３、タ
ッチスクリーン１１２、ディスプレイコントローラ１５６、接触／動きモジュール１３０
、グラフィックモジュール１３２、及びテキスト入力モジュール１３４と連携して、電話
モジュール１３８は、任意選択的に、電話番号に対応する一連の文字を入力し、連絡先モ
ジュール１３７内の１つ以上の電話番号にアクセスし、入力された電話番号を修正し、対
応する電話番号をダイヤルし、会話を行い、そして、会話が完了した際に接続を切るか又
は電話を切るために、使用する。上述のように、無線通信は、複数の通信規格、プロトコ
ル、及び技術のうちのいずれかを任意選択的に使用する。
【００９４】
　ＲＦ回路１０８、オーディオ回路１１０、スピーカ１１１、マイクロフォン１１３、タ
ッチスクリーン１１２、ディスプレイコントローラ１５６、光センサ１６４、光センサコ
ントローラ１５８、接触／動きモジュール１３０、グラフィックモジュール１３２、テキ
スト入力モジュール１３４、連絡先モジュール１３７、及び電話モジュール１３８と連携
して、テレビ会議モジュール１３９は、ユーザの指示に従って、ユーザと１人以上の他の
参加者との間のテレビ会議を開始し、遂行し、終了するための、実行可能な命令を含む。
【００９５】
　ＲＦ回路１０８、タッチスクリーン１１２、ディスプレイコントローラ１５６、接触／
動きモジュール１３０、グラフィックモジュール１３２、及びテキスト入力モジュール１
３４と連携して、電子メールクライアントモジュール１４０は、ユーザの指示に応じて、
電子メールを作成し、送信し、受信し、管理するための、実行可能な命令を含む。画像管
理モジュール１４４と連携して、電子メールクライアントモジュール１４０は、カメラモ
ジュール１４３で撮影された静止画像又はビデオ画像を有する電子メールを作成及び送信
することを非常に容易にする。
【００９６】
　ＲＦ回路１０８、タッチスクリーン１１２、ディスプレイコントローラ１５６、接触／
動きモジュール１３０、グラフィックモジュール１３２、及びテキスト入力モジュール１
３４と連携して、インスタントメッセージングモジュール１４１は、インスタントメッセ
ージに対応する文字列を入力し、入力済の文字を修正し、（例えば、電話ベースのインス
タントメッセージのためのショートメッセージサービス（Short Message Service）（Ｓ
ＭＳ）若しくはマルチメディアメッセージサービス（Multimedia Message Service）（Ｍ
ＭＳ）プロトコルを使用して、又はインターネットベースのインスタントメッセージのた
めのＸＭＰＰ、ＳＩＭＰＬＥ、若しくはＩＭＰＳを使用して）対応するインスタントメッ
セージを送信し、インスタントメッセージを受信し、及び受信したインスタントメッセー
ジを閲覧する、実行可能な命令を含む。いくつかの実施形態では、送信及び／又は受信さ
れるインスタントメッセージは、任意選択的に、ＭＭＳ及び／又は拡張メッセージングサ
ービス（Enhanced Messaging Service、ＥＭＳ）でサポートされるような、グラフィック
、写真、オーディオファイル、ビデオファイル、及び／又は他の添付ファイルを含む。本
明細書で使用するとき、「インスタントメッセージング」とは、電話ベースのメッセージ
（例えば、ＳＭＳ又はＭＭＳを使用して送信されるメッセージ）及びインターネットベー
スのメッセージ（例えば、ＸＭＰＰ、ＳＩＭＰＬＥ、又はＩＭＰＳを使用して送信される
メッセージ）の双方を示す。
【００９７】
　ＲＦ回路１０８、タッチスクリーン１１２、ディスプレイコントローラ１５６、接触／
動きモジュール１３０、グラフィックモジュール１３２、テキスト入力モジュール１３４
、ＧＰＳモジュール１３５、地図モジュール１５４、及びミュージックプレーヤモジュー
ルと連携して、トレーニングサポートモジュール１４２は、次のための実行可能な命令を
含む：（例えば、時間、距離、及び／又はカロリー消費目標を有する）トレーニングを作
成することと、トレーニングセンサ（スポーツデバイス）と通信することと、トレーニン
グセンサデータを受信することと、トレーニングをモニタするために使用されるセンサを
較正することと、トレーニングのための音楽を選択し、再生することと、トレーニングデ



(34) JP 6982047 B2 2021.12.17

10

20

30

40

50

ータを表示し、記憶し、送信すること。
【００９８】
　タッチスクリーン１１２、ディスプレイコントローラ１５６、光センサ（単数又は複数
）１６４、光センサコントローラ１５８、接触／動きモジュール１３０、グラフィックモ
ジュール１３２、及び画像管理モジュール１４４と連携して、カメラモジュール１４３は
、静止画像若しくは（ビデオストリームを含む）ビデオをキャプチャしてメモリ１０２に
それらを記憶する、静止画像若しくはビデオの特性を変更する、又はメモリ１０２から静
止画像若しくはビデオを削除する、実行可能な命令を含む。
【００９９】
　タッチスクリーン１１２、ディスプレイコントローラ１５６、接触／動きモジュール１
３０、グラフィックモジュール１３２、テキスト入力モジュール１３４、及びカメラモジ
ュール１４３と連携して、画像管理モジュール１４４は、静止画像及び／又はビデオ画像
を配置する、修正し（例えば、編集し）又は別の方法で操作する、ラベルを付ける、削除
する、（例えば、デジタルスライドショー又はアルバムにおいて）提示する、及び記憶す
る、実行可能な命令を含む。
【０１００】
　ＲＦ回路１０８、タッチスクリーン１１２、ディスプレイコントローラ１５６、接触／
動きモジュール１３０、グラフィックモジュール１３２、及び、テキスト入力モジュール
１３４と連携して、ブラウザモジュール１４７は、ウェブページ又はそれらの一部、並び
にウェブページにリンクされた添付及び他のファイルを検索し、リンク付けし、受信し、
表示することを含むユーザの指示に従い、インターネットを閲覧する実行可能な命令を含
む。
【０１０１】
　ＲＦ回路１０８、タッチスクリーン１１２、ディスプレイコントローラ１５６、接触／
動きモジュール１３０、グラフィックモジュール１３２、テキスト入力モジュール１３４
、電子メールクライアントモジュール１４０、及びブラウザモジュール１４７と連携して
、カレンダーモジュール１４８は、ユーザの指示に従い、カレンダー及びカレンダーに関
連付けられたデータ（例えば、カレンダー項目、ｔｏ　ｄｏリストなど）を作成し、表示
し、変更し、記憶する実行可能な命令を含む。
【０１０２】
　ＲＦ回路１０８、タッチスクリーン１１２、ディスプレイコントローラ１５６、接触／
動きモジュール１３０、グラフィックモジュール１３２、テキスト入力モジュール１３４
、及びブラウザモジュール１４７と併せて、ウィジェットモジュール１４９は、ユーザに
よって任意選択的にダウンロードされて使用されるミニアプリケーション（例えば、気象
ウィジェット１４９－１、株式ウィジェット１４９－２、計算機ウィジェット１４９－３
、アラーム時計ウィジェット１４９－４、及び辞書ウィジェット１４９－５）、又はユー
ザによって作成されるミニアプリケーション（例えば、ユーザ作成ウィジェット１４９－
６）である。いくつかの実施形態では、ウィジェットは、ＨＴＭＬ（Hypertext Markup L
anguage）（ハイパーテキストマークアップ言語）ファイル、ＣＳＳ（Cascading Style S
heets）（カスケーディングスタイルシート）ファイル、及びＪａｖａＳｃｒｉｐｔ（登
録商標）ファイルを含む。いくつかの実施形態では、ウィジェットは、ＸＭＬ（拡張可能
マークアップ言語）ファイル及びＪａｖａＳｃｒｉｐｔ（登録商標）ファイル（例えば、
Ｙａｈｏｏ！ウィジェット）を含む。
【０１０３】
　ＲＦ回路１０８、タッチスクリーン１１２、ディスプレイコントローラ１５６、接触／
動きモジュール１３０、グラフィックモジュール１３２、テキスト入力モジュール１３４
、及びブラウザモジュール１４７と連携して、ウィジェット作成モジュール１５０は、任
意選択的に、ウィジェットを作成する（例えば、ウェブページのユーザ指定箇所をウィジ
ェットに変える）ために、ユーザによって使用する。
【０１０４】
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　タッチスクリーン１１２、ディスプレイコントローラ１５６、接触／動きモジュール１
３０、グラフィックモジュール１３２、及びテキスト入力モジュール１３４と連携して、
検索モジュール１５１は、ユーザの指示に従い、１つ以上の検索基準（例えば、１つ以上
のユーザ指定の検索語句）と一致する、メモリ１０２内のテキスト、音楽、音、画像、ビ
デオ、及び／又は他のファイルを検索するための、実行可能な命令を含む。
【０１０５】
　タッチスクリーン１１２、ディスプレイコントローラ１５６、接触／動きモジュール１
３０、グラフィックモジュール１３２、オーディオ回路１１０、スピーカ１１１、ＲＦ回
路１０８、及びブラウザモジュール１４７と連携して、ビデオ及びミュージックプレーヤ
モジュール１５２は、ＭＰ３又はＡＡＣファイルなどの１つ以上のファイル形式で記憶さ
れた録音済の音楽及び他のサウンドファイルをユーザがダウンロード及び再生できるよう
にする実行可能な命令、並びにビデオを（タッチスクリーン１１２上又は外部ポート１２
４を介して接続された外部のディスプレイ上に）表示、提示、又は別の方法で再生する実
行可能な命令を含む。いくつかの実施形態では、デバイス１００は、任意選択的に、ｉＰ
ｏｄ（Ａｐｐｌｅ　Ｉｎｃ．の商標）などのＭＰ３プレーヤの機能を備える。
【０１０６】
　タッチスクリーン１１２、ディスプレイコントローラ１５６、接触／動きモジュール１
３０、グラフィックモジュール１３２、及びテキスト入力モジュール１３４と連携して、
メモモジュール１５３は、ユーザの指示に従って、メモ、ｔｏ　ｄｏリストなどを作成及
び管理するための実行可能な命令を含む。
【０１０７】
　ＲＦ回路１０８、タッチスクリーン１１２、ディスプレイコントローラ１５６、接触／
動きモジュール１３０、グラフィックモジュール１３２、テキスト入力モジュール１３４
、ＧＰＳモジュール１３５、及びブラウザモジュール１４７と連携して、地図モジュール
１５４は、任意選択的に、ユーザの指示に従い、地図及び地図に関連付けられたデータ（
例えば、運転方向、特定の位置又はその近くの店舗及びその他の対象地点のデータ、並び
に他の位置ベースのデータ）を受信し、表示し、変更し、及び記憶するために、使用する
。
【０１０８】
　タッチスクリーン１１２、ディスプレイコントローラ１５６、接触／動きモジュール１
３０、グラフィックモジュール１３２、オーディオ回路１１０、スピーカ１１１、ＲＦ回
路１０８、テキスト入力モジュール１３４、電子メールクライアントモジュール１４０、
及びブラウザモジュール１４７と連携して、オンラインビデオモジュール１５５は、ユー
ザがＨ．２６４などの１つ以上のファイル形式のオンラインビデオにアクセスし、閲覧し
、（例えば、ストリーミング及び／又はダウンロードにより）受信し、（例えば、タッチ
スクリーン上で又は外部ポート１２４を介して接続された外部のディスプレイ上で）再生
し、特定のオンラインビデオへのリンクを含む電子メールを送信し、別の方法で管理する
ことが可能となる命令を含む。いくつかの実施形態では、特定のオンラインビデオへのリ
ンクを送信するために、電子メールクライアントモジュール１４０ではなく、インスタン
トメッセージングモジュール１４１が使用される。オンラインビデオアプリケーションの
追加の説明は、２００７年６月２０日に出願された米国特許仮出願第６０／９３６，５６
２号、「Ｐｏｒｔａｂｌｅ　Ｍｕｌｔｉｆｕｎｃｔｉｏｎ　Ｄｅｖｉｃｅ，Ｍｅｔｈｏｄ
，ａｎｄ　Ｇｒａｐｈｉｃａｌ　Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　ｆｏｒ　Ｐｌａｙｉｎ
ｇ　Ｏｎｌｉｎｅ　Ｖｉｄｅｏｓ」、及び２００７年１２月３１日に出願された米国特許
出願第１１／９６８，０６７号、「Ｐｏｒｔａｂｌｅ　Ｍｕｌｔｉｆｕｎｃｔｉｏｎ　Ｄ
ｅｖｉｃｅ，Ｍｅｔｈｏｄ，ａｎｄ　Ｇｒａｐｈｉｃａｌ　Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃ
ｅ　ｆｏｒ　Ｐｌａｙｉｎｇ　Ｏｎｌｉｎｅ　Ｖｉｄｅｏｓ」に見出すことができ、これ
らの出願の内容はその全体が本明細書において参照により組み込まれている。
【０１０９】
　上記で特定されたモジュール及びアプリケーションのそれぞれは、１つ以上の上記の機
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能を実行する実行可能な命令セット及び本出願に記載の方法（例えば、コンピュータによ
り実行される方法及び本明細書に記載の他の情報処理方法）に対応する。これらのモジュ
ール（例えば、命令セット）は、別個のソフトウェアプログラム、手順、又はモジュール
として実装される必要はなく、それゆえ、様々な実施形態では、任意選択的に、これらの
モジュールの様々なサブセットを組合せる、又は別の方法で再編成する。例えば、ビデオ
プレーヤモジュールは、任意選択的に、ミュージックプレーヤモジュールと組合せて、単
一のモジュール（例えば、図１Ａのビデオ及びミュージックプレーヤモジュール１５２）
とする。いくつかの実施形態では、メモリ１０２は、上記で特定されたモジュール及びデ
ータ構造のサブセットを、任意選択的に記憶する。更に、メモリ１０２は、上記されてい
ない追加のモジュール及びデータ構造を任意選択的に記憶する。
【０１１０】
　いくつかの実施形態では、デバイス１００は、デバイス上の機能の既定のセットの動作
が排他的にタッチスクリーン及び／又はタッチパッドを介して実行されるデバイスである
。デバイス１００の動作のための主要な入力制御デバイスとしてタッチスクリーン及び／
又はタッチパッドを使用することによって、デバイス１００上の物理的な入力制御デバイ
ス（プッシュボタン、ダイアルなど）の数が任意選択的に削減される。
【０１１１】
　タッチスクリーン及び／又はタッチパッドのみを介して実行される、既定の機能のセッ
トは、任意選択的に、ユーザインタフェース間のナビゲーションを含む。いくつかの実施
形態では、タッチパッドは、ユーザによってタッチされるとき、デバイス１００上で表示
される任意のユーザインタフェースから、メインメニュー、ホームメニュー、又はルート
メニューにデバイス１００をナビゲートする。そのような実施形態では、「メニューボタ
ン」はタッチパッドを使用して実装される。一部の他の実施形態では、メニューボタンは
、タッチパッドの代わりに、物理プッシュボタン又は他の物理入力制御デバイスである。
【０１１２】
　図１Ｂは、いくつかの実施形態に係る、イベント処理のための例示的な構成要素を示す
ブロック図である。いくつかの実施形態では、メモリ１０２（図１Ａ）又はメモリ３７０
（図３）は、イベントソート部１７０（例えば、オペレーティングシステム１２６内）及
び対応するアプリケーション１３６－１（例えば、上述のアプリケーション１３７～１５
１、１５５、３８０～３９０のうちのいずれか）を含む。
【０１１３】
　イベントソート部１７０は、イベント情報を受信し、イベント情報が配信されるアプリ
ケーション１３６－１及びアプリケーション１３６－１のアプリケーションビュー１９１
を判定する。イベントソート部１７０は、イベントモニタ１７１及びイベントディスパッ
チャモジュール１７４を含む。いくつかの実施形態では、アプリケーション１３６－１に
は、アプリケーションがアクティブ又は実行中の時、タッチ感知ディスプレイ１１２上に
表示される現在のアプリケーションビュー（単数又は複数）を示す、アプリケーション内
部状態１９２が含まれる。いくつかの実施形態では、デバイス／グローバル内部状態１５
７は、いずれのアプリケーション（単数又は複数）が現在アクティブであるかを判定する
ために、イベントソート部１７０によって使用され、アプリケーション内部状態１９２は
、イベント情報が配信されるアプリケーションビュー１９１を判定するために、イベント
ソート部１７０によって使用される。
【０１１４】
　いくつかの実施形態では、アプリケーション内部状態１９２は、アプリケーション１３
６－１が実行を再開するときに使用される再開情報、アプリケーション１３６－１によっ
て表示されているか又は表示の準備がされている情報を示すユーザインタフェース状態情
報、ユーザがアプリケーション１３６－１の前の状態又はビューに戻ることを可能にする
ための状態待ち行列、及びユーザが行った前のアクションのリドゥ／アンドゥ待ち行列、
のうちの１つ以上などの追加の情報を含む。
【０１１５】
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　イベントモニタ１７１は、周辺機器インタフェース１１８からイベント情報を受信する
。イベント情報は、サブイベント（例えば、マルチタッチジェスチャの一部としての、タ
ッチ感知ディスプレイ１１２上のユーザタッチ）の情報を含む。周辺機器インタフェース
１１８は、Ｉ／Ｏサブシステム１０６、又は近接センサ１６６、加速度計（単数又は複数
）１６８、及び／若しくは（オーディオ回路１１０を介する）マイクロフォン１１３など
のセンサから受信する情報を送信する。周辺機器インタフェース１１８がＩ／Ｏサブシス
テム１０６から受信する情報は、タッチ感知ディスプレイ１１２又はタッチ感知面からの
情報を含む。
【０１１６】
　いくつかの実施形態では、イベントモニタ１７１は、所定の間隔で周辺機器インタフェ
ース１１８に要求を送信する。それに応じて、周辺機器インタフェース１１８はイベント
情報を送信する。他の実施形態では、周辺機器インタフェース１１８は、重要なイベント
（例えば、所定のノイズ閾値を上回り、かつ／又は所定の持続時間を超えた入力を受信す
ること）が存在する場合にのみ、イベント情報を送信する。
【０１１７】
　いくつかの実施形態では、イベントソート部１７０はまた、ヒットビュー判定モジュー
ル１７２及び／又はアクティブイベント認識部判定モジュール１７３も含む。
【０１１８】
　ヒットビュー判定モジュール１７２は、タッチ感知ディスプレイ１１２が１つよりも多
いビューを表示した際に、１つ以上のビュー内のどこにおいてサブイベントが発生したか
を判定するためのソフトウェア手順を提供する。ビューは、制御部及びユーザがディスプ
レイ上で見ることが可能な他の要素で構成されている。
【０１１９】
　アプリケーションと関連付けられたユーザインタフェースの別の態様は、本明細書でア
プリケーションビュー又はユーザインタフェースウインドウと呼ばれる場合があるビュー
の組であり、それらの中で情報が表示され、タッチに基づくジェスチャが発生する。タッ
チが検出されるアプリケーションビュー（それぞれのアプリケーションの）は任意選択的
に、アプリケーションのプログラム階層又はビュー階層内のプログラムレベルに対応する
。例えば、タッチが検出される最下位レベルのビューは任意選択的に、ヒットビューと呼
ばれ、また、適切な入力として認識されるイベントの組は任意選択的に、タッチに基づく
ジェスチャを開始する初期のタッチのヒットビューに少なくとも部分的に基づいて判定さ
れる。
【０１２０】
　ヒットビュー判定モジュール１７２は、タッチに基づくジェスチャのサブイベントに関
連する情報を受信する。アプリケーションが階層において編成された複数のビューを有す
るとき、ヒットビュー判定モジュール１７２は、サブイベントを処理するべき階層内の最
下位のビューとしてヒットビューを特定する。ほとんどの状況では、ヒットビューは、最
初のサブイベント（例えば、イベント又は潜在的なイベントを形成するサブイベントのシ
ーケンスにおける最初のサブイベント）が発生する最下位レベルのビューである。ヒット
ビューがヒットビュー判定モジュール１７２によって特定されると、ヒットビューは、典
型的には、それがヒットビューとして特定された、同じタッチ又は入力ソースに関連する
すべてのサブイベントを受信する。
【０１２１】
　アクティブイベント認識部判定モジュール１７３は、ビュー階層内のどのビュー（単数
又は複数）がサブイベントの特定のシーケンスを受信すべきかを判定する。いくつかの実
施形態では、アクティブイベント認識部判定モジュール１７３は、ヒットビューのみがサ
ブイベントの特定のシーケンスを受信すべきであると判定する。他の実施形態では、アク
ティブイベント認識部判定モジュール１７３は、サブイベントの物理位置を含むすべての
ビューはアクティブに関わっているビューであると判定し、したがって、すべてのアクテ
ィブに関わっているビューは、サブイベントの特定のシーケンスを受信すべきであると判
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定する。他の実施形態では、タッチサブイベントがある特定のビューに関連付けられた領
域に完全に限定されたとしても、階層の上位のビューは、依然としてアクティブに関わっ
ているビューであり続ける。
【０１２２】
　イベントディスパッチャモジュール１７４は、イベント情報をイベント認識部（例えば
、イベント認識部１８０）に発送する。アクティブイベント認識部判定モジュール１７３
を含む実施形態において、イベントディスパッチャモジュール１７４は、アクティブイベ
ント認識部判定モジュール１７３により判定されたイベント認識部にイベント情報を配信
する。いくつかの実施形態では、イベントディスパッチャモジュール１７４は、対応する
イベント受信部１８２により取得されるイベント情報をイベント待ち行列に記憶する。
【０１２３】
　いくつかの実施形態では、オペレーティングシステム１２６は、イベントソート部１７
０を含む。あるいは、アプリケーション１３６－１が、イベントソート部１７０を含む。
更に他の実施形態では、イベントソート部１７０は、独立型のモジュール、又は接触／動
きモジュール１３０などの、メモリ１０２に記憶された別のモジュールの一部である。
【０１２４】
　いくつかの実施形態では、アプリケーション１３６－１は、それぞれがアプリケーショ
ンのユーザインタフェースのそれぞれのビュー内で発生するタッチイベントを処理する命
令を含む、複数のイベント処理部１９０及び１つ以上のアプリケーションビュー１９１を
含む。アプリケーション１３６－１の各アプリケーションビュー１９１は、１つ以上のイ
ベント認識部１８０を含む。典型的には、それぞれのアプリケーションビュー１９１は、
複数のイベント認識部１８０を含む。他の実施形態では、イベント認識部１８０のうちの
１つ以上は、ユーザインタフェースキット（図示せず）、又はアプリケーション１３６－
１がメソッド及び他の性質をそれから継承する上位レベルのオブジェクトなどの、別々の
モジュールの一部である。いくつかの実施形態では、各イベント処理部１９０は、データ
更新部１７６、オブジェクト更新部１７７、ＧＵＩ更新部１７８、及び／又はイベントソ
ート部１７０から受信したイベントデータ１７９、のうちの１つ以上を含む。イベント処
理部１９０は、アプリケーション内部状態１９２を更新するために、データ更新部１７６
、オブジェクト更新部１７７、又はＧＵＩ更新部１７８を任意選択的に、利用若しくは呼
び出す。あるいは、アプリケーションビュー１９１のうちの１つ以上は、１つ以上の対応
するイベント処理部１９０を含む。また、いくつかの実施形態では、データ更新部１７６
、オブジェクト更新部１７７、及びＧＵＩ更新部１７８のうちの１つ以上は、それぞれの
アプリケーションビュー１９１に含まれる。
【０１２５】
　それぞれのイベント認識部１８０は、イベントソート部１７０からイベント情報（例え
ば、イベントデータ１７９）を受信し、イベント情報からイベントを特定する。イベント
認識部１８０は、イベント受信部１８２及びイベント比較部１８４を含む。いくつかの実
施形態では、イベント認識部１８０はまた、メタデータ１８３及びイベント配信命令１８
８（任意選択的にサブイベント配信命令を含む）の少なくともサブセットも含む。
【０１２６】
　イベント受信部１８２は、イベントソート部１７０からイベント情報を受信する。イベ
ント情報は、サブイベントについての情報、例えば、タッチ又はタッチの移動についての
情報を含む。サブイベントに依存して、イベント情報はまた、サブイベントの位置などの
追加の情報を含む。サブイベントがタッチの動きに関わるとき、イベント情報はまた任意
選択的に、サブイベントの速さ及び方向を含む。いくつかの実施形態では、イベントは、
１つの向きから別の向きへの（例えば、縦向きから横向きへの、又はその逆の）デバイス
の回転を含み、そのイベント情報は、デバイスの現在の向き（デバイスの姿勢とも呼ばれ
る）についての対応する情報を含む。
【０１２７】
　イベント比較部１８４は、イベント情報を既定のイベント又はサブイベントの定義と比
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較し、その比較に基づいて、イベント又はサブイベントを判定する、あるいはイベント又
はサブイベントの状態を判定若しくは更新する。いくつかの実施形態では、イベント比較
部１８４は、イベント定義１８６を含む。イベント定義１８６は、例えば、イベント１（
１８７－１）、イベント２（１８７－２）などの、イベントの定義（例えば、サブイベン
トの既定のシーケンス）を含む。いくつかの実施形態において、イベント（１８７）内の
サブイベントは、例えば、タッチ開始、タッチ終了、タッチの移動、タッチの中止、及び
複数のタッチを含む。一実施例では、イベント１（１８７－１）についての定義は、表示
されたオブジェクト上のダブルタップである。このダブルタップは、例えば、所定の段階
に関する表示オブジェクト上での第１のタッチ（タッチの開始）、所定の段階に関する第
１のリフトオフ（タッチの終了）、所定の段階に関する表示オブジェクト上での第２のタ
ッチ（タッチの開始）、及び所定の段階に関する第２のリフトオフ（タッチの終了）を含
む。別の実施例では、イベント２（１８７－２）の定義は、表示されたオブジェクト上の
ドラッグ操作である。このドラッグ操作は、例えば、所定の段階に関する表示オブジェク
ト上でのタッチ（又は、接触）、タッチ感知ディスプレイ１１２を横断するタッチの移動
、及びタッチのリフトオフ（タッチの終了）を含む。いくつかの実施形態において、イベ
ントはまた、１つ以上の関連付けられたイベント処理部１９０に関する情報も含む。
【０１２８】
　いくつかの実施形態において、イベント定義１８７は、それぞれのユーザインタフェー
スオブジェクトに関するイベントの定義を含む。いくつかの実施形態において、イベント
比較部１８４は、サブイベントに関連付けられたユーザインタフェースオブジェクトを判
定するヒットテストを実行する。例えば、３つのユーザインタフェースオブジェクトがタ
ッチ感知ディスプレイ１１２に表示されるアプリケーションビューにおいて、タッチ感知
ディスプレイ１１２上でタッチが検出されると、イベント比較部１８４は、３つのユーザ
インタフェースオブジェクトのうちのどれがタッチ（サブイベント）に関連付けられてい
るかを判定するためのヒットテストを行う。表示された各オブジェクトが、対応するイベ
ント処理部１９０と関連付けられている場合、イベント比較部は、ヒットテストの結果を
使用して、どのイベント処理部１９０をアクティブ化すべきかを判定する。例えば、イベ
ント比較部１８４は、サブイベント及びヒットテストのトリガとなるオブジェクトと関連
付けられたイベント処理部を選択する。
【０１２９】
　いくつかの実施形態では、それぞれのイベント１８７についての定義はまた、一連のサ
ブイベントがイベント認識部のイベントタイプに対応するか否かが判定されるまで、イベ
ント情報の配信を遅延させる遅延アクションを含む。
【０１３０】
　それぞれのイベント認識部１８０が、一連のサブイベントがイベント定義１８６におけ
るイベントのいずれとも一致しないと判定するとき、それぞれのイベント認識部１８０は
、イベント不可能、イベント失敗、又はイベント終了状態に入り、その後は、タッチに基
づくジェスチャの後続のサブイベントを無視する。この状況では、ヒットビューに対して
アクティブのままである他のイベント認識部がある場合、そのイベント認識部は、進行中
のタッチに基づくジェスチャのサブイベントを追跡及び処理し続ける。
【０１３１】
　いくつかの実施形態では、それぞれのイベント認識部１８０は、イベント配信システム
がどのようにサブイベント配信を実行すべきかをアクティブに関与しているイベント認識
部に示す構成可能なプロパティ、フラグ、及び／又はリストを有するメタデータ１８３を
含む。いくつかの実施形態では、メタデータ１８３は、イベント認識部が相互にどのよう
に対話するか又は対話することが可能とされているかについて示す構成可能なプロパティ
、フラグ、及び／又はリストを含む。いくつかの実施形態では、メタデータ１８３は、サ
ブイベントがビュー階層又はプログラム階層における多様なレベルに配信されるかを示す
構成可能なプロパティ、フラグ、及び／又はリストを含む。
【０１３２】
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　いくつかの実施形態において、それぞれのイベント認識部１８０は、イベントの１つ以
上の特定のサブイベントが認識されたときに、イベントに関連付けられたイベント処理部
１９０をアクティブ化する。いくつかの実施形態では、それぞれのイベント認識部１８０
は、イベントに関連付けられたイベント情報をイベント処理部１９０に配信する。イベン
ト処理部１９０をアクティブ化することは、対応するヒットビューにサブイベントを送信
する（及び送信を延期する）こととは異なっている。いくつかの実施形態では、イベント
認識部１８０は、認識されたイベントに関連付けられたフラグをスローし、フラグに関連
付けられたイベント処理部１９０は、フラグをキャッチし、既定の処理を実行する。
【０１３３】
　いくつかの実施形態では、イベント配信命令１８８は、イベント処理部をアクティブ化
することなくサブイベントに関するイベント情報を配信するサブイベント配信命令を含む
。その代わりに、サブイベント配信命令は、一連のサブイベントと関連付けられたイベン
ト処理部又はアクティブに関わっているビューに、イベント情報を配信する。一連のサブ
イベント又はアクティブに関わっているビューと関連付けられたイベント処理部は、イベ
ント情報を受信し、所定の処理を実行する。
【０１３４】
　いくつかの実施形態では、データ更新部１７６は、アプリケーション１３６－１で使用
されるデータを作成及び更新する。例えば、データ更新部１７６は、連絡先モジュール１
３７で使用される電話番号を更新する、又はビデオプレーヤモジュールで使用されるビデ
オファイルを記憶する。いくつかの実施形態において、オブジェクト更新部１７７は、ア
プリケーション１３６－１で使用されるオブジェクトを作成及び更新する。例えば、オブ
ジェクト更新部１７７は、新たなユーザインタフェースオブジェクトを作成する、又はユ
ーザインタフェースオブジェクトの位置を更新する。ＧＵＩ更新部１７８は、ＧＵＩを更
新する。例えば、ＧＵＩ更新部１７８は、表示情報を準備をし、タッチ感知ディスプレイ
上に表示するために表示情報をグラフィックモジュール１３２に送る。
【０１３５】
　いくつかの実施形態では、イベント処理部（単数又は複数）１９０は、データ更新部１
７６、オブジェクト更新部１７７、及びＧＵＩ更新部１７８を含む、又はそれらへのアク
セスを有する。いくつかの実施形態では、データ更新部１７６、オブジェクト更新部１７
７、及びＧＵＩ更新部１７８は、それぞれのアプリケーション１３６－１又はアプリケー
ションビュー１９１の単一モジュールに含まれる。他の実施形態では、それらは、２つ以
上のソフトウェアモジュールに含まれる。
【０１３６】
　タッチ感知ディスプレイ上のユーザのタッチのイベント処理に関する前述の議論はまた
、入力デバイスで多機能デバイス１００を動作させるための他の形態のユーザ入力にも適
用されるが、そのすべてがタッチスクリーン上で開始されるわけではないことを理解され
たい。例えば、単一若しくは複数のキーボードの押圧若しくは保持に任意選択的に合わせ
たマウスの移動及びマウスボタンの押圧、タッチパッド上でのタップ、ドラッグ、スクロ
ールなどの接触移動、ペンスタイラス入力、デバイスの移動、口頭による指示検出された
眼球運動、バイオメトリック入力、並びに／又はそれらの任意の組合せは任意選択的に、
認識されることになるイベントを定義するサブイベントに対応する入力として利用される
。
【０１３７】
　図２は、いくつかの実施形態に係る、タッチスクリーン１１２を有するポータブル多機
能デバイス１００を示す。タッチスクリーンは、ユーザインタフェース（user interface
）（ＵＩ）２００内に１つ以上のグラフィックを、任意選択的に表示する。本実施形態、
並びに後述する実施形態において、ユーザは、例えば、１本以上の指２０２（図には、正
確な縮尺率では描かれていない）又は１つ以上のスタイラス２０３（図には、正確な縮尺
率では描かれていない）を用いて、グラフィック上でジェスチャを行うことにより、グラ
フィックのうちの１つ以上を選択することができる。いくつかの実施形態では、ユーザが
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１つ以上のグラフィックとの接触を断った際に、その１つ以上のグラフィックの選択が生
じる。いくつかの実施形態では、ジェスチャは任意選択的に、１回以上のタップ、１回以
上のスワイプ（左から右へ、右から左へ、上方向へ及び／若しくは下方向へ）、並びに／
又はデバイス１００と接触した指の回転（右から左へ、左から右へ、上方向へ及び／若し
くは下方向へ）を含む。一部の実装形態又は状況では、グラフィックとの不測の接触は、
グラフィックを選択しない。例えば、選択に対応するジェスチャがタップであるとき、ア
プリケーションアイコンの上をスイープするスワイプジェスチャは任意選択的に、対応す
るアプリケーションを選択しない。
【０１３８】
　デバイス１００はまた、「ホーム」又はメニューボタン２０４などの、１つ以上の物理
ボタンも任意選択的に含む。前述のように、メニューボタン２０４は、デバイス１００上
で任意選択的に、実行するアプリケーションのセット内の任意のアプリケーション１３６
へのナビゲーションに任意選択的に、使用される。あるいは、いくつかの実施形態では、
メニューボタンは、タッチスクリーン１１２に表示されたＧＵＩにおけるソフトキーとし
て実装されている。
【０１３９】
　いくつかの実施形態において、デバイス１００は、タッチスクリーン１１２、メニュー
ボタン２０４、デバイスへの電源をオン／オフしてデバイスをロックするためのプッシュ
ボタン２０６、音量調整ボタン（単数又は複数）２０８、加入者識別モジュール（ＳＩＭ
）カードスロット２１０、ヘッドセットジャック２１２、及びドッキング／充電用外部ポ
ート１２４を含む。プッシュボタン２０６は、ボタンを押し下げて、既定の時間にわたっ
てボタンを押し下げた状態で保持することによってデバイス上の電源をオン／オフし、ボ
タンを押し下げて、既定の時間が経過する前にボタンを解放することによってデバイスを
ロックし、及び／又は、デバイスのロックを解除する、若しくは、ロック解除処理を開始
するように、任意選択的に用いられる。代替実施形態では、デバイス１００はまた、マイ
クロフォン１１３を通して、一部の機能をアクティブ化又は非アクティブ化するための口
頭入力を受ける。デバイス１００はまた、タッチスクリーン１１２上の接触の強度を検出
するための１つ以上の接触強度センサ１６５、及び／又は、デバイス１００のユーザに対
する触知出力を生成するための１つ以上の触知出力生成器１６７も、任意選択的に含む。
【０１４０】
　図３は、いくつかの実施形態に係る、ディスプレイ及びタッチ感知面を備える例示的な
多機能デバイスのブロック図である。デバイス３００は、ポータブル型である必要はない
。いくつかの実施形態では、デバイス３００は、ラップトップコンピュータ、デスクトッ
プコンピュータ、タブレットコンピュータ、マルチメディア再生デバイス、ナビゲーショ
ンデバイス、教育的デバイス（子供の学習玩具など）、ゲームシステム、又は制御デバイ
ス（例えば、家庭用又は業務用コントローラ）である。デバイス３００は、典型的には、
１つ以上の処理ユニット（ＣＰＵ）３１０、１つ以上のネットワーク若しくは他の通信イ
ンタフェース３６０、メモリ３７０、及びこれらの構成要素を相互接続するための１つ以
上の通信バス３２０を含む。通信バス３２０は、システム構成要素間の通信を相互接続及
び制御する回路（チップセットと呼ばれることがある）を、任意選択的に含む。デバイス
３００は、典型的にはタッチスクリーンディスプレイであるディスプレイ３４０を備える
入出力（Ｉ／Ｏ）インタフェース３３０を含む。Ｉ／Ｏインタフェース３３０はまた、キ
ーボード及び／又はマウス（又は他のポインティングデバイス）３５０並びにタッチパッ
ド３５５、デバイス３００上に触知出力を生成するための（例えば、図１Ａを参照して上
述した触知出力生成器１６７（単数又は複数）と同様の）触知出力生成器３５７、センサ
３５９（例えば、光センサ、加速度センサ、近接センサ、タッチ感知センサ、及び／又は
図１Ａを参照して上述した接触強度センサ（単数又は複数）１６５と同様の接触強度セン
サ）も、任意選択的に含む。メモリ３７０は、ＤＲＡＭ、ＳＲＡＭ、ＤＤＲ　ＲＡＭ、又
は他のランダムアクセスソリッドステートメモリデバイスなどの高速ランダムアクセスメ
モリを含み、また任意選択的に、１つ以上の磁気ディスク記憶デバイス、光ディスク記憶
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デバイス、フラッシュメモリデバイス、又は他の不揮発性ソリッドステート記憶デバイス
などの不揮発性メモリを含む。メモリ３７０は任意選択的に、ＣＰＵ（単数又は複数）３
１０からリモートに位置する１つ以上の記憶デバイスを含む。いくつかの実施形態では、
メモリ３７０は、ポータブル多機能デバイス１００（図１Ａ）のメモリ１０２に記憶され
たプログラム、モジュール、及びデータ構造、又はそれらのサブセットに類似する、プロ
グラム、モジュール、及びデータ構造を記憶する。更に、メモリ３７０は任意選択的に、
ポータブル多機能デバイス１００のメモリ１０２に存在しない追加のプログラム、モジュ
ール、及びデータ構造を記憶する。例えば、デバイス３００のメモリ３７０は、描画モジ
ュール３８０、プレゼンテーションモジュール３８２、ワードプロセッシングモジュール
３８４、ウェブサイト作成モジュール３８６、ディスクオーサリングモジュール３８８、
及び／又はスプレッドシートモジュール３９０を任意選択的に記憶するが、ポータブル多
機能デバイス１００（図１Ａ）のメモリ１０２はこれらのモジュールを任意選択的に記憶
しない。
【０１４１】
　上記で特定された図３の要素のそれぞれは任意選択的に、前述のメモリデバイスのうち
１つ以上に記憶される。上記で特定されたモジュールのうちのそれぞれは、上述した機能
を実行する命令セットに対応する。上記で特定されたモジュール又はプログラム（例えば
、命令セット）は、別個のソフトウェアプログラム、手順、又はモジュールとして実装さ
れる必要はなく、それゆえ、様々な実施形態では、これらのモジュールの様々なサブセッ
トを任意選択的に、組合せる、又は別の方法で再編成する。いくつかの実施形態では、メ
モリ３７０は任意選択的に、上記特定されたモジュール及びデータ構造のサブセットを記
憶する。更に、メモリ３７０は任意選択的に、上記説明されていない追加のモジュール及
びデータ構造を記憶する。
【０１４２】
　次に、例えば、任意選択的に、ポータブル多機能デバイス１００上に実装するユーザイ
ンタフェースの実施形態に注意を向ける。
【０１４３】
　図４Ａは、いくつかの実施形態に係る、ポータブル多機能デバイス１００上のアプリケ
ーションのメニューに関する例示的なユーザインタフェースを示す。同様のユーザインタ
フェースがデバイス３００上に、任意選択的に、実装される。いくつかの実施形態では、
ユーザインタフェース４００は、以下の要素、又はそれらのサブセット若しくはスーパー
セットを含む。
　●セルラー及びＷｉ－Ｆｉ信号などの無線通信（単数又は複数）のための信号強度イン
ジケータ（単数又は複数）４０２、
　●時刻４０４、
　●Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈインジケータ４０５、
　●バッテリ状態インジケータ４０６、
　●下記などの、頻繁に利用されるアプリケーション用のアイコンを含むトレー４０８、
　　○不在着信又はボイスメールメッセージの数のインジケータ４１４を任意選択的に含
む、「電話」とラベル付けされる、電話モジュール１３８用のアイコン４１６、
　　○未読電子メールの数のインジケータ４１０を任意選択的に含む、「メール」とラベ
ル付けされる、電子メールクライアントモジュール１４０用のアイコン４１８、
　　○「ブラウザ」とラベル付けされる、ブラウザモジュール１４７用のアイコン４２０
、及び
　　○「ｉＰｏｄ」とラベル付けされる、ｉＰｏｄ（Ａｐｐｌｅ　Ｉｎｃ．の商標）モジ
ュール１５２とも称されるビデオ及びミュージックプレーヤモジュール１５２用のアイコ
ン４２２、及び
　●下記などの、その他のアプリケーション用のアイコン、
　　○「メッセージ」とラベル付けされる、ＩＭモジュール１４１用のアイコン４２４、
　　○「カレンダー」とラベル付けされる、カレンダーモジュール１４８用のアイコン４
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２６、
　　○「写真」とラベル付けされる、画像管理モジュール１４４用のアイコン４２８、
　　○「カメラ」とラベル付けされる、カメラモジュール１４３用のアイコン４３０、
　　○「オンラインビデオ」とラベル付けされる、オンラインビデオモジュール１５５用
のアイコン４３２、
　　○「株価」とラベル付けされる、株式ウィジェット１４９－２用のアイコン４３４、
　　○「マップ」とラベル付けされる、地図モジュール１５４用のアイコン４３６、
　　○「天気」とラベル付けされる、気象ウィジェット１４９－１用のアイコン４３８、
　　○「時計」とラベル付けされる、アラーム時計ウィジェット１４９－４用のアイコン
４４０、
　　○「トレーニングサポート」とラベル付けされる、トレーニングサポートモジュール
１４２用のアイコン４４２、
　　○「メモ」とラベル付けされる、メモモジュール１５３用のアイコン４４４、及び
　　○デバイス１００及びその様々なアプリケーション１３６に関する設定へのアクセス
を提供する、「設定」とラベル付けされる、設定アプリケーション若しくはモジュール用
のアイコン４４６。
【０１４４】
　図４Ａに示されるアイコンのラベルは、単なる例示であることに留意されたい。例えば
、ビデオ及びミュージックプレーヤモジュール１５２用のアイコン４２２は、「音楽」又
は「音楽プレーヤ」とラベル付けされる。他のラベルが、様々なアプリケーションアイコ
ンのために、任意選択的に使用される。いくつかの実施形態では、それぞれのアプリケー
ションアイコンに関するラベルは、それぞれのアプリケーションアイコンに対応するアプ
リケーションの名前を含む。いくつかの実施形態では、特定のアプリケーションアイコン
のラベルは、特定のアプリケーションアイコンに対応するアプリケーションの名前とは異
なる。
【０１４５】
　図４Ｂは、ディスプレイ４５０（例えば、タッチスクリーンディスプレイ１１２）とは
別個のタッチ感知面４５１（例えば、図３のタブレット又はタッチパッド３５５）を備え
るデバイス（例えば、図３のデバイス３００）上の、例示的なユーザインタフェースを示
す。デバイス３００はまた任意選択的に、タッチ感知面４５１上の接触の強度を検出する
ための１つ以上の接触強度センサ（例えば、センサ３５９のうちの１つ以上）、及び／又
はデバイス３００のユーザに対して触知出力を生成するための１つ以上の触知出力生成器
３５７を含む。
【０１４６】
　以下の実施例のうちのいくつかはタッチスクリーンディスプレイ１１２上での入力（タ
ッチ感知面とディスプレイとが組み合わされている場合）を参照して説明されるが、いく
つかの実施形態では、デバイスは、図４Ｂに示されるように、ディスプレイとは別個のタ
ッチ感知面上での入力を検出する。いくつかの実施形態では、このタッチ感知面（例えば
、図４Ｂの４５１）は、ディスプレイ（例えば、４５０）上の主軸（例えば、図４Ｂの４
５３）に対応する主軸（例えば、図４Ｂの４５２）を有する。これらの実施形態によれば
、デバイスは、タッチ感知面４５１との接触（例えば、図４Ｂの４６０及び４６２）を、
ディスプレイ上のそれぞれの場所に対応する場所（例えば、図４Ｂでは、４６０は４６８
に対応し、４６２は４７０に対応する）にて検出する。このように、タッチ感知面がディ
スプレイとは別個のものである場合、タッチ感知面（例えば、図４Ｂの４５１）上でデバ
イスによって検出されたユーザ入力（例えば、接触４６０及び４６２、並びにそれらの移
動）が、多機能デバイスのディスプレイ（例えば、図４Ｂでの４５０）上のユーザインタ
フェースを操作するために、デバイスによって使用される。同様の方法が、本明細書に記
載の他のユーザインタフェースに任意選択的に使用されることを理解されたい。
【０１４７】
　更に加えて、以下の実施例は主に指入力（例えば、指の接触、指のタップジェスチャ、
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指のスワイプジェスチャ）を参照して説明されるが、いくつかの実施形態では、それらの
指入力のうちの１つ以上は、別の入力デバイスからの入力（例えば、マウスに基づく入力
、又はスタイラス入力）で置き換えられることを理解されたい。例えば、スワイプジェス
チャは任意選択的に、マウスクリックと置き換えられ（例えば、接触の代わりに）、その
後、スワイプの経路に沿ってカーソルの移動が行われる（例えば、接触の移動の代わりに
）。別の例として、タップジェスチャは任意選択的に、カーソルがタップジェスチャの位
置の上に位置する間のマウスクリックと置き換えられる（例えば、接触の検出、それに続
いて接触の検出を停止する代わりに）。同様に、複数のユーザ入力が同時に検出されると
き、複数のコンピュータマウスは任意選択的に同時に使用され、又はマウス及び指の接触
が任意選択的に同時に使用されることを理解されたい。
【０１４８】
　図５Ａは、例示的なパーソナル電子デバイス５００を示す。デバイス５００は、本体５
０２を含む。いくつかの実施形態では、デバイス５００は、デバイス１００及び３００（
例えば、図１Ａ～図４Ｂ）に関して記載した特徴のいくつか又はすべてを含み得る。いく
つかの実施形態では、デバイス５００は、タッチ感知ディスプレイスクリーン５０４、以
後、タッチスクリーン５０４を有する。タッチスクリーン５０４の代わりに、又はそれに
追加して、デバイス５００は、ディスプレイ及びタッチ感知面を有する。デバイス１００
及びデバイス３００と同様に、いくつかの実施形態では、タッチスクリーン５０４（又は
タッチ感知面）は、任意選択的に、加えられている接触（例えば、タッチ）の強度を検出
するための１つ以上の強度センサを有する。タッチスクリーン５０４（又は、タッチ感知
面）の１つ以上の強度センサは、タッチの強度を表現する出力データを提供することがで
きる。デバイス５００のユーザインタフェースは、タッチの強度に基づきタッチに応じて
もよく、これは、異なる強度のタッチは、デバイス５００上で異なるユーザインタフェー
ス動作を呼び出し得ることを意味する。
【０１４９】
　タッチ強度を検出して処理するための例示的な技術は、例えば、関連出願である、２０
１３年５月８日出願の「Ｄｅｖｉｃｅ，Ｍｅｔｈｏｄ，ａｎｄ　Ｇｒａｐｈｉｃａｌ　Ｕ
ｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　ｆｏｒ　Ｄｉｓｐｌａｙｉｎｇ　Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒｆ
ａｃｅ　Ｏｂｊｅｃｔｓ　Ｃｏｒｒｅｓｐｏｎｄｉｎｇ　ｔｏ　ａｎ　Ａｐｐｌｉｃａｔ
ｉｏｎ」と題された国際特許出願第ＰＣＴ／ＵＳ２０１３／０４００６１号（国際公開第
２０１３／１６９８４９号として公開）、及び２０１３年１１月１１日出願の「Ｄｅｖｉ
ｃｅ，Ｍｅｔｈｏｄ，ａｎｄ　Ｇｒａｐｈｉｃａｌ　Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　ｆ
ｏｒ　Ｔｒａｎｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｂｅｔｗｅｅｎ　Ｔｏｕｃｈ　Ｉｎｐｕｔ　ｔｏ　
Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｏｕｔｐｕｔ　Ｒｅｌａｔｉｏｎｓｈｉｐｓ」と題された同第ＰＣＴ／
ＵＳ２０１３／０６９４８３号（国際公開第２０１４／１０５２７６号として公開）にみ
られ、これらの文献のそれぞれは、全体が参照により本明細書に組み込まれる。
【０１５０】
　いくつかの実施形態では、デバイス５００は、１つ以上の入力機構５０６及び入力機構
５０８を有する。入力機構５０６及び５０８は、含まれる場合には、物理的なものとする
ことができる。物理入力機構の例としては、プッシュボタン及び回転可能機構が挙げられ
る。いくつかの実施形態では、デバイス５００は、１つ以上のアタッチメント機構を有す
る。かかるアタッチメント機構は、含まれる場合には、例えば、デバイス５００を、帽子
、アイウェア、イヤリング、ネックレス、シャツ、ジャケット、ブレスレット、腕時計バ
ンド、チェーン、ズボン、ベルト、靴、財布、バックパックなどに、取り付けることを可
能にする。これらのアタッチメント機構は、ユーザによってデバイス５００が着用される
ことを可能にし得る。
【０１５１】
　図５Ｂは、例示的なパーソナル電子デバイス５００を示す。いくつかの実施形態では、
デバイス５００は、図１Ａ、図１Ｂ及び図３に関して記載した構成要素のいくつか又はす
べてを含み得る。デバイス５００は、Ｉ／Ｏ部５１４を１つ以上のコンピュータプロセッ
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サ５１６及びメモリ５１８に動作可能に接続するバス５１２を有する。Ｉ／Ｏ部５１４は
、ディスプレイ５０４に接続することができ、ディスプレイ５０４は、タッチ感知構成要
素５２２と、任意選択的に、強度センサ５２４（例えば、接触強度センサ）と、を有し得
る。更に、Ｉ／Ｏ部５１４は、Ｗｉ－Ｆｉ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ、近距離通信（ＮＦＣ）
、セルラー及び／又は他の無線通信技術を使用して、アプリケーション及びオペレーティ
ングシステムのデータを受信するための通信ユニット５３０に接続し得る。デバイス５０
０は、入力機構５０６及び／又は入力機構５０８を含むことができる。入力機構５０６は
、任意選択的に、例えば、回転可能入力デバイス、又は押下可能かつ回転可能な入力デバ
イスである。入力機構５０８は、任意選択的に、いくつかの実施例では、ボタンである。
【０１５２】
　入力機構５０８は、任意選択的に、いくつかの実施例では、マイクロフォンである。パ
ーソナル電子デバイス５００は、任意選択的に、ＧＰＳセンサ５３２、加速度計５３４、
方向センサ５４０（例えば、コンパス）、ジャイロスコープ５３６、動きセンサ５３８及
び／又はこれらの組合せなどの、様々なセンサを含むものであり、それらのすべては、Ｉ
／Ｏ部５１４に動作可能に接続できる。
【０１５３】
　パーソナル電子デバイス５００のメモリ５１８は、コンピュータ実行可能命令を記憶す
るための１つ以上の非一時的コンピュータ可読記憶媒体を含むことができ、それらの命令
は、１つ以上のコンピュータプロセッサ５１６によって実行されると、例えば、コンピュ
ータプロセッサに、プロセス７００（図７Ａ～図７Ｂ）、プロセス９００（図９）、プロ
セス１１００（図１１）、プロセス１３００（図１３）、プロセス１９００（図１９Ａ～
図１９Ｂ）、プロセス２１００（図２１Ａ～図２１Ｂ）、及びプロセス２３００（図２３
Ａ～図２３Ｂ）を含めた、以下に説明する技術を実行させることができる。パーソナル電
子デバイス５００は、図５Ｂの構成要素及び構成に限定されるものではなく、他の構成要
素又は追加的構成要素を、複数の構成で含み得る。
【０１５４】
　本明細書で使用する場合、用語「アフォーダンス」は、任意選択的に、デバイス１００
、３００及び／又は５００（図１、図３及び図５）のディスプレイ画面上に表示されるユ
ーザ対話式のグラフィカルユーザインタフェースオブジェクトを指す。例えば、画像（例
えば、アイコン）、ボタン及びテキスト（例えば、ハイパーリンク）はそれぞれ、任意選
択的に、アフォーダンスを構成する。
【０１５５】
　本明細書にて使用されるとき、用語「フォーカスセレクタ」とは、ユーザが対話してい
るユーザインタフェースの現在の部分を示す入力要素を指す。カーソル又は他の位置マー
カを含む一部の実装において、タッチ感知面（例えば、図３のタッチパッド３５５、又は
図４Ｂのタッチ感知面４５１）上で入力（例えば、押圧入力）が検出された時に、カーソ
ルが特定のユーザインタフェース要素（例えば、ボタン、ウィンドウ、スライダ、又は他
のユーザインタフェース要素）の上にある時、カーソルは「フォーカスセレクタ」として
機能し、特定のユーザインタフェース要素が、検出された入力に従って調整される。タッ
チスクリーンディスプレイ上のユーザインタフェース要素との直接的な対話を可能にする
、タッチスクリーンディスプレイ（例えば、図１Ａでのタッチ感知ディスプレイシステム
１１２、又は図４Ａでのタッチスクリーン１１２）を含む一部の実装形態では、タッチス
クリーン上で検出される接触が「フォーカスセレクタ」としての役割を果たすことにより
、入力（例えば、接触による押圧入力）が、タッチスクリーンディスプレイ上の特定のユ
ーザインタフェース要素（例えば、ボタン、ウィンドウ、スライダ、又は他のユーザイン
タフェース要素）の場所で検出されると、その特定のユーザインタフェース要素が、検出
された入力に従って調節される。一部の実装形態では、タッチスクリーンディスプレイ上
の対応するカーソルの移動又は接触の移動なしに、ユーザインタフェースの１つの領域か
らユーザインタフェースの別の領域にフォーカスが移動され（例えば、タブキー又は矢印
キーを使用してフォーカスを１つのボタンから別のボタンに移動させることによって）、
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これらの実装形態では、フォーカスセレクタは、ユーザインタフェースの異なる領域間で
のフォーカスの移動に従って移動する。フォーカスセレクタによってとられる具体的な形
態とは関わりなく、フォーカスセレクタは一般的に、ユーザの意図したユーザインタフェ
ースとの対話を通信するために（例えば、ユーザが対話することを意図しているユーザイ
ンタフェースの要素をデバイスに示すことによって）、ユーザによって制御されるユーザ
インタフェース要素（又は、タッチスクリーンディスプレイ上の接触）である。例えば、
押圧入力がタッチ感知面（例えば、タッチパッド又はタッチスクリーン）上で検出された
ときに、対応するボタンの上にあるフォーカスセレクタ（例えば、カーソル、接触又は選
択ボックス）の位置は、（デバイスのディスプレイ上に示されている他のユーザインタフ
ェース要素ではなく）対応するボタンをユーザがアクティブ化しようとしていることを示
すものである。
【０１５６】
　本明細書及び特許請求の範囲で使用するとき、接触の「特性強度」という用語は、接触
の１つ以上の強度に基づく、その接触の特性を指す。いくつかの実施形態では、特性強度
は複数の強度サンプルに基づく。特性強度は、任意選択的に、既定の数の強度サンプル、
又は所定のイベント（例えば、接触を検出した後、接触のリフトオフを検出する前、接触
の移動の開始を検出する前若しくは後、接触の終了を検出する前、接触の強度の増加を検
出する前若しくは後、及び／又は接触の強度の減少を検出する前若しくは後）に対して所
定の期間（例えば、０．０５、０．１、０．２、０．５、１、２、５、１０秒）内に収集
された強度サンプルのセットに基づく。接触の特性強度は、任意選択的に、接触の強度の
最大値、接触の強度の平均値（mean value）、接触の強度の平均値（average value）、
接触の強度の上位１０％値、接触の強度の最大値の半分の値、接触の強度の最大値の９０
％の値など、のうちの１つ以上に基づく。いくつかの実施形態では、特性強度を判定する
ために、接触の持続期間が使用される（例えば、特性強度が経時的な接触の強度の平均で
あるとき）。いくつかの実施形態では、動作がユーザによって実行されたか否かを判定す
るために、特性強度を１つ以上の強度閾値のセットと比較する。例えば、１つ以上の強度
閾値のセットは、任意選択的に、第１の強度閾値及び第２の強度閾値を含む。この実施例
では、第１の閾値を越えない特性強度を有する接触の結果として第１の動作が実行され、
第１の強度閾値を越え、第２の強度閾値を越えない特性強度を有する接触の結果として第
２の動作が実行され、第２の閾値を越える特性強度を有する接触の結果として第３の動作
が実行される。いくつかの実施形態では、特性強度と１つ以上の閾値との間の比較が、第
１の動作又は第２の動作のいずれを実行するかを判定するために使用されるのではなく、
１つ以上の動作を実行するか否か（例えば、各動作を実行するのか、又は各動作の実行を
見合わせるのか）を判定するために使用される。
【０１５７】
　図５Ｃは、複数の強度センサ５２４Ａ～５２４Ｄによる、タッチ感知ディスプレイスク
リーン５０４上での複数の接触５５２Ａ～５５２Ｅの検出を示す。図５Ｃは、追加的に、
強度単位に関して、強度センサ５２４Ａ～５２４Ｄの現在の強度測定値を示す強度図を含
む。この例では、強度センサ５２４Ａ及び５２４Ｄの強度測定値は、それぞれ、９強度単
位であり、強度センサ５２４Ｂ及び５２４Ｃの強度測定値は、それぞれ、７強度単位であ
る。一部の実装形態では、合計の強度は、複数の強度センサ５２４Ａ～５２４Ｄの強度測
定値の和であり、この例では、３２強度単位である。いくつかの実施形態では、各接触に
は、合計の強度の一部分である、それぞれの強度が割り当てられる。図５Ｄは、力の中心
５５４からの接触５５２Ａ～５５２Ｅの距離に基づく、接触５５２Ａ～５５２Ｅへの合計
の強度の割り当てを示す。この例では、接触５５２Ａ、５５２Ｂ及び５５２Ｅのそれぞれ
に、合計の強度のうちの８強度単位の接触の強度が割り当てられ、接触５５２Ｃ及び５５
２Ｄのそれぞれに、合計の強度のうちの４強度単位の接触の強度が割り当てられる。より
一般的には、一部の実装形態では、各接触ｊは、既定の数学関数Ｉｊ＝Ａ・（Ｄｊ／ΣＤ
ｉ）に従って、合計の強度Ａの一部分である、それぞれの強度Ｉｊが割り当てられ、ここ
で、Ｄｊは、力の中心からそれぞれの接触ｊまでの距離であり、ΣＤｉは、力の中心から
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すべてのそれぞれの接触（例えば、ｉ＝１から最後まで）までの距離の和である。図５Ｃ
～図５Ｄを参照して説明した動作は、デバイス１００、３００又は５００と類似又は同一
の電子デバイスを使用して行うことができる。いくつかの実施形態では、接触の特性強度
は、接触の１つ以上の強度に基づく。いくつかの実施形態では、強度センサを使用して、
単一の特性強度（例えば、単一の接触の単一の特性強度）を判定する。強度図は、表示さ
れるユーザインタフェースの一部分ではないが、読み手のために、図５Ｃ～図５Ｄに含ま
れていることに留意されたい。
【０１５８】
　いくつかの実施形態では、ジェスチャの一部は、特性強度を判定する目的で特定される
。例えば、タッチ感知面は、任意選択的に、開始位置から遷移して、接触の強度が増加す
る終了位置まで達する連続的なスワイプ接触を受け取る。この実施例では、終了位置にお
ける接触の特性強度は、任意選択的に、連続的なスワイプ接触全体ではなく、そのスワイ
プ接触の一部分のみ（例えば、終了位置におけるスワイプ接触の部分のみ）に基づく。い
くつかの実施形態では、任意選択的に、接触の特性強度を判定する前に、平滑化アルゴリ
ズムをそのスワイプ接触の強度に適用する。例えば、平滑化アルゴリズムは任意選択的に
、非加重移動平均平滑化アルゴリズム、三角平滑化アルゴリズム、中央値フィルタ平滑化
アルゴリズム、及び／又は指数平滑化アルゴリズムのうちの１つ以上を含む。一部の状況
では、それらの平滑化アルゴリズムは、特性強度を判定する目的で、スワイプ接触の強度
における小幅な上昇又は低下を除去する。
【０１５９】
　タッチ感知面上の接触の強度は、任意選択的に、接触検出強度閾値、軽い押圧強度閾値
、深い押圧強度閾値、及び／又は１つ以上の他の強度閾値などの１つ以上の強度閾値に対
して特徴付けする。いくつかの実施形態では、軽い押圧強度閾値は、物理マウスのボタン
又はトラックパッドをクリックすることと典型的に関連付けられた操作をデバイスが実行
する強度に対応する。いくつかの実施形態では、深い押圧強度閾値は、物理マウスのボタ
ン又はトラックパッドをクリックすることと典型的に関連付けられた操作とは異なる操作
をデバイスが実行する強度に対応する。いくつかの実施形態では、軽い押圧強度閾値を下
回る（例えば、かつ、それを下回ると接触がもはや検出されないわずかな接触検出強度閾
値を上回る）特性強度で接触が検出される場合、デバイスは、軽い押圧強度閾値又は深い
押圧強度閾値に関連付けられた動作を実行することなく、タッチ感知面上の接触の移動に
従って、フォーカスセレクタを移動させる。全般的には、特に明記しない限り、これらの
強度閾値は、ユーザインタフェース図の異なるセット間でも一貫している。
【０１６０】
　軽い押圧強度閾値を下回る強度から、軽い押圧強度閾値と深い押圧強度閾値との間の強
度への接触の特性強度の増大は、「軽い押圧」入力と呼ばれる場合がある。深い押圧強度
閾値を下回る強度から、深い押圧強度閾値を上回る強度への接触の特性強度の増大は、「
深い押圧」入力と呼ばれる場合がある。接触検出強度閾値を下回る強度から、接触検出強
度閾値と軽い押圧強度閾値との間の強度への接触の特性強度の増大は、タッチ面上の接触
の検出と呼ばれる場合がある。接触検出強度閾値を上回る強度から、接触検出強度閾値を
下回る強度への接触の特性強度の減少は、タッチ面からの接触のリフトオフの検出と呼ば
れる場合がある。いくつかの実施形態では、接触検出強度閾値はゼロである。いくつかの
実施形態では、接触検出強度閾値はゼロより大きい。
【０１６１】
　本明細書で説明されるいくつかの実施形態では、１つ以上の操作は、それぞれの押圧入
力を含むジェスチャを検出したことに応じて、又はそれぞれの接触（又は、複数の接触）
で実行されるそれぞれの押圧入力を検出したことに応じて実行され、それぞれの押圧入力
は、押圧入力強度閾値を上回る接触（又は、複数の接触）の強度における増大を検出した
ことに少なくとも部分的に基づいて検出される。いくつかの実施形態では、それぞれの動
作は、押圧入力強度閾値を上回る、対応する接触の強度の増大（例えば、対応する押圧入
力の「ダウンストローク」）を検出したことに応じて実行される。いくつかの実施形態で
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は、押圧入力は、押圧入力強度閾値を上回る、対応する接触の強度の増大、及び後続の、
押圧入力強度閾値を下回る接触の強度の減少を含み、対応する動作は、その後続の押圧入
力閾値を下回る対応する接触の強度の減少（例えば、対応する押圧入力の「アップストロ
ーク」）の検出に応じて、実行される。
【０１６２】
　図５Ｅ～図５Ｈは、図５Ｅの軽い押圧強度閾値（例えば、「ＩＴL」）未満の強度から
図５Ｈの深い押圧強度閾値（例えば、「ＩＴD」）を上回る強度に至る、接触５６２の強
度の増加に対応する押圧入力を含む、ジェスチャの検出を示す。接触５６２によって行わ
れたジェスチャは、タッチ感知面５６０上で検出される。その際、既定の領域５７４に表
示されたアプリケーションアイコン５７２Ａ～５７２Ｄを含む、表示されたユーザインタ
フェース５７０上において、カーソル５７６が、アプリ２に対応するアプリケーションア
イコン５７２Ｂ上に表示される。いくつかの実施形態では、ジェスチャは、タッチ感知デ
ィスプレイ５０４上で検出される。強度センサは、タッチ感知面５６０上における接触の
強度を検出する。デバイスは、接触５６２の強度が、深い押圧強度閾値（例えば、「ＩＴ

D」）を上回ってピークに達したことを判定する。接触５６２は、タッチ感知面５６０上
で維持されている。ジェスチャの検出に応じて、かつジェスチャ中の、深い押圧強度閾値
（例えば、「ＩＴD」）を上回る強度を有する接触５６２に従って、図５Ｆ～図５Ｈに示
すように、アプリ２に関して最近開いた文書の縮小表現５７８Ａ～５７８Ｃ（例えば、サ
ムネイル）を表示する。いくつかの実施形態では、１つ以上の強度閾値と比較される、強
度は、接触の特性強度である。接触５６２の強度図は、表示されるユーザインタフェース
の一部分ではないが、読み手のために、図５Ｅ～図５Ｈに含まれていることに留意された
い。
【０１６３】
　いくつかの実施形態では、表現５７８Ａ～５７８Ｃの表示には、アニメーションを含む
。例えば、表現５７８Ａは、最初、図５Ｆに示すように、アプリケーションアイコン５７
２Ｂの近くに表示されている。アニメーションが進行するにつれて、図５Ｇに示すように
、表現５７８Ａは上方へ移動し、アプリケーションアイコン５７２Ｂの近くに表現５７８
Ｂが表示される。次いで、図５Ｈに示すように、表現５７８Ａが上方へ移動し、表現５７
８Ａに向けて表現５７８Ｂが上方へ移動し、アプリケーションアイコン５７２Ｂの近くに
表現５７８Ｃが表示される。表現５７８Ａ～５７８Ｃは、アイコン５７２Ｂの上方にアレ
イを形成する。いくつかの実施形態では、アニメーションは、図５Ｆ～図５Ｇに示すよう
に、接触５６２の強度に従って進行し、ここで、接触５６２の強度が深い押圧強度閾値（
例えば、「ＩＴD」）に向けて増加するにつれて、表現５７８Ａ～５７８Ｃが現れ、そし
て上方へ移動する。いくつかの実施形態では、アニメーションの進行が基づいている強度
は、接触の特性強度である。図５Ｅ～図５Ｈを参照して説明した動作は、デバイス１００
、３００又は５００と類似又は同一の電子デバイスを使用して行うことができる。
【０１６４】
　いくつかの実施形態では、デバイスは、「ジッタ」と呼ばれる場合がある不測の入力を
回避するために、強度ヒステリシスを採用し、デバイスは、押圧入力強度閾値との既定の
関連性を有するヒステリシス強度閾値を定義又は選択する（例えば、ヒステリシス強度閾
値は、押圧入力強度閾値よりもＸ強度単位低い、又は、ヒステリシス強度閾値は、押圧入
力強度閾値の７５％、９０％、若しくは何らかの妥当な比率である）。したがって、いく
つかの実施形態では、押圧入力は、押圧入力強度閾値を上回る対応する接触の強度の増大
、及び後続の、押圧入力強度閾値に対応するヒステリシス強度閾値を下回る接触の強度の
減少を含み、対応する動作は、そのヒステリシス強度閾値を下回る、後続の対応する接触
の強度の減少（例えば、対応する押圧入力の「アップストローク」）の検出に応じて、実
行される。同様に、いくつかの実施形態では、押圧入力は、デバイスが、ヒステリシス強
度閾値以下の強度から押圧入力強度閾値以上の強度への接触の強度の増大、及び任意選択
的に、ヒステリシス強度以下の強度への、後続の接触の強度の減少を検出する場合にのみ
検出され、対応する動作は、その押圧入力の検出（例えば、状況に応じて、接触の強度の
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増大、又は接触の強度の減少）に応じて、実行される。
【０１６５】
　説明を容易にするために、押圧入力強度閾値に関連付けられた押圧入力に応じて、又は
その押圧入力を含むジェスチャに応じて実行される動作の説明は、押圧入力強度閾値を上
回る接触の強度の増大、ヒステリシス強度閾値を下回る強度から押圧入力強度閾値を上回
る強度への接触の強度の増大、押圧入力強度閾値を下回る接触の強度の減少、及び／又は
押圧入力強度閾値に対応するヒステリシス強度閾値を下回る接触の強度の減少のいずれか
を検出したことに応じて、任意選択的にトリガされる。更に加えて、押圧入力強度閾値を
下回る接触の強度の減少を検出したことに応じて動作が実行されるとして説明される実施
例では、その動作は、押圧入力強度閾値に対応し、かつそれよりも低いヒステリシス強度
閾値を下回る、接触の強度の減少を検出したことに応じて任意選択的に実行される。
【０１６６】
　ここで、ポータブル多機能デバイス１００、デバイス３００又はデバイス５００などの
電子デバイス上で実施されるユーザインタフェース（「ＵＩ」）及び関連プロセスの実施
形態に着目する。
【０１６７】
　図６Ａ～図６Ｑは、いくつかの実施形態に係る、光学効果を模擬するための例示的なデ
バイス及びユーザインタフェースを示す。これらの図におけるユーザインタフェースは、
図７Ａ～図７Ｂにおけるプロセスを含む、以下で説明される疑似的光学効果プロセスを例
示するために使用される。
【０１６８】
　図６Ａは、例えば、電子デバイスの背面に配置された、第１のカメラ６０２及び第２の
カメラ６０４を有する例示的な電子デバイス６００を示す。いくつかの実施例では、第１
のカメラ６０２及び第２のカメラ６０４は、固定だが異なる焦点距離を有する。いくつか
の実施例では、光学システムの焦点距離、視野、及び／又は光学倍率特性は、カメラ（例
えば、６０２、６０４）ごとに固定される。いくつかの実施形態では、異なる固定焦点距
離を有するのに加えて、カメラ（例えば、６０２、６０４）は、異なる固定視野及び異な
る固定光学倍率特性を有する。
【０１６９】
　いくつかの実施形態では、第１のカメラ６０２は第１の視野を有し、第２のカメラ６０
４は第２の視野を有し、第１の視野及び第２の視野は、重なり合う。いくつかの実施例で
は、第１のカメラ６０２及び第２のカメラ６０４は、カメラによって検出（例えば、キャ
プチャ）された画像間の視差を使用して、カメラ６０２及びカメラ６０４のうちの１つ以
上からの画像データを表示するデジタルビューファインダの異なる部分によって表される
物体までの距離を判定するように、離間している。いくつかの実施形態では、第１のカメ
ラ６０２及び第２のカメラ６０４は、電子デバイス６００の表面上に配置され、カメラ６
０２及び６０４の光軸は、平行又は実質的に平行になるように配置される。いくつかの実
施例では、第１のカメラ６０２及び第２のカメラ６０４は、重なり合う視野、例えば、少
なくとも５０％重なり合う、少なくとも９０％重なり合う、又はより多く重なり合う視野
をキャプチャする。いくつかの実施例では、第１のカメラ６０２は、第２のカメラ６０４
より広い視野を有する。いくつかの実施例では、第２のカメラは、第１のカメラより広い
視野を有する。広角カメラ（例えば、広角レンズ付きカメラ）が、望遠カメラ（例えば、
望遠レンズ付きカメラ）より広い視野を有する場合、広角カメラの１倍の倍率では、物体
は、望遠カメラの１倍の倍率におけるより遠く離れて見える。望遠カメラの視野が広角カ
メラの視野のおよそ中心にあるように広角カメラ及び望遠カメラが重なり合う視野を有す
る場合、１倍の倍率レベルで望遠カメラでキャプチャした画像は、一部の状況では（例え
ば、画像の被写体が少なくとも１メートル離れている場合）、１倍の倍率レベルで広角カ
メラでキャプチャした対応する画像の光学ズームであるように見える。
【０１７０】
　図６Ｂは、ディスプレイ６１２を含む例示的な電子デバイス６００の前面を示す。電子
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デバイス６００は、ディスプレイ６１２上に、第１のカメラ６０２から受信したデータに
基づくプレビューを含むデジタルビューファインダ６１４を表示する。いくつかの実施形
態では、デジタルビューファインダに表示される物体（例えば、６１１Ａ、６１１Ｂ、６
１５）は、カメラ（及び／又は電子デバイス６００）から異なる距離に配置される。いく
つかの実施形態では、図６Ｂ～６Ｈに示すように、疑似的ぼけ光学効果などの疑似的光学
効果を適用することなく、ビューファインダにデータが表示される。いくつかの実施形態
では、電子デバイスは、ディスプレイ６１２上に、電子デバイス６００がユーザ入力を受
け付けたこと、例えば、カメラアプリケーションのアフォーダンス（例えば、図４Ａの４
３０）に対応するタッチ感知面上の位置でタップジェスチャを検出したこと、に応じて、
デジタルビューファインダ６１４を表示する。
【０１７１】
　いくつかの実施形態では、電子デバイス６００は、ディスプレイ６１２上に、選択可能
な様々なカメラモードに対応するアフォーダンスを含むカメラモード選択メニュー６１９
を表示する。電子デバイス６００がカメラモードの選択に対応する信号を受信したことに
応じて、電子デバイス６００は、選択されたカメラモード用にカメラアプリケーションを
構成する。例えば、図６Ｂは、アクティブである、「ＰＨＯＴＯ」カメラモード又は写真
モードを示す。いくつかの実施例では、電子ディスプレイは、ディスプレイ６１２上に、
アクティブ化されると電子デバイス６００に第１のカメラ及び／又は第２のカメラからの
データをメモリに記憶することによってなど画像をキャプチャさせる、カメラシャッタの
アフォーダンス６１７を（例えば、デジタルビューファインダ６１４と同時に）表示する
。いくつかの実施例では、キャプチャされた画像は、（例えば、電子デバイス６００がカ
メラシャッタのアフォーダンス６１７のアクティブ化を検出したとき）デジタルビューフ
ァインダ６１４に表示されるプレビューに対応する。
【０１７２】
　図６Ｃは、カメラモードの変更を開始する命令に対応するユーザ入力６２２を受け付け
る電子デバイス６００を示す。図６Ｃでは、電子デバイス６００は、ディスプレイ６１２
上に表示された「ＰＯＲＴＲＡＩＴ」モードメニュー項目上のユーザ入力を受け付ける。
これにより、電子デバイス６００は、カメラキャプチャモードを「ＰＯＲＴＲＡＩＴ」モ
ードに変更する。いくつかの実施例では、「ＰＯＲＴＲＡＩＴ」モード又はポートレート
モードは、疑似的光学効果モードに対応する。いくつかの実施形態では、疑似的光学効果
モードは、後述するように、１つ以上の条件のセットが満たされた場合に、疑似的光学効
果をデジタルビューファインダに適用するモードである。いくつかの実施形態では、疑似
的光学効果に対応するカメラモードに対するメニュー名、ラベル、又はアフォーダンスは
、異なる。
【０１７３】
　図６Ｄは、電子デバイス６００が図６Ｂに示すような写真モードからポートレートモー
ドに遷移したときに、図６Ｃのユーザ入力６２２を受け付けた結果を示す。電子デバイス
６００がポートレートモードであると、ポートレートメニューのラベルは、残りのメニュ
ー項目と差別化され、いつモード変更が行われ、かつどのモードが選択されたかをユーザ
が容易に識別できるようになる。いくつかの実施形態では、差別化は、例えば、強調表示
、太字化、異なるサイズのフォント、異なるフォントタイプ、又は選択されたモードを非
選択モードから区別する任意の他のメカニズムによることができる。
【０１７４】
　図６Ｅにおいて、デジタルビューファインダを表示している間に、電子デバイス６００
は、１つ以上の条件のセットが満たされているか否かを判定する。いくつかの実施例では
、被写体が検出された場合に、１つ以上の条件のセットのうちの１つの条件が満たされる
。図６Ｅに示す実施例では、例えば、被写体が遠すぎるため被写体が検出されず、電子デ
バイス６００は、シーン内の残りの物体と被写体を区別することができない。いくつかの
実施例では、図６Ｅに示すように、１つ以上の条件のセットが満たされないという判定に
従って、電子デバイスは、ディスプレイ上に、満たされていない条件のグラフィックイン
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ジケーション６４２を表示する。いくつかの実施例では、図６Ｅに示すように、電子デバ
イスは、被写体を検出せず（例えば、カメラの焦点が１０ｍ以上である）、許容距離（例
えば、８フィート及び２．５ｍ以内）に被写体を置くようにユーザに（例えば、グラフィ
ックインジケーションを用いて）指示する。いくつかの実施例では、このような指示をユ
ーザが無効又は有効にすることができるように、ビューファインダ内にアフォーダンスが
表示される。いくつかの実施例では、１つ以上の条件のセットが満たされるという判定に
従って、電子デバイスは、ディスプレイ上に、ユーザに指示するグラフィックインジケー
ション６４２を表示することを見合わせる。これにより、いくつかの実施例では、疑似的
光学効果を適用するためにユーザのアクションが有用（又は必要）でない場合に、電子デ
バイスは、ユーザに指示しない。
【０１７５】
　いくつかの実施例では、電子デバイスは、被写体を検出するが、被写体が遠く離れすぎ
ており（例えば、焦点が２．５ｍから１０ｍの間にある）、電子デバイスは、カメラに近
づける（例えば、８フィート以内に）ようにユーザに（例えば、グラフィックインジケー
ションを使用して）指示する。いくつかの実施例では、電子デバイスは、光量が低すぎる
（例えば、４００ルクス以下）ことを判定し、より多くの光を提供するようにユーザに（
例えば、グラフィックインジケーションを用いて）指示する。いくつかの実施例では、こ
のような指示をユーザが無効又は有効にすることができるように、ビューファインダ内に
アフォーダンスが表示される。いくつかの実施例では、１つ以上の条件のセットが満たさ
れるという判定に従って、電子デバイス６００は、ディスプレイ上に、ユーザに指示する
グラフィックインジケーションを表示することを見合わせる。これにより、いくつかの実
施例では、ユーザのアクションが疑似的光学効果を適用するのに有用でない場合に、電子
デバイスは、ユーザに指示しない。
【０１７６】
　図６Ｅ及び図６Ｆに示すように、いくつかの実施例では、電子デバイス６００は、被写
体の検出に失敗する。いくつかの実施例では、被写体の検出に失敗したことに従って、電
子デバイス６００は、図６Ｆに示すように、デジタルビューファインダ内に中心がある１
つ以上の視覚マーカ６３６（例えば、視覚境界）をディスプレイ上のデジタルビューファ
インダ６１４に表示する。いくつかの実施例では、被写体を検出しなかったことに従って
、電子デバイス６００は、デジタルビューファインダ内に中心がある１つ以上の視覚マー
カ（例えば、視覚境界）をディスプレイ上のデジタルビューファインダ６１４に表示する
。いくつかの実施例では、１つ以上の視覚マーカ６３６は、ユーザに、電子デバイスによ
って焦点を合わされる又は別の方法で作用することになるシーン内のエリアを示す。
【０１７７】
　図６Ｇに示すように、電子デバイス６００から所定の距離（例えば、被写体から第１の
カメラ又は第２のカメラまでの距離）以内の被写体を電子デバイスが検出した場合に、１
つ以上の条件のセットのうちの１つの条件が満たされる。図６Ｇの実施例では、１つ以上
の条件のセットが満たされず、したがって、電子デバイスは、デジタルビューファインダ
６１４に表示されたプレビューに疑似的光学効果を適用しない。いくつかの実施形態では
、電子デバイス６００は、自動的に（例えば、ユーザの介入なしに、ユーザ入力なしに）
、被写体までの距離を判定する。例えば、電子デバイス６００は、被写体を繰り返し（又
は連続的に）追跡し、被写体までの距離を判定する。いくつかの実施例では、被写体まで
の距離の判定は、視差効果（例えば、第１のカメラ及び第２のカメラを使用した）に基づ
いて生成される深度マップに基づく。いくつかの実施例では、被写体までの距離の判定は
、第１のカメラ又は第２のカメラのいずれか（又は両方）の焦点距離に基づく。いくつか
の実施例では、１つ以上の条件のセットの第１の条件は、焦点距離が８フィート以上であ
る、焦点距離が８フィート及び２．５ｍ以内である、又は光量が４００ルクス以上である
かを判定することを含む。いくつかの実施形態では、第１の条件が満たされるか否かの判
定は、１つのカメラセンサからのデータ（例えば、焦点距離）に基づく。いくつかの実施
形態では、第１の条件が満たされるか否かの判定は、第１のカメラ及び第２のカメラの両
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方からのデータに基づく。いくつかの実施形態では、電子デバイス６００は、電子デバイ
ス６００がデジタルビューファインダ６１４内に被写体を検出したことを示すために、視
覚マーカ６３６を（例えば、被写体の周囲、被写体の一部の周囲、又は被写体である人物
の頭部及び肩部の周囲に）表示する。いくつかの実施形態では、電子デバイスは、被写体
が検出された場合であっても、１つ以上の視覚マーカ（例えば、６３６）を表示しない。
【０１７８】
　図６Ｈに示すように、いくつかの実施例では、電子デバイスが検出された光量（例えば
、第１のカメラでの、第２のカメラでの）が、最小光閾値を上回ることを検出すると、１
つ以上の条件のセットのうちの１つの条件が満たされる。この実施例では、検出された光
（暗闇６６０に対応する）は、最小光閾値を上回らず、ポートレートモードに対しては低
すぎる。いくつかの実施例では、光量がポートレートモードに対して不十分である（例え
ば、最小光閾値を上回らない）場合には、電子デバイス６００は、ディスプレイ上に、十
分な光が存在しないというインジケーション６４２をユーザに表示する。いくつかの実施
形態では、最小光閾値は、１００ルクス、２００ルクス、３００ルクス、４００ルクス、
５００ルクス、６００ルクス、７００ルクス、又は、低光環境で機能するためのカメラ（
単数又は複数）の能力に基づいて判定されたなんらかの他の閾値である。したがって、い
くつかの実施例では、検出された光量に基づいて、疑似的光学効果が適用される。いくつ
かの実施例では、電子デバイス６００は、光状態が最適でない場合に、疑似的光学効果を
適用しないことによって、光状態を改善するようユーザに指示する。
【０１７９】
　図６Ｅ、６Ｇ、及び６Ｈに示すように、１つ以上の条件のセットが満たされないという
判定に従って、電子デバイス６００は、ディスプレイ上に、満たされていない条件のグラ
フィックインジケーション６４２を表示する。いくつかの実施例では、図６Ｅに示すよう
に、電子デバイス６００は、被写体を検出せず（例えば、焦点が１０ｍ以上である）、被
写体を許容距離（例えば、８フィート及び２．５ｍ以内）に配置するようにユーザに（例
えば、グラフィックインジケーションを用いて）指示する。いくつかの実施例では、電子
デバイス６００は、被写体を検出するが、被写体が遠く離れすぎており（例えば、焦点が
１０ｍと２．５ｍとの間にある）、電子デバイス６００は、図６Ｇに示すように、カメラ
に近づける（例えば、８フィート以内に）ようにユーザに（例えば、グラフィックインジ
ケーションを用いて）指示する。いくつかの実施例では、図６Ｈに示すように、電子デバ
イス６００は、光量が低すぎる（例えば、４００ルクス以下）ことを判定し、より多くの
光を提供するようにユーザに（例えば、グラフィックインジケーションを用いて）指示す
る。いくつかの実施例では、このような指示をユーザが無効又は有効にすることができる
ように、ビューファインダ内にアフォーダンスが表示される。いくつかの実施例では、１
つ以上の条件のセットが満たされるという判定に従って、電子デバイスは、ディスプレイ
上に、ユーザに指示するグラフィックインジケーション６４２を表示することを見合わせ
る。これにより、いくつかの実施例では、ユーザのアクションが疑似的光学効果を適用す
るのに有用でない場合に、電子デバイス６００は、ユーザに指示しない。
【０１８０】
　以下の表Ａは、電子デバイス６００がポートレートモードで動作している場合の例示的
な結果を示している。第１列の記載は、電子デバイスがポートレートモードで動作してい
る間に、光学効果（例えば、深度効果、ぼけ）がデジタルビューファインダ（例えば、６
１４）に表示されたプレビューに適用されるか否かを指定している。第２列の記載は、グ
ラフィックインジケーション（例えば、図６Ｊの６７５）の状態を表し、これは、いくつ
かの実施形態では光学効果が適用されるか否かに基づいて、視覚的に変化する（例えば、
色、透過性、色相、コントラスト）。いくつかの実施形態では、光学効果が適用される又
は適用されないに関わらず、グラフィックインジケーション（例えば、図６Ｊの６７５）
が表示される。いくつかの実施形態では、光学効果が適用される場合に、グラフィックイ
ンジケーション（例えば、図６Ｊの６７５）が表示され、光学効果が適用されない場合に
は表示されない。いくつかの実施例では、光学効果が適用される場合に、グラフィックイ
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ンジケーション（例えば、図６Ｊの６７５）が強調表示され、光学効果が適用されない場
合には強調表示されない。
【０１８１】
　更に、表Ａの第３列の記載は、電子デバイスがポートレートモードで動作している間に
満たされ得る条件を表す。第４列の記載は、第３列の検出された条件の結果として、ディ
スプレイ上でデジタルビューファインダに表示されるグラフィックインジケーション（例
えば、ユーザに指示する６４２）を表す。いくつかの実施形態では、第４列の記載は、電
子デバイスが光学効果を適用するように、デバイス６００が１つ以上の条件（例えば、光
学効果条件）を満たすためにユーザが実行しなければならないステップを示唆する。いく
つかの実施例において、電子デバイスは、光量が低すぎる（例えば、４００ルクス未満）
ことを判定し、より多くの光を提供するようにユーザに指示し（例えば、グラフィックイ
ンジケーション６４２を用いて）、これにより電子デバイスに光学効果条件を満たさせる
。第５列の記載は、第３列の対応する行の条件が満たされる場合に、デジタルビューファ
インダに表示されることになる１つ以上の視覚マーカ（例えば、図６Ｊの６３６）の有無
（及びそのタイプ）を指定する。いくつかの実施例では、満たされるべき光学効果条件に
関して、以下の条件の１つ以上が満たされなければならない：（１）焦点が最小値（例え
ば、５０ｃｍ）を下回ってはならない、（２）焦点が最大値（例えば、２．５ｍ）より遠
くてはならない、（３）検出された光が一定の値（例えば、４００ルクス）を下回っては
ならない。
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【０１８２】
　図６Ｉに示すように、１つ以上の条件のセットが満たされるという判定に従って、電子
デバイス６００は、疑似的光学効果６８０（例えば、疑似的ぼけ光学効果）をデジタルビ
ューファインダに表示されたプレビューに適用し、疑似的光学効果は、第１のカメラ及び
第２のカメラから受信したデータに基づく。この実施例では、疑似的光学効果６８０は、
シーンの背景の物体（例えば、木）に適用され、シーンの前景の物体（例えば、被写体）
には適用されない。
【０１８３】
　図６Ｊに示すように、いくつかの実施例では、１つ以上の条件のセットが満たされると
いう判定に従って、電子デバイス６００は、ディスプレイ上に、被写体（又は被写体の一
部分）の周囲に１つ以上の視覚マーカ６３６を表示する。いくつかの実施例では、１つ以
上の条件のセットが満たされるという判定に応じて、１つ以上の視覚マーカ６３６の視覚
特性が更新される。例えば、図６Ｇに示す１つ以上の視覚マーカ６３６は、電子デバイス
６００がデジタルビューファインダ内に被写体を検出したことを示し、１つ以上の条件の
セットが満たされるという判定に応じて、電子デバイスは、１つ以上の視覚マーカの特性
（例えば、サイズ、位置、色）を更新して、１つ以上の条件のセットが満たされるという
及び任意選択的に疑似的光学効果が適用された（又はされることになる）というインジケ
ーションをユーザに提供する。いくつかの実施形態では、１つ以上の条件のセットが満た
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され、かつ疑似的光学効果が適用される場合でも、１つ以上の視覚マーカ６３６は表示さ
れない。
【０１８４】
　図６Ｂ～図６Ｈに示すように、いくつかの実施例では、１つ以上の条件のセットが満た
されないという判定に従って、電子デバイス６００は、ディスプレイ上に、疑似的光学効
果を適用することなく、デジタルビューファインダ内にプレビューを表示する。図６Ｉ及
び図６Ｊに示すように、いくつかの実施例では、疑似的光学効果は疑似的ぼけ６８０であ
る。いくつかの実施形態では、可能な疑似的光学効果の非網羅的リストは、疑似的ぼけ光
学効果と、疑似的カラーフィルタと、疑似的ガンマ調整とを含む。いくつかの実施形態で
は、電子デバイスは、デジタルビューファインダ内のプレビューの第１の部分（例えば、
６８０）が疑似的ぼけ効果を有し、デジタルビューファインダの第２の部分（例えば、６
１５）（第１の部分とは異なる）が、疑似的ぼけ効果を有さないように、疑似的光学効果
を適用する。これにより、いくつかの実施例では、デジタルビューファインダは、ＳＬＲ
カメラのビューファインダ（及びＳＬＲカメラでキャプチャされた画像）に通常見られる
光学的ぼけ効果を模倣する。
【０１８５】
　図６Ｉ及び図６Ｊに示すように、いくつかの実施例では、１つ以上の条件のセットが満
たされるという判定に従って、電子デバイス６００は、疑似的光学効果６８０（例えば疑
似的ぼけ光学効果）をデジタルビューファインダ６１４に表示されるプレビューに適用し
、疑似的光学効果は、第１のカメラ６０２及び第２のカメラ６０４から受信したデータに
基づく。いくつかの実施例では、図６Ｉに示すように、電子デバイス６００は、疑似的光
学効果が適用されたというインジケーションを表示することなく、かつ視覚マーカを表示
することなく、デジタルビューファインダ６１４に表示されたプレビューに疑似的光学効
果を適用する。いくつかの実施例では、図６Ｊに示すように、電子デバイス６００は、デ
ジタルビューファインダ６１４に表示されたプレビューに疑似的光学効果を適用し、疑似
的光学効果が適用されたというインジケーション６７５、及び１つ以上の視覚マーカ６３
６を表示する。
【０１８６】
　いくつかの実施形態では、電子デバイス６００が、デジタルビューファインダ６１４内
のプレビューに疑似的光学効果を適用する前に、デジタルビューファインダ６１４内のプ
レビューは、第２のカメラに基づかない。いくつかの実施例では、１つ以上の条件のセッ
トが満たされる前に、表示されたビューファインダ６１４は、第１のカメラ６０２のみに
基づく。いくつかの実施例では、１つ以上の条件のセットが満たされた後で、表示された
ビューファインダ６１４は、第１のカメラ６０２及び第２のカメラ６０４の両方に基づく
。これにより、いくつかの実施例では、電子デバイスは、両方のカメラが必要ではない場
合には１つのカメラのみを用いることにより電力を節約するが、追加のカメラが利点（例
えば、視覚的な利点）を提供する場合には、２つの（又はそれより多い）カメラを使用す
る。
【０１８７】
　いくつかの実施形態では、図６Ｋに示すように、電子デバイス６００は、デジタルビュ
ーファインダ内のプレビューの異なる部分６５１及び６５２に異なるように疑似的光学的
効果を適用する。いくつかの実施形態では、疑似的光学効果（例えば、ぼけ効果）は、電
子デバイス６００からプレビューの異なる部分内の物体までの距離に基づいて（又はその
距離の関数として）、プレビューの異なる部分に異なるように適用される。例えば、プレ
ビュー（例えば、６５２）の第１の部分は、第１のぼけ度合を有するように見えることに
なり、プレビューの第２の部分（例えば、第１の部分で表現されるよりも電子デバイス６
００から遠くにある物体を表す６５１）は、第１のぼけ度合より強い第２のぼけ度合を有
するように見えることになる。これにより、異なる深度を有するシーンのプレビューは、
プレビュー全体にわたって異なるぼけ強度（例えば、ぼけ度合）を有することになる。い
くつかの実施形態では、図６Ｋに示すように、デバイス６００は、疑似的光学効果（例え
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ば、疑似的ぼけ効果）が適用されているというグラフィックインジケーション（例えば、
６７５、「深度効果」を含むテキスト）を表示しない。
【０１８８】
　いくつかの実施形態では、図６Ｋに示すように、プレビューの第１の部分６５１は、第
１の物体を描写し、第１の物体は、電子デバイス６００から第１の距離にあり、プレビュ
ーの第２の部分６５２は、第２の物体を描写し、第２の物体は、電子デバイス６００から
第２の距離（第１の距離とは異なる）である。いくつかの実施例では、疑似的光学効果を
プレビュー６１４に適用することは、第１の部分（例えば、６５２）に第１の大きさで疑
似的光学効果を適用することと、第２の部分（例えば、６５１）に第１の大きさとは異な
る（例えば、より大きい）第２の大きさで疑似的光学効果を適用することと、を含む。し
たがって、いくつかの実施例では、疑似的光学効果の異なる強度が、デジタルビューファ
インダ内のプレビューの異なる部分に適用され、これにより、プレビューの観察者に物体
までの距離を示す。
【０１８９】
　いくつかの実施形態では、図６Ｋに示すように、疑似的光学効果を適用することにより
、デジタルビューファインダ６１４の第１の部分（例えば、６５１、６５２）にぼけ効果
などの効果を呈させ、デジタルビューファインダの第２の部分（例えば、第１の部分とは
異なる６１５）にその効果を呈させない。いくつかの実施例では、疑似的光学効果は、第
１のカメラ及び第２のカメラからのデータに基づいて繰り返し更新され、デジタルビュー
ファインダに繰り返し適用される。いくつかの実施形態では、疑似的光効果は、カメラの
視野のどの部分がピント位置として選択されたかに基づき、そのため、ピント位置の物体
の距離が変化する又はユーザが新しいピント位置を選択する場合、疑似的光学効果も変化
する。例えば、疑似的光学効果は、最初に、デジタルビューファインダ６１４に表示され
た第１のプレビュー画像の第１の部分に効果を呈させ（かつ第２の部分には呈させない）
、更新された疑似的光学効果は、デジタルビューファインダ６１４に表示された第２のプ
レビュー画像の第３の部分（第１の部分とは異なる）にその効果を呈させる（かつ第２の
プレビュー画像の第４の部分には呈させない）。いくつかの実施例では、疑似的光学効果
は、ビューファインダに表示されたプレビュー画像の第１の部分に適用され、ビューファ
インダに表示されたプレビュー画像の第２の部分（第１の部分とは異なる）には適用され
ない。いくつかの実施例では、疑似的光学効果は、ビューファインダに表示された第１の
プレビュー画像の第１部分（かつ第２の部分ではない）、及びビューファインダに表示さ
れた第２のプレビュー画像の第３の部分（第１の部分とは異なる）（かつ第４の部分では
ない）に適用される。その結果、ビューファインダは、疑似的光学効果を示す。この疑似
的光効果は、疑似的光学効果がビューファインダに適用されている間に、キャプチャされ
た画像に対しても保持される。
【０１９０】
　いくつかの実施形態では、電子デバイス６００は、第１のカメラ６０２及び第２のカメ
ラ６０４から受信したデータに基づいて深度マップを生成し、疑似的光学効果は、深度マ
ップに基づく。いくつかの実施例では、電子デバイス６００は、第１のカメラ６０２及び
第２のカメラ６０４によってキャプチャされた画像を用いて、視差効果を用いて深度マッ
プを生成する。ここで、異なる２つの視点（例えば、２つのカメラ）から観察される物体
の位置の差は、視点により近い物体に対してより大きく、視点からより遠い物体に対して
より小さい。いくつかの実施例では、深度マップは、（例えば、第１のカメラ及び第２の
カメラの重なり合う視野に基づく）電子デバイス６００からデジタルビューファインダに
描写された様々な要素（例えば、画素、物体）までの距離を示す情報を含む。
【０１９１】
　いくつかの実施形態では、第１のカメラ６０２（又は第２のカメラ６０４）の焦点距離
が最小距離閾値（例えば、８フィート）を上回ると、１つ以上の条件のセットのうちの１
つの条件が満たされる。これにより、いくつかの実施例では、電子デバイス６００に近す
ぎない被写体に焦点を合わせている第１のカメラに基づいて、疑似的光学効果が適用され
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る。
【０１９２】
　いくつかの実施形態では、第１のカメラ６０２（又は第２のカメラ６０４）の焦点距離
が最大距離閾値（例えば、２．５メートル）を上回らない場合に、１つ以上の条件のセッ
トのうちの１つの条件が満たされる。これにより、いくつかの実施例では、電子デバイス
６００から遠すぎない被写体に焦点を合わせている第１のカメラ６０２に基づいて、疑似
的光学効果が適用される。
【０１９３】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の条件のセットは、照明条件に基づく。いくつかの
実施形態では、検出された光量（例えば、第１のカメラ６０２で、第２のカメラ６０４で
）が、最大光閾値（例えば、１０００ルクス、２０００ルクス、３０００ルクス、又は高
光環境で機能するカメラ（単数又は複数）の能力に基づいて判定されるなんらかの他の閾
値）を上回らない場合に、１つ以上の条件のセットの第６の条件が満たされる。これによ
り、いくつかの実施例では、電子デバイス６００は、光状態が最適でない場合に、疑似的
光学効果を適用しないことによって、光状態を改善するようユーザに促す。
【０１９４】
　いくつかの実施形態では、電子デバイス６００による１つ以上の条件のセットが満たさ
れるか否かの判定は、第１のカメラからのデータに基づく。いくつかの実施例では、第２
のカメラからのデータは、１つ以上の条件のセットが満たされたか否かを判定するために
使用されない。いくつかの実施例では、第１のカメラ及び第２のカメラの両方からのデー
タが、１つ以上の条件のセットが満たされたか否かを判定するために使用される。
【０１９５】
　いくつかの実施形態では、電子デバイス６００による１つ以上の条件のセットが満たさ
れるか否かの判定は、第２のカメラからのデータに基づく。いくつかの実施例では、第１
のカメラからのデータは、１つ以上の条件のセットが満たされたか否かを判定するために
使用されない。いくつかの実施例では、第１のカメラ及び第２のカメラの両方からのデー
タが、１つ以上の条件のセットが満たされたか否かを判定するために使用される。
【０１９６】
　いくつかの実施形態では、図６Ｌ及び図６Ｍに示すように、被写体６１５（例えば、適
切な距離の内側又は外側）を検出したことに応じて、電子デバイス６００は、被写体を識
別する１つ以上の視覚マーカ６３６（例えば、視覚境界）をディスプレイ上のデジタルビ
ューファインダ６１４に表示する。いくつかの実施例では、１つ以上の視覚マーカの視覚
特性（視覚マーカの色、視覚マーカのサイズ、視覚マーカの位置、及び視覚マーカ間の距
離）は、１つ以上の条件のセットが満たされるか否かに基づく。いくつかの実施例では、
１つ以上の視覚マーカは、バウンディングボックスである。いくつかの実施例では、１つ
以上の条件のセットが満たされるという判定に従って（又は、応じて）、電子デバイス６
００は、１つ以上の視覚マーカの視覚特性を変更して、１つ以上の条件のセットが満たさ
れることをユーザに示す。いくつかの実施例では、視覚インジケーションを変更すること
は、１つ以上の視覚マーカが弾むように、１つ以上の視覚マーカ（例えば、バウンディン
グボックス）をアニメーション化することを含む。したがって、いくつかの実施例では、
電子デバイス６００は、１つ以上の視覚マーカの視覚特性に基づいて、１つ以上の条件の
セットが満たされるか否かに関してユーザに通知する。いくつかの実施例では、電子デバ
イス６００は、視覚マーカの視覚特性により、１つ以上の条件のセットが満たされるか否
かに関してユーザに通知する。
【０１９７】
　いくつかの実施形態では、図６Ｎに示すように、複数の被写体を検出したこと（例えば
、第１のカメラ６０２、第２のカメラ６０４を使用して）に従って、電子デバイス６００
は、複数の被写体に対応する１つ以上の視覚マーカ６３６Ａ～６３６Ｄ（例えば、視覚境
界）のうちの複数を表示する。これにより、いくつかの実施例では、電子デバイス６００
は、どの被写体が追跡されている（及び／又は１つ以上の条件のセットが満たされたか否
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かを判定するときに考慮される）かをユーザに通知する。いくつかの実施形態では、図６
Ｏに示すように、デバイス６００は、視覚マーカ（例えば視覚マーカ６３６）を表示する
ことなく、疑似的光学効果（例えば、疑似的ぼけ効果）及びグラフィックインジケーショ
ン（例えば、６７５、「深度効果」を含むテキスト）を適用する。
【０１９８】
　いくつかの実施形態では、図６Ｐに示すように、１つ以上の条件のセットが満たされる
という判定に従って、電子デバイス６００は、疑似的光学効果を適用する前に、１つ以上
の視覚マーカ（例えば、視覚境界）の視覚特性（視覚マーカの色、視覚マーカのサイズ、
視覚マーカの位置、視覚マーカ間の距離）を変更する。例えば、図６Ｐにおいて、電子デ
バイスは、疑似的光学効果を適用する前に、特定の視覚特性（例えば、第１の色、第１の
位置、第１のサイズ）を有する１つ以上の仮想マーカ（例えば、６３６Ｅ）を表示し、１
つ以上の視覚マーカ（例えば、６３６Ｆ）を異なる視覚特性（例えば、第２の色、第２の
位置、第２のサイズ）に遷移させる。いくつかの実施形態では、図６Ｑに示すように、１
つ以上の条件のセットが満たされる（例えば、焦点距離が８フィート以上である、焦点距
離が８フィート及び２．５ｍ以内である、光が４００ルクス以上である、いくつかの実施
形態では、条件は１つのカメラセンサからのデータ（例えば、焦点距離データ）に基づく
、いくつかの実施形態では、条件は両方のカメラセンサからのデータに基づく）という判
定に従って、電子デバイスは、デジタルビューファインダ６１４に表示されたプレビュー
に疑似的光学効果（例えば、疑似的ぼけ光学効果）を適用する。図６Ｑに示すように、こ
の結果、木はぼけて、人物はぼけていない。
【０１９９】
　いくつかの実施形態では、図６Ｇから図６Ｊへの遷移に示すように、１つ以上の条件の
セットが満たされる（又は満たされない）という判定に従って、電子デバイスは、１つ以
上の視覚マーカの視覚特性を変更する（例えば、例えば、第１の色、第１の位置、第１の
サイズを有する図６Ｇの６３６から、第１の色とは異なる第２の色を有する図６Ｊの６３
６に）。いくつかの実施例では、１つ以上の条件のセットが満たされるという判定に従っ
て、電子デバイスは、１つ以上の視覚マーカ６３６の色又は視覚テクスチャーを変更する
。したがって、いくつかの実施例では、視覚特性の変化は、１つ以上の条件のセットが満
たされることをユーザに示す。いくつかの実施例では、１つ以上の条件のセットがもはや
満たされない（１つ以上の条件のセットが以前に満たされた後で）というその後の判定に
従って、電子デバイスは、１つ以上の視覚マーカの第１の視覚特性に戻して変更する（例
えば、６３６が第２の色を第１の色に戻して変更する）。これにより、いくつかの実施例
では、電子デバイス６００は、１つ以上の条件のセットが満たされるか否かをユーザに通
知する。
【０２００】
　いくつかの実施形態では、被写体（例えば、適切な距離の内側又は外側の）を検出した
ことに従って、電子デバイス６００は、被写体を識別する１つ以上の視覚マーカ（例えば
、視覚境界）をディスプレイ上のデジタルビューファインダに表示する。いくつかの実施
例では、１つ以上の視覚マーカの第２の特性（例えば、第１の特性とは異なる）は、被写
体の特性（例えば、物理的特性、被写体のサイズ、被写体までの距離、被写体の位置）に
基づく。したがって、いくつかの実施例では、電子デバイス６００は、１つ以上の条件の
セットを満たすためにどの被写体が考慮されているかをユーザに示す。図６Ｌに示すよう
に、１つ以上の視覚マーカ６３６は、被写体の一部分（例えば、臀部から頭部まで、肩か
ら頭部まで）を囲む。被写体が電子デバイス６００からより遠く離れて移動すると、図６
Ｍに示すように、１つ以上の視覚マーカ６３６が比例的により小さく表示され、デジタル
ビューファインダ６１４内の被写体のサイズの変化が補償される。
【０２０１】
　いくつかの実施形態では、図６Ｊに示すように、デジタルビューファインダ６１４に表
示されたプレビューに疑似的光学効果（例えば、疑似的ぼけ光学効果）を適用したことに
従って、電子デバイス６００は、ディスプレイ上で（例えば、デジタルビューファインダ
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６１４内に、デジタルビューファインダ６１４の外側に）、デジタルビューファインダ６
１４に表示されたプレビューに疑似的光学効果が適用されているというグラフィックイン
ジケーション（例えば、６７５、「深度効果」を含むテキスト）を表示する。これにより
、ユーザは、疑似的光学効果が適用されたことを迅速に理解することができる。いくつか
の実施形態では、疑似的光学効果を適用しなかったことに従って、電子デバイス６００は
、ディスプレイ上に、デジタルビューファインダに表示されたプレビューに疑似的光学効
果が適用されているというグラフィックインジケーション（例えば、「深度効果」を含む
テキスト）を表示しない（例えば、表示することを見合わせる）。これにより、いくつか
の実施例では、電子デバイス６００は、１つ以上の条件のセットが満たされたことをユー
ザに通知し、いくつかの実施例では、電子デバイス６００は、１つ以上の条件のセットが
満たされなかったことをユーザに通知する。
【０２０２】
　いくつかの実施形態では、電子デバイス６００は、（例えば、カメラアプリケーション
を使用して）画像をキャプチャすることを要求するユーザ入力を検出する。画像をキャプ
チャすることを要求するユーザ入力を検出したことに応じて、１つ以上の条件が満たされ
ないという判定に従って、電子デバイス６００は、疑似的光学効果なしに、画像をキャプ
チャする（例えば、第１のカメラ６０２からのデータに基づき、かつ第２のカメラ６０４
からのデータに基づかずに、第２のカメラ６０４からのデータに基づき、かつ第１のカメ
ラ６０２からのデータに基づかずに）。いくつかの実施例では、ユーザは、１つ以上の条
件のセットが満たされていない間に、ディスプレイ上に表示されたシャッタアフォーダン
ス６１７をアクティブにし、電子デバイス６００は、第１のカメラからのデータに疑似的
光学効果を適用せずに、第１のカメラ（又は第２のカメラ）からのデータを使用して画像
をキャプチャする（例えば、メモリに記憶する）。いくつかの実施形態では、画像をキャ
プチャすることを要求するユーザ入力を検出したことに応じて、１つ以上の条件のセット
が満たされるという判定に従って、電子デバイス６００は、疑似的光学効果（例えば、画
像に適用された疑似的光学効果）を有する画像をキャプチャする（例えば、第１のカメラ
６０２及び第２のカメラ６０４からのデータに基づいて）。いくつかの実施例では、ユー
ザは、１つ以上の条件のセットが満たされている間に、ディスプレイ上に表示されたシャ
ッタアフォーダンス６１７をアクティブにし、電子デバイス６００は、第１のカメラ（及
び／又は第２のカメラ）からのデータを使用して画像をキャプチャ（例えば、メモリに記
憶）し、疑似的光学効果は、このデータに適用される。
【０２０３】
　いくつかの実施形態では、電子デバイス６００が疑似的光学効果を適用することなくデ
ジタルビューファインダ６１４にプレビューを表示している間に、電子デバイス６００は
、カメラのうちの１つ以上の前のシーンの変化（例えば、第１のカメラの視野内の、第１
のカメラの移動による、シーン内の物体／人物の移動、及び／又はシーンの照明の変化）
を検出する。電子デバイス６００がシーンの変化を検出したことに応じて、シーンの変化
が１つ以上の条件のセットを満たさせた（例えば、焦点距離が８フィート以上である、焦
点距離が８フィート及び２．５ｍ以内である、光が４００ルクス以上である）という判定
に従って、電子デバイス６００は、デジタルビューファインダ６１４に表示されたプレビ
ューに疑似的光学効果（例えば、疑似的ぼけ光学効果、疑似的カラーフィルタ、疑似的ガ
ンマ調整）を適用する。シーンの変化が１つ以上の条件のセット（例えば、焦点距離が８
フィート以上である、焦点距離が８フィート及び２．５ｍ以内である、光が４００ルクス
以上である）を満たさせなかったという判定に従って、電子デバイス６００は、疑似的光
学効果（例えば、疑似的ぼけ光学効果、疑似的カラーフィルタ、疑似的ガンマ調整）を適
用することなく、デジタルビューファインダ内のプレビューの表示を維持する。
【０２０４】
　図７Ａ～図７Ｂは、いくつかの実施形態に係る、電子デバイスを使用して疑似的光学効
果を操作するための方法を示すフロー図である。方法７００は、第１のカメラと、第２の
カメラと、ディスプレイとを備えた電子デバイス（例えば、１００、３００、５００、６
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００）にて実行される。方法７００のいくつかの動作は、任意選択的に組み合わされ、い
くつかの動作の順序は、任意選択的に変更され、いくつかの動作は、任意選択的に省略さ
れる。
【０２０５】
　ブロック７０２で、電子デバイスは、ディスプレイ（例えば、６１２）上に、第１のカ
メラ（例えば、６０２）から受信したデータに基づくプレビューを含むデジタルビューフ
ァインダ（例えば、６１４）を表示する。いくつかの実施例では、疑似的ぼけ光学効果な
どの疑似的光学効果を適用することなく、ビューファインダ（例えば、６１４）にデータ
が表示される。
【０２０６】
　ブロック７０４～７０６で、デジタルビューファインダ（例えば、６１４）を表示して
いる間に、１つ以上の条件のセットが満たされる（例えば、焦点距離が８フィート以上で
ある、焦点距離が８フィート及び２．５ｍ以内である、光が４００ルクス以上である）と
いう判定に従って、電子デバイス（例えば、６００）は、ブロック７２６で、疑似的光学
効果（例えば、疑似的ぼけ光学効果）をデジタルビューファインダ（例えば、図６Ｉでの
６１４）に表示されたプレビューに適用し、疑似的光学効果は、第１のカメラ（例えば、
６０２）及び第２のカメラ（例えば、６０４）から受信したデータに基づく。これにより
、電子デバイスは、疑似的光学効果をプレビューに適用することにより、１つ以上の条件
のセットが満たされたことをユーザに通知し、どうキャプチャされた画像が見えるかに関
してユーザに通知し、それによって適切に画像（適用された疑似的光学効果を有する）を
キャプチャするようにユーザに促す。いくつかの実施形態では、１つ以上の条件は、１つ
のカメラからのデータ（例えば、焦点距離データ）に基づく。いくつかの実施形態では、
１つ以上の条件は、両方のセンサからのデータに基づく。いくつかの実施例では、デバイ
スから所定の距離（例えば、被写体（例えば、６１５）から第１又は第２のカメラ６０２
、６０４までの距離）内で被写体（例えば、６１５）が検出される場合に、１つ以上の条
件のセットの第１の条件が満たされる。
【０２０７】
　図７Ｂのブロック７３２で、デジタルビューファインダを表示している間に、ブロック
７２０で、１つ以上の条件のセット（例えば、焦点距離が８フィート以上である、焦点距
離が８フィート及び２．５ｍ以内である、光が４００ルクス以上である）が満たされない
という判定に従って、電子デバイスは、ブロック７２２で、疑似的光学効果（例えば、疑
似的ぼけ光学効果、疑似的カラーフィルタ、疑似的ガンマ調整）を適用することなく、デ
ジタルビューファインダ（例えば、図６Ｂの６１４）内にプレビューを表示する。これに
より、電子デバイスは、疑似的光学効果を適用することなくプレビューを表示することに
より、１つ以上の条件のセットが満たされなかったことをユーザに通知し、どうキャプチ
ャされた画像が見える（疑似的光学効果なしに）かに関してユーザに通知し、それによっ
て、１つ以上の条件が満たされることになるように（疑似的光学効果が適用されることに
なるように）アクションを取るようにユーザに促す。いくつかの実施形態では、１つ以上
の条件のセットは、１つのセンサからのデータ（例えば、焦点距離データ）に基づく。い
くつかの実施形態では、１つ以上の条件のセットは、両方のセンサからのデータに基づく
。
【０２０８】
　いくつかの実施形態では、疑似的光学効果は、デジタルビューファインダの第１の部分
（例えば、図６Ｋの６５１、６５２）にぼけ効果などの効果を呈させ、デジタルビューフ
ァインダ（例えば、６１４）の第２の部分（例えば、第１の部分とは異なる図６Ｋの６１
５）にその効果を呈させない。いくつかの実施例では、疑似的光学効果は、第１のカメラ
（例えば、６０２）及び第２のカメラ（例えば、６０４）からのデータに基づいて繰り返
し更新され、デジタルビューファインダ（例えば、６１４）に繰り返し適用される。これ
により、電子デバイスは、疑似的光学効果を繰り返し更新してデジタルビューファインダ
に適用することにより、どうキャプチャされた画像が任意の所与の時間（例えば、ライブ
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又はほぼライブ）に見えるかに関してユーザに通知し、それによって、適切に画像（適用
された疑似的光学効果を有する）をキャプチャするようにユーザに促す。例えば、疑似的
光学効果は、最初に、ビューファインダに表示された第１のプレビュー画像の第１の部分
（例えば、６５１、６５２）に効果を呈させ（かつ第２の部分には呈させない）、更新さ
れた疑似的光学効果は、ビューファインダに表示された第２のプレビュー画像の第３の部
分（第１の部分とは異なる）にその効果を呈させる（かつ第２のプレビュー画像の第４の
部分には呈させない）。
【０２０９】
　いくつかの実施形態では、疑似的光学効果（例えば、６８０に示すような）は、ビュー
ファインダに表示されたプレビュー画像の第１の部分（例えば、６５１）に適用され、ビ
ューファインダに表示されたプレビュー画像の第２の部分（例えば、６５２）（第１の部
分とは異なる）には適用されない。いくつかの実施例では、疑似的光学効果は、ビューフ
ァインダに表示された第１のプレビュー画像の第１部分（かつ第２の部分ではない）、及
びビューファインダに表示された第２のプレビュー画像の第３の部分（第１の部分とは異
なる）（かつ第４の部分ではない）に適用される。その結果、ビューファインダは、疑似
的ぼけ効果を呈する。この疑似的ぼけ効果は、疑似的光学効果がビューファインダに適用
されている間に、キャプチャされた画像に対しても保持される。
【０２１０】
　いくつかの実施形態では、第１のカメラ（例えば、６０２）及び第２のカメラ（例えば
、６０４）は、固定だが異なる焦点距離を有する。いくつかの実施例では、光学システム
の焦点距離、視野、及び光学倍率特性は、カメラごとに固定されるが、固定焦点距離は、
第１のカメラ（例えば、６０２）と第２のカメラ（例えば、６０４）との間で異なる。
【０２１１】
　いくつかの実施形態によれば、デジタルビューファインダ（例えば、６１４）内のプレ
ビューに疑似的光学効果を適用する前に、デジタルビューファインダ（例えば、図６Ｂの
６１４）内のプレビューは、第２のカメラ（例えば、６０４）に基づかない（例えば、両
方のカメラに基づかない）。いくつかの実施例では、１つ以上の条件のセットが満たされ
る前に、表示されたビューファインダ（例えば、図６Ｂの６１４）は、第１のカメラ（例
えば、６０２）のみに基づく。これにより、いくつかの実施例では、電子デバイスは、疑
似的光学効果を適用する前にプレビューを第２のカメラに基づかせないことにより、電子
デバイスのバッテリ電力を節約する。いくつかの実施例では、１つ以上の条件のセットが
満たされた後で、表示されたビューファインダ（例えば、図６Ｉ～図６Ｋの６１４）は、
第１のカメラ（例えば、６０２）及び第２のカメラ（例えば、６０４）の両方に基づく。
【０２１２】
　いくつかの実施形態によれば、ブロック７２８で、疑似的光学効果は、疑似的ぼけであ
る。いくつかの実施形態では、電子デバイス（例えば、６００）は、デジタルビューファ
インダ（例えば、６１４）内のプレビューの第１の部分（例えば、６５１、６５２、６８
０）が疑似的ぼけ効果を有し、デジタルビューファインダ（例えば、６１４）の第２の部
分（例えば、６１５）（第１の部分とは異なる）が、疑似的ぼけ効果を有さないように、
疑似的光学効果を適用する。これにより、いくつかの実施例では、デジタルビューファイ
ンダ（例えば、６１４）は、ＳＬＲカメラのビューファインダ（及びＳＬＲカメラでキャ
プチャされた画像）に通常見られる光学的ぼけ効果を模倣する。
【０２１３】
　いくつかの実施形態によれば、ブロック７３０で、デジタルビューファインダ（例えば
、図６Ｋの６１４）内のプレビューの異なる部分に異なるように疑似的光学効果が適用さ
れる。いくつかの実施形態では、ぼけ効果が、電子デバイス（例えば、６００）からプレ
ビューの異なる部分内の物体までの距離に基づいて（又はその距離の関数として）、プレ
ビューの異なる部分に異なるように適用される。例えば、プレビューの第１の部分（例え
ば、図６Ｋの６５１）は、第１のぼけ度合を有するように見えることになり（又は有し）
、プレビューの第２の部分（例えば、図６Ｋの６５２）（例えば、第１の部分で表現され
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るよりも電子デバイス（例えば、６００）から遠くにある物体を表す）は、第１のぼけ度
合より強い第２のぼけ度合を有するように見えることになる（又は有する）。これにより
、いくつかの実施例では、異なる深度を有するシーンのプレビューは、プレビュー全体に
わたって異なるぼけ強度（例えば、ぼけ度合）を有することになる。いくつかの実施例で
は、電子ビューファインダが異なるぼけ強度を有する部分を呈示している間に、カメラシ
ャッタアフォーダンス６１７のアクティブ化を検出したことに応じて電子デバイスによっ
てキャプチャされた写真もまた、対応する異なるぼけ強度を呈する。
【０２１４】
　いくつかの実施形態によれば、プレビューの第１の部分（例えば図６Ｋの６５１）は、
第１の物体（例えば、６５１で表される物体）を描写し、第１の物体は、電子デバイス（
例えば、６００）から第１の距離にある。加えて、プレビューの第２の部分（例えば図６
Ｋの６５２）は、第２の物体（例えば、６５２で表される物体）を描写し、第２の物体は
、電子デバイス（例えば、６００）から第２の距離にある。いくつかの実施形態では、電
子デバイス（例えば、６００）が疑似的光学効果をプレビューに適用することは、第１の
部分（例えば、６５１）に第１の大きさで疑似的光学効果を適用することと、第２の部分
（例えば、６５２）に第１の大きさとは異なる（例えば、より大きい）第２の大きさで疑
似的光学効果を適用することと、を含む。したがって、いくつかの実施例では、疑似的光
学効果の異なる強度が、デジタルビューファインダ（例えば、６１４）内のプレビューの
異なる部分に適用され、これにより、プレビューの観察者に物体までの距離を示す。
【０２１５】
　いくつかの実施形態によれば、第１のカメラ（例えば、６０２）は第１の視野を有し、
第２のカメラ（例えば、６０４）は第２の視野を有し、第１の視野及び第２の視野は、重
なり合う。いくつかの実施例では、カメラによってキャプチャされた画像間の視差を使用
して（だが、電子デバイスが）デジタルビューファインダ（例えば、６１４）の異なる部
分によって表される物体（例えば図６Ｂの６１１Ａ及び６１１Ｂ）の深度を判定するよう
に、第１のカメラ（例えば、６０２）及び第２のカメラ（例えば、６０４）は、離間して
いる。いくつかの実施形態では、第１のカメラ（例えば、６０２）及び第２のカメラ（例
えば、６０４）は、電子デバイス（例えば、６００）の表面上に配置され、カメラの光軸
は、平行になるように配置される。いくつかの実施例では、第１のカメラ（例えば、６０
２）及び第２のカメラ（例えば、６０４）は、重なり合う視野、例えば、少なくとも５０
％重なり合う、少なくとも９０％重なり合う、又はより多く重なり合う視野をキャプチャ
する。いくつかの実施例では、第１のカメラ（例えば、６０２）は、第２のカメラ（例え
ば、６０４）より広い視野を有する。いくつかの実施例では、第２のカメラ（例えば、６
０４）は、第１のカメラ（例えば、６０２）より広い視野を有する。広角カメラ（例えば
、広角レンズ付きカメラ）が、望遠カメラ（例えば、望遠レンズ付きカメラ）より広い視
野を有する場合、広角カメラの１倍の倍率では、物体は、望遠カメラの１倍の倍率におけ
るより遠く離れて見える。望遠カメラの視野が広角カメラの視野のおよそ中心にあるよう
に広角カメラ及び望遠カメラが重なり合う視野を有する場合、１倍の倍率レベルで望遠カ
メラでキャプチャした画像は、一部の状況では（例えば、画像の被写体が少なくとも１メ
ートル離れている場合）、１倍の倍率レベルで広角カメラでキャプチャした対応する画像
の光学ズームであるように見える。
【０２１６】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイス（例えば、６００）は、第１のカメラ（例
えば、６０２）及び第２のカメラ（例えば、６０４）から受信したデータに基づいて深度
マップを生成し、疑似的光学効果は、深度マップに基づく。いくつかの実施例では、電子
デバイス（例えば、６００）は、第１のカメラ（例えば、６０２）及び第２のカメラ（例
えば、６０４）によってキャプチャされた画像を用いて、視差効果を用いて深度マップを
生成する。ここで、異なる２つの視点（例えば、２つのカメラ）から観察される物体の位
置の差は、視点により近い物体に対してより大きく、視点からより遠い物体に対してより
小さい。いくつかの実施例では、深度マップは、（例えば、第１のカメラ（例えば、６０
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２）及び第２のカメラ（例えば、６０４）の重なり合う視野に基づく）電子デバイス（例
えば、６００）からデジタルビューファインダ（例えば、６１４）に描写された様々な要
素（例えば、画素、物体、部分）までの距離を示す情報を含む。
【０２１７】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイス（例えば、６００）は、自動的に（例えば
、ユーザの介入なしに、ユーザ入力なしに）、被写体（例えば、６１５）までの距離を判
定する。例えば、電子デバイス（例えば、６００）は、被写体（例えば、６１５）を繰り
返し（又は連続的に）追跡し、被写体（例えば、６１５）までの距離を判定する。いくつ
かの実施例では、被写体までの距離の判定は、視差効果に基づいて生成される深度マップ
に基づく。いくつかの実施例では、被写体までの距離の判定は、第１のカメラ（例えば、
６０２）又は第２のカメラ（例えば、６０４）のいずれか（又は両方）の焦点距離に基づ
く。いくつかの実施例では、疑似的光学効果を適用することは、電子ビューファインダに
描写された背景の物体にぼかし又はぼけ効果を適用することと、電子ビューファインダに
描写された被写体にぼかし又はぼけ効果を適用しないことと、を含む。
【０２１８】
　いくつかの実施形態によれば、ブロック７０８で、第１のカメラ（例えば、６０２）（
又は第２のカメラ（例えば、６０４））の焦点距離が最小距離閾値（例えば、８フィート
）を上回ると、１つ以上の条件のセットの第２の条件が満たされる。これにより、いくつ
かの実施例では、電子デバイス（例えば、６００）に近すぎない被写体（例えば、６１５
）に焦点を合わせている第１のカメラ（例えば、６０２）に基づいて、電子デバイスは、
疑似的光学効果を適用する。
【０２１９】
　いくつかの実施形態によれば、ブロック７１０で、第１のカメラ（又は第２のカメラ（
例えば、６０４））の焦点距離が最大距離閾値（例えば、２．５メートル）を上回らない
場合に、１つ以上の条件のセットの第３の条件が満たされる。これにより、いくつかの実
施例では、電子デバイス（例えば、６００）から遠すぎない被写体（例えば、６１５）に
焦点を合わせている第１のカメラ（例えば、６０２）に基づいて、疑似的光学効果が適用
される。
【０２２０】
　いくつかの実施形態によれば、ブロック７１２で、デバイスから所定の最小距離を越え
て被写体（例えば、６１５）が検出されると、１つ以上の条件のセットの第４の条件が満
たされる。これにより、いくつかの実施例では、電子デバイス（例えば、６００）に近す
ぎない被写体（例えば、６１５）に基づいて、疑似的光学効果が適用される。
【０２２１】
　いくつかの実施形態によれば、ブロック７１４で、検出された光量（例えば、暗闇６６
０に対応する）（例えば、第１のカメラ６０２で、第２のカメラ６０４で）が、最小光閾
値（例えば、１００ルクス、２００ルクス、３００ルクス、４００ルクス、５００ルクス
、６００ルクス、７００ルクス、又は低光環境で機能するカメラ（単数又は複数）の能力
に基づいて判定されるなんらかの他の妥当な閾値）を上回る場合に、１つ以上の条件のセ
ットの第５の条件が満たされる。したがって、いくつかの実施例では、検出された光量に
基づいて、疑似的光学効果が適用される。いくつかの実施例では、電子デバイス（例えば
、６００）は、光状態が最適でない場合に、疑似的光学効果を適用しないことによって、
光状態を改善するようユーザに促す。
【０２２２】
　いくつかの実施形態によれば、ブロック７１６で、検出された光量（例えば、第１のカ
メラ６０２で、第２のカメラ６０４で）が、最大光閾値（例えば、１０００ルクス、２０
００ルクス、３０００ルクス、又は高光環境で機能するカメラ（単数又は複数）の能力に
基づいて判定されるなんらかの他の妥当な閾値）を上回らない場合に、１つ以上の条件の
セットの第６の条件が満たされる。いくつかの実施例では、電子デバイス（例えば、６０
０）は、光状態が最適でない場合に、疑似的光学効果を適用しないことによって、光状態
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を改善するようユーザに促す。
【０２２３】
　いくつかの実施形態によれば、１つ以上の条件のセットが満たされるか否かの判定は、
第１のカメラ（例えば、６０２）からのデータに基づく。いくつかの実施例では、第２の
カメラ（例えば、６０４）からのデータは、１つ以上の条件のセットが満たされたか否か
を判定するために使用されず、それにより、バッテリ電力を節約する。いくつかの実施例
では、第１のカメラ（例えば、６０２）及び第２のカメラ（例えば、６０４）の両方から
のデータが、１つ以上の条件のセットが満たされたか否かを判定するために使用され、そ
れにより、より正確な測定値を提供する。
【０２２４】
　いくつかの実施形態によれば、１つ以上の条件のセットが満たされるか否かの判定は、
第２のカメラ（例えば、６０４）からのデータに基づく。いくつかの実施例では、第１の
カメラ（例えば、６０２）からのデータは、１つ以上の条件のセットが満たされたか否か
を判定するために使用されない。いくつかの実施例では、第１のカメラ（例えば、６０２
）及び第２のカメラ（例えば、６０４）の両方からのデータが、１つ以上の条件のセット
が満たされたか否かを判定するために使用される。
【０２２５】
　いくつかの実施形態によれば、ブロック７２４で、１つ以上の条件のセットが満たされ
ないという判定に従って、ディスプレイ（例えば、６１２）上に、満たされていない条件
のグラフィックインジケーション（例えば、６４２）を表示する。いくつかの実施例では
、電子デバイス（例えば、６００）は、被写体（例えば、６１５）を検出せず（例えば、
焦点が１０ｍ以上である）、被写体（例えば、６１５）を許容距離（例えば、８フィート
及び２．５ｍ以内）に配置するようにユーザに（例えば、グラフィックインジケーション
（例えば、６４２）を用いて）指示する。
【０２２６】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイス（例えば、６００）は、被写体（例えば、
６１５）を検出するが、被写体（例えば、６１５）が遠く離れすぎており（例えば、焦点
が１０ｍと２．５ｍとの間にある）、電子デバイス（例えば、６００）は、カメラに近づ
ける（例えば、８フィート以内に）ようにユーザに（例えば、図６Ｇのグラフィックイン
ジケーション６４２を用いて）指示する。いくつかの実施例では、電子デバイス（例えば
、６００）は、光量が低すぎる（例えば、４００ルクス以下）ことを判定し、より多くの
光を提供するようにユーザに（例えば、図６Ｈのグラフィックインジケーション６４２を
用いて）指示する。いくつかの実施例では、このような指示をユーザが無効又は有効にす
ることができる（例えば、アフォーダンスのアクティブ化を検出したことに基づいて）よ
うに、ビューファインダ内にアフォーダンスが表示される。いくつかの実施例では、１つ
以上の条件のセットが満たされるという判定に従って、電子デバイス（例えば、６００）
は、ディスプレイ（例えば、６１２）上に、ユーザに指示するグラフィックインジケーシ
ョン（例えば、６４１）を表示することを見合わせる。これにより、いくつかの実施例で
は、ユーザのアクションが疑似的光学効果（例えば、６８０）を適用するのに有用でない
場合に、電子デバイス（例えば、６００）は、ユーザに指示しない。これにより、電子デ
バイスは、条件が満たされなかったと自動的に判定されたという視覚インジケーションを
ユーザに提供する（例えば、グラフィックインジケーション６４２を用いて）ことにより
、条件が満たされるようにアクションを取るように、ユーザに促す。
【０２２７】
　いくつかの実施形態によれば、被写体（例えば、６１５）（例えば、適切な距離の内側
又は外側の）を検出したことに応じて、電子デバイス（例えば、６００）は、被写体（例
えば、６１５）を識別する１つ以上の視覚マーカ（例えば、６３６）（例えば、視覚境界
）をディスプレイ（例えば、６１２）上のデジタルビューファインダに表示する。１つ以
上の視覚マーカ（例えば、６３６）の第１の視覚特性（視覚マーカの色、視覚マーカのサ
イズ、視覚マーカの位置、視覚マーカ間の距離）は、１つ以上の条件のセットが満たされ
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るか否かに基づく。いくつかの実施例では、１つ以上の視覚マーカ（例えば、６３６）は
、バウンディングボックスである。いくつかの実施例では、１つ以上の条件のセットが満
たされるという判定に従って（又は、応じて）、電子デバイス（例えば、６００）は、１
つ以上の視覚マーカ（例えば、６３６）の視覚特性を変更して、１つ以上の条件のセット
が満たされることをユーザに示す。これにより、電子デバイスは、１つ以上の視覚マーカ
６３６の視覚特性を変更することにより、１つ以上の条件のセットが満たされたことを電
子デバイスが自動的に検出したことをユーザに通知し、適切に画像（適用された疑似的光
学効果を有する）をキャプチャするようにユーザに促す。
【０２２８】
　いくつかの実施形態によれば、視覚インジケーションを変更することは、１つ以上の視
覚マーカ（例えば、６３６、６３６Ｅ、及び６３６Ｆ）の視覚特性が、位置、サイズ、及
び／又は色が繰り返し変化するなど、変化する（例えば、繰り返し、複数回）ように、１
つ以上の視覚マーカ（例えば、６３６）（例えば、バウンディングボックス）をアニメー
ション化することを含む。これにより、いくつかの実施例では、電子デバイス（例えば、
６００）は、１つ以上の条件のセットが満たされるか否かをユーザに通知する。
【０２２９】
　いくつかの実施形態によれば、１つ以上の条件のセットが満たされるという判定に従っ
て、電子デバイス（例えば、６００）は、１つ以上の視覚マーカ（例えば、６３６）（例
えば、視覚境界）の第１の視覚特性（視覚マーカの色、視覚マーカのサイズ、視覚マーカ
の位置、視覚マーカ間の距離）を変更する。したがって、いくつかの実施例では、視覚特
性の変化は、１つ以上の条件のセットが満たされることをユーザに示す。いくつかの実施
例では、１つ以上の条件のセットがもはや満たされない（１つ以上の条件のセットが以前
に満たされた後で）というその後の判定に従って、電子デバイス（例えば、６００）は、
１つ以上の視覚マーカ（例えば、６３６）の第１の視覚特性に戻して変更する。これによ
り、いくつかの実施例では、電子デバイス（例えば、６００）は、１つ以上の条件のセッ
トが満たされるか否かをユーザに通知する。
【０２３０】
　いくつかの実施形態によれば、被写体（例えば、６１５）（例えば、適切な距離の内側
又は外側の）を検出したことに従って、電子デバイス（例えば、６００）は、被写体（例
えば、６１５）を識別する１つ以上の視覚マーカ（例えば、６３６）（例えば、視覚境界
）をディスプレイ（例えば、６１２）上のデジタルビューファインダ（例えば、６１４）
に表示する。１つ以上の視覚マーカ（例えば、６３６）の第２の特性（例えば、第１の特
性とは異なる）は、特性（例えば、物理的特性、被写体６１５のサイズ、被写体６１５ま
での距離、被写体６１５の位置）に基づく。したがって、いくつかの実施例では、電子デ
バイス（例えば、６００）は、１つ以上の条件のセットを満たすためにどの被写体（例え
ば、６１５）が考慮されているかをユーザに示す。
【０２３１】
　いくつかの実施形態によれば、被写体（例えば、６１５）の検出に失敗したことに従っ
て、電子デバイス（例えば、６００）は、デジタルビューファインダ（例えば、６１４）
内に中心がある１つ以上の視覚マーカ（例えば、図６Ｆの６３６）（例えば、視覚境界）
をディスプレイ（例えば、６１２）上のデジタルビューファインダ（例えば、６１４）に
表示する。いくつかの実施例では、被写体を検出しなかったことに従って、電子デバイス
（例えば、６００）は、デジタルビューファインダ（例えば、６１４）内に中心がある１
つ以上の視覚マーカ（例えば、図６Ｆの６３６）（例えば、視覚境界）をディスプレイ（
例えば、６１２）上のデジタルビューファインダ（例えば、６１４）に表示する。
【０２３２】
　いくつかの実施形態によれば、複数の被写体を検出したこと（例えば、第１のカメラ６
０２、第２のカメラ６０４を使用して）に従って、電子デバイス（例えば、６００）は、
複数の被写体に対応する１つ以上の視覚マーカ（例えば、図６Ｎの６３６Ａ～６３６Ｄ）
（例えば、視覚境界）のうちの複数をディスプレイ（例えば、６１２）上のデジタルビュ
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ーファインダ（例えば、６１４）に表示する。これにより、いくつかの実施例では、電子
デバイス（例えば、６００）は、どの被写体が追跡されている（及び／又は１つ以上の条
件のセットが満たされたか否かを判定するときに考慮される）かをユーザに通知する。
【０２３３】
　いくつかの実施形態によれば、デジタルビューファインダ（例えば、６１４）に表示さ
れたプレビューに疑似的光学効果（例えば、疑似的ぼけ光学効果）を適用したことに従っ
て、電子デバイス（例えば、６００）は、ディスプレイ（例えば、６１２）上で（例えば
、デジタルビューファインダ６１４内に）、デジタルビューファインダ（例えば、６１４
）に表示されたプレビューに疑似的光学効果が適用されているというグラフィックインジ
ケーション（例えば、６７５）（例えば、「深度効果」を含むテキスト）を表示する。こ
れにより、電子デバイスは、１つ以上の条件のセットが満たされたと自動的に判定された
という視覚インジケーション（例えば、インジケーション６７５）をユーザに提供するこ
とにより、適切に画像（適用された疑似的光学効果を有する）をキャプチャするようにユ
ーザに促す。疑似的光学効果（例えば、６８０）を適用することなく、デジタルビューフ
ァインダ（例えば、６１４）にプレビューを表示したことに従って、電子デバイス（例え
ば、６００）は、ディスプレイ（例えば、６１２）上で（例えば、デジタルビューファイ
ンダ６１４内に）、デジタルビューファインダ（例えば、６１４）に表示されたプレビュ
ーに疑似的光学効果が適用されているというグラフィックインジケーション（例えば、６
７５）（例えば、「深度効果」を含むテキスト）を表示することを見合わせる。これによ
り、いくつかの実施例では、電子デバイス（例えば、６００）は、１つ以上の条件のセッ
トが満たされたか又は満たされなかったかをユーザに通知する。これにより、電子デバイ
スは、１以上の条件のセットが満たされなかったと自動的に判定されたという視覚インジ
ケーションをユーザに提供する（例えば、インジケーション６７５を表示しない）ことに
より、写真を撮る又はビデオを録画する前に１つ以上の条件のセットが満たされるように
、アクションを取るようにユーザに促す。
【０２３４】
　いくつかの実施形態によれば、１つ以上の条件が満たされないという判定に従って（か
つユーザ要求に応じて）、電子デバイス（例えば、６００）は、疑似的光学効果なしに、
画像をキャプチャする（例えば、第１のカメラ６０２からのデータに基づき、かつ第２の
カメラ６０４に基づかずに、第２のカメラ６０４からのデータに基づき、かつ第１のカメ
ラ６０２に基づかずに）。いくつかの実施例では、ユーザは、１つ以上の条件のセットが
満たされていない間に、ディスプレイ（例えば、６１２）上に表示されたシャッタアフォ
ーダンス（例えば、６１７）をアクティブにし、これに応じて、電子デバイス（例えば、
６００）は、データに疑似的光学効果を適用せずに、第１のカメラ（例えば、６０２）（
又は第２のカメラ（例えば、６０４））からのデータを使用して画像をキャプチャする（
例えば、メモリに記憶する）。これにより、電子デバイスは、１つ以上の条件のセットが
満たされない場合にキャプチャされた画像に疑似的光学効果を適用しないことにより、更
なるユーザ入力（例えば、画像キャプチャ要求）に応じて、キャプチャされ保存されるこ
とになる画像データの性質に関してユーザに通知する。
【０２３５】
　いくつかの実施形態によれば、１つ以上の条件が満たされるという判定に従って（かつ
ユーザ要求に応じて）、電子デバイス（例えば、６００）は、疑似的光学効果（例えば、
（例えば、６８０）を有して、画像をキャプチャする（例えば、第１のカメラ６０２及び
第２のカメラ６０４からのデータに基づき）。いくつかの実施例では、ユーザは、１つ以
上の条件のセットが満たされている間に、ディスプレイ（例えば、６１２）上に表示され
たシャッタアフォーダンスをアクティブにし、これに応じて、電子デバイス（例えば、６
００）は、第１のカメラ（例えば、６０２）（及び／又は第２のカメラ（例えば、６０４
））からのデータを使用して画像をキャプチャ（例えば、メモリに記憶）し、疑似的光学
効果は、このデータに適用される。
【０２３６】
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　いくつかの実施形態によれば、疑似的光学効果を適用することなくデジタルビューファ
インダ（例えば、６１４）にプレビューを表示している間に、電子デバイス（例えば、６
００）は、カメラの前のシーンの変化（例えば、カメラの移動による、シーン内の物体／
人物の移動、及び／又はシーンの照明の変化）を検出する。シーンの変化を検出したこと
に応じて、シーンの変化が１つ以上の条件のセットを満たさせた（例えば、焦点距離が８
フィート以上である、焦点距離が８フィート及び２．５ｍ以内である、光が４００ルクス
以上である）という判定に従って、電子デバイス（例えば、６００）は、デジタルビュー
ファインダ（例えば、６１４）に表示されたプレビューに疑似的光学効果（例えば、疑似
的ぼけ光学効果）を適用する。これにより、電子デバイスは、疑似的光学効果を適用する
ためにデジタルビューファインダを更新することにより、１つ以上の条件のセットが満た
されたことをユーザに通知し、どうキャプチャされた画像が見えるか（例えば、ライブ又
はほぼライブ）に関してユーザに通知し、それによって適切に画像（適用された疑似的光
学効果を有する）をキャプチャするようにユーザに促す。シーンの変化が１つ以上の条件
のセット（例えば、焦点距離が８フィート以上である、焦点距離が８フィート及び２．５
ｍ以内である、光が４００ルクス以上である）を満たさせなかったという判定に従って、
電子デバイス（例えば、６００）は、疑似的光学効果（例えば、疑似的ぼけ光学効果、疑
似的カラーフィルタ、疑似的ガンマ調整）を適用することなく、デジタルビューファイン
ダ（例えば、６１４）内のプレビューの表示を維持する。
【０２３７】
　方法７００に関して上述されたプロセス（例えば、図７Ａ～図７Ｂ）の詳細はまた、以
下で説明される方法にも、類似の方式で適用可能であることに留意されたい。例えば、方
法９００、１１００、１３００、１９００、２１００、及び２３００は、方法７００を参
照して上述した、様々な方法の特性のうちの１つ以上を任意選択的に含む。例えば、方法
７００の電子ビューファインダ６１４は、方法９００、１１００、１３００、１９００、
２１００、及び２３００の電子ビューファインダと類似している。簡潔にするために、こ
れらの詳細は、以下では繰り返さない。
【０２３８】
　図８Ａ～図８Ｈは、カメラ効果を操作するための例示的なデバイス及びユーザインタフ
ェースを示す。これらの図のユーザインタフェースは、図９のプロセスを含めた、以下で
説明されるプロセスを例示するために使用される。
【０２３９】
　図８Ａは、（例えば、電子デバイス８００の背面に配置された）第１のカメラ８０２及
び第２のカメラ８０４を有する電子デバイス８００を示す。いくつかの実施例では、第１
のカメラ８０２及び第２のカメラ８０４は、固定だが異なる焦点距離を有する。いくつか
の実施例では、光学システムの焦点距離、視野、及び／又は光学倍率特性は、カメラごと
に固定される。いくつかの実施形態では、異なる固定焦点距離を有するのに加えて、カメ
ラ（例えば、８０２、８０４）は、異なる固定視野及び異なる固定光学倍率特性を有する
。
【０２４０】
　いくつかの実施形態では、第１のカメラ８０２は第１の視野を有し、第２のカメラ８０
４は第２の視野を有し、第１の視野及び第２の視野は、重なり合う。いくつかの実施例で
は、カメラ（例えば、８０２及び８０４）によってキャプチャされた画像間の視差を使用
してデジタルビューファインダの異なる部分によって表される物体の深度を判定するよう
に、第１のカメラ８０２及び第２のカメラ８０４は離間している。いくつかの実施形態で
は、第１のカメラ８０２及び第２のカメラ８０４は、電子デバイス８００の表面上に配置
され、カメラ（例えば、８０２及び８０４）の光軸は、平行になるように配置される。い
くつかの実施例では、第１のカメラ８０２及び第２のカメラ８０４は、重なり合う視野、
例えば、少なくとも５０％重なり合う、少なくとも９０％重なり合う、又はより多く重な
り合う視野をキャプチャする。いくつかの実施例では、第１のカメラ８０２は、第２のカ
メラ８０４より広い視野を有する。いくつかの実施例では、第２のカメラ８０４は、第１
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のカメラ８０２より広い視野を有する。広角カメラ（例えば、広角レンズ付きカメラ）が
、望遠カメラ（例えば、望遠レンズ付きカメラ）より広い視野を有する場合、広角カメラ
の１倍の倍率では、物体は、望遠カメラの１倍の倍率におけるより遠く離れて見える。望
遠カメラの視野が広角カメラの視野のおよそ中心にあるように広角カメラ及び望遠カメラ
が重なり合う視野を有する場合、１倍の倍率レベルで望遠カメラでキャプチャした画像は
、一部の状況では（例えば、画像の被写体が少なくとも１メートル離れている場合）、１
倍の倍率レベルで広角カメラでキャプチャした対応する画像の光学ズームであるように見
える。
【０２４１】
　図８Ｂに示すように、電子デバイスは、ディスプレイ８１２上に、デジタルビューファ
インダ８１４Ａを第１の倍率（例えば、１倍）で表示する（例えば、ライブ又はほぼライ
ブのプレビュー画像、第２のカメラに基づかない）ことを含む、第１のカメラ８０２から
受信したデータに基づいて写真をキャプチャするためのユーザインタフェース８１４と、
第１のカメラ８０２及び第２のカメラ８０４のうちの１つ以上を用いてデバイスによって
キャプチャされる写真の倍率を変更するためのアフォーダンス（例えば、倍率レベルを示
すアイコン、テキスト表現）（例えば、８１６）とを同時に表示する。いくつかの実施例
では、倍率は１倍であり、デジタルビューファインダ８１４Ａは、デジタルズームを適用
することなく、各カメラに対応する画像を表示する。いくつかの実施例では、第１のカメ
ラから受信したデータに基づいて写真をキャプチャするためのユーザインタフェースは、
写真をキャプチャするために第２のカメラから受信したデータを使用しない。
【０２４２】
　電子デバイスは、アフォーダンス（例えば、８１６）のアクティブ化（例えば、タップ
ジェスチャ８１８を検出したことに基づく）を検出する。いくつかの実施例では、アフォ
ーダンスのアクティブ化を検出することは、アフォーダンスの位置に対応する電子デバイ
ス８００のタッチ感知面上の位置でタップジェスチャ８１８を検出することを含む。
【０２４３】
　図８Ｃに示すように、アフォーダンス（例えば、８１８）のアクティブ化を検出したこ
とに応じて、電子デバイス８００は、ディスプレイ８１２上に、第１のカメラ８０２から
受信したデータに基づいて写真をキャプチャするためのユーザインタフェース８１４を表
示することを停止し、電子デバイス８００は、ディスプレイ８１２上に、第１の倍率より
大きい第２の倍率（例えば、２倍）でデジタルビューファインダ８２０Ａを表示すること
を含む、第２のカメラ８０４から受信したデータに基づいて写真をキャプチャするための
ユーザインタフェース８２０を表示する。いくつかの実施例では、第２のカメラ８０４か
ら受信したデータに基づいて写真をキャプチャするためのユーザインタフェースは、写真
をキャプチャするために第１のカメラ８０２から受信したデータを使用しない。したがっ
て、いくつかの実施例では、アフォーダンス８１８のアクティブ化は、結果として、電子
デバイスがデジタルビューファインダ８１４Ａ（第１のカメラに基づく）をデジタルビュ
ーファインダ８２０Ａ（第２のカメラに基づく）に置き換えることになる。
【０２４４】
　いくつかの実施形態では、第２のカメラ８０４に基づいて写真をキャプチャするための
ユーザインタフェースのデジタルビューファインダ８２０Ａは、第１のカメラ８０２に基
づいて写真をキャプチャするためのユーザインタフェースのデジタルビューファインダ８
１４Ａを完全に置き換える。
【０２４５】
　いくつかの実施形態では、電子デバイスは、ユーザがズームイン及びズームアウトする
ことができるズーム制御機構を提供する。図８Ｄに示すように、いくつかの実施形態では
、電子デバイスは、デジタルビューファインダ（例えば、８１４Ａ、８２０Ａ）内のユー
ザ入力８４０（例えば、ピンチジェスチャ、アフォーダンス（例えば、アフォーダンス８
１６）上のドラッグジェスチャ、又はアフォーダンスを囲む領域内のスワイプ入力）を検
出する。いくつかの実施例では、電子デバイス８００は、タッチ感知面を含み、ユーザ入
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力は、デジタルビューファインダ（例えば、８１４Ａ、８２０Ａ）に対応するタッチ感知
面上の位置で受け付けられる。これにより、電子デバイスは、デジタルビューファインダ
（例えば、８１４Ａ、８２０Ａ）内のユーザ入力８４０を検出すると言われる。図８Ｅに
示すように、電子デバイスは、ユーザ入力８４０を検出したことに従って、ディスプレイ
８１２上に（例えば、デジタルビューファインダと同時に）、ズームコントローラ８５０
（例えば、スライダ）を（例えば、アフォーダンス８１６と同時に）表示し、いくつかの
実施形態では、ユーザ入力８４０に応じてデジタルビューファインダ（例えば、８１４Ａ
、８２０Ａ）のズームを実行する。いくつかの実施形態では、図８Ｄに示すように、ユー
ザ入力８４０を検出する前に、連続ズームコントローラ８５０は、ディスプレイ８１２上
に表示されない。これにより、いくつかの実施形態では、電子デバイスは、ズームするた
めのジェスチャを検出したことに応じて、デジタルビューファインダをズームするための
追加機構（例えば、連続ズームコントローラ）をユーザに提供する。
【０２４６】
　いくつかの実施形態では、電子デバイスは、ピンチジェスチャを検出したことに応じて
ズームコントローラを表示する。いくつかの実施例では、図８Ｆに示すように、ユーザ入
力は、デジタルビューファインダ（例えば、８１４Ａ、８２０Ａ）内のピンチ（又はデピ
ンチ）ジェスチャ（例えば、８６０）に対応する。いくつかの実施例では、図８Ｇにも示
すように、電子デバイス８００は、ピンチジェスチャ（例えば、８６０）に応じて、デジ
タルビューファインダ（例えば、８１４Ａ、８２０Ａ）のズームを実行し、また連続ズー
ムコントローラ８５０を表示する。
【０２４７】
　いくつかの実施形態では、電子デバイス８００は、ドラッグジェスチャを検出したこと
に応じてズームコントローラ８５０を表示する。いくつかの実施例では、ユーザ入力は、
デジタルビューファインダ（例えば、８１４Ａ、８２０Ａ）内のドラッグジェスチャに対
応する。いくつかの実施例では、電子デバイス８００は、タッチ感知面を含み、ユーザ入
力は、アフォーダンスに対応するタッチ感知面上の位置でのドラッグジェスチャである。
したがって、いくつかの実施例では、電子デバイス８００は、アフォーダンス（例えば、
８１６、１倍／２倍インジケータ）のドラッグに対応するユーザ入力を検出し、それに応
じて、ズームコントローラを表示する（例えば、アフォーダンス８１６と同時に）。
【０２４８】
　いくつかの実施形態では、電子デバイス８００は、スワイプジェスチャを検出したこと
に応じてズームコントローラを表示する。いくつかの実施形態では、ユーザ入力は、デジ
タルビューファインダ（例えば、８１４Ａ、８２０Ａ）内のスワイプジェスチャに対応す
る。いくつかの実施例では、電子デバイスは、タッチ感知面を含み、ユーザ入力は、デジ
タルビューファインダに対応するタッチ感知面上の位置でのスワイプジェスチャである。
いくつかの実施例では、電子デバイスは、デジタルビューファインダ上のスワイプジェス
チャに対応するユーザ入力を検出し、それに応じて、ズームコントローラを表示する（例
えば、アフォーダンス８１６と同時に）。
【０２４９】
　いくつかの実施形態では、図８Ｈに示すように、ズームコントローラ８５０は、スライ
ダである。いくつかの実施形態では、ズームコントローラ８５０は、複数の倍率レベルに
対応する複数の位置（例えば、８６２及び８６４）を含む。
【０２５０】
　いくつかの実施形態では、図８Ｈに示すように、ズームコントローラ８５０は、複数の
倍率レベル（例えば、８６２及び８６４）に対応する複数の位置を含み、複数の位置の第
１の位置８６２は、第１の光学倍率レベル（例えば、なんらデジタルズームなしの第１の
カメラに基づく）に対応し、複数の位置の第２の位置８６４は、第１の光学倍率レベルと
は異なる第２の光学倍率レベル（例えば、なんらデジタルズームなしの第２のカメラに基
づく）に対応する。
【０２５１】
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　いくつかの実施形態では、ズームコントローラは、ジョイスティックのようなコントロ
ーラとして機能する。いくつかの実施例では、アフォーダンス８１６は、ジョイスティッ
クのようなコントローラとして機能する。いくつかの実施例では、電子デバイス８００は
、ズームコントローラに対応するジェスチャ（例えば、ズームコントローラに対応するタ
ッチ感知面上の位置の）又はアフォーダンス８１６に対応するジェスチャ（アフォーダン
ス８１６に対応するタッチ感知面上の位置の）を検出し、このジェスチャは、方向及び長
さを有する。電子デバイス８００は、ジェスチャを検出したことに応じて、かつ第１の方
向である方向に従って、ジェスチャの大きさ（例えば、タッチ感知面上の特定の位置から
移動した距離、又は、タッチ感知面上の最初の接触点から移動した距離）に基づく速さで
（例えば、増加する速さで）デジタルビューファインダ（例えば、８１４Ａ、８２０Ａ）
のズームアウトを実行する。電子デバイス８００は、ジェスチャを検出したことに応じて
、かつ第１の方向とは異なる第２の方向である方向に従って、ジェスチャの大きさに基づ
く速さで（例えば、増加する速さで）デジタルビューファインダのズームインを実行する
。いくつかの実施形態では、ズームコントローラは、１つの方向のドラッグジェスチャを
検出することにより、ジェスチャの大きさに基づいて速さを増加させてビューファインダ
をズームアウトさせ、別の方向（例えば、第１の方向とは反対の）へのドラッグにより、
ジェスチャの大きさに基づいて速さを増加させてビューファインダをズームインさせる、
ジョイスティックのようなコントローラとして機能する。
【０２５２】
　いくつかの実施形態では、電子デバイスが重なり合う視野を有する複数のカメラ（例え
ば、８０２及び８０４）を含むという判定に従って、倍率を変更するためのアフォーダン
ス８１６が表示される。いくつかの実施例では、カメラ（例えば、８０２及び８０４）は
、カメラが平行光軸又は実質的に平行な光軸を有するように配置される。いくつかの実施
例では、電子デバイスが重なり合う視野を有する複数のカメラを含まないという判定に従
って、電子デバイスは、倍率を変更するためのアフォーダンス８１６を表示することを見
合わせる。
【０２５３】
　いくつかの実施形態では、電子デバイス８００は、倍率を変更するためのアフォーダン
ス８１６の第２のアクティブ化を検出する。いくつかの実施例では、アフォーダンスのア
クティブ化を検出することは、アフォーダンスの位置に対応するタッチ感知面上の位置で
タップジェスチャを検出することを含む。倍率を変更するためのアフォーダンス８１６の
第２のアクティブ化を検出したことに応じて、電子デバイスは、ディスプレイ８１２上に
、第２のカメラ８０４から受信したデータに基づいて写真をキャプチャするためのユーザ
インタフェース８２０を表示することを停止し、電子デバイスは、ディスプレイ８１２上
に、第１の倍率でデジタルビューファインダ８１４Ａを表示することを含む、第１のカメ
ラ８０２から受信したデータに基づいて写真をキャプチャするためのユーザインタフェー
ス８１４を表示する。
【０２５４】
　いくつかの実施形態では、ズームコントローラ８５０は、デバイス８００がデジタルビ
ューファインダ（例えば、８１４Ａ、８２０Ａ）内のユーザ入力に関連付けられた入力リ
フトオフ信号を検出したことに応じて（例えば、ディスプレイ上で視覚的に）フェードア
ウトする。いくつかの実施形態では、倍率を変更するための表示されたアフォーダンス８
１６は、デジタルビューファインダ（例えば、８１４Ａ、８２０Ａ）内のユーザ入力に関
連付けられた入力リフトオフ信号を検出したことに応じてフェードアウトしない。いくつ
かの実施例では、電子デバイスは、タッチ感知面上で行われるタッチのリフトオフを検出
することなどにより、ユーザ入力が終了したことを判定し、それに応じて、ズームコント
ローラ８５０の表示をフェードアウトする。
【０２５５】
　いくつかの実施形態では、ディスプレイ上に（例えば、デジタルビューファインダと同
時に）ズームコントローラ８５０を表示することは、倍率を変更するためのアフォーダン
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ス８１６の表示をズームコントローラの表示に置き換えることを含む。
【０２５６】
　図９は、いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための方法を示すフロー図
である。方法９００は、第１のカメラと、第２のカメラと、ディスプレイとを備えた電子
デバイス（例えば、１００、３００、５００、６００、８００）にて実行される。方法９
００のいくつかの動作は、任意選択的に組み合わされ、いくつかの動作の順序は、任意選
択的に変更され、いくつかの動作は、任意選択的に省略される。
【０２５７】
　ブロック９０２～９０６で、電子デバイス（例えば、８００）は、ディスプレイ（例え
ば、８１２）上に、第１の倍率でデジタルビューファインダ（例えば、８１４Ａ）を表示
する（例えば、ライブ又はほぼライブのプレビュー画像、第２のカメラ（例えば、８０４
）に基づかない）ことを含む、第１のカメラ（例えば、８０２）から受信したデータに基
づいて写真をキャプチャするためのユーザインタフェース（例えば、８１４）を同時に表
示する。電子デバイス（例えば、８００）は、第１及び第２のカメラ（例えば、８０２及
び８０４）のうちの１つ以上を使用してデバイスによってキャプチャされた写真の倍率を
変更するためのアフォーダンス（例えば、８１６）（例えば、倍率レベルを示すアイコン
、テキスト表現）を更に表示する。いくつかの実施例では、倍率は１倍であり、デジタル
ビューファインダ（例えば、８１４Ａ）は、デジタルズームなしに、各カメラに対応する
画像を表示する。
【０２５８】
　ブロック９０８で、電子デバイス（例えば、８００）は、アフォーダンス（例えば、８
１６）のアクティブ化を検出する。いくつかの実施例では、アフォーダンス（例えば、８
１６）のアクティブ化を検出することは、アフォーダンス（例えば、８１６）の位置に対
応するタッチ感知面上の位置でタップジェスチャ（例えば、８１８）を検出することを含
む。
【０２５９】
　ブロック９１０で、アフォーダンス（例えば、８１６）のアクティブ化を検出したこと
に応じて、電子デバイス（例えば、８００）は、ブロック９１２で、ディスプレイ（例え
ば、８１２）上に、第１のカメラ（例えば、８０２）から受信したデータに基づいて写真
をキャプチャするためのユーザインタフェース（例えば、８１４）を表示することを停止
し、ブロック９１４で、電子デバイス（例えば、８００）は、ディスプレイ（例えば、８
１２）上に、第１の倍率より大きい第２の倍率でデジタルビューファインダ（例えば、８
２０Ａ）を表示することを含む、第２のカメラ（例えば、８０４）から受信したデータに
基づいて写真をキャプチャするためのユーザインタフェース（例えば、８２０）を表示す
る。これにより、いくつかの実施例では、アフォーダンス（例えば、８１６）のアクティ
ブ化を検出したことに応じてユーザインタフェースを遷移させる（第１のカメラのユーザ
インタフェースから第２のカメラのユーザインタフェースに）ことにより、電子デバイス
は、電子デバイスの内部状態（例えば、写真が撮られるときにどのカメラが使用されるこ
とになるか）をユーザに通知し、また、画像がキャプチャされる前にキャプチャされる画
像がどう見えることになるか（例えば、倍率、品質、視野）をユーザに通知する。いくつ
かの実施例では、第１のカメラ（例えば、８０２）から受信したデータに基づいて写真を
キャプチャするためのユーザインタフェース（例えば、８１４）は、写真をキャプチャす
るために第２のカメラ（例えば、８０４）から受信したデータを使用しない。
【０２６０】
　いくつかの実施形態によれば、第２のカメラ（例えば、８０４）から受信したデータに
基づいて写真をキャプチャするためのユーザインタフェース（例えば、８２０）は、写真
をキャプチャするために第１のカメラ（例えば、８０２）から受信したデータを使用しな
い。いくつかの実施例では、第２のカメラ（例えば、８０４）に基づいて写真をキャプチ
ャするためのユーザインタフェース（例えば、８２０）のデジタルビューファインダ（例
えば、８２０Ａ）は、第１のカメラ（例えば、８０２）に基づいて写真をキャプチャする



(73) JP 6982047 B2 2021.12.17

10

20

30

40

50

ためのユーザインタフェース（例えば、８１４）のデジタルビューファインダ（例えば、
８１４Ａ）を完全に置き換える。いくつかの実施例では、第１のカメラ（例えば、８０２
）及び第２のカメラ（例えば、８０４）は、固定だが異なる焦点距離を有する。いくつか
の実施例では、光学システムの焦点距離、視野、及び光学ズーム特性は、カメラごとに固
定されるが、固定焦点距離は、第１のカメラ（例えば、８０２）と第２のカメラ（例えば
、８０４）との間で異なる。
【０２６１】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイス（例えば、８００）は、デジタルビューフ
ァインダ（例えば、８１４Ａ、８２０Ａ）内のユーザ入力（例えば、８１８、８４０、８
６０）（例えば、タップジェスチャ、ピンチジェスチャ、アフォーダンス８１６のドラッ
グジェスチャ、又はアフォーダンスを囲む領域内のスワイプ入力）を検出する。ユーザ入
力を検出したことに応じて、電子デバイス（例えば、８００）は、ディスプレイ（例えば
、８１２）上に（例えば、デジタルビューファインダと同時に）、ズームコントローラ（
例えば、８５０）（例えば、スライダ）を表示する。このように、ユーザ入力に応じてズ
ームコントローラ（例えば、８５０）を表示することにより、電子デバイスは、デジタル
ビューファインダをズームするための追加の（例えば、より精密な）機構（例えば、連続
ズームコントローラ）をユーザに提供する。いくつかの実施形態では、ズームコントロー
ラ（例えば、８５０）は、ユーザ入力を検出する前に、ディスプレイ（例えば、図８Ｂ～
図８Ｄの８１２）上に表示されない。いくつかの実施形態では、電子デバイス（例えば、
８００）は、ユーザ入力（例えば、８１８、８４０、８６０）に従って、デジタルビュー
ファインダ（例えば、８１４Ａ、８２０Ａ）のズームを実行する。したがって、いくつか
の実施例では、電子デバイス（例えば、８００）は、デジタルビューファインダ（例えば
、８１４Ａ、８２０Ａ）をズームするための追加機構（例えば、ズームコントローラ８５
０）をユーザに提供する。いくつかの実施例では、電子デバイス（例えば、８００）は、
タッチ感知面を含み、ユーザ入力（例えば、８１８、８４０、８６０）は、デジタルビュ
ーファインダ（例えば、８１４Ａ、８２０Ａ）に対応するタッチ感知面上の位置で受け付
けられる。これにより、電子デバイス（例えば、８００）は、デジタルビューファインダ
（例えば、８１４Ａ、８２０Ａ）内のユーザ入力を検出すると言われる。
【０２６２】
　いくつかの実施形態によれば、ユーザ入力は、デジタルビューファインダ（例えば、８
１４Ａ、８２０Ａ）内のピンチジェスチャ（例えば、８６０）に対応する。いくつかの実
施例では、電子デバイス（例えば、８００）は、タッチ感知面を含み、ユーザ入力は、デ
ジタルビューファインダ（例えば、８１４Ａ、８２０Ａ）に対応するタッチ感知面上の位
置のピンチジェスチャ（例えば、８６０）である。
【０２６３】
　いくつかの実施形態によれば、ユーザ入力は、デジタルビューファインダ（例えば、８
１４Ａ、８２０Ａ）内のドラッグジェスチャに対応する。いくつかの実施例では、電子デ
バイス（例えば、８００）は、タッチ感知面を含み、ユーザ入力は、アフォーダンス（例
えば、８１６）に対応するタッチ感知面上の位置でのドラッグジェスチャである。いくつ
かの実施例では、電子デバイス（例えば、８００）は、アフォーダンス（例えば、８１６
）（例えば、１倍／２倍インジケータ）のドラッグに対応するユーザ入力を検出し、それ
に応じて、電子デバイス（例えば、８００）は、ズームコントローラ（例えば、８５０）
を表示する。このように、ユーザ入力に応じてズームコントローラ（例えば、８５０）を
表示することにより、電子デバイスは、デジタルビューファインダをズームするための追
加の（例えば、より精密な）機構（例えば、連続ズームコントローラ）をユーザに提供す
る。
【０２６４】
　いくつかの実施形態によれば、ユーザ入力は、デジタルビューファインダ（例えば、８
１４Ａ、８２０Ａ）内のスワイプジェスチャに対応する。いくつかの実施例では、電子デ
バイス（例えば、８００）は、タッチ感知面を含み、ユーザ入力は、デジタルビューファ
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インダ（例えば、８１４Ａ、８２０Ａ）に対応するタッチ感知面上の位置のスワイプジェ
スチャである。いくつかの実施例では、電子デバイス（例えば、８００）は、デジタルビ
ューファインダ（例えば、８１４Ａ、８２０Ａ）上のスワイプジェスチャに対応するユー
ザ入力を検出し、それに応じて、ズームコントローラ（例えば、８５０）を表示する。
【０２６５】
　いくつかの実施形態によれば、ズームコントローラ（例えば、８５０）は、ズームイン
ジケータアフォーダンス（例えば、図１０Ａ～図１０Ｔの１０４０を参照して説明するよ
うな）を含む。いくつかの実施例では、ズームコントローラ（例えば、８５０）は、複数
の倍率レベルに対応する複数の位置を含む。
【０２６６】
　いくつかの実施形態によれば、ズームコントローラ（例えば、８５０）は、複数の倍率
レベルに対応する複数の位置（例えば、８６２及び８６４）を含み、複数の位置の第１の
位置（例えば、８６２）は、第１の光学倍率レベル（例えば、なんらデジタルズームなし
の第１のカメラ（例えば、８０２）に基づく）に対応し、複数の位置（例えば、８６２及
び８６４）の第２の位置（例えば、８６４）は、第１の光学倍率レベルとは異なる第２の
光学倍率レベル（例えば、なんらデジタルズームなしの第２のカメラ（例えば、８０４）
に基づく）に対応する。このように、２つの光学レベル（例えば、対応する２つのカメラ
の）に対応する位置を含むズームコントローラを提供することによって、電子デバイスは
、２つのカメラ間を遷移させるための効率的なユーザマシンインタフェースを提供する。
【０２６７】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイス（例えば、８００）は、ズームコントロー
ラ（例えば、８５０）に対応するジェスチャ（例えば、８１８、８４０、８６０）（例え
ば、ズームコントローラ（例えば、８５０）に対応するタッチ感知面上の位置の）を検出
し、このジェスチャは、方向及び長さを有する。ズームコントローラ（例えば、８５０）
に対応するジェスチャを検出したことに応じて、かつ第１の方向である方向に従って、電
子デバイス（例えば、８００）は、ジェスチャの大きさ（例えば、タッチ感知面上の特定
の位置から移動した距離、又は、タッチ感知面上の最初の接触点から移動した距離）に基
づく速さで（例えば、増加する速さで）デジタルビューファインダ（例えば、８１４Ａ、
８２０Ａ）のズームアウトを実行する。ズームコントローラ（例えば、８５０）に対応す
るジェスチャを検出したことに応じて、かつ第１の方向とは異なる第２の方向である方向
に従って、電子デバイス（例えば、８００）は、ジェスチャの大きさに基づく速さで（例
えば、増加する速さで）デジタルビューファインダ（例えば、８１４Ａ、８２０Ａ）のズ
ームインを実行する。いくつかの実施形態では、ズームコントローラ（例えば、８５０）
は、１つの方向のドラッグジェスチャを検出することにより、ジェスチャの大きさに基づ
いて速さを増加させてビューファインダをズームアウトさせ、別の方向（例えば、第１の
方向とは反対の）へのドラッグにより、ジェスチャの大きさに基づいて速さを増加させて
ビューファインダ（例えば、８１４Ａ、８２０Ａ）をズームインさせる、ジョイスティッ
クのようなコントローラとして機能する。これにより、ジェスチャの大きさに基づいて速
さを変化させてズーム動作を実行することにより、電子デバイスは、ズーム動作を実行す
ること並びにズーム動作を実行しなければならない速さの両方を電子デバイスに命令する
ためにユーザが提供する必要があるユーザ入力の数を低減する（例えば、単一のジェスチ
ャに）ことにより、ユーザマシンインタフェースを最適化する。
【０２６８】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイス（例えば、８００）が重なり合う視野を有
する複数のカメラを含むという判定に従って、倍率を変更するためのアフォーダンス（例
えば、８１６）が表示される。いくつかの実施例では、カメラが平行光軸を有するように
、カメラが配置される。いくつかの実施例では、電子デバイス（例えば、８００）が重な
り合う視野を有する複数のカメラを含まないという判定に従って、電子デバイスは、アフ
ォーダンス（例えば、８１６）を表示することを見合わせる。
【０２６９】
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　いくつかの実施形態によれば、電子デバイス（例えば、８００）は、倍率を変更するた
めのアフォーダンス（例えば、８１６）の第２のアクティブ化を検出する。いくつかの実
施例では、アフォーダンス（例えば、８１６）のアクティブ化を検出することは、アフォ
ーダンス（例えば、８１６）の位置に対応するタッチ感知面上の位置でタップジェスチャ
（例えば、８１８）を検出することを含む。倍率を変更するためのアフォーダンス（例え
ば、８１６）の第２のアクティブ化を検出したことに応じて、電子デバイス（例えば、８
００）は、ディスプレイ（例えば、８１２）上に、第２のカメラ（例えば、８０４）から
受信したデータに基づいて写真をキャプチャするためのユーザインタフェース（例えば、
８２０）を表示することを停止し、電子デバイス（例えば、８００）は、ディスプレイ（
例えば、８１２）上に、第１の倍率でデジタルビューファインダ（例えば、８１４Ａ）を
表示することを含む、第１のカメラ（例えば、８０２）から受信したデータに基づいて写
真をキャプチャするためのユーザインタフェース（例えば、８１４）を表示する。これに
より、いくつかの実施例では、アフォーダンス（例えば、８１６）の第２のアクティブ化
を検出したことに応じてユーザインタフェースを遷移させる（第２のカメラのユーザイン
タフェースから第１のカメラのユーザインタフェースに）ことにより、電子デバイスは、
電子デバイスの内部状態（例えば、写真が撮られるときにどのカメラが使用されることに
なるか）をユーザに通知し、また、画像がキャプチャされる前にキャプチャされる画像が
どう見えることになるか（例えば、倍率、品質、視野）をユーザに通知する。
【０２７０】
　いくつかの実施形態によれば、表示されたズームコントローラ（例えば、８５０）は、
デジタルビューファインダ（例えば、８１４Ａ、８２０Ａ）内のユーザ入力に関連付けら
れた入力リフトオフ信号を検出したことに応じてフェードアウトし、倍率を変更するため
の表示されたアフォーダンス（例えば、８１６）は、デジタルビューファインダ（例えば
、８１４Ａ、８２０Ａ）内のユーザ入力に関連付けられた入力リフトオフ信号を検出した
ことに応じてフェードアウトしない。いくつかの実施例では、電子デバイス（例えば、８
００）は、タッチ感知面上で行われるタッチのリフトオフを検出することなどにより、ユ
ーザ入力が終了したことを判定し、それに応じて、電子デバイス（例えば、８００）は、
ズームコントローラ（例えば、８５０）の表示をフェードアウトする。
【０２７１】
　いくつかの実施形態によれば、ディスプレイ（例えば、８１２）上に（例えば、デジタ
ルビューファインダ８１４Ａ、８２０Ａと同時に）ズームコントローラ（例えば、８５０
）を表示することは、倍率を変更するためのアフォーダンス（例えば、８１６）の表示を
ズームコントローラ（例えば、８５０）の表示に置き換えることを含む。
【０２７２】
　なお、方法９００に関して上述したプロセス（例えば、図９）の詳細はまた、以下で説
明される方法にも、類似の方式で適用可能であることに留意されたい。例えば、方法７０
０、１１００、１３００、１９００、２１００、及び方法２３００は、方法９００を参照
して上述した、様々な方法の特性のうちの１つ以上を任意選択的に含む。例えば、方法９
００の電子ビューファインダは、方法７００、１１００、１３００、１９００、２１００
、及び２３００の電子ビューファインダと類似している。簡潔にするために、これらの詳
細は、以下では繰り返さない。
【０２７３】
　図１０Ａ～図１０Ｔは、いくつかの実施形態に係る、デジタルビューファインダをズー
ムするための例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。これらの図のユーザイ
ンタフェースは、図１１のプロセスを含めた、以下で説明されるプロセスを例示するため
に使用される。
【０２７４】
　図１０Ａは、例示的なパーソナル電子デバイス１０００を示す。いくつかの実施形態で
は、電子デバイス１０００は、（例えば、電子デバイス１０００の背面に）第１のカメラ
１００２及び第２のカメラ１００４を含む。いくつかの実施例では、第１のカメラ１００
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２及び第２のカメラ１００４は、固定だが異なる焦点距離を有する。いくつかの実施例で
は、光学システムの焦点距離、視野、及び／又は光学倍率特性は、カメラごとに固定され
、いくつかの実施形態では、異なる固定焦点距離を有するのに加えて、カメラ（例えば、
１００２、１００４）は、異なる固定視野及び異なる固定光学倍率特性を有する。
【０２７５】
　図１０Ｂに示すように、電子デバイス１０００は、ディスプレイ上に、１つ以上のカメ
ラから受信したデータ（例えば、いずれかのカメラからのライブ又はほぼライブのプレビ
ュー画像）に基づいて、デジタルビューファインダ１０１４を表示する。いくつかの実施
例では、デジタルビューファインダ１０１４は、第１及び第２のカメラ（例えば、１００
２及び１００４）のうちの１つのみに基づくデータを表示する。
【０２７６】
　図１０Ｃ～図１０Ｈに示すように、ユーザは、ズームインジケータアフォーダンス１０
４０上でドラッグジェスチャを行って、デジタルビューファインダ１０１４の倍率を変更
する。ズームインジケータアフォーダンス１０４０は、ジェスチャとともに進行する。対
照的に、デジタルビューファインダ１０１４の倍率は、異なる速度で進行し、最初はジェ
スチャに遅れて、後にジェスチャに追いつく。図１０Ｃ～図１０Ｈに示すように、デジタ
ルビューファインダ１０１４を表示している間に、電子デバイス１０００は、ジェスチャ
速度１０１６で進行するジェスチャ１０１０（例えば、タッチ感知面上のドラッグジェス
チャ、ズームコントローラ１０３０に対応する位置のドラッグジェスチャ）を検出し、こ
のジェスチャは、第１の倍率レベル（例えば、図１０Ｃに示すような１倍、ズームコント
ローラ１０３０上の位置１０２２に対応する）から第３の倍率レベル（例えば、図１０Ｈ
に示すような１０倍、ズームコントローラ１０３０上の位置１０２６に対応する）にデジ
タルビューファインダ１０１４をズームする命令に対応する。ジェスチャを検出したこと
に応じて、電子デバイス１０００は、第１の倍率レベル（例えば、図１０Ｃに示すような
１倍）から第２の倍率レベル（例えば、図１０Ｅに示すような３倍、ズームコントローラ
１０３０上の位置１０２４に対応する）に、及び第２の倍率レベル（例えば、図１０Ｅに
示すような３倍、ズームコントローラ１０３０上の位置１０２４に対応する）から第３の
倍率レベル（例えば、図１０Ｈに示すような１０倍、ズームコントローラ１０３０上の位
置１０２６に対応する）にデジタルビューファインダ１０１４をズームし、ジェスチャの
第１の部分（例えば、図１０Ｃから図１０Ｄでジェスチャが進行する際のジェスチャの部
分）の間、電子デバイスは、ジェスチャが進行しているジェスチャ速度より遅い第１の速
度（例えば、平均速度）でデジタルビューファインダをズームし、ジェスチャの第１の部
分の後で行われるジェスチャの第２の部分（例えば、図１０Ｄから図１０Ｈでジェスチャ
が進行する際のジェスチャの部分）の間、電子デバイスは、ジェスチャが進行しているジ
ェスチャ速度より速い第２の速度（例えば、平均速度）でデジタルビューファインダをズ
ームする。
【０２７７】
　いくつかの実施例では、電子デバイスは、ジェスチャを検出する前に、ビデオを録画す
る要求（例えば、カメラシャッタアフォーダンス１０１７に対応する位置でのタップジェ
スチャを検出すること）を受信し、ビデオを録画する要求に応じて、電子デバイスは、ビ
デオをメモリに録画し、ビデオ録画は、ジェスチャが検出される前に開始し、ジェスチャ
が終了した後に終了する。いくつかの実施例では、録画されたビデオは、ジェスチャに応
じてデジタルビューファインダで実行されたズームに対応するズームを含む。いくつかの
実施例では、ビューファインダに表示された画像の表現は、実行されたズームを含め、ビ
デオの一部としてメモリに記憶される。いくつかの実施例では、デジタルビューファイン
ダがズームされている（例えば、デジタルビューファインダ内のコンテンツがズームされ
ている）間に、ディスプレイ上のデジタルビューファインダのサイズは、維持される。
【０２７８】
　いくつかの実施形態では、以下に詳細に説明するように、かつ図１０Ｃ～図１０Ｈに示
すように、（１）ジェスチャの第１の部分の間、（ａ）ジェスチャは、１倍の倍率に対応
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する位置１０２２から３倍の倍率に対応する位置１０２４に進行し、（ｂ）デジタルビュ
ーファインダの倍率レベルは、１倍の倍率から２倍の倍率に変化し、（２）ジェスチャの
第２の部分の間、（ａ）ジェスチャは、３倍の倍率に対応する位置１０２４から１０倍の
倍率に対応する位置１０２６に進行し、（ｂ）デジタルビューファインダの倍率レベルは
、２倍の倍率から１０倍の倍率に変化する。これにより、（１）ジェスチャの第１の部分
の間に、倍率レベルは、ジェスチャに遅れ、（２）ジェスチャの第２の部分の間に、倍率
レベルは、ジェスチャに追いつく。いくつかの実施形態では、別個のズームレベル間で切
り替える要求に対応する入力（例えば、方法８００に関して上述したような１倍／２倍ボ
タン上のタップ）が受信された場合にも、漸進的なズームが実行される。
【０２７９】
　いくつかの実施形態では、ジェスチャの第１の部分の間に、倍率レベルは、ジェスチャ
に遅れる。いくつかの実施形態では、図１０Ｃ～図１０Ｄに示すように、ジェスチャの第
１の部分の間に、ジェスチャは、第１の状態（例えば、ズームコントローラ１０３０上の
位置１０２２）から第２の状態（例えば、ズームコントローラ１０３０上の位置１０２４
）に進行し、第１の状態は、第１の倍率レベル（例えば、図１０Ｃに示すような１倍、ズ
ームコントローラ１０３０上の位置１０２２に対応する）に対応し（任意選択的に、ジェ
スチャの第１の状態は、第１の倍率レベルに対応するズームコントローラ１０３０の部分
に対応する位置で接触が検出される状態である）、第２の状態は、第１の倍率レベルより
大きな第２の倍率レベル（例えば、図１０Ｅに示すような３倍、ズームコントローラ１０
３０上の位置１０２４に対応する）に対応し（例えば、ジェスチャが第２の状態に少なく
とも所定の期間の間維持される場合、倍率レベルは、第２の倍率レベルで停止することに
なり、任意選択的に、ジェスチャの第２の状態は、第２の倍率レベルに対応するズームコ
ントローラ（例えば、１０３０）の部分に対応する位置で接触が検出される状態である）
、電子デバイスは、第１の倍率レベル（例えば、図１０Ｃに示すような１倍、ズームコン
トローラ１０３０上の位置１０２２に対応する）から、第１の倍率レベル（例えば、図１
０Ｃに示すような１倍、ズームコントローラ１０３０上の位置１０２２に対応する）より
大きく、かつ第２の倍率レベル（例えば、図１０Ｅに示すような３倍、ズームコントロー
ラ１０３０上の位置１０２４に対応する）より小さな中間倍率レベル（例えば、図１０Ｄ
に示すような２倍、ズームコントローラ１０３０上の位置１０２８に対応する）にデジタ
ルビューファインダをズームする（例えば、倍率レベルは、ジェスチャに遅れる）。
【０２８０】
　いくつかの実施形態では、ジェスチャの第２の部分の間に、倍率レベルは、ジェスチャ
に追いつく。いくつかの実施形態では、図１０Ｄ～図１０Ｈに示すように、ジェスチャの
第２の部分の間に、ジェスチャは、第２の状態（例えば、ズームコントローラ１０３０上
の位置１０２４）から第３の状態（例えば、ズームコントローラ１０３０上の位置１０２
６）に進行し、第３の状態は、第２の倍率レベル（例えば、図１０Ｅに示すような３倍、
ズームコントローラ１０３０上の位置１０２４に対応する）及び中間倍率レベル（例えば
、図１０Ｄに示すような２倍、ズームコントローラ１０３０上の位置１０２８に対応する
）より大きな第３の倍率レベル（例えば、図１０Ｈに示すような１０倍、ズームコントロ
ーラ１０３０上の位置１０２６に対応する）に対応し（例えば、ジェスチャが第２の状態
に少なくとも所定の期間の間維持される場合、倍率レベルは、第２の倍率レベルで停止す
ることになり、任意選択的に、ジェスチャの第３の状態は、第３の倍率レベルに対応する
ズームコントローラ（例えば、１０３０）の部分に対応する位置で接触が検出される状態
である）、電子デバイスは、第２の倍率レベル（例えば、図１０Ｅに示すような３倍、ズ
ームコントローラ１０３０上の位置１０２４に対応する）より小さな中間倍率レベル（例
えば、図１０Ｄに示すような２倍、ズームコントローラ１０３０上の位置１０２８に対応
する）から、第３の倍率レベル（例えば、図１０Ｈに示すような１０倍、ズームコントロ
ーラ１０３０上の位置１０２６に対応する）に、デジタルビューファインダをズームする
。したがって、いくつかの実施形態では、ジェスチャの第２の部分の間に、倍率レベルは
、ジェスチャに追いつき、中間倍率レベルから第３の倍率レベルに変化し、中間倍率レベ
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ルは、第２の倍率レベルよりも小さい。
【０２８１】
　いくつかの実施形態では、図１０Ｃ～図１０Ｆに示すように、ジェスチャの第１の部分
（例えば、図１０Ｃ～図１０Ｄに示すような）は、タッチ感知面上の１つ以上の接触（例
えば、１０１０）の移動（例えば、タッチ感知ディスプレイ上のドラッグ入力又はデピン
チ入力）を含み、ジェスチャの第１の部分が進行している速度は、１つ以上の接触（例え
ば、１０１０）の移動速度（例えば、１０１６）に基づく。ジェスチャの第２の部分は、
タッチ感知面上の１つ以上の接触の継続した移動（図１０Ｄ～図１０Ｆに示すようにドラ
ッグ入力の継続、又はタッチ感知面上のデピンチ入力）を含み、ジェスチャの第２の部分
が進行している速度は、１つ以上の接触（例えば、１０１０）の移動速度（例えば、１０
１６）に基づく。ジェスチャの第２の部分の間に、１つ以上の接触（例えば、１０１０）
がタッチ感知面上で検出され続ける間に、１つ以上の接触の移動が停止し（例えば、図１
０Ｇ～図１０Ｈに示すように）、電子デバイス１０００は、１つ以上の接触（例えば、１
０１０）の移動が停止した後にデジタルビューファインダ１０１４をズームし続ける。い
くつかの実施形態では、ズームは、ジェスチャの少なくとも一部分の間、接触の移動に遅
れ、その後、接触の移動が停止すると追いつく。
【０２８２】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の接触（例えば、１０１０）の移動が停止した後に
、デジタルビューファインダをズームし続けることは、倍率レベルが増加している速度を
漸進的に減少させることを含む。いくつかの実施形態では、電子デバイスは、１つ以上の
接触が移動を停止した位置（例えば、ズームコントローラ１０３０上の位置１０２６に対
応する）に対応する現在の倍率レベルが第３の倍率レベル（例えば、図１０Ｈに示すよう
な１０倍）に近づくにつれて、ズームが増加している速度を減少させる。
【０２８３】
　いくつかの実施形態では、ジェスチャが進行しているジェスチャ速度よりも遅い速度で
デジタルビューファインダをズームすることは、接触（例えば、１０１０）がタッチ感知
面上の開始位置（例えば、ズームコントローラ１０３０上の位置１０２２に対応する）か
ら離れて移動するときに倍率レベルが増加する速度を漸進的に増加させることを含む。い
くつかの実施形態では、倍率レベルは、対応する倍率レベルの変化率に入り、その後、そ
の倍率レベルの変化率を抜け出して、より滑らかなズーム効果を提供する。
【０２８４】
　いくつかの実施形態では、図１０Ｂ～図１０Ｉに示すように、電子デバイス１０００は
、ディスプレイ１０１２上に、デジタルビューファインダ１０１４とともに、ズームコン
トローラ１０３０に沿った複数の位置が複数の倍率レベル（例えば、１倍、１．１倍、１
．２倍、１．３倍など）に対応するズームコントローラ１０３０（例えば、ズームスライ
ダなどの調節可能なズームコントローラ）及びズームインジケータアフォーダンス１０４
０（例えば、ズームスライダ上のドラッグ可能な円又は矩形）を同時に表示する。ジェス
チャ（例えば、接触１０１０）を検出したことに応じて、電子デバイス１００は、ズーム
インジケータアフォーダンス１０４０の表示を更新し、ジェスチャ速度１０１６で、複数
の位置の第１の位置（例えば、ズームコントローラ１０３０上の位置１０２２）から複数
の位置の第２の位置（例えば、ズームコントローラ１０３０上の位置１０２６）に遷移し
、第１の位置は、複数の倍率レベルの第１の倍率レベル（例えば、図１０Ｃに示すような
１倍、ズームコントローラ１０３０上の位置１０２２に対応する）に対応し、第２の位置
は、複数の倍率レベルの第３の倍率レベル（例えば、図１０Ｈに示すような１０倍、ズー
ムコントローラ１０３０上の位置１０２６に対応する）に対応する。これにより、いくつ
かの実施形態では、電子デバイスは、ユーザがズームコントローラ１０３０に沿ってズー
ムインジケータアフォーダンス１０４０をドラッグすることによりズーム操作を行うこと
を可能にする。
【０２８５】
　いくつかの実施形態では、第１の倍率レベル（例えば、図１０Ｃに示すような１倍、ズ
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ームコントローラ１０３０上の位置１０２２に対応する）から第３の倍率レベル（例えば
、図１０Ｈに示すような１０倍、ズームコントローラ１０３０上の位置１０２６に対応す
る）にデジタルビューファインダをズームすることは、ズーム速度又はズーム速度の変化
率を制限することによりジェスチャが進行する速度に対してズームが行われる速度を平滑
化しながら、デジタルビューファインダをズームすることを含む。これにより、電子デバ
イスは、ビューファインダ内及びメモリに記録されるビデオ（例えば、ジェスチャが検出
されている間に電子デバイスがビデオ録画動作を実行している場合）に関して、より視覚
的に快い（例えば、より混乱しない）ズーム体験を提供する。いくつかの実施例では、電
子デバイスは、ズーム速度（例えば、最大ズーム速度）を制限することによってズームが
行われる速度を平滑化しながら、デジタルビューファインダをズームする。いくつかの実
施例では、電子デバイスは、ズーム速度の変化率を制限することによってズームが行われ
る速度を平滑化しながら、デジタルビューファインダをズームする。いくつかの実施例で
は、電子デバイスは、ズーム速度及びズーム速度の変化率の両方を制限することによって
ズームが行われる速度を平滑化しながら、デジタルビューファインダをズームする。
【０２８６】
　いくつかの実施形態では、図１０Ｌ～図１０Ｏに示すように、ジェスチャの第１の部分
の前に生じるジェスチャの第３の部分の間に、（例えば、ジェスチャの第３の部分の間の
）ジェスチャが進行しているジェスチャ速度に対応する第３の速度でデジタルビューファ
インダ（例えば、１０１４）をズームする。これにより、ジェスチャが閾値ジェスチャ速
度を下回っている場合には、ズーム速度は、速度ジェスチャと一致し、ユーザがメモリに
録画されるビデオに関してズーム速さを直接制御することができる。
【０２８７】
　いくつかの実施形態では、ジェスチャの第１の部分の間の第１の時点に、電子デバイス
１０００は、ジェスチャの第１のジェスチャ速度が閾値ジェスチャ速度を上回っている間
に、第１の速度でデジタルビューファインダ１０１４をズームする。いくつかの実施例で
は、これは、ジェスチャの第１の部分の間に発生し、ジェスチャは、速くかつズームから
引き離されていて、第１の速度が最大ズーム速さであり、かつ閾値ジェスチャが第１の速
度に対応するジェスチャ速さであることを想定している。いくつかの実施形態では、ジェ
スチャの第２の部分の間の第２の時点に、電子デバイス１０００は、ジェスチャの第２の
ジェスチャ速度が閾値ジェスチャ速度を上回っていない間に、第１の速度でデジタルビュ
ーファインダ１０１４をズームする。例えば、ジェスチャの第２の部分の終了に向かって
、ジェスチャは、減速又は停止しており、ズームは、最大ズーム速度で追いついている。
これにより、いくつかの実施例では、デジタルビューファインダ１０１４は、最大ズーム
速度に達し（及びピークに達し）、これにより、（例えば、ビデオが録画されている間に
行われる）ズームを平滑化するのに役立つ。これにより、電子デバイスは、ビューファイ
ンダ内及びメモリに記録されるビデオに関して、より視覚的に快いズーム体験を提供する
。
【０２８８】
　いくつかの実施形態では、図１０Ｐに示すように、電子デバイス１０００がジェスチャ
を検出した後、かつデジタルビューファインダを第１の倍率レベルから第３の倍率レベル
にズームした後で、電子デバイス１０００は、複数の位置の第３の位置に対応する位置（
例えば、１０８２）（例えば、第３の位置に対応するタッチ感知ディスプレイ上の位置）
でタップジェスチャ１０８０（例えば、タッチジェスチャ）を検出し、第３の位置は、複
数の倍率レベルの第４の倍率レベル（例えば、２倍、ズームコントローラ上の位置１０８
２に対応する）に対応する。タップジェスチャを検出したことに応じて、図１０Ｐに示す
ように、電子デバイスは、デジタルビューファインダ１０１４を第３の倍率レベルから第
４の倍率レベル（例えば、２倍）にズームする。いくつかの実施例では、ズームは、最大
ズーム速度に制限される。いくつかの実施例では、ズーム速度の変化率は、最大ズーム変
化率に制限される。これにより、電子デバイスは、滑らかでないズームを制限することに
より、ビューファインダ内及びメモリに記録されるビデオに関して、より視覚的に快いズ
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ーム体験を提供する。
【０２８９】
　いくつかの実施形態では、図１０Ｃ～図１０Ｈに示すように、ジェスチャを検出したこ
とに応じて、電子デバイスは、ディスプレイ上に、現在の倍率レベルを示すグラフィック
倍率レベルインジケータ１０９０（例えば、現在の倍率レベルを示すテキストを含む）を
表示する。これにより、電子デバイスは、現在の倍率レベルに関してユーザに通知する。
【０２９０】
　いくつかの実施形態では、デジタルビューファインダのズーミングが停止した後に、グ
ラフィック倍率レベルインジケータ１０９０が所定期間の間表示された後で、ディスプレ
イ上に、グラフィック倍率レベルインジケータを表示することを停止する。いくつかの実
施例では、デジタルビューファインダをズームしている間、かつデジタルビューファイン
ダをズームした後の所定期間の間に、グラフィッック倍率レベルインジケータが表示され
る。いくつかの実施例では、グラフィックズームインジケータは、第２の所定の時間が経
過した後にフェードアウトする。
【０２９１】
　いくつかの実施形態では、図１０Ｊ～図１０Ｋに示すように、デジタルビューファイン
ダのズーミングが停止した後に、ズームコントローラ１０３０が第２の所定期間の間表示
された後で、電子デバイス１０００は、ディスプレイ上に、ズームコントローラ１０３０
を表示することを停止する。いくつかの実施例では、デジタルビューファインダ１０１４
をズームしている間、かつデジタルビューファインダ１０１４をズームした後の所定期間
の間に、ズームコントローラ１０３０が表示される。いくつかの実施例では、ズームコン
トローラは、第２の所定の時間が経過した後にフェードアウトする。
【０２９２】
　いくつかの実施形態では、電子デバイス１０００は、ディスプレイ上に、デジタルビュ
ーファインダ１０１４を表示している（例えば、ズームコントローラが持続している）間
に、ズームコントローラ１０３０を（例えば、持続的に）表示する。これにより、ユーザ
が追加入力を提供することなく、ズームコントローラ１０３０はユーザに利用可能である
。
【０２９３】
　いくつかの実施形態では、電子デバイスは、デジタルビューファインダ１０１４上でピ
ンチジェスチャを検出する。例えば、電子デバイスは、タッチ感知面を含み、ピンチジェ
スチャは、デジタルビューファインダに対応する位置で検出される。ピンチジェスチャを
検出したことに応じて、電子デバイスは、ピンチジェスチャ全体にわたってピンチジェス
チャが進行している速度に応じた速度で（例えば、ジェスチャが進行する速度に対してズ
ームが行われる速度を平滑化するためにズームの変化率を制限することなく）デジタルビ
ューファインダをズームする。これにより、電子デバイスは、ズーム操作に対応するピン
チジェスチャを検出し、電子デバイスは、ズーム速度を平滑化しない。これにより、ピン
チジェスチャを検出した結果生じるズーミングは、接触が移動し始めると倍率レベルの変
化が開始し、接触が移動を停止すると終了するように、直接操作で倍率レベルを変更する
。
【０２９４】
　いくつかの実施形態では、図１０Ｑ及び図１０Ｒに示すように、ズームコントローラ１
０３０を表示することは、ディスプレイ上にズームコントローラを垂直に表示することを
含む。いくつかの実施例では、ズームコントローラは、直線である。これにより、ズーム
コントローラ１０３０は、ユーザがアクセスするのに便利な向きで表示される。
【０２９５】
　いくつかの実施形態では、図１０Ｐ及び図１０Ｓに示すように、ズームコントローラ１
０３０を表示することは、ディスプレイ上にズームコントローラを水平に表示することを
含む。いくつかの実施例では、ズームコントローラは、直線である。これにより、ズーム
コントローラは、ユーザがアクセスするのに便利な向きで表示される。



(81) JP 6982047 B2 2021.12.17

10

20

30

40

50

【０２９６】
　いくつかの実施形態では、図１０Ｔに示すように、複数の倍率レベルに対応する複数の
位置は、倍率レベルが線形に分布しないように、ズームコントローラ１０９２に沿って配
置される。いくつかの実施形態では、複数の倍率レベルに対応する複数の位置は、倍率レ
ベルが線形に分布するように、ズームコントローラ１０９０に沿って配置される。図１０
Ｔに示す実施例は例示的なものであり、ハッシュや倍率レベルは、説明の目的で提供され
ている。
【０２９７】
　いくつかの実施形態では、図１０Ｔに示すように、最低倍率レベル（例えば、１倍の倍
率）に対応する位置１０９４と、最低倍率レベルの２倍の倍率レベル（例えば、２倍の倍
率）に対応する位置１０９８との間のズームコントローラに沿った距離は、ズームコント
ローラの合計距離（長さ）の２５％より多く、かつズームコントローラの合計距離（長さ
）の４５％未満（例えば、ズームコントローラの合計距離の３０％）に延びる（例えば、
１０９６）。
【０２９８】
　いくつかの実施形態では、図１０Ｔに示すように、光学倍率レベルに対応するズームコ
ントローラ（例えば、１０９０、１０９２）に沿った位置（例えば、１０９３、１０９５
、１０９４、１０９８）は、非光学倍率レベルに対応するズームコントローラに沿った位
置（例えば、１０９７、１０９９）から視覚的に区別される（例えば、スナップ点）。い
くつかの実施例では、ズームコントローラ（例えば、１０９０、１０９２）は、電子デバ
イスの第１のカメラ及び第２のカメラの光学ズームに対応する１倍及び２倍の倍率レベル
のマーカを含む。
【０２９９】
　いくつかの実施形態では、光学倍率レベルに対応する位置でのタッピングは、現在の倍
率レベルからその光学倍率レベルに表示を遷移させる。いくつかの実施形態では、複数の
位置の第３の位置は、光学倍率レベルに対応する。いくつかの実施形態では、上述したよ
うな平滑化されたズーム効果が、方法９００及び方法１３００を参照して説明するズーム
コントローラなどの他のズームコントローラとともに使用される。
【０３００】
　図１１は、いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための方法を示すフロー
図である。方法１１００は、第１のカメラと、第２のカメラと、ディスプレイとを備えた
電子デバイス（例えば、１００、３００、５００、６００、８００、１０００）にて実行
される。方法９００のいくつかの動作は、任意選択的に組み合わされ、いくつかの動作の
順序は、任意選択的に変更され、いくつかの動作は、任意選択的に省略される。
【０３０１】
　ブロック１１０２で、電子デバイス（例えば、１０００）は、ディスプレイ（例えば、
１０１２）上に、１つ以上のカメラ（例えば、１００２、１００４）から受信したデータ
（例えば、いずれかのセンサからのライブ又はほぼライブのプレビュー画像）に基づいて
、デジタルビューファインダ（例えば、１０１４）を表示する。いくつかの実施例では、
デジタルビューファインダ（例えば、１０１４）は、第１及び第２のカメラ（例えば、１
００２、１００４）のうちの１つのみに基づくデータを表示する。
【０３０２】
　ブロック１１０４で、デジタルビューファインダ（例えば、１０１４）を表示している
間に、電子デバイス（例えば、１０００）は、ジェスチャ（例えば、１０１０）、ジェス
チャ速度（例えば、１０１６）で進行するタッチ感知面上のドラッグジェスチャ、デジタ
ルビューファインダ（例えば、１０１４）を第１の倍率レベルから第３の倍率レベルにズ
ームする命令に対応するジェスチャ（例えば、１０１０）を検出する。
【０３０３】
　ブロック１１０６で、ジェスチャ（例えば、１０１０）を検出したことに応じて、ブロ
ック１１０８で、ジェスチャの第１の部分の間に、電子デバイス（例えば、１０００）が
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ジェスチャが進行しているジェスチャ速度（例えば、１０１６）より遅い第１の速度（例
えば、平均速度）でデジタルビューファインダ（例えば、１０１４）をズームすること、
及び、ブロック１１１２で、ジェスチャの第１の部分の後に行われるジェスチャの第２の
部分の間に、電子デバイス（例えば、１０００）がジェスチャが進行しているジェスチャ
速度（例えば、１０１６）より速い第２の速度（例えば、平均速度）でデジタルビューフ
ァインダ（例えば、１０１４）をズームすることを含めて、電子デバイス（例えば、１０
００）は、第１の倍率レベルから第２の倍率レベルに及び第２の倍率レベルから第３の倍
率レベルにデジタルビューファインダ（例えば、１０１４）をズームする。このように、
ジェスチャ速度よりも遅い第１の速度でデジタルビューファインダをズームする（ジェス
チャの第１の部分の間に）ことによって、ユーザがズームのための不正確な又は速いジェ
スチャを提供する場合であっても、電子デバイスは、ビューファインダ（及び録画される
ビデオ）内の急激なズームが低減（又は除去）された滑らかな映画式のズームを実行する
。同様に、ジェスチャ速度より速い第２の速度でデジタルビューファインダをズームする
（ジェスチャの第２の部分の間に）ことにより、電子デバイスは、ユーザのジェスチャに
追いつく間に、滑らかで映画式のズームを実行して、ユーザの要求するズームを実現する
。
【０３０４】
　いくつかの実施例では、第１のカメラ（例えば、１００２）及び第２のカメラ（例えば
、１００４）は、固定だが異なる焦点距離を有する。いくつかの実施例では、光学システ
ムの焦点距離、視野、及び光学ズーム特性は、カメラ（例えば、１００２、１００４）ご
とに固定されるが、固定焦点距離は、第１のカメラ（例えば、１００２）と第２のカメラ
（例えば、１００４）との間で異なる。いくつかの実施例では、電子デバイス（例えば、
１０００）は、ジェスチャを検出する前にビデオを録画する要求を受信し、それに応じて
、電子デバイス（例えば、１０００）は、ビデオをメモリに記録し、ビデオ録画は、ジェ
スチャが検出される前に開始され、ジェスチャが終了した後に終了する。いくつかの実施
例では、録画されたビデオは、デジタルビューファインダ（例えば、１０１４）で実行さ
れたズームに対応するズームを含む。いくつかの実施例では、ビューファインダに表示さ
れた同じ（又は類似の）画像が、ビデオに対してメモリに記憶される。
【０３０５】
　ブロック１１１０で、ジェスチャの第１の部分の間に、ジェスチャは、第１の状態から
第２状態に進行し、第１の状態は、第１の倍率レベルに対応し、第２の状態は、第１の倍
率レベルよりも大きな第２の倍率レベルに対応し（例えば、ジェスチャが少なくとも所定
期間の間第２の状態に維持される場合、倍率レベルは、第２の倍率レベルで停止すること
になる）、電子デバイス（例えば、１０００）は、第１の倍率レベルから、第１の倍率レ
ベルより大きく、かつ第２の倍率レベルより小さい中間倍率レベルに、デジタルビューフ
ァインダ（例えば、１０１４）をズームする（例えば、倍率レベルは、ジェスチャに遅れ
る）。このように、第２の倍率レベル（第２の状態が対応する）よりも小さい中間倍率レ
ベルにデジタルビューファインダをズームする（ジェスチャの第１の部分の間に）ことに
よって、ユーザがズームのための不正確な又は速いジェスチャを提供する場合であっても
、電子デバイスは、ビューファインダ（及び録画されるビデオ）内の急激なズームが低減
（又は除去）された滑らかな映画式のズームを実行する。
【０３０６】
　ブロック１１１４で、ジェスチャの第２の部分の間に、ジェスチャは、第２の状態から
第３状態に進行し、第３の状態は、第２の倍率レベル及び中間倍率レベルより大きな第３
の倍率レベルに対応し（例えば、ジェスチャが少なくとも所定期間の間第２の状態に維持
される場合、倍率レベルは、第２の倍率レベルで停止することになる）、電子デバイス（
例えば、１０００）は、第２の倍率レベルより小さな中間倍率レベルから、第３の倍率レ
ベルに、デジタルビューファインダ（例えば、１０１４）をズームする（例えば、倍率レ
ベルは、ジェスチャに追いつき、中間倍率レベルから第３の倍率レベルに変化し、中間倍
率レベルは、第２の倍率レベルより小さい）。これにより、第３の倍率レベル（第３の状



(83) JP 6982047 B2 2021.12.17

10

20

30

40

50

態に対応する）にデジタルビューファインダをズームする（ジェスチャの第２の部分の間
に）ことにより、電子デバイスは、ユーザのジェスチャに追いつく間に、滑らかで映画式
のズームを実行して、ユーザの要求するズームを実現する。
【０３０７】
　いくつかの実施形態では、ジェスチャの第１の状態は、第１の倍率レベルに対応するズ
ームコントローラ（例えば、１０３０）の部分に対応する位置で接触（例えば、１０１０
）が検出される状態である。いくつかの実施形態では、ジェスチャ（例えば、１０１０）
の第２の状態は、第２の倍率レベルに対応するズームコントローラ（例えば、１０３０）
の部分に対応する位置で接触が検出される状態である。いくつかの実施形態では、ジェス
チャ（例えば、１０１０）の第３の状態は、第３の倍率レベルに対応するズームコントロ
ーラ（例えば、１０３０）の部分に対応する位置で接触が検出される状態である。
【０３０８】
　いくつかの実施形態によれば、ジェスチャの第１の部分は、タッチ感知面上の１つ以上
の接触（例えば、１０１０）の移動（例えば、タッチ感知ディスプレイ（例えば、１０１
２）上のドラッグ入力又はデピンチ入力）を含み、ジェスチャの第１の部分が進行してい
る速度は、１つ以上の接触（例えば、１０１０）の移動速度に基づく。このように、ジェ
スチャの速度が接触の移動速度に基づくので、電子デバイスは、接触入力に基づいて直感
的なズーム動作を実行するユーザマシンインタフェースを提供する。ジェスチャの第２の
部分は、タッチ感知面上の１つ以上の接触（例えば、１０１０）の継続する移動（例えば
、タッチ感知ディスプレイ上のドラッグ入力又はデピンチ入力の継続）を含み、ジェスチ
ャの第２の部分が進行している速度は、ジェスチャの第２の部分の間の１つ以上の接触（
例えば、１０１０）の移動速度に基づき、１つ以上の接触（例えば、１０１０）の移動は
、１つ以上の接触（例えば、１０１０）がタッチ感知面上で検出され続けている間、停止
する。いくつかの実施例では、電子デバイス１０００は、１つ以上の接触（例えば、１０
１０）の移動が停止した後で、デジタルビューファインダ（例えば、１０１４）をズーム
し続ける。（例えば、ズームは、ジェスチャの少なくとも一部分の間、接触（例えば、１
０１０）の移動に遅れ、その後、接触（例えば、１０１０）の移動が停止すると追いつく
）。
【０３０９】
　いくつかの実施形態によれば、１つ以上の接触（例えば、１０１０）の移動が停止した
後にデジタルビューファインダ（例えば、１０１４）をズームし続けることは、倍率レベ
ルが増加している速度を漸進的に減少させる（例えば、現在の倍率レベルが１つ以上の接
触（例えば、１０１０）が移動を停止した位置に対応する第３の倍率レベルに近づくにつ
れてズームが増加している速度を減少させる）ことを含む。これにより、停止する（又は
減速する）接触の移動に基づいて倍率の速度を管理することにより、ジェスチャが急激な
変化を含む場合でも、電子デバイスは、ユーザの要求するズームを実現すると同時に、滑
らかな映画式のズームの減少を実行する。
【０３１０】
　いくつかの実施形態によれば、ジェスチャが進行しているジェスチャ速度（例えば、１
０１２）よりも遅い速度でデジタルビューファインダ（例えば、１０１４）をズームする
ことは、タッチ感知面上の開始位置から接触が離れて移動するときに倍率レベルが増加す
る速度を漸進的に増加させる（例えば、倍率レベルが倍率レベルの対応する変化率に入り
、その後、その倍率レベルの変化率から出て、より滑らかなズーム効果を提供するように
）ことを含む。これにより、開始位置から離れる接触の移動に基づいて倍率の速度を管理
することにより、ジェスチャが急激な変化を含む場合でも、電子デバイスは、滑らかな映
画式のズームの増加を実行する。
【０３１１】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイス（例えば、１０００）は、ディスプレイ（
例えば、１０１２）上に、デジタルビューファインダ（例えば、１０１４）とともに、ズ
ームコントローラ（例えば、１０３０）に沿った複数の位置が複数の倍率レベルに対応す
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るズームコントローラ（例えば、１０３０）（例えば、ズームスライダなどの調節可能な
ズームコントローラ（例えば、１０３０））及びズームインジケータアフォーダンス（例
えば、１０４０）（例えば、ズームスライダ上のドラッグ可能な円／矩形／任意の形状）
を同時に表示する。電子デバイス（例えば、１０００）がジェスチャを検出したことに応
じて、電子デバイス（例えば、１０００）は、ズームインジケータアフォーダンス（例え
ば、１０４０）の表示を更新して、ジェスチャ速度（例えば、１０１２）で、複数の位置
の第１の位置から複数の位置の第２の位置に遷移し、第１の位置は、複数の倍率レベルの
第１の倍率レベルに対応し、第２の位置は、複数の倍率レベルの第３の倍率レベルに対応
する。これにより、電子デバイス（例えば、１０００）は、ユーザがズームコントローラ
（例えば、１０３０）に沿ってズームインジケータアフォーダンス（例えば、１０４０）
をドラッグすることによりズーム操作を行うことを可能にする。
【０３１２】
　いくつかの実施形態によれば、デジタルビューファインダ（例えば、１０１４）を第１
の倍率レベルから第３の倍率レベルにズームすることは、ズーム速度又はズーム速度の変
化率を制限することによって、ジェスチャが進行する速度に対してズームが行われる速度
を平滑化しながら、デジタルビューファインダ（例えば、１０１４）をズームすることを
含む。これにより、倍率の速度を管理することにより、ジェスチャが急激な変化を含む又
は速い場合であっても、電子デバイスは、滑らかな映画式のズームを実行する。これによ
り、電子デバイス（例えば、１０００）は、ビューファインダ内及びメモリに記録される
ビデオに関して、より視覚的に快いズーム体験を提供する。いくつかの実施例では、電子
デバイス（例えば、１０００）は、ズーム速度（例えば、最大ズーム速度）を制限するこ
とによってズームが行われる速度を平滑化しながら、デジタルビューファインダ（例えば
、１０１４）をズームする。いくつかの実施例では、電子デバイス（例えば、１０００）
は、ズーム速度の変化率を制限することによってズームが行われる速度を平滑化しながら
、デジタルビューファインダ（例えば、１０１４）をズームする。いくつかの実施例では
、電子デバイス（例えば、１０００）は、ズーム速度及びズーム速度の変化率の両方を制
限することによってズームが行われる速度を平滑化しながら、デジタルビューファインダ
（例えば、１０１４）をズームする。
【０３１３】
　いくつかの実施形態によれば、ジェスチャの第１の部分の前に生じるジェスチャの第３
の部分の間に、電子デバイス（例えば、１０００）は、ジェスチャが進行しているジェス
チャ速度（例えば、１０１２）に対応する第３の速度でデジタルビューファインダ（例え
ば、１０１４）をズームする。これにより、電子デバイス（例えば、１０００）は、ビュ
ーファインダ内及びメモリに記録されるビデオに関して、より視覚的に快いズーム体験を
提供する。
【０３１４】
　いくつかの実施形態によれば、ジェスチャの第１の部分の間の第１の時点に、電子デバ
イス（例えば、１０００）は、ジェスチャの第１のジェスチャ速度（例えば、１０１６）
が閾値ジェスチャ速度を上回っている（ジェスチャが速く、かつズームから引き離されて
いて、第１の速度が最大ズーム速さであり、かつ閾値ジェスチャが第１の速度に対応する
ジェスチャ速さであると想定する場合）間に、第１の速度でデジタルビューファインダ（
例えば、１０１４）をズームし、ジェスチャの第２の部分の間の第２の時点に、電子デバ
イス（例えば、１０００）は、ジェスチャの第２のジェスチャ速度（例えば、１０１６）
が閾値ジェスチャ速度を上回らない（ジェスチャが減速又は停止して、ズームが最大ズー
ム速さに追いついている場合）間に、第１の速度でデジタルビューファインダ（例えば、
１０１４）をズームする。このように、デジタルビューファインダのズームを最大ズーム
速さに制限することにより、ユーザがズームのための不正確な又は速いジェスチャを提供
する場合であっても、電子デバイスは、ビューファインダ内（及び記録されるビデオ）の
高速ズームを低減（又は除去）して、滑らかな映画式のズームを実行する。これにより、
いくつかの実施例では、デジタルビューファインダ（例えば、１０１４）は、最大ズーム
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速度に達し（例えば、最大に達し）、これにより、ビデオが録画されている間に行われる
ズームを平滑化するのに役立つ。これにより、電子デバイス（例えば、１０００）は、ビ
ューファインダ内及びメモリに記録されるビデオに関して、より視覚的に快いズーム体験
を提供する。
【０３１５】
　いくつかの実施形態によれば、ジェスチャ（例えば、１０１０）を検出した後、かつデ
ジタルビューファインダ（例えば、１０１４）を第１の倍率レベルから第３の倍率レベル
にズームした後で、電子デバイス（例えば、１０００）は、複数の位置の第３の位置に対
応する位置（例えば、第３の位置に対応するタッチ感知ディスプレイ（例えば、１０１２
）上の位置）でタップジェスチャ（例えば、１０８０、タッチジェスチャ）を検出し、第
３の位置は、複数の倍率レベルの第４の倍率レベルに対応する。タップジェスチャ（例え
ば、１０８０）を検出したことに応じて、電子デバイス（例えば、１０００）は、デジタ
ルビューファインダ（例えば、１０１４）を第３の倍率レベルから第４の倍率レベルにズ
ームする。
【０３１６】
　いくつかの実施形態によれば、ズームは、最大ズーム速度に制限される。いくつかの実
施例では、ズーム速度の変化率は、最大ズーム変化率に制限される。これにより、電子デ
バイス（例えば、１０００）は、滑らかでないズームを制限することにより、ビューファ
インダ内及びメモリに記録されるビデオに関して、より視覚的に快いズーム体験を提供す
る。
【０３１７】
　いくつかの実施形態によれば、ジェスチャを検出したことに応じて、電子デバイス（例
えば、１０００）は、ディスプレイ（例えば、１０１２）上に、現在の倍率レベルを示す
グラフィック倍率レベルインジケータ（例えば、１０９０）（例えば、現在の倍率レベル
のテキストインジケーションを含む）を表示する。これにより、電子デバイス（例えば、
１０００）は、現在の倍率レベルに関してユーザに通知する。
【０３１８】
　いくつかの実施形態によれば、デジタルビューファインダ（例えば、１０１４）のズー
ミングが停止した後に、グラフィック倍率レベルインジケータが所定期間の間表示された
後で、電子デバイス（例えば、１０００）は、ディスプレイ（例えば、１０１２）上に、
グラフィック倍率レベルインジケータを表示することを停止する。これにより、ユーザが
グラフィック倍率レベルインジケータへのアクセスを必要とする可能性がある場合に、グ
ラフィック倍率レベルインジケータを表示することを停止する（例えば、所定時間後に）
ことにより、電子デバイスは、結果としてより効率的なユーザマシンインタフェースとな
る、より邪魔にならないユーザインタフェース（及び、例えば、ビューファインダ）を提
供する。いくつかの実施例では、デジタルビューファインダ（例えば、１０１４）をズー
ムしている間、かつデジタルビューファインダ（例えば、１０１４）をズームした後の所
定期間の間に、グラフィッック倍率レベルインジケータ（例えば、１０９０）が表示され
る。いくつかの実施例では、グラフィックズームインジケータは、第２の所定の時間が経
過した後にフェードアウトする。
【０３１９】
　いくつかの実施形態によれば、デジタルビューファインダ（例えば、１０１４）のズー
ミングが停止した後に、ズームコントローラ（例えば、１０３０）が第２の所定期間の間
表示された後で、電子デバイス（例えば、１０００）は、ディスプレイ（例えば、１０１
２）上に、ズームコントローラ（例えば、１０３０）を表示することを停止する。いくつ
かの実施例では、デジタルビューファインダ（例えば、１０１４）をズームしている間、
かつデジタルビューファインダ（例えば、１０１４）をズームした後の所定期間の間に、
ズームコントローラ（例えば、１０３０）が表示される。いくつかの実施例では、ズーム
コントローラ（例えば、１０３０）は、第２の所定の時間が経過した後にフェードアウト
する。



(86) JP 6982047 B2 2021.12.17

10

20

30

40

50

【０３２０】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイス（例えば、１０００）は、ディスプレイ（
例えば、１０１２）上に、デジタルビューファインダ（例えば、１０１４）を表示してい
る（例えば、ズームコントローラ（例えば、１０３０）が持続している）間に、ズームコ
ントローラ（例えば、１０３０）を（例えば、持続的に）表示する。これにより、ユーザ
が追加入力を提供することなく、ズームコントローラ（例えば、１０３０）はユーザに利
用可能である。
【０３２１】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイス（例えば、１０００）は、デジタルビュー
ファインダ（例えば、１０１４）上のピンチジェスチャを検出する（例えば、電子デバイ
ス（例えば、１０００）は、タッチ感知面を含み、デジタルビューファインダ（例えば、
１０１４）に対応する位置でピンチジェスチャが検出される）。ピンチジェスチャを検出
したことに応じて、電子デバイス（例えば、１０００）は、ピンチジェスチャ全体にわた
ってピンチジェスチャが進行している速度に応じた速度で（例えば、ジェスチャが進行す
る速度に対してズームが行われる速度を平滑化するズームの変化率を制限することなく）
デジタルビューファインダ（例えば、１０１４）をズームする。これにより、ジェスチャ
の速度に対応する速度でデジタルビューファインダ（例えば、１０１４）をズームするこ
とにより、電子デバイスは、上述したズーム管理技術を回避する機構をユーザに提供し、
それによって、高速かつ急激な変化を有するズームを含むビューファインダ（及び記録さ
れるビデオ）のズームを直接操作するオプションをユーザに提供する。これにより、電子
デバイス（例えば、１０００）がズーム操作に対応するピンチジェスチャを検出すると、
電子デバイス（例えば１０００）は、ズーム速度を平滑化せず、接触（例えば、１０１０
）が移動し始めると倍率レベルの変化が開始し、接触（例えば、１０１０）が移動を停止
すると終了するように、ピンチしている間のズームが直接操作により倍率レベルを調整す
るようになる。
【０３２２】
　いくつかの実施形態によれば、複数の倍率レベルに対応する複数の位置は、倍率レベル
が線形に分布しないように、ズームコントローラ（例えば、１０９２、１０３０）に沿っ
て配置される。
【０３２３】
　いくつかの実施形態によれば、最低倍率レベル（例えば、１倍の倍率）と、最低倍率レ
ベルの２倍の倍率レベル（例えば、２倍の倍率）との間のズームコントローラ（例えば、
１０３０）に沿った距離は、ズームコントローラの合計距離の２５％より多く、かつズー
ムコントローラ（例えば、１０３０）の合計距離（長さ）の４５％未満（例えば、ズーム
コントローラ（例えば、１０３０）の合計距離の３０％）に延びる。
【０３２４】
　いくつかの実施形態によれば、光学倍率レベルに対応するズームコントローラ（例えば
、１０３０）に沿った位置は、非光学倍率レベルに対応するズームコントローラ（例えば
、１０３０）に沿った位置と視覚的に区別される（例えば、スナップ点）。いくつかの実
施例では、ズームコントローラ（例えば、１０３０）は、電子デバイス（例えば、１００
０）の第１のカメラ及び第２のカメラの光学ズームに対応する１倍及び２倍の倍率レベル
のマーカを含む。これにより、光学倍率レベルに対応するズームコントローラに沿って視
覚的に区別した位置（非光学倍率に比べて）を設けることにより、電子デバイスは、光学
的かつ（例えば）より高品質な画像特性を提供する倍率レベルに関してユーザに通知し、
それによって、ユーザがズーム倍率レベルの変更を試行するために複数の入力を提供する
必要性を低減して、高品質な画像を実現する。
【０３２５】
　いくつかの実施形態によれば、複数の位置の第３の位置は、光学倍率レベルに対応する
。
【０３２６】
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　いくつかの実施形態によれば、ズームコントローラ（例えば、１０３０）を表示するこ
とは、ディスプレイ（例えば、１０１２）上にズームコントローラ（例えば、図１０Ｑ及
び図１０Ｒの１０３０）を垂直に表示することを含む。いくつかの実施例では、ズームコ
ントローラ（例えば、１０３０）は、直線である。これにより、ズームコントローラ（例
えば、１０３０、１０９２）は、ユーザがアクセスするのに便利な向きで表示される。
【０３２７】
　いくつかの実施形態によれば、ズームコントローラ（例えば、１０３０）を表示するこ
とは、ディスプレイ（例えば、１０１２）上にズームコントローラ（例えば、図１０Ｂ及
び図１０Ｓの１０３０）を水平に表示することを含む。いくつかの実施例では、ズームコ
ントローラ（例えば、１０３０、１０９２）は、直線である。これにより、ズームコント
ローラ（例えば、１０３０）は、ユーザがアクセスするのに便利な向きで表示される。
【０３２８】
　なお、方法１１００に関して上述したプロセス（例えば、図１１）の詳細はまた、以下
で説明する方法にも、類似の方式で適用可能であることに留意されたい。例えば、方法７
００、９００、１３００、１９００、２１００、及び２３００は、方法１１００を参照し
て上述した、様々な方法の特性のうちの１つ以上を任意選択的に含む。例えば、方法１１
００の電子ビューファインダは、方法７００、９００、１３００、１９００、２１００、
及び２３００の電子ビューファインダと類似している。簡潔にするために、これらの詳細
は、以下では繰り返さない。
【０３２９】
　図１２Ａ～図１２Ｉは、いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための例示
的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。これらの図のユーザインタフェースは、
図１３のプロセスを含めた、以下で説明されるプロセスを例示するために使用される。
【０３３０】
　図１２Ａは、電子デバイス１２００の背面上の第１のカメラ１２０２及び任意選択的に
第２のカメラ１２０４を有する例示的な電子デバイス１２００を示す。いくつかの実施例
では、第１のカメラ１２０２及び第２のカメラ１２０４は、固定だが異なる焦点距離を有
する。いくつかの実施例では、光学システムの焦点距離、視野、及び／又は光学倍率特性
は、カメラごとに固定され、いくつかの実施形態では、異なる固定焦点距離を有するのに
加えて、カメラ（例えば、１２０２、１２０４）は、異なる固定視野及び異なる固定光学
倍率特性を有する。
【０３３１】
　いくつかの実施形態では、第１のカメラ１２０２は第１の視野を有し、第２のカメラ１
２０４は第２の視野を有し、第１の視野及び第２の視野は、重なり合う。いくつかの実施
例では、カメラ（例えば、１２０２及び１２０４）によってキャプチャされた画像間の視
差を使用してデジタルビューファインダの異なる部分によって表される物体の深度を判定
するように、第１のカメラ１２０２及び第２のカメラ１２０４は離間している。いくつか
の実施形態では、第１のカメラ１２０２及び第２のカメラ１２０４は、電子デバイス１２
００の表面上に配置され、カメラ（例えば、１２０２及び１２０４）の光軸は、平行にな
るように配置される。いくつかの実施例では、第１のカメラ１２０２及び第２のカメラ１
２０４は、重なり合う視野、例えば、少なくとも５０％重なり合う、少なくとも９０％重
なり合う、又はより多く重なり合う視野をキャプチャする。いくつかの実施例では、第１
のカメラ１２０２は、第２のカメラ１２０４より広い視野を有する。いくつかの実施例で
は、第２のカメラ１２０４は、第１のカメラ１２０２より広い視野を有する。広角カメラ
（例えば、広角レンズ付きカメラ）が、望遠カメラ（例えば、望遠レンズ付きカメラ）よ
り広い視野を有する場合、広角カメラの１倍の倍率では、物体は、望遠カメラの１倍の倍
率におけるより遠く離れて見える。望遠カメラの視野が広角カメラの視野のおよそ中心に
あるように広角カメラ及び望遠カメラが重なり合う視野を有する場合、１倍の倍率レベル
で望遠カメラでキャプチャした画像は、一部の状況では（例えば、画像の被写体が少なく
とも１メートル離れている場合）、１倍の倍率レベルで広角カメラでキャプチャした対応
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する画像の光学ズームであるように見える。
【０３３２】
　図１２Ｂは、ディスプレイ１２１２を含む電子デバイス１２００の前面を示す。図１２
Ｂに示すように、いくつかの実施形態では、電子デバイスは、ディスプレイ１２１２上に
、デジタルビューファインダ１２１４（例えば、電子デバイスの第１のカメラ１２０２又
は第２のカメラ１２０４からのライブ又はほぼライブのプレビュー画像を含む）を表示す
る。図１２Ｂでは、デジタルビューファインダ１２１４は、第１の倍率レベル（例えば、
ズームコントローラ１２３０上の位置１２２２に対応する）である。
【０３３３】
　いくつかの実施形態では、図１２Ｂに示すように、ジェスチャを検出する前に、電子デ
バイス１２００は、ディスプレイ上に、デジタルビューファインダ１２１４とともに、ズ
ームコントローラ１２３０に沿った複数の位置（例えば、１２２２、１２２４、１２２６
）が複数の倍率レベルに対応するズームコントローラ１２３０と、第１の倍率レベルに対
応するズームコントローラ１２３０に沿った複数の位置の第１の位置１２２２のズームイ
ンジケータアフォーダンス１２４０（例えば、ズームコントローラスライダ上のドラッグ
可能な円又は矩形）と、第１の位置１２２２とは異なるズームコントローラに沿った複数
の位置の第３の位置１２２６の目標ズーム点と、を同時に表示し、第３の位置１２２６は
、第３の倍率レベルに対応し、ズームコントローラ１２３０に沿った複数の位置の第２の
位置１２２４は、第２の倍率レベルに対応する。これにより、電子デバイス１２００は、
利用可能な倍率レベルの視覚インジケーションをユーザに提供する。
【０３３４】
　図１２Ｃ～図１２Ｅに示すように、電子デバイス１２００は、第１の倍率レベル（例え
ば、ズームコントローラ１２３０上の位置１２２２に対応するデバイスの第１のカメラの
１倍の倍率レベル）から、第１の倍率レベルと異なる第２の倍率レベル（例えば、第１の
カメラのデジタルズームに対応する倍率レベル、１．８倍の倍率レベル、ズームコントロ
ーラ１２３０上の位置１２２４に対応する第１のカメラに対応する倍率レベル）に、デジ
タルビューファインダ１２１４をズームする命令に対応するジェスチャ１２２０（例えば
、ドラッグジェスチャ、ピンチジェスチャ、タップジェスチャ）を検出する。電子デバイ
スは、１つ以上の条件のセットが満たされたか否かを判定し、１つ以上の条件のセットの
第１の条件は、第２の倍率レベル（例えば、ズームコントローラ１２３０上の位置１２２
４に対応する）と第３の倍率レベル（例えば、第１のカメラとは異なる焦点距離を有する
デバイスの第２のカメラの１倍の倍率レベルに対応する倍率レベル、ズームコントローラ
１２３０上の位置１２２６に対応する）との間の差（例えば、差の絶対値）が所定の閾値
未満である（例えば、０．２５倍の倍率以内）（例えば、光学倍率レベルに対応する倍率
レベル、２倍の倍率、第２のカメラに対応する倍率レベル）と満たされる。電子デバイス
は、１つ以上の条件のセットが満たされたという判定に従って、デジタルビューファイン
ダ１２１４を第１の倍率レベル１２２２から第３の倍率レベル１２２６にズームする（例
えば、追加のユーザ入力なしに自動的に）。いくつかの実施例では、所定のズーム閾値は
、ビューファインダを第１の倍率レベル（デジタル倍率である）から第２の倍率レベル（
光学倍率レベルである）にズームするのに有利なように十分小さい。いくつかの実施例で
は、第３の倍率レベルは、第２の倍率レベルとは異なる。
【０３３５】
　いくつかの実施例では、第３の倍率レベルは、第２の倍率レベルよりも高く、第２の倍
率レベルは、第１の倍率レベルより高い。
【０３３６】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の条件のセットが満たされなかったという判定に従
って、電子デバイス１２００は、第１の倍率レベル（例えば、ズームコントローラ１２３
０上の位置１２２２に対応する）から第２の倍率レベル（例えば、ズームコントローラ１
２３０上の位置に１２２４対応する）にデジタルビューファインダ１２１４をズームする
（例えば、追加のユーザ入力なしに自動的に）。
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【０３３７】
　いくつかの実施形態では、図１２Ｅに示すように、第２の倍率レベル（例えば、ズーム
コントローラ１２３０上の位置１２２４に対応する）が、第３の倍率レベル（例えば、ズ
ームコントローラ１２３０上の位置１２２６に対応する）未満である場合に、１つ以上の
条件のセットの第２の条件が満たされる。いくつかの実施例では、デバイス１２００は、
ユーザが第３の倍率レベル未満の倍率への変更を開始した場合に、デジタルビューファイ
ンダ１２１４を第３の倍率レベルに自動的にズームする。
【０３３８】
　いくつかの実施形態では、第２の倍率レベル（例えば、ズームコントローラ１２３０上
の位置１２２４に対応する）が、第３の倍率レベル（例えば、ズームコントローラ１２３
０上の位置１２２６に対応）未満である場合に、１つ以上の条件のセットの第３の条件が
満たされる。いくつかの実施例では、デバイス１２００は、ユーザが第３の倍率レベルよ
り大きい倍率への変更を開始した場合に、デジタルビューファインダ１２１４を第３の倍
率レベルに自動的にズームする。
【０３３９】
　いくつかの実施形態では、第１の倍率レベル（例えば、ズームコントローラ１２３０上
の位置１２２２に対応する）と、第２の倍率レベル（例えば、ズームコントローラ１２３
０上の位置１２２４に対応する）との間の差の絶対値が第２の所定の閾値レベルより大き
い場合に、１つ以上の条件のセットの第４の条件が満たされる。いくつかの実施例では、
デバイス１２００は、ユーザが所定の調整閾値を上回る変更を開始した場合に、第３の倍
率レベルに自動的にズームする。これにより、ユーザが軽微な又は相対的に小さい変更を
開始する場合に、電子デバイスは、ユーザが非常に特定の倍率レベルを実現しようとして
いることを認識し、デジタルビューファインダを第３の倍率レベルに自動的にズームしな
い。
【０３４０】
　いくつかの実施形態では、図１２Ｅに示すように、第２の倍率レベル（例えば、ズーム
コントローラ１２３０上の位置１２２４に対応する）は、デジタル倍率レベルに対応し、
第３の倍率レベル（例えば、ズームコントローラ１２３０上の位置１２２６に対応する）
は、光学倍率レベルに対応する。これにより、電子デバイスは、デジタルビューファイン
ダ１２１４をデジタルではなく光学的な倍率に自動的に遷移させる。いくつかの実施例で
は、これにより、この倍率を使用してキャプチャされた、より高品質のビューファインダ
及びより高品質の画像が提供される。
【０３４１】
　いくつかの実施形態では、電子デバイスは、第１のカメラ１２０２及び第２のカメラ１
２０４を含み、表示されたデジタルビューファインダ１２１４は、第１のカメラ１２０２
及び第２のカメラ１２０４の少なくとも一方から受信したデータに基づく。いくつかの実
施形態では、電子デバイス１２００は、第１のカメラ１２０２を含み、第２のカメラ１２
０４は含まない。
【０３４２】
　いくつかの実施形態では、デジタルビューファインダ１２１４は、デジタルビューファ
インダ１２１４が第２の倍率レベル（例えば、ズームコントローラ１２３０上の位置１２
２４に対応する）にズームされると、第１のカメラ１２０２（例えば、第２のカメラ１２
０４ではない）から受信したデータに基づき、デジタルビューファインダ１２１４は、デ
ジタルビューファインダ１２１４が第３の倍率レベル（例えば、ズームコントローラ１２
３０上の位置１２２６に対応する）にズームされると、第２のカメラ１２０４（例えば、
第１のカメラ１２０２ではない）から受信したデータに基づく。
【０３４３】
　いくつかの実施形態では、図１２Ｆに示すように、１つ以上の条件のセットが満たされ
たという判定に従って、電子デバイス１２００は、第１の位置１２２２から第３の倍率レ
ベルに対応する第３の位置１２２４にズームインジケータアフォーダンス１２４０の表示
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を更新する。これにより、電子デバイスは、現在及び使用可能な倍率レベルの視覚インジ
ケーションをユーザに提供する。いくつかの実施例では、１つ以上の条件のセットが満た
されたという判定に従って、電子デバイス１２００は、第３の倍率レベルに対応する第３
の位置１２２４にズームインジケータアフォーダンス１２４０の表示を更新する。
【０３４４】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の条件のセットが満たされなかったという判定に従
って、電子デバイス１２００は、第１の位置１２２２から第２の倍率レベルに対応する第
２の位置１２２４にズームインジケータアフォーダンス１２４０の表示を更新する。これ
により、電子デバイスは、現在及び使用可能な倍率レベルの視覚インジケーションをユー
ザに提供する。
【０３４５】
　いくつかの実施形態では、図１２Ｈ及び図１２Ｉに示すように、１つ以上の条件のセッ
トが満たされたという判定に従って、電子デバイス１２００は、ズームインジケータアフ
ォーダンス１２４０が第２の位置１２７２（例えば、目標ズーム点１２７０から所定距離
以内、第３の位置１２２６から所定距離以内）に表示されると、ズームインジケータアフ
ォーダンスをカプセル化するために拡大するように、目標ズーム点１２７０の表示を更新
する。いくつかの例では、ズームインジケータアフォーダンス１２４０は、ズームインジ
ケータアフォーダンス１２４０が目標ズーム点に近づくと（例えば、目標ズーム点１２７
０から所定の距離以内、第３の位置１２２６から所定の距離以内）、目標ズーム点１２７
０を（例えば、静止してかつ視覚的に変更されないまま）カプセル化するように拡大する
。
【０３４６】
　いくつかの実施形態では、図１２Ｉに示すように、電子デバイス１２００が、ジェスチ
ャ１２２０に関連付けられた入力リフトオフ信号を検出するとき、１つ以上の条件のセッ
トの第５の条件が満たされる。いくつかの実施例では、電子デバイス１２００は、タッチ
感知面上で行われるタッチのリフトオフを検出することなどにより、ジェスチャ１２２０
が終了したことを判定する。
【０３４７】
　いくつかの実施形態では、第１のカメラ１２０２は、第１の視野を有し、第２のカメラ
１２０４は、第２の視野を有する。いくつかの実施例では、第１の視野及び第２の視野は
、重なり合う。いくつかの実施例では、第１の視野及び第２の視野は、異なる。いくつか
の実施例では、デジタルビューファインダ１２１４を第１の倍率レベルから第３の倍率レ
ベルにズームすることは、第１の視野と第２の視野との間の差を視覚的に補償して、デジ
タルビューファインダ１２１４に表示される画像の偏移を低減することを含む。いくつか
の例では、電子デバイスは、電子ビューファインダ１２１４を第１のカメラ１２０２から
のデータに基づく表示から第２のカメラ１２０４からのデータに基づく表示に遷移すると
、視差効果に対抗するようにデジタルビューファインダ内の画像を偏移する。
【０３４８】
　いくつかの実施形態では、デジタルビューファインダ１２１４の倍率レベルが第３の倍
率レベルと異なる第４の倍率レベルにある間に、電子デバイス１２００は、ズームコント
ローラ１２３０のそれぞれの部分に対応する位置（例えば、１２２６）でタップ入力を検
出する。電子デバイス１２００がタップ入力を検出したことに応じて、電子デバイス１２
００において、ズームコントローラ１２３０のそのそれぞれの部分が第３の倍率レベルに
対応するという判定に従って、電子デバイスは、デジタルビューファインダ１２１４を第
３の倍率レベルにズームする。例えば、電子デバイス１２１４は、デバイスの第２のカメ
ラ１２０４の１倍の倍率レベルに対応するズームコントローラの部分上のタップジェスチ
ャに応じて、デバイスの第２のカメラ１２０４の１倍の倍率レベルに対応する倍率レベル
（例えば、第１のカメラ１２０２の２倍の光学倍率を有する第２のカメラ１２０４に基づ
いて、電子ビューファインダ１２１４の「２倍」の倍率としてユーザインタフェースに表
示する）にデジタルビューファインダ１２１４をズームする。ズームコントローラのその
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それぞれの部分が第３の倍率レベル１２２６とは異なる倍率レベルに対応するという判定
に従って、電子デバイスは、デジタルビューファインダ１２１４を第４の倍率レベルに維
持する。
【０３４９】
　いくつかの実施形態では、電子デバイス１２１４は、ズームコントローラ上のどこか他
の場所のタップジェスチャに応じて、異なる倍率レベルにズームしない。これにより、い
くつかの実施形態では、ユーザがデバイスの第２のカメラの１倍の倍率レベルを選択する
のがより容易になるように、ユーザが他の倍率レベルよりデバイスの第２のカメラの１倍
の倍率レベルに戻るのが容易である。これにより、対応するカメラによってキャプチャさ
れた１倍の倍率の画像をデジタル的にトリミングして拡大することによりデジタルズーム
動作が実行される倍率レベルよりも、画像に対してより良好な視覚品質を提供する。
【０３５０】
　いくつかの実施形態では、第１のカメラ１２０２の１倍の倍率レベルをタップ（例えば
、タップジェスチャを検出すること）して、第１のカメラ１２０２の１倍の倍率レベルに
切り替えることもできる。いくつかの実施形態では、ユーザが電子デバイス１２００を異
なるカメラの１倍の倍率レベルの間の倍率レベル（例えば、デジタルズーム動作が実行さ
れる倍率レベルに対応する異なるカメラの１倍の倍率レベルの間の中間倍率レベルは、ズ
ームコントローラの親指をそれらの中間倍率レベルのうちの１つに対応する位置にドラッ
グすることにより到達することができる）に切り替えさせることを依然抑止しながら、１
つ以上の追加のカメラに対する１倍の倍率レベルをタップして、それらのカメラの１倍の
倍率レベルに切り替えることもできる。
【０３５１】
　図１３は、いくつかの実施形態に係る、カメラ効果を操作するための方法を示すフロー
図である。方法１３００は、第１のカメラと、第２のカメラと、ディスプレイとを備えた
電子デバイス（例えば、１００、３００、５００、６００、８００、１０００、１２００
）にて実行される。方法１３００のいくつかの動作は、任意選択的に組み合わされ、いく
つかの動作の順序は、任意選択的に変更され、いくつかの動作は、任意選択的に省略され
る。
【０３５２】
　ブロック１３０２で、電子デバイス（例えば、１２００）は、ディスプレイ（例えば、
１２１２）上に、デジタルビューファインダ（例えば、１２１４）（例えば、電子デバイ
ス（例えば、１２００）の第１のカメラ（例えば、１２０２）又は第２のカメラ（例えば
、１２０４）からのライブ又はほぼライブのプレビュー画像を含む）を表示する。
【０３５３】
　ブロック１３０４で、電子デバイス（例えば、１２００）は、第１の倍率レベル（例え
ば、電子デバイス（例えば、１２００）の第１のカメラ（例えば、１２０２）の１倍の倍
率レベル）から、第１の倍率レベルと異なる第２の倍率レベル（例えば、第１のカメラ（
例えば、１２０２）のデジタルズームに対応する倍率レベル、１．８倍の倍率レベル、第
１のカメラ（例えば、１２０２）に対応する倍率レベル）に、デジタルビューファインダ
（例えば、１２１４）をズームする命令に対応するジェスチャ（例えば、１２２０）（例
えば、ドラッグジェスチャ、ピンチジェスチャ、タップジェスチャ）を検出する。
【０３５４】
　ブロック１３０６～１３０８で、電子デバイス（例えば、１２００）は、１つ以上の条
件のセットが満たされたか否かを判定する。１つ以上の条件のセットの第１の条件は、第
２の倍率レベルと第３の倍率レベル（例えば、第１のカメラ（例えば、１２０２）とは異
なる焦点距離を有するデバイスの第２のカメラ（例えば、１２０４）の１倍の倍率レベル
に対応する倍率レベル）との間の差（例えば、差の絶対値）が所定の閾値未満である（例
えば、０．２５倍の倍率以内）（例えば、光学倍率レベルに対応する倍率レベル、２倍の
倍率、第２のカメラ（例えば、１２０４）に対応する倍率レベル）と満たされる。これに
より、ユーザが第３の倍率レベルに近い倍率レベル（例えば、光学倍率レベル）にズーム
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しようとすると満たされる条件を含むことにより、電子デバイスは、ユーザが要求する倍
率レベルに大きく変化することを回避し、したがって所望の効果を実現するためにユーザ
が複数回倍率を再調整する必要性を回避する。いくつかの実施例では、第３の倍率レベル
は、第２の倍率レベルとは異なる。
【０３５５】
　ブロック１３１０で、１つ以上の条件のセットが満たされたという判定に従って、電子
デバイス（例えば、１２００）は、デジタルビューファインダ（例えば、１２１４）を第
１の倍率レベルから第３の倍率レベルにズームする（例えば、追加のユーザ入力なしに自
動的に）。いくつかの実施例では、所定のズーム閾値は、ビューファインダ（例えば、１
２１４）を第１の倍率レベル（例えば、デジタル倍率）から第２の倍率レベル（例えば、
光学倍率レベル）にズームするのに有利なように十分小さい。これにより、デジタルビュ
ーファインダを第３の倍率レベル（例えば、光学倍率レベル）にズームすることにより、
電子デバイスは、ユーザ入力が不正確であっても、デジタルビューファインダを予め選択
された倍率レベルに正確にズームする。
【０３５６】
　ブロック１３１２で、いくつかの実施形態によれば、１つ以上の条件のセットが満たさ
れなかったという判定に従って、電子デバイス（例えば、１２００）は、デジタルビュー
ファインダ（例えば、１２１４）を第１の倍率レベルから第２の倍率レベルにズームする
（例えば、追加のユーザ入力なしに自動的に）。
【０３５７】
　いくつかの実施形態によれば、第２の倍率レベルが第３の倍率レベル未満であると、１
つ以上の条件のセットの第２の条件が満たされる。いくつかの実施例では、デバイスは、
ユーザが第３の倍率レベル未満の倍率への変更を開始した場合に、第３の倍率レベルに自
動的に移動する。これにより、ユーザが要求した倍率レベルが予め選択された倍率レベル
（例えば、第３の倍率レベル）未満である場合にのみ満たされる条件を含むことにより、
いくつかの状況では、電子デバイスは、デジタルビューファインダのユーザの要求したズ
ームを自動的に無効にし、他の状況では、ユーザが制御を維持して、それによって、その
機能を選択的に有効及び無効にするためにユーザが入力を提供する必要性を取り除く。
【０３５８】
　いくつかの実施形態によれば、第２の倍率レベルが第３の倍率レベルより大きいと、１
つ以上の条件のセットの第３の条件が満たされる。いくつかの実施例では、デバイスは、
ユーザが第３の倍率レベルより大きい倍率への変更を開始した場合に、第３の倍率レベル
に自動的に移動する。これにより、ユーザが要求した倍率レベルが予め選択された倍率レ
ベル（例えば、第３の倍率レベル）より大きい場合にのみ満たされる条件を含むことによ
り、いくつかの状況では、電子デバイスは、デジタルビューファインダのユーザの要求し
たズームを自動的に無効にし、他の状況では、ユーザが制御を維持して、それによって、
その機能を選択的に有効及び無効にするためにユーザが入力を提供する必要性を取り除く
。
【０３５９】
　いくつかの実施形態によれば、第１の倍率レベルと第２の倍率レベルとの間の差の絶対
値が第２の所定の閾値レベルより大きいと、１つ以上の条件のセットの第４の条件が満た
される。いくつかの実施例では、デバイスは、ユーザが所定の調整閾値を上回る変更を開
始した場合に、第３の倍率レベルに自動的に移動する。これにより、ユーザが軽微な又は
相対的に小さい変更を開始する場合に、電子デバイス（例えば、１２００）は、ユーザが
非常に特定の倍率レベルを実現しようとしていることを認識し、デジタルビューファイン
ダ（例えば、１２１４）を第３の倍率レベルに自動的にズームせず、それによって、不正
確なユーザ入力を使用して正確なズームを実現する能力を維持しながら、精密なユーザ入
力を使用して精密なズームを実現する能力をユーザに提供する。
【０３６０】
　いくつかの実施形態によれば、第２の倍率レベルは、デジタル倍率レベルに対応し、第
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３の倍率レベルは、光学倍率レベルに対応する。これにより、電子デバイス（例えば、１
２００）は、デジタルビューファインダ（例えば、１２１４）をデジタルではなく光学的
である倍率に自動的に遷移させることにより、ビューファインダ（したがって、ビューフ
ァインダを表示している間に撮られた写真）がデジタルズームに依拠しない倍率レベルを
使用し、それによってより高品質な画像を提供するように、ユーザの要求した倍率レベル
（例えば、第２の倍率レベル）を無効にする。いくつかの実施例では、これにより、この
倍率を使用してキャプチャされた、より高品質のビューファインダ（例えば、１２１４）
及びより高品質の画像が提供される。
【０３６１】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイス（例えば、１２００）は、第１のカメラ（
例えば、１２０２）及び第２のカメラ（例えば、１２０４）を含み、表示されたデジタル
ビューファインダ（例えば、１２１４）は、第１のカメラ（例えば、１２０２）及び第２
のカメラ（例えば、１２０４）の少なくとも一方から受信したデータに基づく。
【０３６２】
　いくつかの実施形態によれば、デジタルビューファインダ（例えば、１２１４）が第２
の倍率レベルにズームされたときに、デジタルビューファインダ（例えば、１２１４）は
、第１のカメラ（例えば、１２０２）（例えば、第２のカメラ（例えば、１２０４）では
ない）から受信したデータに基づき、デジタルビューファインダ（例えば、１２１４）が
第３の倍率レベルにズームされたときに、デジタルビューファインダ（例えば、１２１４
）は、第２のカメラ（例えば、１２０４）（例えば、第１のカメラ（例えば、１２０２）
ではない）から受信したデータに基づく。
【０３６３】
　いくつかの実施形態によれば、ジェスチャ（例えば、１２２０）を検出する前に、電子
デバイス（例えば、１２００）は、ディスプレイ（例えば、１２１２）上に、デジタルビ
ューファインダ（例えば、１２１４）とともに、ズームコントローラ（例えば、１２３０
）に沿った複数の位置が複数の倍率レベルに対応するズームコントローラ（例えば、１２
３０）と、第１の倍率レベルに対応するズームコントローラ（例えば、１２３０）に沿っ
た複数の位置の第１の位置のズームインジケータアフォーダンス（例えば、１２４０）（
例えば、ズームコントローラ（例えば、１２３０）のスライダ上のドラッグ可能な円又は
矩形）と、第１の位置とは異なるズームコントローラ（例えば、１２３０）に沿った複数
の位置の第３の位置の目標ズーム点（例えば、１２７０）と、を同時に表示し、第３の位
置は、第３の倍率レベルに対応し、ズームコントローラ（例えば、１２３０）に沿った複
数の位置の第２の位置は、第２の倍率レベルに対応する。これにより、電子デバイス（例
えば、１２００）は、現在及び使用可能な倍率レベルの視覚インジケーションをユーザに
提供する。
【０３６４】
　いくつかの実施形態によれば、１つ以上の条件のセットが満たされたという判定に従っ
て、電子デバイス（例えば、１２００）は、第１の位置から第３の倍率レベルに対応する
第３の位置にズームインジケータアフォーダンス（例えば、１２４０）の表示を更新する
。これにより、電子デバイス（例えば、１２００）は、現在及び使用可能な倍率レベルの
視覚インジケーションをユーザに提供する。
【０３６５】
　いくつかの実施形態によれば、１つ以上の条件のセットが満たされなかったという判定
に従って、電子デバイス（例えば、１２００）は、第１の位置から第２の倍率レベルに対
応する第２の位置にズームインジケータアフォーダンス（例えば、１２４０）の表示を更
新する。これにより、電子デバイス（例えば、１２００）は、現在及び使用可能な倍率レ
ベルの視覚インジケーションをユーザに提供する。
【０３６６】
　いくつかの実施形態によれば、１つ以上の条件のセットが満たされたという判定に従っ
て、電子デバイス（例えば、１２００）は、ズームインジケータアフォーダンス（例えば
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、１２４０）が第２の位置に表示されると、目標ズーム点（例えば、１２７０）の表示を
更新して、ズームインジケータアフォーダンス（例えば、１２４０）をカプセル化するた
めに拡大する。いくつかの実施例では、ズームインジケータアフォーダンス（例えば、１
２４０）が目標ズーム点（例えば、１２７０）に近づくと、ズームインジケータアフォー
ダンス（例えば、１２４０）は、目標ズーム点（例えば、１２７０）をカプセル化するよ
うに拡大する。これにより、ズームインジケータアフォーダンスをカプセル化するように
目標ズーム点を拡大することにより、電子デバイスは、要求された倍率レベルが第３の倍
率レベルに自動的に変更されることをユーザに通知し、それによってユーザに必要な対応
を促す。いくつかの実施形態では、１つ以上の条件のセットが満たされたという判定に従
って、電子デバイス（例えば、１２００）は、ズームインジケータアフォーダンス（例え
ば、１２４０）が第２の位置に表示されると、ズームインジケータアフォーダンス（例え
ば、１２４０）の表示を更新して、目標ズーム点（例えば、１２７０）をカプセル化する
。これにより、目標ズーム点をカプセル化するようにズームインジケータアフォーダンス
を拡大することにより、電子デバイスは、要求された倍率レベルが第３の倍率レベルに自
動的に変更されることをユーザに通知し、それによってユーザに必要な対応を促す。
【０３６７】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイス（例えば、１２００）がジェスチャ（例え
ば、１２２０）に関連付けられた入力リフトオフ信号を検出すると、１つ以上の条件のセ
ットの第５の条件が満たされる。いくつかの実施例では、電子デバイス（例えば、１２０
０）は、タッチ感知面上で行われるタッチのリフトオフを検出することなどにより、ジェ
スチャ（例えば、１２２０）が終了したことを判定する。
【０３６８】
　いくつかの実施形態によれば、第１のカメラ（例えば、１２０２）は第１の視野を有し
、第２のカメラ（例えば、１２０４）は第２の視野を有し、第１の視野及び第２の視野は
、重なり合い、第１の視野及び第２の視野は、異なり、デジタルビューファインダ（例え
ば１２１４）を第１の倍率レベルから第３の倍率レベルにズームすることは、電子デバイ
ス（例えば、１２００）が第１の視野と第２の視野との間の差を視覚的に補償して、デジ
タルビューファインダ（例えば１２１４）に表示される画像の偏移を低減することを含む
。いくつかの例では、電子デバイス（例えば、１２００）は、ビューファインダ（例えば
、１２１４）を第１のカメラ（例えば、１２０２）からのデータに基づく表示から第２の
カメラ（例えば、１２０４）からのデータに基づく表示に遷移すると、視差効果に対抗す
るようにデジタルビューファインダ（例えば、１２１４）内の画像を偏移する。
【０３６９】
　いくつかの実施形態によれば、デジタルビューファインダ（例えば、１２１４）の倍率
レベルが第３の倍率レベルと異なる第４の倍率レベルである間に、電子デバイス（例えば
、１２００）は、ズームコントローラ（例えば、１２３０）のそれぞれの部分に対応する
位置でタップ入力を検出する。電子デバイス（例えば、１２００）がタップ入力を検出し
たことに応じて、ズームコントローラ（例えば、１２３０）のそのそれぞれの部分が第３
の倍率レベルに対応するという判定に従って、電子デバイス（例えば、１２００）は、デ
ジタルビューファインダ（例えば、１２１４）を第３の倍率レベルにズーム（例えば、デ
バイスの第２のカメラ（例えば、１２０４）の１倍の倍率レベルに対応するズームコント
ローラ（例えば、１２３０）の部分上のタップジェスチャ（例えば、１２２０）に応じて
、デバイスの第２のカメラ（例えば、１２０４）の１倍の倍率レベルに対応する倍率レベ
ルにズーム）し、ズームコントローラ（例えば、１２３０）のそのそれぞれの部分が第３
の倍率レベルとは異なる倍率レベルに対応するという判定に従って、電子デバイス（例え
ば、１２００）は、デジタルビューファインダ（例えば、１２１４）を第４の倍率レベル
に維持する（例えば、ズームコントローラ（例えば、１２３０）上のどこか他の場所のタ
ップジェスチャに応じて、異なる倍率レベルにズームしない）。
【０３７０】
　いくつかの実施例では、対応するカメラによってキャプチャされた１倍の倍率の画像を
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デジタル的にトリミングして拡大することによりデジタルズーム動作が実行される倍率レ
ベルより画像に対して良好な視覚的品質を提供するデバイスの第２のカメラ（例えば、１
２０４、それが第１のカメラの１倍のズームのおよそ２倍であるため図１２Ｆで２Ｘとし
て示される）の１倍の倍率レベルをユーザが選択することがより容易になるように、デバ
イスの他の倍率レベルより、デバイスの第２のカメラ（例えば、１２０４）の１倍の倍率
レベルに戻ることが容易である。
【０３７１】
　いくつかの実施例では、第１のカメラ（例えば、１２０２）の１倍の倍率レベルをタッ
プして、第１のカメラ（例えば、１２０２）の１倍の倍率レベルに切り替えることもでき
る。いくつかの実施例では、ユーザが異なるカメラ（例えば、１２０２、１２０４）の１
倍の倍率レベルの間の倍率レベル（例えば、デジタルズーム動作が実行される倍率レベル
に対応する異なるカメラ（例えば、１２０２、１２０４）の１倍の倍率レベルの間の中間
倍率レベルは、ズームコントローラ（例えば、１２３０）の親指をそれらの中間倍率レベ
ルのうちの１つに対応する位置にドラッグすることにより到達することができる）に切り
替えることを依然防止しながら、１つ以上の追加のカメラに対する１倍の倍率レベルをタ
ップして、それらのカメラ（例えば、１２０２、１２０４）の１倍の倍率レベルに切り替
えることもできる。
【０３７２】
　なお、方法１３００に関して上述したプロセス（例えば、図１３）の詳細はまた、以下
で説明する方法にも、類似の方式で適用可能であることに留意されたい。例えば、方法７
００、９００、１１００、１９００、２１００、及び２３００は、方法１３００を参照し
て上述した、様々な方法の特性のうちの１つ以上を任意選択的に含む。例えば、方法１３
００の電子ビューファインダは、方法７００、９００、１１００、１９００、２１００、
及び２３００の電子ビューファインダと類似している。簡潔にするために、これらの詳細
は、以下では繰り返さない。
【０３７３】
　いくつかの実施形態によれば、図１４は、説明される様々な実施形態の原理に従って構
成された電子デバイス１４００の、例示的な機能ブロック図を示す。いくつかの実施形態
によれば、電子デバイス１４００の機能ブロックは、上述の技術を実行するように構成さ
れている。デバイス１４００の機能ブロックは、説明される様々な実施例の原理を実行す
るために、ハードウェア、ソフトウェア、又はハードウェアとソフトウェアとの組合せに
よって、任意選択的に実装される。図１４で説明する機能ブロックが、説明される様々な
実施例の原理を実施するために、任意選択的に、組み合わされ、又はサブブロックに分離
されることが当業者に理解されよう。したがって、本明細書における説明は、本明細書で
説明されている機能ブロックの任意の可能な組合せ若しくは分離、又は更なる定義を任意
選択的にサポートする。
【０３７４】
　図１４に示すように、電子デバイス１４００は、グラフィックユーザインタフェースを
表示するように構成されたディスプレイユニット１４０２と、第１のカメラユニット１４
０４と、第２のカメラユニット１４０６と、ディスプレイユニット１４０２、第１のカメ
ラユニット１４０４及び第２のカメラユニット１４０６に接続された処理ユニット１４０
８とを含む。いくつかの実施形態では、処理ユニット１４０８は、適用ユニット１４１０
、変更ユニット１４１２、キャプチャユニット１４１４、検出ユニット１４１６、生成ユ
ニット１４１８、及び表示有効化ユニット１４２０を含んでいる。
【０３７５】
　処理ユニット１４０８は、ディスプレイユニット１４０２上に、第１のカメラユニット
１４０４から受信したデータに基づいてプレビューを含むデジタルビューファインダの表
示を有効にし（例えば、表示有効化ユニット１４２０を用いて）、デジタルビューファイ
ンダの表示を有効にしている間に（例えば、表示有効化ユニット１４２０を用いて）、デ
バイスから所定の距離以内に被写体が検出されたときに１つ以上の条件のセットの第１の
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条件が満たされる、１つ以上の条件のセットが満たされるという判定に従って、デジタル
ビューファインダ内に表示されたプレビューに、第１のカメラユニット１４０４及び第２
のカメラユニット１４０６から受信したデータに基づく疑似的光学効果を適用し（例えば
、適用ユニット１４１０を用いて）、１つ以上の条件のセットが満たされないという判定
に従って、疑似的光学効果を適用することなく、デジタルビューファインダ内にプレビュ
ーの表示を有効にする（例えば、表示有効化ユニット１４２０を用いて）、ように構成さ
れている。
【０３７６】
　いくつかの実施形態では、デジタルビューファインダ内のプレビューに疑似的光学効果
を適用する前に、デジタルビューファインダ内のプレビューは、第２のカメラユニット１
４０６に基づかない。いくつかの実施形態では、疑似的光学効果は、疑似的ぼけである。
いくつかの実施形態では、デジタルビューファインダ内のプレビューの異なる部分に異な
るように疑似的光学効果が適用される。
【０３７７】
　いくつかの実施形態では、プレビューの第１の部分は、第１の物体を描写し、第１の物
体は、電子デバイスから第１の距離にあり、プレビューの第２の部分は、第２の物体を描
写し、第２の物体は、電子デバイスから第２の距離にあり、プレビューに疑似的光学効果
を適用することは、第１の大きさで第１の部分に疑似的光効果を適用することと、第１の
大きさとは異なる第２の大きさで第２の部分に疑似的光学効果を適用することとを含む。
【０３７８】
　いくつかの実施形態では、第１のカメラユニット１４０４は第１の視野を有し、第２の
カメラユニット１４０６は第２の視野を有し、第１の視野及び第２の視野は、重なり合う
。
【０３７９】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１４０８は、第１のカメラユニット１４０４及
び第２のカメラユニット１４０６から受信したデータに基づいて深度マップを生成する（
例えば、生成ユニット１４１８を用いて）ように更に構成されており、疑似的光学効果は
、深度マップに基づく。
【０３８０】
　いくつかの実施形態では、電子デバイスは、被写体までの距離を自動的に判定する。い
くつかの実施形態では、第１のカメラユニット１４０４の焦点距離が最小距離閾値を上回
ると、１つ以上の条件のセットの第２の条件が満たされる。
【０３８１】
　いくつかの実施形態では、第１のカメラユニット１４０４の焦点距離が最大距離閾値を
上回らないと、１つ以上の条件のセットの第３の条件が満たされる。いくつかの実施形態
では、デバイスから所定の最小距離を越えて被写体が検出されると、１つ以上の条件のセ
ットの第４の条件が満たされる。いくつかの実施形態では、検出された光量が最小光閾値
を上回ると、１つ以上の条件のセットの第５の条件が満たされる。
【０３８２】
　いくつかの実施形態では、検出された光量が最大光閾値を上回らないと、１つ以上の条
件のセットの第６の条件が満たされる。
【０３８３】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の条件のセットが満たされるか否かの判定は、第１
のカメラユニット１４０４からのデータに基づく。
【０３８４】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の条件のセットが満たされるか否かの判定は、第２
のカメラユニット１４０６からのデータに基づく。
【０３８５】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１４０８は、１つ以上の条件のセットが満たさ
れないという判定に従って、ディスプレイユニット１４０２上に、満たされていない条件
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のグラフィックインジケーションの表示を有効にする（例えば、表示有効化ユニット１４
２０を用いて）ように更に構成されている。
【０３８６】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１４０８は、被写体を検出したことに応じて、
ディスプレイユニット１４０２上のデジタルビューファインダ上に、被写体を識別する１
つ以上の視覚マーカの表示を有効にする（例えば、表示有効化ユニット１４２０を用いて
）ように更に構成されており、１つ以上の視覚マーカの第１の視覚特性は、１つ以上の条
件のセットが満たされるか否かに基づく。
【０３８７】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１４０８は、１つ以上の条件のセットが満たさ
れるという判定に従って、１つ以上の視覚マーカの第１の視覚特性を変更する（例えば、
変更ユニット１４１２を用いて）ように更に構成されている。
【０３８８】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１４０８は、被写体を検出したことに従って、
ディスプレイユニット１４０２上のデジタルビューファインダ内に、被写体を識別する１
つ以上の視覚マーカの表示を有効にする（例えば、表示有効化ユニット１４２０を用いて
）ように更に構成されており、１つ以上の視覚マーカの第２の視覚特性は、被写体の特性
に基づく。
【０３８９】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１４０８は、被写体を検出するのに失敗したこ
とに従って、ディスプレイユニット１４０２上のデジタルビューファインダ内に、デジタ
ルビューファインダ内に中心がある１つ以上の視覚マーカの表示を有効にする（例えば、
表示有効化ユニット１４２０を用いて）ように更に構成されている。
【０３９０】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１４０８は、複数の被写体を検出したことに従
って、ディスプレイユニット１４０２上のデジタルビューファインダ内に、複数の被写体
に対応する１つ以上の視覚マーカのうちの複数の表示を有効にする（例えば、表示有効化
ユニット１４２０を用いて）ように更に構成されている。
【０３９１】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１４０８は、デジタルビューファインダに表示
されたプレビューに疑似的光学効果を適用したことに従って、ディスプレイユニット１４
０２上に、疑似的光学効果がデジタルビューファインダに表示されたプレビューに適用さ
れているというグラフィックインジケーションの表示を有効にし（例えば、表示有効化ユ
ニット１４２０を用いて）、疑似的光学効果を適用することなくデジタルビューファイン
ダ内にプレビューを表示したことに従って、ディスプレイユニット１４０２上に、疑似的
光学効果がデジタルビューファインダに表示されたプレビューに適用されているというグ
ラフィックインジケーションの表示を有効にすることを見合わせる（例えば、表示有効化
ユニット１４２０を用いて）ように更に構成されている。
【０３９２】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１４０８は、画像をキャプチャすることを要求
するユーザ入力を検出し（例えば、検出ユニット１４１６を用いて）、画像をキャプチャ
することを要求するユーザ入力を検出したことに応じて、１つ以上の条件のセットが満た
されないという判定に従って、疑似的光学効果を適用することなく画像をキャプチャし（
例えば、キャプチャユニット１４１４を用いて）、１つ以上の条件のセットが満たされる
という判定に従って、疑似的光学効果を有する画像をキャプチャする（例えば、キャプチ
ャユニット１４１４を用いて）、ように更に構成されている。
【０３９３】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１４０８は、疑似的光学効果を適用することな
くデジタルビューファインダにプレビューが表示されている間に、カメラユニット１４０
４～１４０６の前のシーンの変化を検出し（例えば、検出ユニット１４１６を用いて）、
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シーンの変化を検出したことに応じて、シーンの変化が１つ以上の条件のセットを満たさ
せたという判定に従って、デジタルビューファインダに表示されたプレビューに疑似的光
学効果を適用し（例えば、適用ユニット１４１０を用いて）、シーンの変化が１つ以上の
条件のセットを満たさせなかったという判定に従って、疑似的光学効果を適用することな
くデジタルビューファインダ内のプレビューの表示を維持する（例えば、表示有効化ユニ
ット１４２０を用いて）ように更に構成されている。
【０３９４】
　図７Ａ～図７Ｂを参照して上述した動作は、図１Ａ～図１Ｂ又は図１４に示す構成要素
によって、任意選択的に実施される。例えば、表示する動作７０２及び表示する動作７２
２、並びに分割する動作７０６は、イベントソート部１７０、イベント認識部１８０及び
イベント処理部１９０によって、任意選択的に実施される。イベントソート部１７０のイ
ベントモニタ１７１は、タッチ感知ディスプレイ１１２上の接触を検出し、イベントディ
スパッチャモジュール１７４は、イベント情報をアプリケーション１３６－１に配信する
。アプリケーション１３６－１のそれぞれのイベント認識部１８０は、そのイベント情報
を、それぞれのイベント定義１８６と比較して、タッチ感知面上の第１の場所での第１の
接触が、ユーザインタフェース上のアフォーダンスのアクティブ化などの、所定のイベン
ト又はサブイベントに対応するか否かを判定する。対応する既定のイベント又はサブイベ
ントが検出されると、イベント認識部１８０は、イベント又はサブイベントの検出に関連
付けられたイベント処理部１９０をアクティブ化する。イベント処理部１９０は、任意選
択的に、アプリケーション内部状態１９２を更新するために、データ更新部１７６若しく
はオブジェクト更新部１７７を利用又は呼び出す。いくつかの実施形態では、イベント処
理部１９０は、アプリケーションにより表示されるものを更新するために、対応するＧＵ
Ｉ更新部１７８にアクセスする。同様に、当業者にとって、他のプロセスが図１Ａ～図１
Ｂに示された構成要素に基づいてどのように実施することができるかは明らかであろう。
【０３９５】
　いくつかの実施形態によれば、図１５は、説明される様々な実施形態の原理に従って構
成された電子デバイス１５００の、例示的な機能ブロック図を示す。いくつかの実施形態
によれば、電子デバイス１５００の機能ブロックは、上述の技術を実行するように構成さ
れている。デバイス１５００の機能ブロックは、説明される様々な実施例の原理を実行す
るために、ハードウェア、ソフトウェア、又はハードウェアとソフトウェアとの組合せに
よって、任意選択的に実施される。図１５で説明する機能ブロックが、説明される様々な
実施例の原理を実施するために、任意選択的に、組み合わされ、又はサブブロックに分離
されることが当業者に理解されよう。したがって、本明細書における説明は、本明細書で
説明されている機能ブロックの任意の可能な組合せ若しくは分離、又は更なる定義を任意
選択的にサポートする。
【０３９６】
　図１５に示すように、電子デバイス１５００は、グラフィックユーザインタフェースを
表示するように構成されたディスプレイユニット１５０２と、第１のカメラユニット１５
０４と、第２のカメラユニット１５０６と、ディスプレイユニット１５０２、第１のカメ
ラユニット１５０４及び第２のカメラユニット１５０６に接続された処理ユニット１５０
８とを含む。いくつかの実施形態では、処理ユニット１５０８は、検出ユニット１５１０
、ズームユニット１５１２、及び表示有効化ユニット１５１４を含む。
【０３９７】
　処理ユニット１５０８は、ディスプレイユニット１５０２上に、第１の倍率でデジタル
ビューファインダを表示することを含む、第１のカメラユニット１５０４から受信したデ
ータに基づいて写真をキャプチャするためのユーザインタフェースと、第１及び第２のカ
メラユニット１５０４～１５０６のうちの１つ以上を用いてデバイスによってキャプチャ
した写真の倍率を変更するためのアフォーダンスとの表示を同時に有効にし（例えば、表
示有効化ユニット１５１４を用いて）、このアフォーダンスのアクティブ化を検出し（例
えば、検出ユニット１５１０を用いて）、アフォーダンスのアクティブ化を検出したこと
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に応じて、ディスプレイユニット１５０２上に、第１のカメラユニット１５０４から受信
したデータに基づいて写真をキャプチャするためのユーザインタフェースの表示を有効に
することを停止し（例えば、表示有効化ユニット１５１４を用いて）、ディスプレイユニ
ット１５０２上に、第１の倍率より大きい第２の倍率でデジタルビューファインダを表示
することを含む、第２のカメラユニット１５０６から受信したデータに基づいて写真をキ
ャプチャするためのユーザインタフェースの表示を有効にする（例えば、表示有効化ユニ
ット１５１４を用いて）、ように構成されている。
【０３９８】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１５０８は、デジタルビューファインダ内のユ
ーザ入力を検出し（例えば、検出ユニット１５１０を用いて）、ユーザ入力を検出したこ
とに応じて、ディスプレイユニット１５０２上に、ズームコントローラの表示を有効にし
（例えば、表示有効化ユニット１５１４を用いて）、ユーザ入力に従ってデジタルビュー
ファインダのズームを実行する、ように更に構成されている。
【０３９９】
　いくつかの実施形態では、ユーザ入力は、デジタルビューファインダ内のピンチジェス
チャに対応する。いくつかの実施形態では、ユーザ入力は、デジタルビューファインダ内
のドラッグジェスチャに対応する。いくつかの実施形態では、ユーザ入力は、デジタルビ
ューファインダ内のスワイプジェスチャに対応する。いくつかの実施形態では、ズームコ
ントローラは、ズームインジケータアフォーダンスを含む。
【０４００】
　いくつかの実施形態では、ズームコントローラは、複数の倍率レベルに対応する複数の
位置を含み、複数の位置の第１の位置は、第１の光学倍率レベルに対応し、複数の位置の
第２の位置は、第１の光学倍率レベルとは異なる第２の光学倍率レベルに対応する。
【０４０１】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１５０８は、ズームコントローラに対応する、
方向及び長さを有するジェスチャを検出し（例えば、検出ユニット１５１０を用いて）、
ズームコントローラに対応するジェスチャを検出したことに応じて、第１の方向である方
向に従って、ジェスチャの大きさに基づく速さでデジタルビューファインダのズームアウ
トを実行し（例えば、ズームユニット１５１２を用いて）、ズームコントローラに対応す
るジェスチャを検出したことに応じて、第１の方向とは異なる第２の方向である方向に従
って、ジェスチャの大きさに基づく速さでデジタルビューファインダのズームインを実行
する（例えば、ズームユニット１５１２を用いて）、ように更に構成されている。
【０４０２】
　いくつかの実施形態では、電子デバイスが重なり合う視野を有するカメラユニット１５
０４～１５０６を含むという判定に従って、倍率を変更するためのアフォーダンスが表示
される。
【０４０３】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１５０８は、倍率を変更するためのアフォーダ
ンスの第２のアクティブ化を検出し（例えば、検出ユニット１５１４を用いて）、倍率を
変更するためのアフォーダンスの第２のアクティブ化を検出したことに応じて、ディスプ
レイユニット１５０２上に、第２のカメラユニット１５０６から受信したデータに基づい
て写真をキャプチャするためのユーザインタフェースの表示を有効にすることを停止し（
例えば、表示有効化ユニット１５１４を用いて）、ディスプレイユニット１５０２上に、
第１の倍率でデジタルビューファインダを表示することを含む、第１のカメラユニット１
５０４から受信したデータに基づいて写真をキャプチャするためのユーザインタフェース
の表示を有効にする（例えば、表示有効化ユニット１５１４を用いて）、ように更に構成
されている。
【０４０４】
　いくつかの実施形態では、表示されたズームコントローラは、デジタルビューファイン
ダ内のユーザ入力に関連付けられた入力リフトオフ信号を検出したことに応じてフェード
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アウトし、倍率を変更するための表示されたアフォーダンスは、デジタルビューファイン
ダ内のユーザ入力に関連付けられた入力リフトオフ信号を検出したことに応じてフェード
アウトしない。
【０４０５】
　いくつかの実施形態では、ディスプレイ１５０２上にズームコントローラを表示するこ
とは、倍率を変更するためのアフォーダンスの表示をズームコントローラの表示に置き換
えることを含む。
【０４０６】
　図９を参照して上述した動作は、図１Ａ～図１Ｂ、又は図１５に示す構成要素によって
、任意選択的に実施される。例えば、表示する動作９０２及び検出する動作９０８は、任
意選択的に、イベントソート部１７０、イベント認識部１８０、及びイベント処理部１９
０によって実施される。イベントソート部１７０のイベントモニタ１７１は、タッチ感知
ディスプレイ１１２上の接触を検出し、イベントディスパッチャモジュール１７４は、イ
ベント情報をアプリケーション１３６－１に配信する。アプリケーション１３６－１のそ
れぞれのイベント認識部１８０は、そのイベント情報を、それぞれのイベント定義１８６
と比較して、タッチ感知面上の第１の場所での第１の接触が、ユーザインタフェース上の
アフォーダンスのアクティブ化などの、既定のイベント又はサブイベントに対応するか否
かを判定する。対応する既定のイベント又はサブイベントが検出されると、イベント認識
部１８０は、イベント又はサブイベントの検出に関連付けられたイベント処理部１９０を
アクティブ化する。イベント処理部１９０は、任意選択的に、アプリケーション内部状態
１９２を更新するために、データ更新部１７６若しくはオブジェクト更新部１７７を利用
又は呼び出す。いくつかの実施形態では、イベント処理部１９０は、アプリケーションに
より表示されるものを更新するために、対応するＧＵＩ更新部１７８にアクセスする。同
様に、当業者にとって、他のプロセスが図１Ａ～図１Ｂに示された構成要素に基づいてど
のように実装することができるかは明らかであろう。
【０４０７】
　いくつかの実施形態によれば、図１６は、説明される様々な実施形態の原理に従って構
成された電子デバイス１６００の、例示的な機能ブロック図を示す。いくつかの実施形態
によれば、電子デバイス１６００の機能ブロックは、上述の技術を実行するように構成さ
れている。デバイス１６００の機能ブロックは、説明される様々な実施例の原理を実行す
るために、ハードウェア、ソフトウェア、又はハードウェアとソフトウェアとの組合せに
よって、任意選択的に実装される。図１６で説明する機能ブロックが、説明される様々な
実施例の原理を実施するために、任意選択的に、組み合わされ、又はサブブロックに分離
されることが当業者に理解されよう。したがって、本明細書における説明は、本明細書で
説明されている機能ブロックの任意の可能な組合せ若しくは分離、又は更なる定義を任意
選択的にサポートする。
【０４０８】
　図１６で示されるように、電子デバイス１６００は、グラフィックユーザインタフェー
スを表示するように構成されたディスプレイユニット１６０２、１つ以上のカメラユニッ
ト１６０４、並びにディスプレイユニット１６０２及び１つ以上のカメラユニット１６０
４に接続された処理ユニット１６０６を含む。いくつかの実施形態では、処理ユニット１
６０６は、ズームユニット１６０８、検出ユニット１６１０、及び表示有効化ユニット１
６１２を含む。
【０４０９】
　処理ユニット１６０６は、ディスプレイユニット１６０２上に、１つ以上のカメラユニ
ット１６０４から受信したデータに基づいてデジタルビューファインダの表示を有効にし
（例えば、表示有効化ユニット１６１２を用いて）、デジタルビューファインダの表示を
有効にしている間に、ジェスチャ速度で進行する、デジタルビューファインダを第１の倍
率レベルから第３の倍率レベルにズームする命令に対応するジェスチャを検出し、ジェス
チャを検出したことに応じて、ジェスチャの第１の部分の間に、ジェスチャが進行してい
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るジェスチャ速度より遅い第１の速度でデジタルビューファインダをズームする（例えば
、ズームユニット１６０８を用いて）こと、及び、ジェスチャの第１の部分の後に行われ
るジェスチャの第２の部分の間に、ジェスチャが進行しているジェスチャ速度より速い第
２の速度でデジタルビューファインダをズームする（例えば、ズームユニット１６０８を
用いて）ことを含めて、第１の倍率レベルから第２の倍率レベルに及び第２の倍率レベル
から第３の倍率レベルにデジタルビューファインダをズームする（例えば、ズームユニッ
ト１６０８を用いて）、ように構成されている。
【０４１０】
　いくつかの実施形態では、ジェスチャの第１の部分の間に、ジェスチャは、第１の状態
から第２の状態に進行し、第１の状態は、第１の倍率レベルに対応し、第２の状態は、第
１の倍率レベルよりも大きい第２の倍率レベルに対応し、第１の倍率レベルから第１の倍
率レベルより大きくかつ第２の倍率レベルより小さい中間倍率レベルにデジタルビューフ
ァインダをズームし、ジェスチャの第２の部分の間に、ジェスチャは、第２の状態から第
３の状態に進行し、第３の状態は、第２の倍率レベル及び中間倍率レベルよりも大きい第
３の倍率レベルに対応し、第２の倍率レベルよりも小さい中間倍率レベルからを第３の倍
率レベルにデジタルビューファインダをズームする。
【０４１１】
　いくつかの実施形態では、ジェスチャの第１の部分は、タッチ感知面上の１つ以上の接
触の移動を含み、ジェスチャの第１の部分が進行している速度は、１つ以上の接触の移動
速度に基づく。ジェスチャの第２の部分は、タッチ感知面上の１つ以上の接触の継続した
移動を含み、ジェスチャの第２の部分が進行している速度は、１つ以上の接触の移動速度
に基づく。ジェスチャの第２の部分の間に、１つ以上の接触がタッチ感知面上で検出され
続ける間に、１つ以上の接触の移動が停止し、方法は、１つ以上の接触の移動が停止した
後にデジタルビューファインダをズームし続けることを含む。
【０４１２】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の接触の移動が停止した後に、デジタルビューファ
インダをズームし続けることは、倍率レベルが増加している速度を漸進的に減少させるこ
とを含む。
【０４１３】
　いくつかの実施形態では、ジェスチャが進行しているジェスチャ速度よりも遅い速度で
デジタルビューファインダをズームすることは、接触がタッチ感知面上の開始位置から離
れて移動するときに倍率レベルが増加する速度を漸進的に増加させることを含む。
【０４１４】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１６０６は、ディスプレイユニット１６０２上
に、デジタルビューファインダとともに、ズームコントローラに沿った複数の位置が複数
の倍率レベルに対応するズームコントローラと、ズームインジケータアフォーダンスと、
の表示を同時に有効にし（例えば、表示有効化ユニット１６１２を用いて）、ジェスチャ
を検出したことに応じて、ズームインジケータアフォーダンスの表示を更新して（例えば
、表示有効化ユニット１６１２を用いて）、複数の位置の第１の位置から複数の位置の第
２の位置に、ジェスチャ速度で遷移させる、ように更に構成されており、第１の位置は、
複数の倍率レベルの第１の倍率レベルに対応し、第２の位置は、複数の倍率レベルの第３
の倍率レベルに対応する。
【０４１５】
　いくつかの実施形態では、デジタルビューファインダを第１の倍率レベルから第３の倍
率レベルにズームすることは、ズーム速度又はズーム速度の変化率を制限することによっ
て、ジェスチャが進行する速度に対してズームが行われる速度を平滑化しながら、デジタ
ルビューファインダをズームすることを含む。
【０４１６】
　いくつかの実施形態では、ジェスチャの第１の部分の前に生じるジェスチャの第３の部
分の間に、ジェスチャが進行しているジェスチャ速度に対応する第３の速度でデジタルビ
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ューファインダをズームする。
【０４１７】
　いくつかの実施形態では、ジェスチャの第１の部分の間の第１の時点に、ジェスチャの
第１のジェスチャ速度が閾値ジェスチャ速度を上回っている間に、第１の速度でデジタル
ビューファインダをズームし、ジェスチャの第２の部分の間の第２の時点に、ジェスチャ
の第２のジェスチャ速度が閾値ジェスチャ速度を上回らない間に、第１の速度でデジタル
ビューファインダをズームする。
【０４１８】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１６０６は、ジェスチャを検出した後で、かつ
デジタルビューファインダを第１の倍率レベルから第３の倍率レベルにズームした後で、
複数の倍率レベルの第４の倍率レベルに対応する、複数の位置の第３の位置に対応する位
置のタップジェスチャを検出し（例えば、検出ユニット１６１０を用いて）、タップジェ
スチャを検出したことに応じて、デジタルビューファインダを第３の倍率レベルから第４
の倍率レベルにズームする（例えば、ズームユニット１６０８を用いて）、ように更に構
成されている。
【０４１９】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１６０６は、ジェスチャを検出したことに応じ
て、ディスプレイユニット１６０２上に、現在の倍率レベルを示すグラフィック倍率レベ
ルインジケータの表示を有効にする（例えば、表示有効化ユニット１６１２を用いて）よ
うに更に構成されている。
【０４２０】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１６０６は、デジタルビューファインダのズー
ミングが停止した後に、グラフィック倍率レベルインジケータが所定期間の間表示された
後で、ディスプレイユニット１６０２上に、グラフィック倍率レベルインジケータの表示
を有効にすることを停止する（例えば、表示有効化ユニット１６１２を用いて）ように更
に構成されている。
【０４２１】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１６０６は、デジタルビューファインダのズー
ミングが停止した後に、ズームコントローラが第２の所定期間の間表示された後で、ディ
スプレイユニット１６０２上に、ズームコントローラの表示を有効にすることを停止する
（例えば、表示有効化ユニット１６１２を用いて）ように更に構成されている。
【０４２２】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１６０６は、ディスプレイユニット１６０２上
に、デジタルビューファインダの表示を有効にしている間に、ズームコントローラの表示
を有効にする（例えば、表示有効化ユニット１６１２を用いて）ように更に構成されてい
る。
【０４２３】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１６０６は、デジタルビューファインダ上のピ
ンチジェスチャを検出し（例えば、検出ユニット１６１０を用いて）、ピンチジェスチャ
を検出したことに応じて、ピンチジェスチャ全体にわたってピンチジェスチャが進行して
いる速度に対応する速度でデジタルビューファインダをズームする（例えば、ズームユニ
ット１６０８を用いて）、ように更に構成されている。
【０４２４】
　いくつかの実施形態では、複数の倍率レベルに対応する複数の位置は、倍率レベルが線
形に分布しないように、ズームコントローラに沿って配置される。
【０４２５】
　いくつかの実施形態では、最低倍率レベルと、最低倍率レベルの２倍の倍率レベルとの
間のズームコントローラに沿った距離は、ズームコントローラの合計距離の２５％より多
く、かつズームコントローラの合計距離の４５％未満に延びる。
【０４２６】



(103) JP 6982047 B2 2021.12.17

10

20

30

40

50

　いくつかの実施形態にでは、光学倍率レベルに対応するズームコントローラに沿った位
置は、非光学倍率レベルに対応するズームコントローラに沿った位置と視覚的に区別され
る。いくつかの実施形態では、複数の位置の第３の位置は、光学倍率レベルに対応する。
いくつかの実施形態では、ズームコントローラを表示することは、ディスプレイ上にズー
ムコントローラを垂直に表示することを含む。いくつかの実施形態では、ズームコントロ
ーラを表示することは、ディスプレイ上にズームコントローラを水平に表示することを含
む。
【０４２７】
　図１１を参照して上述した動作は、図１Ａ～図１Ｂ、又は図１６に示す構成要素によっ
て、任意選択的に実施される。例えば、表示する動作１１０２及び検出する動作１１０４
は、任意選択的に、イベントソート部１７０、イベント認識部１８０、及びイベント処理
部１９０によって実施される。イベントソート部１７０のイベントモニタ１７１は、タッ
チ感知ディスプレイ１１２上の接触を検出し、イベントディスパッチャモジュール１７４
は、イベント情報をアプリケーション１３６－１に配信する。アプリケーション１３６－
１のそれぞれのイベント認識部１８０は、そのイベント情報を、それぞれのイベント定義
１８６と比較して、タッチ感知面上の第１の場所での第１の接触が、ユーザインタフェー
ス上のアフォーダンスのアクティブ化などの、既定のイベント又はサブイベントに対応す
るか否かを判定する。対応する既定のイベント又はサブイベントが検出されると、イベン
ト認識部１８０は、イベント又はサブイベントの検出に関連付けられたイベント処理部１
９０をアクティブ化する。イベント処理部１９０は、任意選択的に、アプリケーション内
部状態１９２を更新するために、データ更新部１７６若しくはオブジェクト更新部１７７
を利用又は呼び出す。いくつかの実施形態では、イベント処理部１９０は、アプリケーシ
ョンにより表示されるものを更新するために、対応するＧＵＩ更新部１７８にアクセスす
る。同様に、当業者にとって、他のプロセスが図１Ａ～図１Ｂに示された構成要素に基づ
いてどのように実施することができるかは明らかであろう。
【０４２８】
　いくつかの実施形態によれば、図１７は、説明される様々な実施形態の原理に従って構
成された電子デバイス１７００の、例示的な機能ブロック図を示す。いくつかの実施形態
によれば、電子デバイス１７００の機能ブロックは、上述の技術を実行するように構成さ
れている。デバイス１７００の機能ブロックは、説明される様々な実施例の原理を実行す
るために、ハードウェア、ソフトウェア、又はハードウェアとソフトウェアとの組合せに
よって、任意選択的に実装される。図１７で説明する機能ブロックが、説明される様々な
実施例の原理を実施するために、任意選択的に、組み合わされ、又はサブブロックに分離
されることが当業者に理解されよう。したがって、本明細書における説明は、本明細書で
説明されている機能ブロックの任意の可能な組合せ若しくは分離、又は更なる定義を任意
選択的にサポートする。
【０４２９】
　図１７に示されるように、電子デバイス１７００は、グラフィックユーザインタフェー
スを表示するように構成されたディスプレイユニット１７０２と、ディスプレイユニット
１７０２に接続された処理ユニット１７０４と、を含む。いくつかの実施形態では、処理
ユニット１７０４は、判定ユニット１７０６と、ズームユニット１７０８と、検出ユニッ
ト１７１０と、表示有効化ユニット１７１２と、を含む。
【０４３０】
　処理ユニット１７０４は、ディスプレイユニット１７０２上に、デジタルビューファイ
ンダの表示を有効にし（例えば、表示有効化ユニット１７１２を用いて）、デジタルビュ
ーファインダを第１の倍率レベルから第１の倍率レベルとは異なる第２の倍率レベルにズ
ームする命令に対応するジェスチャを検出し（例えば、検出ユニット１７１０を用いて）
、第２の倍率レベルと第３の倍率レベルとの間の差が所定の閾値未満であるときに１つ以
上の条件のセットの第１の条件が満たされる、１つ以上の条件のセットが満たされたか否
かを判定し、１つ以上の条件のセットが満たされたという判定に従って、デジタルビュー
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ファインダを第１の倍率レベルから第３の倍率レベルにズームする（例えば、ズームユニ
ット１７０８を用いて）、ように構成されている。
【０４３１】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１７０４は、１つ以上の条件のセットが満たさ
れなかったという判定に従って、デジタルビューファインダを第１の倍率レベルから第２
の倍率レベルにズームする（例えば、ズームユニット１７０８を用いて）ように更に構成
されている。
【０４３２】
　いくつかの実施形態では、第２の倍率レベルが第３の倍率レベル未満であると、１つ以
上の条件のセットの第２の条件が満たされる。
【０４３３】
　いくつかの実施形態では、第２の倍率レベルが第３の倍率レベルより大きいと、１つ以
上の条件のセットの第３の条件が満たされる。
【０４３４】
　いくつかの実施形態では、第１の倍率レベルと第２の倍率レベルとの間の差の絶対値が
第２の所定の閾値レベルより大きいと、１つ以上の条件のセットの第４の条件が満たされ
る。
【０４３５】
　いくつかの実施形態では、第２の倍率レベルは、デジタル倍率レベルに対応し、第３の
倍率レベルは、光学倍率レベルに対応する。
【０４３６】
　いくつかの実施形態では、電子デバイスは、第１のカメラ及び第２のカメラを含み、表
示されたデジタルビューファインダは、第１のカメラ及び第２のカメラの少なくとも一方
から受信したデータに基づく。
【０４３７】
　いくつかの実施形態では、デジタルビューファインダは、デジタルビューファインダが
第２の倍率レベルにズームされたときに第１のカメラから受信したデータに基づき、デジ
タルビューファインダは、デジタルビューファインダが第３の倍率レベルにズームされた
ときに第２のカメラから受信したデータに基づく。
【０４３８】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１７０４は、ジェスチャを検出する前に、ディ
スプレイユニット１７０２上に、デジタルビューファインダとともに、ズームコントロー
ラに沿った複数の位置が複数の倍率レベルに対応するズームコントローラと、第１の倍率
レベルに対応するズームコントローラに沿った複数の位置の第１の位置のズームインジケ
ータアフォーダンスと、第１の位置とは異なるズームコントローラに沿った複数の位置の
第３の位置の目標ズーム点と、の表示を同時に有効にする（例えば、表示有効化ユニット
１７０２を用いて）ように更に構成されており、第３の位置は、第３の倍率レベルに対応
し、ズームコントローラに沿った複数の位置の第２の位置は、第２の倍率レベルに対応す
る。
【０４３９】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１７０４は、１つ以上の条件のセットが満たさ
れたという判定に従って、第１の位置から第３の倍率レベルに対応する第３の位置にズー
ムインジケータアフォーダンスの表示を更新する（例えば、表示有効化ユニット１７０２
を用いて）ように更に構成されている。
【０４４０】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１７０４は、１つ以上の条件のセットが満たさ
れなかったという判定に従って、第１の位置から第２の倍率レベルに対応する第２の位置
にズームインジケータアフォーダンスの表示を更新する（例えば、表示有効化ユニット１
７０２を用いて）ように更に構成されている。
【０４４１】
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　いくつかの実施形態では、処理ユニット１７０４は、１つ以上の条件のセットが満たさ
れたという判定に従って、ズームインジケータアフォーダンスが第２の位置に表示された
ときに、目標ズーム点の表示を更新して（例えば、表示有効化ユニット１７０２を用いて
）、ズームインジケータアフォーダンスをカプセル化するように拡大する、ように更に構
成されている。
【０４４２】
　いくつかの実施形態では、電子デバイスがジェスチャに関連付けられた入力リフトオフ
信号を検出すると、１つ以上の条件のセットの第５の条件が満たされる。
【０４４３】
　いくつかの実施形態では、第１のカメラは第１の視野を有し、第２のカメラは第２の視
野を有し、第１の視野及び第２の視野は、重なり合い、第１の視野及び第２の視野は、異
なり、デジタルビューファインダを第１の倍率レベルから第３の倍率レベルにズームする
ことは、第１の視野と第２の視野との間の差を視覚的に補償して、デジタルビューファイ
ンダに表示される画像の偏移を低減することを含む。
【０４４４】
　いくつかの実施形態において、処理ユニット１７０４は、デジタルビューファインダの
倍率レベルが第３の倍率レベルとは異なる第４の倍率レベルである間に、ズームコントロ
ーラのそれぞれの部分に対応する位置でタップ入力を検出し（例えば、検出ユニット１７
１０を用いて）、タップ入力を検出したことに応じて、ズームコントローラのそれぞれの
部分が第３の倍率レベルに対応するという判定に従って、第３の倍率レベルにデジタルビ
ューファインダをズームし（例えば、ズームユニット１７０８を用いて）、ズームコント
ローラのそれぞれの部分が第３の倍率レベルとは異なる倍率レベルに対応するという判定
に従って、第４の倍率レベルにデジタルビューファインダを維持する（例えば、表示有効
化ユニット１７１２を用いて）、ように更に構成されている。
【０４４５】
　図１３を参照して上述した動作は、図１Ａ～図１Ｂ、又は図１７に示す構成要素によっ
て、任意選択的に実施される。例えば、表示する動作１３０２、検出する動作１３０４、
及び、判定する動作１３０６は、イベントソート部１７０、イベント認識部１８０及びイ
ベント処理部１９０により任意選択的に実施される。イベントソート部１７０のイベント
モニタ１７１は、タッチ感知ディスプレイ１１２上の接触を検出し、イベントディスパッ
チャモジュール１７４は、イベント情報をアプリケーション１３６－１に配信する。アプ
リケーション１３６－１のそれぞれのイベント認識部１８０は、そのイベント情報を、そ
れぞれのイベント定義１８６と比較して、タッチ感知面上の第１の場所での第１の接触が
、ユーザインタフェース上のアフォーダンスのアクティブ化などの、所定のイベント又は
サブイベントに対応するか否かを判定する。対応する既定のイベント又はサブイベントが
検出されると、イベント認識部１８０は、イベント又はサブイベントの検出に関連付けら
れたイベント処理部１９０をアクティブ化する。イベント処理部１９０は、任意選択的に
、アプリケーション内部状態１９２を更新するために、データ更新部１７６若しくはオブ
ジェクト更新部１７７を利用又は呼び出す。いくつかの実施形態では、イベント処理部１
９０は、アプリケーションにより表示されるものを更新するために、対応するＧＵＩ更新
部１７８にアクセスする。同様に、当業者にとって、他のプロセスが図１Ａ～図１Ｂに示
された構成要素に基づいてどのように実施することができるかは明らかであろう。
【０４４６】
　図１８Ａ～図１８ＡＮは、いくつかの実施形態に係る、様々な拡大（例えば、ズーム）
技術のための例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。これらの図におけるユ
ーザインタフェースは、図１９Ａ～１９Ｂにおけるプロセスを含む、以下で説明される様
々な拡大プロセスを例示するために使用される。
【０４４７】
　図１８Ａは、例えば、電子デバイスの背面に配置された、第１のカメラ１８０２及び第
２のカメラ１８０４を有する例示的な電子デバイス１８００を示す。いくつかの実施例で
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は、第１のカメラ１８０２及び第２のカメラ１８０４は、固定だが異なる焦点距離を有す
る。いくつかの実施例では、光学システムの焦点距離、視野、及び／又は光学倍率特性は
、カメラ（例えば、１８０２、１８０４）ごとに固定される。いくつかの実施形態では、
異なる固定焦点距離を有するのに加えて、カメラ（例えば、１８０２、１８０４）は、異
なる固定視野及び異なる固定光学倍率特性を有する。
【０４４８】
　いくつかの実施形態では、第１のカメラ１８０２は第１の視野を有し、第２のカメラ１
８０４は第２の視野を有し、第１の視野及び第２の視野は、重なり合う。いくつかの実施
例では、第１のカメラ１８０２及び第２のカメラ１８０４は、カメラによって検出（例え
ば、キャプチャ）された画像間の視差を使用して、カメラ１８０２及びカメラ１８０４の
うちの１つ以上からの画像データを表示するデジタルビューファインダの異なる部分によ
って表される物体までの距離を判定するように、離間している。いくつかの実施形態では
、第１のカメラ１８０２及び第２のカメラ１８０４は、電子デバイス１８００の表面上に
配置され、カメラ１８０２及び１８０４の光軸は、平行又は実質的に平行になるように配
置される。いくつかの実施例では、第１のカメラ１８０２及び第２のカメラ１８０４は、
重なり合う視野、例えば、少なくとも５０％重なり合う、少なくとも９０％重なり合う、
又はより多く重なり合う視野をキャプチャする。いくつかの実施例では、第１のカメラ１
８０２は、第２のカメラ１８０４より広い視野を有する。いくつかの実施例では、第２の
カメラは、第１のカメラより広い視野を有する。広角カメラ（例えば、広角レンズ付きカ
メラ）が、望遠カメラ（例えば、望遠レンズ付きカメラ）より広い視野を有する場合、広
角カメラの１倍の倍率では、物体は、望遠カメラの１倍の倍率におけるより遠く離れて見
える。望遠カメラの視野が広角カメラの視野のおよそ中心にあるように広角カメラ及び望
遠カメラが重なり合う視野を有する場合、１倍の倍率レベルで望遠カメラでキャプチャし
た画像は、一部の状況では（例えば、画像の被写体が少なくとも１メートル離れている場
合）、１倍の倍率レベルで広角カメラでキャプチャした対応する画像の光学ズームである
ように見える。
【０４４９】
　図１８Ｂは、１つ以上の入力デバイス及びシャッタボタン１８１６を有するディスプレ
イ１８０８を含む例示的な電子デバイス１８００の前面を示す。電子デバイス１８００は
、ディスプレイ１８０８上に、１つ以上のカメラ１８０２、１８０４でメディアをキャプ
チャするためのデジタルビューファインダ１８０６を第１の倍率レベルで同時に表示する
。いくつかの実施形態では、物体又は被写体１８１０が、第１の倍率レベルでビューファ
インダ１８０６に表示される。いくつかの実施形態では、倍率レベルは、英数字システム
１８１８を使用して表される。いくつかの実施形態では、倍率レベルは、画像、アイコン
、又は絵を使用して表される。いくつかの実施形態では、デジタルビューファインダ１８
０６は、ライブ又はほぼライブのプレビュー画像を含む。
【０４５０】
　図１８Ｂに更に示すように、電子デバイスは、ディスプレイ１８０８上に、倍率調整用
アフォーダンス１８１２を表示する。いくつかの実施例では、倍率調整用アフォーダンス
１８１２は、１倍／２倍ラベル、アイコン、又は倍率レベルを示すテキスト表現として表
される。
【０４５１】
　図１８Ｂ～図１８Ｄに示すように、いくつかの実施形態では、電子デバイスは、１つ以
上の入力デバイス（例えば、タッチ感知面、タッチ感知ディスプレイ）上でタップジェス
チャを受け付けて、１倍の（例えば、光学）倍率から２倍の（例えば、光学）倍率に遷移
する。いくつかの実施形態では、図１８Ｃに示すように、デジタルビューファインダ１８
０６と倍率調整用アフォーダンス１８１２を同時に表示している間に、電子デバイス１８
００は、倍率調整用アフォーダンス１８１２に対応する位置の第１のジェスチャ（例えば
、タップジェスチャ１８２０－１Ａ）を１つ以上の入力デバイスを介して検出する。いく
つかの実施例では、第１のジェスチャは、スワイプ、タップ又はタップアンドホールドで
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ある。図１８Ｃに示すように、第１のタイプの入力は、タップジェスチャ（例えば、タッ
プジェスチャ１８２０－１Ａ）である。
【０４５２】
　いくつかの実施形態では、第１のジェスチャ（例えば、タップジェスチャ１８２０－１
Ａ）が第１のタイプ（例えば、タップジェスチャ）であるという判定に従って、かつ例え
ば、これに応じて、電子デバイス１８００は、第１の倍率レベル（例えば、図１８Ｂのイ
ンジケータ１８１８で表される１倍の倍率レベル）とは異なる、第２の、任意選択的に既
定の、倍率レベル（例えば、図１８Ｄのインジケータ１８１８により表される２倍の倍率
レベル）で１つ以上のカメラ１８０２及び１８０４でメディアをキャプチャする準備をす
る。いくつかの実施例では、電子デバイス１８００は、所定の倍率レベル間でトグルする
。切り換えることにより、ユーザが特定の倍率レベルを選択し、デジタルビューファイン
ダを選択された倍率レベルに遷移させることができる。いくつかの実施例では、電子デバ
イスは、ジェスチャが第１のタイプのジェスチャ（例えば、タップジェスチャ）である限
り、第１のジェスチャ（例えば、タップジェスチャ１８２０－１Ａ）の大きさに関係なく
、第２の倍率レベル（例えば、図１８Ｄのインジケータ１８１８により表される２倍の倍
率レベル）を選択する。したがって、いくつかの実施例では、接触がタップジェスチャで
あると依然判定される限り、接触の持続時間、移動、及び／又は強度は、第２の倍率レベ
ルとしてどの倍率レベルが選択されるかを変更しない。いくつかの実施形態では、電子デ
バイス１８００が第２の倍率レベルで１つ以上のカメラ１８０２及び１８０４でメディア
をキャプチャする準備をすることは、例えば、図１８Ａのカメラ１８０２又は１８０４か
ら受信したデータを用いてデジタルビューファインダ１８０６の表示を更新し、第２の倍
率レベル（例えば、図１８Ｄのインジケータ１８１８により表される２倍の倍率レベル）
でプレビューを表示することを含む。
【０４５３】
　図１８Ｅ～図１８Ｈに示すように、いくつかの実施形態では、倍率調整用アフォーダン
ス上のスワイプ入力は、動的に選択された倍率レベルでメディアをキャプチャする準備を
することになる。一実施形態では、例えば、第１のジェスチャ（例えば、ジェスチャ１８
２０－１Ｂ）が第１のタイプ（例えば、タップジェスチャ又はタップ）とは異なる第２の
タイプ（例えば、スワイプジェスチャ）であるという判定に従って、かつ例えば、それに
応じて、電子デバイス１８００は、動的に選択された倍率レベル（例えば、図１８Ｆ～Ｈ
のインジケータ１８１８により表される７．４倍の倍率レベル）で１つ以上のカメラ１８
０２及び１８０４でメディアをキャプチャする準備をする。いくつかの実施例では、動的
に選択された倍率レベルは、第１の倍率レベル（例えば、図１８Ｂのインジケータ１８１
８により表される１倍の倍率レベル）とは異なる。いくつかの実施例では、動的に選択さ
れた倍率レベル（例えば、図１８Ｇのインジケータ１８１８により表される７．４倍の倍
率レベル）は、第２の倍率レベル（例えば、図１８Ｄのインジケータ１８１８により表さ
れる２倍の倍率レベル）とは異なる。いくつかの実施形態では、動的に選択された倍率レ
ベル（例えば、図１８Ｇのインジケータ１８１８により表される７．４倍の倍率レベル）
は、第１のジェスチャ（例えば、図１８Ｅの１８２０－１Ｂ）の大きさ（例えば、図１８
Ｅの距離１８２２－Ａ）に基づいて選択される。
【０４５４】
　図１８Ｆ～図１８Ｈに示すように、いくつかの実施形態では、ズームコントローラ１８
２４は、第２のタイプ（例えば、スワイプジェスチャ）のジェスチャ（例えば、ジェスチ
ャ１８２０－１Ｂ）の結果として、ディスプレイ１８０８上を遷移する。いくつかの実施
形態では、第２のタイプ（例えば、スワイプジェスチャ）のジェスチャである第１のジェ
スチャ（例えば、スワイプジェスチャ１８２０－１Ｂ）の結果として、ズームコントロー
ラ１８２４は、スクリーン上を漸進的にスライドし、図１８Ｈの全ダイアル１８２４を見
せる。いくつかの実施例では、ズームコントローラ１８２４は、ダイアルである。いくつ
かの実施例では、ズームコントローラ（例えば、全体／部分ズームコントローラダイアル
）は、色、形状、色相、輝度又は透過性を変化させることによって、ディスプレイ１８０
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８上に漸進的に現れる。いくつかの実施例では、ズームコントローラの遷移は、ズームコ
ントローラの位置及び／又は視覚特性を変更することを含む。いくつかの実施例では、ス
ワイプジェスチャは、ズームコントローラ１８２４の回転に対応する。これにより、電子
デバイス１８００がユーザの指がスワイプするのを検出したことに応じて、電子デバイス
は、表示されたズームコントローラ１８２４を回転させ、スワイプジェスチャの大きさ１
８２２－Ａ、例えば距離に基づいて倍率レベルを更新するなど、第１のジェスチャの特性
に基づいて倍率レベルを更新する。いくつかの実施例では、より長いスワイプジェスチャ
は、より短いスワイプジェスチャよりも大きい倍率レベルの変化をもたらすことになる。
いくつかの実施例では、より速いスワイプジェスチャは、より遅いスワイプジェスチャよ
りも大きい倍率レベルの変化をもたらす。
【０４５５】
　図１８Ｅ～図１８Ｆに示すように、いくつかの実施形態では、倍率レベルの変化は、ジ
ェスチャ（例えば、１８２０－１Ｂ）の大きさ（例えば、１８２２－Ａ）に対応する。い
くつかの実施形態では、第１のジェスチャ（例えば、１８２０－１Ｂ）の大きさが第１の
大きさ（例えば、１８２２－Ａ）であるという判定に従って、動的に選択された倍率レベ
ルは、第１の倍率レベル（例えば、図１８Ｂのインジケータ１８１８によって表される１
倍の倍率レベル）とは異なる第１の動的に選択された倍率レベル（例えば、図１８Ｇのイ
ンジケータ１８１８によって表される７．４倍の倍率レベル）である。いくつかの実施形
態では、第１のジェスチャの大きさが第１の大きさ（例えば、１８２２－Ａ）とは異なる
第２の大きさであるという判定に従って、動的に選択された倍率レベルは、第１の倍率レ
ベル（例えば、図１８Ｂのインジケータ１８１８によって表される１倍の倍率レベル）及
び第１の動的に選択された倍率レベル（例えば、図１８Ｇのインジケータ１８１８によっ
て表される７．４倍の倍率レベル）とは異なる第２の動的に選択された倍率レベル（例え
ば、７．８倍の倍率レベル）である。いくつかの実施例では、タッチ感知面上のより大き
な大きさの入力、例えば、より長いスワイプは、より小さい大きさの入力、例えば、より
短いスワイプよりも大きい倍率変化をもたらすことになる。いくつかの実施形態では、倍
率変更の大きさは、入力の移動の速さ又は方向に基づいて判定される（例えば、方法２３
００を参照して以下により詳細に説明するように）。
【０４５６】
　図１８Ｆ～図１８Ｈに更に示すように、いくつかの実施形態では、倍率調整用アフォー
ダンス上のスワイプ入力は、ズームコントローラの表示をもたらす。いくつかの実施形態
では、第１のジェスチャ（例えば、スワイプジェスチャ１８２０－１Ｂ）が第１のタイプ
（例えば、タップジェスチャ）とは異なる第２のタイプ（例えば、スワイプジェスチャ）
であるという判定に従って、かつ例えば、それに応じて、電子デバイス１８００は、ディ
スプレイ上に、ズームコントローラ１８２４を表示する。いくつかの実施形態では、第１
のジェスチャ（例えば、タップジェスチャ１８２０－１Ａ）が第１のタイプ（例えば、タ
ップジェスチャ）であるという判定に従って、かつ例えば、それに応じて、電子デバイス
は、動的に選択された倍率レベルを複数の倍率レベルから選択するためのズームコントロ
ーラを表示することを見合わせる（例えば、図１８Ｆの１８２４を表示しない）。
【０４５７】
　図１８Ｆ～図１８Ｈに更に示すように、いくつかの実施形態では、ズームコントローラ
が表示されている場合には、倍率調整用アフォーダンスの位置が偏移される。いくつかの
実施形態では、電子デバイス１８００がディスプレイ１８０８上にズームコントローラ１
８２４を表示することは、ディスプレイ１８０８上で、ディスプレイ（又は、タッチスク
リーンディスプレイのスクリーン）の縁部から離れてディスプレイ１８０８の中心に向か
って倍率調整用アフォーダンス１８２６の表示位置を偏移する（例えば、１８２６が図１
８Ｇと比較して図１８Ｈのディスプレイの中央により近い）ことを更に含む。いくつかの
実施例では、デバイスが縦長モードにある、又は垂直に保持されている場合、アフォーダ
ンスは、上に偏移するように見えることになる。いくつかの実施例では、デバイスが横長
モードにある、又は水平に保持されている場合、アフォーダンスは、ディスプレイ装置の
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左縁部に向かって左に偏移するように見えることになる。
【０４５８】
　図１８Ｆ～図１８Ｈに更に示すように、いくつかの実施形態では、倍率調整用のアフォ
ーダンス（例えば、アフォーダンス１８２６）のサイズは、ズームコントローラの一部と
なる（例えば、サイズが小さくなる）に伴って、変化する。いくつかの実施形態では、電
子デバイス１８００がディスプレイ１８０８上にズームコントローラ１８２４を表示する
ことは、倍率調整用アフォーダンスの表示サイズを小さくする（例えば、図１８Ｄの１８
１２が図１８Ｆの１８２６になる）ことを更に含む。いくつかの実施形態において、倍率
調整用アフォーダンス１８１２は、ズームコントローラの一部になるに伴って、サイズが
一定で、サイズが小さくならない。いくつかの実施形態において、倍率調整用アフォーダ
ンス１８１２は、ズームコントローラ１８２４の一部になるに伴って、視覚特性（例えば
、色、コントラスト、色相、透過性、形状）が変化する。
【０４５９】
　図１８Ｆ～図１８Ｈに更に示すように、いくつかの実施形態では、ズームコントローラ
１８２４は、ダイアル１８２４としてビューファインダ１８０６に表されている。いくつ
かの実施形態では、電子デバイス１８００がディスプレイ上にズームコントローラ１８２
４を表示することは、ズームコントローラ１８２４の一部分を表示することを更に含む。
いくつかの実施例では、ズームコントローラは、ホイール、ダイアル、半ダイアル、ダイ
アルの一部分、又はスライダとして表示される。いくつかの実施例では、ズームコントロ
ーラは、メディアが任意選択的にキャプチャされる又はされることになる様々な倍率レベ
ルを表示する。いくつかの実施例では、様々な倍率レベルの表現は、ズームコントローラ
１８２４に沿って分布する。いくつかの実施例では、様々な倍率レベルの表現は、ズーム
コントローラが回転すると変化（例えば、回転）する。
【０４６０】
　図１８Ｆ～図１８Ｈに更に示すように、いくつかの実施形態では、最初にズームコント
ローラが表示されている場合、ズームコントローラは、サイズが大きくなる。いくつかの
実施形態では、ズームコントローラ１８２４を表示することは、ディスプレイ１８０８上
でズームコントローラをスライドさせることを含む。いくつかの実施例では、ズームコン
トローラ１８２４を表示することは、ズームコントローラ１８２４を第１のサイズで表示
し、次いでズームコントローラ１８２４を第１のサイズより大きい第２のサイズに大きく
することを含む。
【０４６１】
　図１８Ｉ～図１８Ｌに示すように、いくつかの実施形態では、タッチ感知面でのリフト
オフイベント（例えば、ユーザが指を持ち上げる）の後で、ズームコントローラ１８２４
は、経時的に収縮し、アフォーダンス１８１２のみが表示されることになる。いくつかの
実施形態では、倍率調整用アフォーダンスは、（例えば、ディスプレイ１８０８の中心か
ら離れて）下に偏移する。いくつかの実施形態では、電子デバイス１８００が１つ以上の
入力デバイスを介してズームコントローラ１８２４に対応する任意の位置で所定の期間の
間に入力を検出しなかったことに従って、電子デバイスは、倍率調整用アフォーダンス１
８１８の表示をディスプレイ（又はデバイス１８００）の縁部に向かってかつディスプレ
イの中心から離れてスライドさせる。いくつかの実施形態では、所定の期間は、リフトオ
フ後又はユーザがタッチスクリーンとの接触を中断した後の所定の期間である。いくつか
の実施形態では、デバイスが縦長モードにある、又は垂直に保持されている場合、倍率調
整用アフォーダンスは、下に偏移する（例えば、スライドする）ように見える。いくつか
の実施形態では、デバイスが横長モードにある、又は水平に保持されている場合、倍率調
整用アフォーダンス１８１８は、ディスプレイ装置の左縁部から離れて右に偏移するよう
に見える。
【０４６２】
　図１８Ｉ～図１８Ｌに更に示すように、いくつかの実施形態では、ズームコントローラ
１８２４は、収縮するのに伴って、消える。いくつかの実施形態では、電子デバイス１８
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００が１つ以上の入力デバイスを介してズームコントローラ１８２４に対応する任意の位
置で所定の期間の間（例えば、リフトオフから所定の期間後、ユーザがタッチスクリーン
との接触を中断した後）に入力を検出しなかったことに従って、電子デバイスは、ズーム
コントローラ１８２４の表示を停止する。図１８Ｈから図１８Ｉへの遷移は、ユーザが入
力デバイスとの接触を中断することを示す。いくつかの実施形態では、ズームコントロー
ラ１８２４は、例えば、ディスプレイの中心から離れかつディスプレイの縁部から外れ、
ディスプレイ１８０８から外れてスライドする、及び／又は、消失する。図１８Ｌは、ズ
ームコントローラが収縮した結果、倍率調整用アフォーダンス１８１２のみが残っている
のを示す。いくつかの実施形態では、ズームコントローラ１８２４は、ディスプレイから
消失している間、色、透過性、色相、収縮（contract）、及び／又は形状を変更する。
【０４６３】
　図１８Ｍ～図１８Ｏに示すように、いくつかの実施形態では、入力デバイス上のピンチ
ジェスチャは、ズームコントローラ１８２４を表示することなく拡大コマンドとなること
になる。いくつかの実施形態では、電子デバイス１８００がディスプレイ１８０８上に、
第４の倍率レベルで１つ以上のカメラ１８０２、１８０４でメディアをキャプチャするた
めのデジタルビューファインダ１８０６（例えば、ライブ又はほぼライブのプレビュー画
像を含む）を表示し、ディスプレイ上にズームコントローラ１８２４を表示していない間
に、電子デバイスは、１つ以上の入力デバイスを介してデジタルビューファインダ１８０
６に対応する位置で第４のジェスチャ１８２０Ａ及び１８２０Ｂ（例えば、ピンチ又はデ
ピンチジェスチャ）を検出する。
【０４６４】
　図１８Ｍ～図１８Ｏに更に示すように、いくつかの実施形態では、電子デバイス１８０
０が第４のジェスチャ（例えば、１８２０Ａ及び１８２０Ｂ）が第４のタイプ（例えば、
ピンチジェスチャ）であることを判定したことに従って（かつ例えば、それに応じて）、
電子デバイス１８００は、１つ以上のカメラ１８０２、１８０４で第４の倍率レベルとは
異なる第２の動的に選択された倍率レベル（例えば、図１８Ｎに示す倍率レベル）でメデ
ィアをキャプチャする準備をする。いくつかの実施形態では、各倍率レベルは、第４のジ
ェスチャ（例えば、ピンチ又はデピンチジェスチャ１８２０Ａ及び１８２０Ｂ）の大きさ
（例えば、速さ、加速度、強度、変位の大きさ）に基づいて選択される。加えて、いくつ
かの実施形態では、電子デバイス１８００は、ズームコントローラ１８２４をディスプレ
イ１８０８上に表示することを見合わせる。
【０４６５】
　図１８Ｍ～図１８Ｏに更に示すように、いくつかの実施例では、デバイス１８００は、
デジタルビューファインダ１８０６とともに、１つ以上のカメラ１８０２、１８０４でメ
ディアをキャプチャするための現在の倍率レベル（例えば、倍率レベルを示す１８１８）
を有する倍率調整用アフォーダンス１８１２とビューファインダ１８０６に対する現在の
倍率レベルとを、同時に表示する。いくつかの実施例では、現在の倍率レベルは、１倍／
２倍のアフォーダンスラベル、アイコン、倍率レベルを示すテキスト表現、又は画像とし
て表される。いくつかの実施形態では、電子デバイス１８００が第４のジェスチャを検出
したことに従って、かつ任意選択的に、それに応じて、電子デバイス１８００は、１つ以
上のカメラ１８０２、１８０４でメディアをキャプチャするための表示された現在の倍率
レベル（例えば、倍率レベルを示す１８１８）、及びビューファインダ１８０６に対する
現在の倍率レベルを更新する。
【０４６６】
　図１８Ｐ～図１８Ｑに示すように、いくつかの実施形態では、倍率調整用アフォーダン
ス１８１２に対応する位置でジェスチャ１８２０－１Ａ（例えば、タップジェスチャ）が
検出されると、電子デバイス１８００は、１つ以上のカメラ１８０２、１８０４で所定の
倍率レベルでメディアをキャプチャする準備をする。いくつかの実施形態では、所定の倍
率レベルは、使用可能な最低の倍率レベル、任意選択的に光学倍率レベル（例えば、１倍
）に対応する。いくつかの実施形態では、所定の倍率レベルは、最高の倍率レベル、任意
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選択的に光学倍率レベル（例えば、１０倍）に対応する。
【０４６７】
　図１８Ｒ～図１８Ｕに示すように、いくつかの実施形態では、第１のジェスチャ（例え
ば、１８２０－１Ｃ）がタップアンドホールドであると判定された場合、電子デバイス１
８００は、ディスプレイ１８０８上に、複数の倍率レベルから動的に選択された倍率レベ
ルを選択するためのズームコントローラを表示する。いくつかの実施形態では、第１のジ
ェスチャ（例えば、１８２０－１Ｃ）が第１のタイプ（例えば、タップジェスチャ）及び
第２のタイプ（例えば、スワイプジェスチャ）とは異なる第３のタイプ（例えば、タップ
アンドホールドジェスチャ）であるという判定に従って、電子デバイスは、ディスプレイ
１８０８上に、複数の倍率レベルから動的に選択された倍率レベルを選択するためのズー
ムコントローラ１８２４を表示する。いくつかの実施形態では、電子デバイスが所定の時
間より長い間入力を検出したとき、タップアンドホールドジェスチャが判定される。いく
つかの実施形態では、図１８Ｒ～図１８Ｕに示すように、ズームコントローラ１８２４が
ディスプレイ１８０８上をスライドしている間、倍率レベル１８１８（例えば、１倍）の
表現は、一定のままである。いくつかの実施形態では、図１８Ｒ～図１８Ｕに示すように
、ズームコントローラ１８２４がディスプレイ１８０８上をスライドしている間、倍率レ
ベルは、一定のままである。いくつかの実施形態では、ズームコントローラがディスプレ
イ１８００上をスライドしている間に、電子デバイスが入力の移動を検出する場合、倍率
レベルは調整されることになる。
【０４６８】
　図１８Ｖ～図１８Ｙに示すように、いくつかの実施形態では、ズームコントローラダイ
アル１８２４がディスプレイ１８０８上に表示されており、かつ電子デバイス１８００が
ズームコントローラダイアル１８２４に対応する位置でスワイプジェスチャを検出する場
合、ズームコントローラダイアルは、回転するように見えることになり、それに従ってズ
ームコントローラ内に表示される倍率レベルの位置が変化することになる。いくつかの実
施形態では、ズームコントローラ１８２４を表示している間、かつ電子デバイス１８００
が第３の倍率レベル（例えば図１８Ｖのインジケータ１８１８により表される１倍の倍率
レベル）で１つ以上のカメラ１８０２、１８０４でメディアをキャプチャする準備ができ
ている間に、電子デバイス１８００は、１つ以上の入力デバイスを介して、ズームコント
ローラ１８２４に対応する位置で第２のジェスチャ（例えば、スワイプジェスチャ１８２
１－１）を検出する。いくつかの実施形態では、例えば、第２のジェスチャ（例えば、１
８２１－１）が第２のタイプ（例えば、スワイプジェスチャ）であるという判定に従って
、かつ例えば、それに応じて、電子デバイス１８００は、ズームコントローラ１８２４の
表示を回転する（例えば、第２のジェスチャの大きさ１８２２－Ｂに対応する量だけ回転
する）。いくつかの実施形態では、電子デバイスは、第３の倍率レベルとは異なる第４の
倍率レベル（例えば、図１８Ｚのインジケータ１８１８によって表される１０倍の倍率レ
ベル）で（例えば、第２のジェスチャ１８２１－１の大きさ１８２２－Ｂに基づいて）、
１つ以上のカメラでメディアをキャプチャする準備をする。いくつかの実施例では、ズー
ムコントローラダイアル１８２４及び内部に表示される倍率レベルは、ホイールのように
回転するように見える。いくつかの実施例では、ズームコントローラダイアル１８２４は
、接触の移動の速さ、接触の移動の方向、及び／又はタッチ感知面の縁部への接触の近接
のうちの１つ以上に基づいて加速される速度で回転するように見える（例えば、図２２Ａ
～図２２Ｊ及び図２３Ａ～図２３Ｂを参照してより詳細に説明するように）。
【０４６９】
　図１８Ｚ～図１８ＡＡに更に示すように、いくつかの実施形態では、電子デバイス１８
００は、スワイプジェスチャの大きさを判定することになる。スワイプジェスチャ（１８
２１－２）の大きさ（例えば、１８２２－Ｃ）に基づいて、電子デバイスは、スワイプジ
ェスチャの大きさに応じて、ディスプレイ１８０８上のズームコントローラを回転させる
ことになる。いくつかの実施例では、より長いスワイプジェスチャは、より短いスワイプ
ジェスチャよりもズームコントローラが多く回転するように見えることになる。
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【０４７０】
　図１８Ｖ～図１８Ｙに更に示すように、電子デバイス１８００は、倍率調整用アフォー
ダンスが既に所望の倍率レベルにある場合であっても、ビューファインダ内（及び録画さ
れるビデオ内）の急激なズームを低減（又は除去）して滑らかな映画式のズームを実行す
る。例えば、図１８Ｖ～図１８Ｙに示すように、倍率調整用アフォーダンス内に表示され
た倍率レベルが既に所望の最終倍率レベル（１０倍）であっても、ビューファインダが表
示されている倍率レベルは、直ちに示された倍率レベル（例えば、１０倍）１８１８に一
致しない。代わりに、ビューファインダは、倍率調整用アフォーダンス１８１８に既に示
されているユーザの所望の目標倍率レベルに一致するように、ビューファインダ１８０６
の倍率レベルを滑らかに経時的に（例えば、数分の１秒、数秒）変化させる。この技術に
ついて、図１０Ａ～図１０Ｔ及び図１１を参照して上記で詳細に説明されている。
【０４７１】
　いくつかの実施形態では、ジェスチャ加速閾値が満たされると、ビューファインダのズ
ーム速度が増加される。いくつかの実施形態では、電子デバイス１８００が第２のジェス
チャの速度が所定の閾値未満であると判定したことに従って、かつ例えば、それに応じて
、デジタルビューファインダを第１の速度で拡大する。いくつかの実施形態では、電子デ
バイスが第２のジェスチャの速度が所定の閾値より大きい（又は以上である）と判定した
ことに従って、かつ例えば、それに応じて、デジタルビューファインダを第２の速度で拡
大し、第１の速度は、第２の速度未満である。ナビゲーション及び／又は拡大を迅速化す
る例示的な技術は、図２２Ａ～図２２Ｊ及び図２３Ａ～図２３Ｂを参照してより詳細に説
明する。
【０４７２】
　いくつかの実施形態では、ジェスチャの円弧角度の変化率（例えば、ダイアルの中心に
対する）が所定の閾値を上回る場合には、ズーム速度が増加される。いくつかの実施形態
では、電子デバイスが第２のジェスチャの変化率（例えば、部分円の中心に対する円弧角
度の変化率）が第２の所定の閾値未満であると判定したことに従って、かつ例えば、それ
に応じて、デジタルビューファインダ１８０６を第１の速度で拡大する。いくつかの実施
形態では、電子デバイスが第２のジェスチャの速度（例えば、部分円の中心に対する円弧
角度の変化率）が第２の所定の閾値より大きい（又は以上である）と判定したことに従っ
て、かつ例えば、それに応じて、デジタルビューファインダを第２の速度で拡大し、第１
の速度は、第２の速度未満である。いくつかの実施形態では、ズーム速度は、タッチ感知
面の特定の軸に沿った接触の移動速度又はタッチ感知面上の接触の直線移動速度に基づい
て判定される。
【０４７３】
　図１８ＡＢ～図１８ＡＣに示すように、いくつかの実施形態では、スワイプダウンジェ
スチャ（例えば、１８２３）は、ズームコントローラ１８２４の粒度を変化させることに
なる。いくつかの実施形態では、ディスプレイ１８０８上に、粒度（例えば、第１の入力
特性を有する第１の入力が、ズームコントローラの粒度に基づいて拡大度に影響を及ぼす
）を有する、１つ以上のカメラ１８０２、１８０４でメディアをキャプチャするための倍
率レベルを変更するためのズームコントローラ１８２４（例えば、ズームコントローラダ
イアル）を表示している間に、電子デバイス１８００は、大きさ（例えば、１８２２－Ｄ
）を有する、ズームコントローラ（例えば、１８２４）に対応する位置の第３のジェスチ
ャ（例えば、ディスプレイの中心から離れてディスプレイの縁部に向かうスワイプダウン
ジェスチャ１８２３）を検出する。いくつかの実施形態では、第３のジェスチャ（例えば
、１８２３）を検出したことに応じて、電子デバイスは、（ズームコントローラ１８２４
を表示し続けている間に）ズームコントローラの粒度を変更する。いくつかの実施例では
、同じ入力（例えば、１８２３）は、ズームコントローラ１８２４が第１の粒度であると
きに、倍率レベルを第１の値に変更し、ズームコントローラ１８２４が第１の粒度より低
い第２の粒度にあるときに、倍率レベルを第１の値より大きい第２の値に変更する。
【０４７４】
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　図１８ＡＢ～図１８ＡＣに示すように、いくつかの実施形態では、粒度の変化は、視覚
インジケーションとして表わされる（例えば、ズームコントローラ上のドットを拡大する
ことにより）。いくつかの実施形態では、ズームコントローラは、複数の倍率レベルの表
現（例えば、１８２４内の数字）を含み、ズームコントローラの粒度を変更することは、
複数の倍率レベルの表現の間の間隔（又は距離）を変更する（例えば、増大する、減少す
る）ことを含む。図１８ＡＣは、図１８ＡＢにおけるより遠くに離れている倍率レベルの
表現（例えば、６Ｘ、７Ｘ、８Ｘ）を示している。
【０４７５】
　図１８ＡＤ～図１８ＡＧに示すように、いくつかの実施形態では、より大きな粒度を有
する倍率値を示すズームコントローラ１８２４上のジェスチャ（例えば、スワイプ）によ
り、ズームコントローラダイアル１８２４が回転するように見えることになる。その結果
、ユーザは、ビューファインダ１８０６の倍率レベルをより正確に変更することができる
。図示した実施例では、左スワイプ又は右スワイプ（例えば、１８２５）は、倍率を変更
することになる。いくつかの実施例では、より大きな大きさ（例えば、１８２２－Ｅ）の
スワイプは、より大きな倍率の変更となる。
【０４７６】
　図１８ＡＨ～図１８ＡＩに示すように、電子デバイス１８００は、スワイプアップジェ
スチャを検出し、その結果、電子デバイスは、ディスプレイ１８０８上に、元のズームコ
ントローラ１８２４（例えば、粒度が変更される前の状態の）を表示する。
【０４７７】
　図１８ＡＪ～図１８ＡＮに示すように、いくつかの実施形態では、電子デバイス１８０
０が、電子デバイスが回転したと判定する（例えば、縦長モードから横長モードに）場合
、電子デバイス１８００は、倍率レベルの表現（例えば、１．１Ｘ、１．２Ｘ）の表示を
回転させるが、ズームコントローラ１８２４の位置を維持する。いくつかの実施形態では
、電子デバイス１８００は、縦長モードと横長モードとの間で変更する要求を検出する（
例えば、加速度計を用いて、電子デバイスの回転を検出する）。いくつかの実施形態では
、電子デバイスを縦長モードと横長モードとの間で変更する要求を検出したことに応じて
、電子デバイス１８００は、複数の倍率レベルの表現を回転させる。いくつかの実施例で
は、縦長モードと横長モードとの間で電子デバイスを変更する要求を検出したことに応じ
て、ズームコントローラの位置は変化しない。いくつかの実施例では、縦長モードと横長
モードとの間で電子デバイスを変更する要求を検出したことに応じて、倍率調整用アフォ
ーダンスの位置は変化しない。図１８ＡＮは、ズームコントローラダイアルがスクリーン
から外れてスライドした後で、倍率調整用アフォーダンス１８１２のみが表示されたディ
スプレイを示す。
【０４７８】
　図１８Ｂ～図１８ＡＮに示すように、いくつかの実施形態では、倍率レベルの表現は、
１倍／２倍コントローラのアフォーダンスに表示される。いくつかの実施形態では、電子
デバイスは、ディスプレイ１８０８上に、１つ以上のカメラ１８０２、１８０４でメディ
アをキャプチャするための（及びビューファインダのための）現在の倍率レベル１８１８
の表現を、倍率調整用アフォーダンス１８１２及び１８２６に対応する位置に表示する。
いくつかの実施例では、倍率調整用アフォーダンスは、倍率レベルをスクロールするため
のフォーカス領域として機能する。
【０４７９】
　図１９Ａ～図１９Ｂは、様々な拡大技術のための方法を示すフロー図である。方法１９
００は、ディスプレイ及び１つ以上の入力デバイスを備えたデバイス（例えば、１００、
３００、５００、１８００）にて実行される。いくつかの実施例では、１つ以上の入力デ
バイスは、タッチ感知面を含む。いくつかの実施例では、タッチ感知面及びディスプレイ
は、組合せて、タッチ感知ディスプレイを形成する。いくつかの実施例では、電子デバイ
スは、１つ以上のカメラ１８０２及び１８０４を含む。方法１９００のいくつかの動作は
、任意選択的に組み合わされ、いくつかの動作の順序は、任意選択的に変更され、いくつ
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かの動作は、任意選択的に省略される。
【０４８０】
　後述するように、方法１９００は、１つ以上のカメラ及び／又はビューファインダに対
する倍率レベルを変更するための直感的な方法を提供する。この方法は、ユーザがデバイ
スを使用しながらデバイスとのアイコンタクトを維持する必要性を低減し、それによって
、より効率的なヒューマンマシンインタフェースを作り出す。
【０４８１】
　電子デバイス（例えば、１８００）は、ディスプレイ（例えば、１８０８）上に、１つ
以上のカメラ（例えば、１８０２、１８０４）で第１の倍率レベル（例えば、図１８Ｂの
インジケータ１８１８により表される１倍の倍率レベル）でメディアをキャプチャするた
めのデジタルビューファインダ（１９０４）（例えば、１８０６）（例えば、ライブ又は
ほぼライブのプレビュー画像を含む）と、倍率調整用アフォーダンス（１９０６）（例え
ば、１８１２）（例えば、１倍／２倍のアフォーダンス、アイコン、倍率レベルを示すテ
キスト表現）とを同時に表示する（１９０２）。いくつかの実施形態では、デジタルビュ
ーファインダ（例えば、１８０６）と倍率調整用アフォーダンス（例えば、１８１２）を
同時に表示している間に（１９０８）、電子デバイス１８００は、倍率調整用アフォーダ
ンス（例えば、１８１２）に対応する位置の第１のジェスチャ（例えば、スワイプ、タッ
プアンドホールド、タップ）（例えば、１８２０－１Ａ）を１つ以上の入力デバイスを介
して検出する。
【０４８２】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイスが第１のジェスチャ（例えば、１８２０－
１Ａ）が第１のタイプ（例えば、タップジェスチャ）であるという判定したことに従って
（かつ例えば、これに応じて）（１９１０）、電子デバイスは、第１の倍率レベル（例え
ば、図１８Ｂのインジケータ１８１８で表される１倍の倍率レベル）とは異なる、第２の
（既定の）倍率レベル（例えば、図１８Ｄのインジケータ１８１８により表される２倍の
倍率レベル）で１つ以上のカメラ（例えば、１８０２及び１８０４）でメディアをキャプ
チャする準備をする（１９１２）。いくつかの実施形態では、ズームレベル間でトグルす
ることにより、ユーザが特定のズームレベルを選択し、デジタルビューファインダを選択
されたズームレベルに遷移させることができる。いくつかの実施形態では、ジェスチャが
第１のタイプのジェスチャである限り第１のジェスチャの大きさに関係なく、第２の倍率
レベルが選択される（例えば、接触がタップジェスチャであると依然判定される限り、持
続時間、移動、接触の強度は、第２の倍率レベルとしてどの倍率レベルが選択されるかを
変更しない）。いくつかの実施形態では、第２の倍率レベルで１つ以上のカメラ（例えば
、１８０２及び１８０４）でメディアをキャプチャする準備をすることは、（例えば、カ
メラから受信したデータを用いて）デジタルビューファインダ（例えば、１８０６）の表
示を更新し、第２の倍率レベルでプレビューを表示することを含む。倍率調整用アフォー
ダンスにより、消耗の倍率レベルを実現するために、ユーザが追加の精度を有する入力を
必要とする複数の倍率値にわたってナビゲートする必要がある場合に比べて、ユーザが所
定の倍率レベルに正確にアクセスすることができる。これにより、迅速に倍率レベルを変
更する機会をユーザに提供し、それによって、インタフェースとの不必要なアイコンタク
トを維持することからユーザを開放し、撮影のフレーミングに集中するより多くの時間を
ユーザに与える。いくつかの実施形態によれば、第１のジェスチャ（例えば、１８２０－
１Ａ）が第１のタイプ（例えば、タップジェスチャ）であるという判定に従って（かつ例
えば、それに応じて）、ズームコントローラを表示することを見合わせる（１９１４）。
【０４８３】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイスが第１のジェスチャが第１のタイプ（例え
ば、タップジェスチャ）とは異なる第２のタイプ（例えば、スワイプジェスチャ１８２０
－１Ｂ）であるという判定したことに従って（かつ例えば、これに応じて）（１９１６）
、電子デバイスは、第１の倍率レベル（例えば、図１８Ｂのインジケータ１８１８で表さ
れる１倍の倍率レベル）とは異なる、動的に選択された倍率レベル（例えば、図１８Ｈの
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インジケータ１８１８により表される７．４倍の倍率レベル）で１つ以上のカメラ（例え
ば、１８０２、１８０４）でメディアをキャプチャする準備をする（１９１８）。いくつ
かの実施例では、動的に選択された倍率と第２の倍率とは、異なる倍率レベルである。い
くつかの実施形態では、動的に選択された倍率レベルは、第１のジェスチャ（例えば、１
８２０）の大きさ（例えば、１８２２－Ａ）（例えば、距離）に基づいて選択される。い
くつかの実施形態では、スワイプジェスチャは、ズームダイアル（例えば、１８２４）の
回転に対応する。これにより、いくつかの実施形態では、電子デバイスがユーザの指のス
ワイプ入力を検出したことに応じて、電子デバイスは、表示されたズームダイアルを回転
させ、スワイプジェスチャの大きさに対応するようにズームレベルを更新するなど、第１
のジェスチャの特性に基づいてズームレベルを更新する。いくつかの実施例では、より長
いスワイプジェスチャは、より短いスワイプジェスチャよりも大きいズームレベルの変化
をもたらすことになる。いくつかの実施例では、より速いスワイプジェスチャは、より遅
いスワイプジェスチャよりも大きいズームレベルの変化をもたらす。いくつかの実施例で
は、第２の倍率レベルで１つ以上のカメラでメディアをキャプチャする準備をすることは
、（例えば、カメラから受信したデータを用いて）デジタルビューファインダの表示を更
新し、第２の倍率レベルでプレビューを表示することを含む。
【０４８４】
　倍率調整用アフォーダンス上のスワイプ入力ジェスチャにより、ユーザがデバイスを保
持している手のみを使用することによって正確な拡大操作を開始することができる。いく
つかの実施例では、例えば、コンサートでビデオを録画するなど、両手操作が望ましくな
い／可能でない位置にデバイスがある場合に、片手操作は特に有利である。ユーザが倍率
レベルを変更するためにデバイスを繰り返し下げる必要がないので、片手操作の倍率調整
により、ビデオを連続的に録画しながら倍率レベルを迅速に変更する機会をユーザに提供
し、安定したビデオとなる。
【０４８５】
　いくつかの実施形態によれば、第１のジェスチャ（例えば、スワイプジェスチャ１８２
０－１Ｂ）の大きさが第１の大きさ（例えば、１８２２－Ａ）であるという判定に従って
（１９２０）、動的に選択された倍率レベルは、第１の倍率レベル（例えば、図１８Ｂの
インジケータ１８１８によって表される１倍の倍率レベル）とは異なる第１の動的に選択
された倍率レベル（例えば、図１８Ｈのインジケータ１８１８によって表される７．４倍
の倍率レベル）である。
【０４８６】
　いくつかの実施形態によれば、第１のジェスチャの大きさが第１の大きさ（例えば、１
８２２－Ａ）とは異なる第２の大きさであるという判定に従って（１９２２）、動的に選
択された倍率レベルは、第１の倍率レベル（例えば、図１８Ｂのインジケータ１８１８に
よって表される１倍の倍率レベル）及び第１の動的に選択された倍率レベル（例えば、図
１８Ｈのインジケータ１８１８によって表される７．４倍の倍率レベル）とは異なる第２
の動的に選択された倍率レベル（例えば、１０倍の倍率レベル）である。
【０４８７】
　いくつかの実施形態によれば、第１のジェスチャ（例えば、１８２０－１Ｂ）が第１の
タイプ（例えば、タップジェスチャ）とは異なる第２のタイプ（例えば、スワイプジェス
チャ）であるという判定に従って（かつ例えば、それに応じて）（１９１６）、電子デバ
イスは、ディスプレイ上に、ズームコントローラ（例えば、１８２４）を表示する（１９
２４）。
【０４８８】
　いくつかの実施形態によれば、第１のジェスチャ（例えば、１８２０－１Ａ）が第１の
タイプ（例えば、タップジェスチャ）であるという判定に従って（かつ例えば、それに応
じて）、ディスプレイ上で、倍率調整用アフォーダンス（例えば、１８１２）に対応する
位置に第２の倍率レベルの表現（例えば、画像、テキスト）を表示する（例えば、図１８
Ｄの１８１８が倍率レベルを示す）。
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【０４８９】
　いくつかの実施形態によれば、第１のジェスチャ（例えば、１８２０－１Ｂ）が第２の
タイプ（例えば、スワイプジェスチャ）であるという判定に従って（かつ例えば、それに
応じて）、ディスプレイ（例えば、１８０８）上で、倍率調整用アフォーダンス（例えば
、１８２６）に対応する位置に動的に選択された倍率レベルの表現（例えば、画像、テキ
スト）を表示する。倍率レベルの表現を表示することにより、ユーザがその表現に基づい
てデジタルビューファインダ内に適用される拡大量を迅速に識別することができるので、
より直感的なマンマシンインタフェースを可能にする。
【０４９０】
　いくつかの実施形態によれば、第１のジェスチャ（例えば、１８２０－１Ｃ）が第１の
タイプ及び第２のタイプとは異なる第３のタイプ（例えば、タップアンドホールドジェス
チャ）（例えば、所定の時間より長い）であるという判定に従って、ディスプレイ上に、
複数の倍率レベルから動的に選択された倍率レベルを選択するためのズームコントローラ
（例えば、１８２４）を表示する。
【０４９１】
　いくつかの実施形態によれば、ディスプレイ上にズームコントローラを表示することは
、ディスプレイ（例えば、１８０８）上で、ディスプレイ（又は、タッチスクリーンディ
スプレイのスクリーン）の縁部から離れてディスプレイの中心に向かって倍率調整用アフ
ォーダンスの表示位置を偏移することを更に含む。いくつかの実施例では、デバイスが垂
直に保持されている場合、アフォーダンスは、上に偏移するように見えることになる。一
方で、デバイスが水平に保持されている場合、アフォーダンスは、ディスプレイ装置の右
縁部から離れて左に偏移するように見えることになる。
【０４９２】
　いくつかの実施形態によれば、ズームコントローラをディスプレイ上に表示することは
、倍率調整用アフォーダンス（例えば、１８２６）の表示サイズを低減することを更に含
む。
【０４９３】
　いくつかの実施形態では、ディスプレイ上にズームコントローラ（例えば、１８２４）
を表示することは、ズームコントローラダイアルの一部分を表示することを更に含む。い
くつかの実施例では、ズームコントローラ（例えば、１８２４）は、ホイール、ダイアル
、半ダイアル、ダイアルの一部分、又はスライダとして表示される。いくつかの実施例で
は、ズームコントローラ（例えば、１８２４）は、メディアが任意選択的にキャプチャさ
れる又はされることになる様々な倍率レベルを表示する。ズームコントローラダイアルに
より、ユーザが複数の倍率レベルの中から所望の倍率レベルを選択し、複数の倍率レベル
の間で変更することができる。いくつかの実施例では、これにより、ユーザが、タッチ入
力を使用して、指を再配置する必要なしに、倍率レベルを迅速に変更する機会を提供する
。その結果、ユーザは、撮影のフレーミングに集中することができる。また、ユーザが倍
率レベルを調整するためにデバイス上で繰り返しタップ（又はタッチ／リフトオフ）する
必要がないので、倍率を変更している間に録画されたビデオは、より安定することになる
。
【０４９４】
　いくつかの実施形態によれば、第１のタイプ（のジェスチャ）は、タップジェスチャ（
例えば、タップ１８２０－１Ａ）であり、第２のタイプ（のジェスチャ）は、スワイプジ
ェスチャ（例えば、スワイプ１８２０－１Ｂ）である。
【０４９５】
　いくつかの実施形態によれば、ズームコントローラ（例えば、１８２４）を表示するこ
とは、ディスプレイ（例えば、１８０８）上でズームコントローラをスライドさせること
を含む。いくつかの実施例では、ズームコントローラ（例えば、１８２４）を表示するこ
とは、ズームコントローラ（例えば、１８２４）を第１のサイズで表示し、次いでズーム
コントローラを第１のサイズより大きい第２のサイズに大きくすることを含む。
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【０４９６】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイス（例えば、１８００）がズームコントロー
ラ（例えば、１８２４）を表示している間、かつ電子デバイス（例えば、１８００）が第
３の倍率レベルで１つ以上のカメラでメディアをキャプチャする準備ができている間に、
電子デバイスは、１つ以上の入力デバイスを介して、ズームコントローラに対応する位置
で第２のジェスチャ（例えば、スワイプジェスチャ１８２１－１）を検出する。第２のジ
ェスチャが第２のタイプ（例えば、スワイプジェスチャ１８２１－１）であるという判定
に従って（かつ例えば、それに応じて）、電子デバイスは、ズームコントローラ（例えば
、１８２４）の表示を回転させ、第３の倍率レベル（例えば、図１８Ｖの１８１８によっ
て表される倍率レベル）とは異なる第４の倍率レベル（例えば、図１８Ｗの１８１８によ
って表される倍率レベル）（例えば、第２のジェスチャの大きさに基づいて）で１つ以上
のカメラでメディアをキャプチャする準備をする。いくつかの実施形態では、回転量は、
第２の入力の大きさに対応する。いくつかの実施形態では、ズームコントローラ及び内部
に表示される倍率レベルは、ホイールのように回転するように見える。いくつかの実施形
態では、ズームコントローラ（例えば、１８２４）は、接触の移動の速さ、接触の移動の
方向、及び／又はタッチ感知面の縁部への接触の近接のうちの１つ以上に基づいて加速さ
れる速度で回転する。ナビゲーション、コントローラの回転、及び／又は拡大を迅速化す
る例示的な技術は、図２２Ａ～図２２Ｊ及び図２３Ａ～図２３Ｂを参照してより詳細に説
明する。
【０４９７】
　いくつかの実施形態によれば、第２のジェスチャの速度が所定の閾値未満であるという
判定に従って（かつ例えば、それに応じて）、デジタルビューファインダ（例えば、１８
０６）を第１の速度でズームする。第２のジェスチャの速度が所定の閾値より大きい（又
は以上である）という判定に従って（かつ例えば、それに応じて）、電子デバイスは、デ
ジタルビューファインダ（例えば、１８０６）を第２の速度でズームし、第１の速度は、
第２の速度未満である。ナビゲーション、コントローラの回転、及び／又は拡大を迅速化
する例示的な技術は、図２２Ａ～図２２Ｊ及び図２３Ａ～図２３Ｂを参照してより詳細に
説明する。
【０４９８】
　いくつかの実施形態によれば、第２のジェスチャの変化率（例えば、部分円の中心に対
する円弧角度の変化率）が第２の所定の閾値未満であるという判定に従って（かつ例えば
、それに応じて）、デジタルビューファインダ（例えば、１８０６）を第１の速度でズー
ムし、第２のジェスチャの速度（例えば、部分円の中心に対する円弧角度の変化率）が第
２の所定の閾値より大きい（又は以上である）という判定に従って（かつ例えば、それに
応じて）、デジタルビューファインダ（例えば、１８０６）を第２の速度でズームし、第
１の速度は、第２の速度未満である。
【０４９９】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイスがディスプレイ上に、粒度を有する、１つ
以上のカメラでメディアをキャプチャするための倍率レベルを変更するためのズームコン
トローラ（例えば、１８２４）（例えば、ズームコントローラダイアル）を表示している
間に、電子デバイスは、ズームコントローラに対応する位置の第３のジェスチャ（例えば
、ディスプレイの中心から離れてディスプレイの縁部に向かうスワイプダウンジェスチャ
１８２３）を検出する。いくつかの実施形態では、第３のジェスチャを検出したことに応
じて、電子デバイスは、（ズームコントローラを表示し続けている間に）ズームコントロ
ーラ（例えば、図１８ＡＣの１８２４）の粒度を変更する。いくつかの実施例では、第１
の入力特性を有する第１の入力は、ズームコントローラの粒度に基づいてズームの度合に
影響を及ぼす。スワイプダウンジェスチャを介してズームコントローラの粒度を増大させ
ることにより、ユーザがデバイスを保持している同じ手を使用することにより倍率レベル
を正確に変更することができる。いくつかの実施例では、スワイプダウンコマンドで粒度
を増大させることにより、ユーザが指を持ち上げる必要なしに倍率レベルを微調整する能
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力を可能にする。いくつかの実施例では、ユーザは、ディスプレイスクリーンとのアイコ
ンタクトを維持する必要はなく、代わりに、ユーザの前の被写体により集中することがで
きる。
【０５００】
　いくつかの実施形態では、同じ入力（例えば、１８２０）は、ズームコントローラ（例
えば、１８２４）が第１の粒度であるときに、倍率レベルを第１の値に変更し、ズームコ
ントローラが第１の粒度より低い第２の粒度にあるときに、倍率レベルを第１の値より大
きい第２の値に変更する。
【０５０１】
　いくつかの実施形態によれば、ズームコントローラ（例えば、１８２４）は、複数の倍
率レベルの表現を含み、ズームコントローラの粒度を変更することは、複数の倍率レベル
の表現の間の間隔（又は距離）を変更する（例えば、増大する、減少する）ことを含む。
【０５０２】
　いくつかの実施形態によれば、表示されるズームコントローラは、複数の倍率レベルの
表現を含む。電子デバイス（例えば、１８００）は、縦長モードと横長モードとの間で変
更する要求を検出する（例えば、加速度計を用いて、電子デバイスの回転を検出する）。
電子デバイス（例えば、１８００）を縦長モードと横長モードとの間で変更する要求を検
出したことに応じて、電子デバイスは、複数の倍率レベルの表現を回転させる（例えば、
図１８ＡＪの１８２４は、回転したダイアル内の表現を示す）。いくつかの実施例では、
縦長モードと横長モードとの間で電子デバイスを変更する要求を検出したことに応じて、
ズームコントローラ（例えば、１８２４）の位置は変化しない。いくつかの実施例では、
縦長モードと横長モードとの間で電子デバイスを変更する要求を検出したことに応じて、
倍率調整用アフォーダンスの位置は変化しない。
【０５０３】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイス（例えば、１８００）は、ディスプレイ上
に、１つ以上のカメラ（例えば、１８０２及び１８０４）でメディアをキャプチャするた
めの（及びビューファインダ（例えば、１８０６）のための）現在の倍率レベルの表現を
、倍率調整用アフォーダンス（例えば、１８１８）に対応する位置に表示する。いくつか
の実施形態では、倍率調整用アフォーダンスは、倍率レベルをスクロールするためのフォ
ーカス領域として機能する。
【０５０４】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイスが１つ以上の入力デバイスを介してズーム
コントローラ（例えば、１８２４）に対応する任意の位置で所定の期間の間に入力を検出
しなかったことに従って、電子デバイスは、倍率調整用アフォーダンスの表示をディスプ
レイ（又はデバイス）の縁部に向かってかつディスプレイ（例えば、１８０８）の中心か
ら離れてスライドさせる。いくつかの実施形態では、所定の期間は、リフトオフ後、ユー
ザがタッチスクリーンとの接触を中断した後の所定の期間の後である。いくつかの実施形
態では、電子デバイスが垂直に保持されている場合、倍率調整用アフォーダンスは、下に
偏移するように見えることになる。一方で、いくつかの実施形態では、デバイスが水平に
保持されている場合、倍率調整用アフォーダンスは、ディスプレイ装置の右縁部から離れ
て右に偏移するように見えることになる。
【０５０５】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイス（例えば、１８００）が１つ以上の入力デ
バイスを介してズームコントローラ（例えば、１８２４）に対応する任意の位置で所定の
期間の間（例えば、リフトオフから所定の期間後、ユーザがタッチスクリーンとの接触を
中断した後）に入力を検出しなかったことに従って、電子デバイスは、ズームコントロー
ラ（例えば、１８２４）の表示を停止する。いくつかの実施形態では、ズームコントロー
ラは、例えば、ディスプレイの中心から離れかつディスプレイの縁部から外れ、ディスプ
レイ（例えば、１８０８）から外れてスライドする、及び／又は、消失する。ズームコン
トローラがスクリーンから外れてスライドすることにより、ズームコントローラを使用し
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ていないときに、デジタルビューファインダにより多くの情報／データを表示させること
ができる。ユーザがズームコントローラと相互作用していないことは、倍率調整を行うこ
とにユーザが関心がないという１つの示唆である。これにより、いくつかの実施例では、
ズームコントローラの表示を除去することにより、ユーザがビューファインダのより多く
を見ることができ、より重要なことには、ズームコントローラの背後に以前に隠れていた
物体の表現をユーザが見ることができることになる。
【０５０６】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイス（例えば、１８００）がディスプレイ上に
、第４の倍率レベルで１つ以上のカメラ（例えば、１８０２及び１８０４）でメディアを
キャプチャするためのデジタルビューファインダ（例えば、１８０６）（例えば、ライブ
又はほぼライブのプレビュー画像を含む）を表示し、ディスプレイ上にズームコントロー
ラを表示していない間に、電子デバイスは、１つ以上の入力デバイスを介してデジタルビ
ューファインダ（例えば、１８０６）に対応する位置で第４のジェスチャ（例えば、１８
２０Ａ及び１８２０Ｂ）（例えば、ピンチ（又はデピンチ）ジェスチャ）を検出する。第
４のジェスチャ（例えば、１８２０Ａ及び１８２０Ｂ）が第４のタイプ（例えば、ピンチ
ジェスチャ）であるという判定に従って（かつ例えば、それに応じて）、電子デバイスは
、第４の倍率レベルと異なる第２の動的に選択された倍率レベル（例えば、図１８Ｎの１
８１８は、倍率レベルを示す）で１つ以上のカメラ（例えば、１８０２及び１８０４）で
メディアをキャプチャする準備をし、電子デバイス（例えば、１８００）は、ディスプレ
イ上にズームコントローラ（例えば、１８２４）を表示することを見合わせる。いくつか
の実施例では、各倍率レベルは、第４のジェスチャ（例えば、１８２０Ａ及び１８２０Ｂ
）の大きさ（例えば、距離）に基づいて選択される。
【０５０７】
　いくつかの実施例では、電子デバイス（例えば、１８００）は、デジタルビューファイ
ンダ（例えば、１８０６）とともに、１つ以上のカメラでメディアをキャプチャするため
の（及びビューファインダのための）現在の倍率レベル（例えば、１８１８）を有する倍
率調整用アフォーダンス（例えば、１８１２及び１８２６）を同時に表示する。いくつか
の実施形態では、倍率調整用アフォーダンスは、１倍／２倍のアフォーダンスラベル、ア
イコン、画像、又は倍率レベルを示すテキスト表現として表される。いくつかの実施形態
では、第４のジェスチャを検出したことに従って（かつ任意選択的に、それに応じて）、
デバイスは、１つ以上のカメラでメディアをキャプチャするための（及びビューファイン
ダのための）表示された現在の倍率レベルを更新する。
【０５０８】
　なお、方法１９００に関して上述したプロセス（例えば、図１９Ａ～図１９Ｂ）の詳細
はまた、以下及び上記で説明する方法にも、類似の方式で適用可能であることに留意され
たい。例えば、方法７００、９００、１１００、１３００、２１００、及び２３００は、
方法２１００を参照して上述した、様々な方法の特性のうちの１つ以上を任意選択的に含
む。例えば、様々な方法の中から、ビューファインダ拡大技術、アフォーダンス、及びコ
ントローラの要素を組合せることができる。別の例として、方法２１００のビューファイ
ンダは、方法７００、９００、１１００、１３００、２１００、及び２３００のビューフ
ァインダと類似している。簡潔にするために、これらの詳細は、以下では繰り返さない。
簡潔にするために、これらの詳細は、以下では繰り返さない。
【０５０９】
　図２０Ａ～図２０Ｒは、いくつかの実施形態に係る、カメラアプリケーションのための
例示的なデバイス及びユーザインタフェースを示す。これらの図におけるユーザインタフ
ェースは、図２１Ａ～Ｂにおけるプロセスを含む、以下で説明されるプロセスを例示する
ために使用される。
【０５１０】
　図２０Ａは、１つ以上のカメラを有する例示的な電子デバイス２０００を示す。１つ以
上のカメラは、電子デバイス２０００の背面上に、第１のカメラ２００２、及び任意選択
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的に第２のカメラ２００４を、任意選択的に含む。いくつかの実施例では、第１のカメラ
２００２及び第２のカメラ２００４は、固定だが異なる焦点距離を有する。いくつかの実
施例では、光学システムの焦点距離、視野、及び／又は光学倍率特性は、カメラごとに固
定され、いくつかの実施形態では、異なる固定焦点距離を有するのに加えて、カメラ（例
えば、２００２、２００４）は、異なる固定視野及び異なる固定光学倍率特性を有する。
【０５１１】
　いくつかの実施形態では、第１のカメラ２００２は第１の視野を有し、第２のカメラ２
００４は第２の視野を有し、第１の視野及び第２の視野は、重なり合う。いくつかの実施
例では、カメラ（例えば、２００２及び２００４）によってキャプチャされた画像間の視
差を使用してデジタルビューファインダの異なる部分によって表される物体の深度を判定
するように、第１のカメラ２００２及び第２のカメラ２００４は離間している。いくつか
の実施形態では、第１のカメラ２００２及び第２のカメラ２００４は、電子デバイス２０
００の表面上に配置され、カメラ（例えば、２００２及び２００４）の光軸は、平行にな
るように配置される。いくつかの実施例では、第１のカメラ２００２及び第２のカメラ２
００４は、重なり合う視野、例えば、少なくとも５０％重なり合う、少なくとも９０％重
なり合う、又はより多く重なり合う視野をキャプチャする。いくつかの実施例では、第１
のカメラ２００２は、第２のカメラ２００４より広い視野を有する。いくつかの実施例で
は、第２のカメラ２００４は、第１のカメラ２００２より広い視野を有する。広角カメラ
（例えば、広角レンズ付きカメラ）が、望遠カメラ（例えば、望遠レンズ付きカメラ）よ
り広い視野を有する場合、広角カメラの１倍の倍率では、物体は、望遠カメラの１倍の倍
率におけるより遠く離れて見える。望遠カメラの視野が広角カメラの視野のおよそ中心に
あるように広角カメラ及び望遠カメラが重なり合う視野を有する場合、１倍の倍率レベル
で望遠カメラでキャプチャした画像は、一部の状況では（例えば、画像の被写体が少なく
とも１メートル離れている場合）、１倍の倍率レベルで広角カメラでキャプチャした対応
する画像の光学ズームであるように見える。
【０５１２】
　図２０Ｂ－１及び図２０Ｂ－２は、ディスプレイ２０２２を含む電子デバイス２０００
の前面を示す。電子デバイス２０００はまた、タッチ感知面を含むなど、１つ以上の入力
デバイスを含む。いくつかの実施例では、タッチ感知面及びディスプレイは、タッチ感知
ディスプレイを形成する。図２０Ｂ－１及び図２０Ｂ－２はまた、例えば、入力を受け付
けることができる異なるエリア：ビューファインダエリア２００６、ズームエリア２　２
００８、１倍／２倍ボタンエリア２　２０１０、ズームエリア１　２０１２、１倍／２倍
ボタンエリア１　２０１４、モードエリア２０１６、及びシャッタボタンエリア２０１８
を示す。これらのエリアは、点線で示され、これは読者の理解を容易にするために設けら
れている。点線は、図示されているユーザインタフェースの一部ではない。いくつかの実
施例では、他のエリアを囲むエリアは、囲まれたエリアを含まない。例えば、ズームエリ
ア１（例えば、２０１２）は、１倍／２倍ボタン１エリア（例えば、２０１４）を含まな
い。いくつかの実施例では、デバイスが様々な状態にある間に様々なエリアで様々なジェ
スチャを検出することにより、電子デバイスが様々なことを実行することになる。以下の
表には、多数の例示的な入力ジェスチャ及びその結果得られる機能が記載されている。い
くつかの実施例では、図２０Ｂ－１及び図２０Ｂ－２に示すように、電子デバイスが横長
モードと縦長モードとの間を遷移する際に、様々なエリアの位置及び／又はサイズは変化
しない。いくつかの実施例では、電子デバイスが横長モードと縦長モードとの間を遷移す
る際に、様々なエリアの位置のうちの１つ以上及び／又はサイズのうちの１つ以上は変化
する。
【０５１３】
　図２０Ｃに示すように、デバイス２０００が１つ以上のカメラで第１の倍率レベル（例
えば、１倍の倍率）でメディアをキャプチャする準備ができている間に、電子デバイスは
、ディスプレイ上に１つ以上のカメラ（例えば、２００２及び２００４）から受信したデ
ータに基づいてデジタルビューファインダ（例えば、２００７、ライブ又はほぼライブの
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プレビュー画像を含む）を表示する。デジタルビューファインダ（例えば、２００７）は
、１つ以上のカメラ（例えば、２００２、２００４）の視野内の１つ以上の物体の１つ以
上の表現（例えば、２０２０、２０３０）を含む。図２０Ｃの例示的なユーザインタフェ
ースでは、デジタルビューファインダ（例えば、２００７）は、人物の表現２０２０と、
犬の表現２０３０とを含む。ユーザインタフェースは、表示された倍率調整用アフォーダ
ンス（例えば、２００９）も含む。いくつかの実施例では、倍率調整用アフォーダンス（
例えば、２００９）は、現在の倍率レベル（例えば、電子デバイスがメディアをキャプチ
ャする準備ができている倍率レベル、目標倍率レベル、デジタルビューファインダの倍率
レベル）の表現２０２４（例えば、「１Ｘ」）を含む。いくつかの実施例では、倍率調整
用アフォーダンスは、エリア２０１４の位置に対応する。いくつかの実施例では、モード
エリア２０１６は、複数のカメラキャプチャモードに対応する複数のアフォーダンスを含
む。図２０Ｃのユーザインタフェースでは、電子デバイスがカメラキャプチャモードにあ
ることを示す「ＰＨＯＴＯ」アフォーダンスが太字にされている。
【０５１４】
　デジタルビューファインダ（例えば、２００７）を表示している間に、電子デバイスは
、１つ以上の入力デバイス（例えば、タッチ感知面、タッチ感知ディスプレイ）を介して
、第１のジェスチャ（例えば、２０２８）を検出する。例えば、ジェスチャ（例えば、２
０２８）は、スワイプ、タップアンドホールド、又はタップである。
【０５１５】
　いくつかの実施例では、電子デバイスは、第１のジェスチャが第１のエリア（例えば、
ビューファインダエリア２００６に対応する）内のタップジェスチャである場合に１つ以
上の条件の第１のセットの第１の条件が満たされる、１つ以上の条件の第１のセットが満
たされるか否かを判定する。
【０５１６】
　図２０Ｃに示すように、第１のジェスチャ（例えば、図の２０Ｃのジェスチャ２０２８
Ａ）が第１の位置（例えば、図の２０Ｃに示すような、タッチ感知面上の、ビューファイ
ンダエリア２００６に対応する第１の位置）にあると１つ以上の条件の第１のセットの第
１の条件が満たされる、１つ以上の条件の第１のセットが満たされる（例えば、ビューフ
ァインダエリア２００６上のタップ）という判定に従って、電子デバイスは、デジタルビ
ューファインダ（例えば、２００７）の表示を更新し、第１の倍率レベルと異なる第２の
倍率レベルで１つ以上のカメラでメディアをキャプチャする準備をすることなく、１つ以
上の入力デバイス上の第１のジェスチャ（例えば、２０２８Ａ）の位置に対応する、１つ
以上のカメラの視野内の１つ以上の物体の対応する物体（例えば、２０２０に対応する）
（例えば、タッチスクリーンディスプレイ上のタップ入力の位置に表示された物体）の表
現（例えば、図２０Ｃの２０２０）に焦点を合わせる（例えば、対応する物体の推定距離
に基づいて）。いくつかの実施例では、ユーザが第１の位置（例えば、ビューファインダ
エリア２００６内の）でタップジェスチャを行うと、電子機器は、カメラの視野内の第１
のアイテムからカメラの視野内の第２のアイテム（例えば、２０２０により表される）に
カメラの焦点を変更し、第１のアイテムと第２のアイテムとは異なる。いくつかの実施例
では、第１のアイテムから第２のアイテムにカメラの焦点を変更することは、カメラの焦
点を調整して第２のアイテムに焦点を合わせることを含む。
【０５１７】
　いくつかの実施形態では、ズームコントローラが表示されない場合に、１つ以上の条件
の第１のセットの第２の条件が満たされる。いくつかの実施例では、ズームコントローラ
が表示されていないときのズームエリア１又はズームエリア２のタップは、焦点動作をも
たらすことになる。
【０５１８】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の条件の第１のセットが満たされる（例えば、タッ
プがビューファインダエリア２００６上にあった）という判定に従って（及び／又はそれ
に応じて）、電子デバイスは、以下のうちの１つ以上を見合わせる（例えば、実行しない
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）：デバイスがメディアをキャプチャする準備ができている倍率レベルを変更すること、
電子デバイスのカメラキャプチャモードを変更すること、ズームコントローラを表示する
こと、焦点、又は（あるいは、及び）露出設定をロックすること、デバイスがメディアを
キャプチャする準備ができている露出を変更すること。
【０５１９】
　いくつかの実施形態では、デバイス（例えば、２０００）が第１の倍率レベルで１つ以
上のカメラでメディアをキャプチャする準備ができている間に、デジタルビューファイン
ダ（例えば、２００７）を表示することは、ディスプレイ上に、第１の倍率レベルで１つ
以上の物体の表現（例えば、２０２０）を表示することを含む。
【０５２０】
　例えば、電子デバイスが画像キャプチャモードにあり、シャッタアフォーダンス２０１
８のアクティブ化を検出すると、電子デバイスは、対応する倍率レベルで画像をキャプチ
ャ（例えば、メモリに記憶）する。別の例では、電子デバイスがビデオキャプチャモード
にあり、シャッタアフォーダンス２０１８のアクティブ化を検出すると、電子デバイスは
、例えば、シャッタアフォーダンス２０１８のアクティブ化が検出されるまで、対応する
倍率レベルでビデオをキャプチャ（例えば、メモリに記憶）する。いくつかの実施例では
、電子デバイスは、メディアがキャプチャされていない間（例えば、画像をキャプチャす
る又はビデオを録画する前）に、調節可能なコントローラ２０２６を使用して、ユーザが
複数の値のうちの１つの値を選択することを可能にする。いくつかの実施例では、電子デ
バイスは、メディアがキャプチャされている間（例えば、ビデオの録画中）に、調節可能
なコントローラ２０２６（図２０Ｉ）を使用して、ユーザが複数の値のうちの１つの値を
選択することを可能にし、それによって調節可能なコントローラ２０２６を用いた値の選
択に対応するズームイン及び／又はズームアウトを含む録画されたビデオとなる。
【０５２１】
　図２０Ｄは、タップジェスチャ２０２８Ｂを示している。いくつかの実施例では、電子
デバイス（例えば、２０００）は、検出されたジェスチャ（例えば、図２０Ｄの２０２８
Ｂ）が第１のエリアとは異なる第２のエリア（例えば、１倍／２倍ボタン１エリア２０１
４）内のタップジェスチャである場合に１つ以上の条件の第２のセットの第１の条件が満
たされる、１つ以上の条件の第２のセットが満たされるか否かを判定する。
【０５２２】
　図２０Ｄ～図２０Ｅに示すように、第１のジェスチャ（例えば、タップジェスチャ２０
２８Ｂ）が第１の位置とは異なる第２の位置（例えば、タッチ感知面上の、１倍／２倍ボ
タン１エリア２０１４に対応する第２の位置）にあると１つ以上の条件の第２のセットの
第１の条件が満たされる、１つ以上の条件の第２のセットが満たされる（例えば、倍率調
整用アフォーダンス２００９がアクティブにされる）という判定に従って、電子デバイス
は、第１の倍率レベル（例えば、図２０Ｃに示すような１倍の倍率レベル）とは異なる第
２の倍率レベル（例えば、図２０Ｅに示すような２倍の倍率レベル）で１つ以上のカメラ
（例えば、２００２及び２００４）でメディアをキャプチャする準備をする（例えば、ズ
ームレベル間でトグルする）。
【０５２３】
　図２０Ｅに示すように、いくつかの実施形態によれば、第２の倍率レベルで１つ以上の
カメラでメディアをキャプチャする準備をすることは、（例えば、１つ以上のカメラから
受信したデータを用いて）デジタルビューファインダの表示を更新し、第２の倍率レベル
でプレビュー（例えば、ライブ又はほぼライブのプレビュー）を表示することを含む。い
くつかの実施形態では、デバイス（例えば、２０００）が第２の倍率レベルで１つ以上の
カメラでメディアをキャプチャする準備ができている間に、デジタルビューファインダ（
例えば、２００７）を表示することは、ディスプレイ上に、第２の倍率レベルで１つ以上
の物体の表現（例えば、２０２０）を表示することを含む。
【０５２４】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の条件の第２のセットが満たされる（例えば、倍率
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調整用アフォーダンス２００９がアクティブにされた）という判定に従って（及び／又は
それに応じて）、電子デバイスは、以下のうちの１つ以上を見合わせる（例えば、実行し
ない）：デジタルビューファインダの表示を更新して対応する物体の表現に焦点を変更す
ること、電子デバイスのカメラキャプチャモードを変更すること、ズームコントローラを
表示すること、焦点、又は（あるいは、及び）露出設定をロックすること、デバイスがメ
ディアをキャプチャする準備ができている露出を変更すること。
【０５２５】
　図２０Ｆに示すように、いくつかの実施形態では、第１の入力は、ズームエリア１　２
０１２のスワイプジェスチャ（例えば、２０２８Ｃ）である。第１のジェスチャ（例えば
、２０２８Ｃ、スワイプジェスチャ）が第１の位置とは異なる第３の位置（例えば、タッ
チ感知面上の、ズームエリア１　２０１２に対応する第３の位置）にあると１つ以上の条
件の第３のセットの第１の条件が満たされる、１つ以上の条件の第３のセットが満たされ
る（例えば、ズームエリア１　２０１２のスワイプジェスチャ２０２８Ｃ）という判定に
従って、第１のジェスチャ（例えば、２０２８Ｃ）の大きさ（例えば、２０２８Ｃの矢印
によって示す横断した距離）に基づく第３の倍率レベルで１つ以上のカメラでメディアを
キャプチャする準備をする。いくつかの実施例では、図２２Ａ～図２２Ｊ及び図２３Ａ～
図２３Ｂを参照して説明するような、第１のジェスチャ（例えば、２０２８Ｃ、スワイプ
ジェスチャ）が、第１の入力境界（例えば、タッチ感知面の左縁部）に向かう成分又は第
２の入力境界（例えば、タッチ感知面の右縁部）に向かう成分を有するスワイプジェスチ
ャである場合に、１つ以上の条件の第３のセットの第２の条件は、満たされる。
【０５２６】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の条件の第３のセットが満たされる（例えばズーム
エリア１　２０１２のスワイプジェスチャ）という判定に従って（及び／又はそれに応じ
て）、図１８Ａ～図１８ＡＮ及び図２２Ａ～図２２Ｊを参照して説明するように、電子デ
バイス（例えば、２０００）は、ズームコントローラを表示（又はその表示を更新）する
。
【０５２７】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の条件の第３のセットが満たされる（例えば、ズー
ムエリア１　２０１２のスワイプジェスチャ）という判定に従って（及び／又はそれに応
じて）、電子デバイス（例えば、２０００）は、以下のうちの１つ以上を見合わせる（例
えば、実行しない）：デジタルビューファインダの表示を更新して対応する物体の表現に
焦点を変更すること、電子デバイスのカメラキャプチャモードを変更すること、焦点、又
は（あるいは、及び）露出設定をロックすること、デバイスがメディアをキャプチャする
準備ができている露出を変更すること。
【０５２８】
　図２０Ｇに示すように、いくつかの実施形態では、第１の入力は、モードエリア２０１
６のタップジェスチャ２０２８Ｄである。第１のジェスチャ（例えば、タップジェスチャ
２０２８Ｄ）が第１の位置、第２の位置、及び第３の位置とは異なる第４の位置（例えば
、タッチ感知面上の、モードエリア２０１６に対応する第４の位置）にあると、１つ以上
の条件の第５のセットの第１の条件が満たされる、１つ以上の条件の第５のセットが満た
される（例えば、モードエリア２０１６のタップ２０２８Ｄ）という判定に従って、電子
デバイスは、電子デバイスのカメラキャプチャモードを第１のジェスチャの位置に対応す
るモードに変更する（例えば、画像又は写真キャプチャモードをビデオキャプチャモード
に変更する、静止メディアをキャプチャする準備をすることからビデオメディアをキャプ
チャする準備をすることに変更する）。いくつかの実施形態では、第１のジェスチャ（例
えば、タップジェスチャ２０２８Ｄ）がタップジェスチャである場合に、１つ以上の条件
の第５のセットの第２の条件が満たされる。
【０５２９】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の条件の第５のセットが満たされる（例えば、モー
ドエリア２０１６のタップ２０２８Ｄ）という判定に従って（及び／又はそれに応じて）
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、電子デバイスは、以下のうちの１つ以上を見合わせる（例えば、実行しない）：デバイ
スがメディアをキャプチャする準備ができている倍率レベルを変更すること、デジタルビ
ューファインダの表示を更新して対応する物体の表現に焦点を変更すること、ズームコン
トローラを表示すること、焦点、又は（あるいは、及び）露出設定をロックすること、デ
バイスがメディアをキャプチャする準備ができている露出を変更すること。
【０５３０】
　図２０Ｈに示すように、いくつかの実施形態では、第１のジェスチャは、モードエリア
２０１６のスワイプ２０２８Ｅである。第１のジェスチャ（例えば、左又は右のスワイプ
ジェスチャ２０２８Ｅ）が第４の位置（例えば、タッチ感知面上の、モードエリア２０１
６に対応する第４の位置）にあると、１つ以上の条件の第６のセットの第１の条件が満た
される、１つ以上の条件の第６のセットが満たされる（例えば、モードエリア２０１６の
スワイプ２０２８Ｅ）という判定に従って、電子デバイスは、第１のジェスチャの方向成
分（例えば、左、右、上、下）に基づいて、電子デバイスのカメラキャプチャモードを変
更する（例えば、画像キャプチャモードをビデオキャプチャモードに変更する、静止メデ
ィアをキャプチャする準備をすることからビデオメディアをキャプチャする準備をするこ
とに変更する）。いくつかの実施形態では、モードは、１つのスワイプが１つのモードの
横断となる時に一度横断される。いくつかの実施形態では、１スワイプ当たりに横断され
るモードの数は、スワイプジェスチャの大きさに依存する。
【０５３１】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の条件の第６のセットが満たされる（例えば、モー
ドエリア２０１６のスワイプ２０２８Ｅ）という判定に従って（及び／又はそれに応じて
）、電子デバイスは、以下のうちの１つ以上を見合わせる（例えば、実行しない）：デバ
イスがメディアをキャプチャする準備ができている倍率レベルを変更すること、デジタル
ビューファインダの表示を更新して対応する物体の表現に焦点を変更すること、ズームコ
ントローラを表示すること、焦点、又は（あるいは、及び）露出設定をロックすること、
デバイスがメディアをキャプチャする準備ができている露出を変更すること。
【０５３２】
　図２０Ｉ－２０Ｌに示すように、電子デバイスは、電子デバイスのカメラキャプチャモ
ードに基づいて、調節可能なコントローラ２０２６Ａ～２０２６Ｃを任意選択的に表示す
る。いくつかの実施例では、調節可能なコントローラ２０２６は、図１８Ａ～１８ＡＮ及
び図２２Ａ～図２２Ｊを参照して説明するものと同じ制御要素である。
【０５３３】
　図２０Ｉに示すように、いくつかの実施形態では、電子デバイスは、第１のカメラキャ
プチャモード（例えば、静止画像をキャプチャするための）にあり、電子デバイスは、第
１のカメラキャプチャモードにある間に、倍率レベルの第１の範囲（例えば、図２０Ｉに
示すように１倍～１０倍の倍率）内でメディアをキャプチャする準備をするように、構成
変更可能である（例えば、調節可能なコントローラ２０２６Ａを使用して）。いくつかの
実施例では、電子デバイスは、第１のカメラキャプチャモードにある間に、倍率レベルの
第１の範囲の外側でメディアをキャプチャする準備をするように、構成変更可能ではない
。いくつかの実施例では、調節可能なコントローラ２０２６Ａは、図１８Ａ～１８ＡＮ及
び図２２Ａ～図２２Ｊを参照して説明するように、倍率レベルを選択するために回転する
ことができる。
【０５３４】
　図２０Ｊに示すように、いくつかの実施形態では、電子デバイスは、第２のカメラキャ
プチャモード（例えば、ビデオをキャプチャするための）にあり、電子デバイスは、第２
のカメラキャプチャモードにある間に、倍率レベルの第２の範囲（例えば、図２０Ｊに示
すように１倍～６倍の倍率）内でメディアをキャプチャする準備をするように、構成変更
可能であり（例えば、調節可能なコントローラ２０２６Ｂを使用して）、倍率レベルの第
２の範囲は、倍率レベルの第１の範囲内である。いくつかの実施例では、電子デバイスは
、第２のカメラキャプチャモードにある間に、倍率レベルの第２の範囲の外側でメディア
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をキャプチャする準備をするように、構成変更可能ではない。いくつかの実施例では、調
節可能なコントローラ２０２６Ｂは、図１８Ａ～１８ＡＮ及び図２２Ａ～図２２Ｊを参照
して説明するように、倍率レベルを選択するために回転することができる。
【０５３５】
　図２０Ｋ～図２０Ｌに示すように、いくつかの実施形態では、電子デバイスは、第３の
カメラキャプチャモード（例えば、スローモーションビデオをキャプチャするための）に
あり、電子デバイスは、第３のカメラキャプチャモードにある間に、倍率レベルの第３の
範囲（例えば、図２０Ｋに示すように電子デバイスの第１のカメラを使用する場合に１倍
～３倍の倍率、図２０Ｌに示すように電子デバイスの第２のカメラを使用する場合に２倍
～６倍の倍率）内でメディアをキャプチャする準備をするように、構成変更可能であり（
例えば、調節可能なコントローラ２０２６Ｃ又は２０２６Ｄを使用して）、倍率レベルの
第３の範囲は、倍率レベルの第２の範囲内である。いくつかの実施例では、電子デバイス
は、第３のカメラキャプチャモードにある間に、倍率レベルの第３の範囲の外側でメディ
アをキャプチャする準備をするように、構成変更可能ではない。いくつかの実施例では、
調節可能なコントローラ２０２６Ｃ及び２０２６Ｄは、図１８Ａ～１８ＡＮ及び図２２Ａ
～図２２Ｊを参照して説明するように、倍率レベルを選択するために回転することができ
る。
【０５３６】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイスは、第４のカメラキャプチャモード（例え
ば、タイムラプス及び／又はパノラマ画像をキャプチャするための）にあり、電子デバイ
スは、第４のカメラキャプチャモードにある間に、第１の所定の倍率レベル（例えば、１
倍の倍率）及び第２の所定の倍率レベル（例えば、２倍の倍率）でメディアをキャプチャ
する準備をするように、構成変更可能であり、第１の所定の倍率レベル（例えば、１倍の
倍率）及び第２の所定の倍率レベル（例えば、２倍の倍率）は、倍率レベルの第２の範囲
内（例えば、１倍～６倍以内）である。いくつかの実施例では、電子デバイスは、第４の
カメラキャプチャモードにある間に、第１の所定の倍率レベル及び第２の所定の倍率レベ
ル以外の倍率レベルでメディアをキャプチャする準備をするように、構成変更可能ではな
い。いくつかの実施例では、調節可能なコントローラは、第３のカメラキャプチャモード
にある間に表示されない。
【０５３７】
　図２０Ｍ－１～図２０Ｎ－２に示すように、調節可能なコントローラ２０２６（例えば
、ズームダイアル）が表示されていないときのズームエリア１　２０１２のタップジェス
チャ（例えば、２０２８Ｆ）は、焦点を変更する（例えば、２０３０によって表される物
体に焦点を合わせるように）ことになり、調節可能なコントローラ２０２６（例えば、ズ
ームダイアル）が表示されているときのズームエリア１　２０１２のタップジェスチャ（
例えば、２０２８Ｇ）は、焦点を変更しないことになる。図２０Ｍ－１及び図２０Ｍ－２
は、同様の概念を示し、図２０Ｍ－１のデバイスが縦長モードにあり、図２０Ｍ－２のデ
バイスが横長モードにある。同様に、図２０Ｎ－１及び図２０Ｎ－２は、同様の概念を示
し、図２０Ｎ－１のデバイスが縦長モードにあり、図２０Ｎ－２のデバイスが横長モード
にある。
【０５３８】
　図２０Ｍ－１及び図２０Ｍ－２に示すように、いくつかの実施例では、電子デバイスが
第１の倍率レベルでメディアをキャプチャする準備ができているときに、ジェスチャ（例
えば、ジェスチャ２０２８Ｆ）がある位置（例えば、タッチ感知面上の、ズームエリア１
　２０１２に対応する位置）にあると１つ以上の条件のセットの第１の条件が満たされ、
かつ調節可能なコントローラが表示されていないと１つ以上の条件のセットの第２の条件
が満たされる、１つ以上の条件のセットが満たされる（例えば、ズームエリア１　２０１
２上のタップ２０２８Ｆ）という判定に従って、電子デバイスは、デジタルビューファイ
ンダ（例えば、２００７）の表示を更新して、１つ以上の入力デバイス上のジェスチャ（
例えば、２０２８Ｆ）の位置に対応する、１つ以上のカメラの視野内の１つ以上の物体の
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対応する物体（例えば、２０３０に対応する）（例えば、タッチスクリーンディスプレイ
上のタップ入力の位置に表示された物体）の表現（例えば、図２０Ｍ－１及び図２０Ｍ－
２の２０３０）に焦点を合わせる（例えば、対応する物体までの推定距離に基づいて）。
【０５３９】
　図２０Ｎ－１及び図２０Ｎ－２に示すように、いくつかの実施例では、電子デバイスが
第１の倍率レベルでメディアをキャプチャする準備ができているときに、ジェスチャ（例
えば、ジェスチャ２０２８Ｆ）がある位置（例えば、タッチ感知面上の、ズームエリア１
　２０１２に対応する位置）にあると１つ以上の条件の異なるセットの第１の条件が満た
され、かつ調節可能なコントローラが表示されていると１つ以上の条件の異なるセットの
第２の条件が満たされる、１つ以上の条件の異なるセットが満たされる（例えば、ズーム
エリア１　２０１２上のタップ）という判定に従って、電子デバイスは、デジタルビュー
ファインダ（例えば、２００７）の表示を更新することを見合わせ、１つ以上の入力デバ
イス上のジェスチャ（例えば、２０２８Ｆ）の位置に対応する、１つ以上のカメラの視野
内の１つ以上の物体の対応する物体（例えば、タッチスクリーンディスプレイ上のタップ
入力の位置に表示されるであろう物体）の表現に焦点を合わせる（例えば、対応する物体
までの推定距離に基づいて）ことを見合わせる。
【０５４０】
　図２０Ｏ～図２０Ｐに示すように、いくつかの実施形態によれば、調節可能なコントロ
ーラが表示されていないときに、第１のジェスチャは、１倍／２倍ボタン１　２０１４に
対応する位置のスワイプジェスチャ（例えば、２０２８Ｇ）である。第１の入力が１倍／
２倍ボタン１　２０１４に対応する位置のスワイプジェスチャであることを検出したこと
に応じて、電子デバイスは、ある倍率レベル（例えば、図２０Ｏに示すような１倍）から
異なる倍率レベル（例えば、図２０Ｐに示すような２倍）に遷移する。
【０５４１】
　いくつかの実施形態によれば、第１の入力は、１倍／２倍ボタンエリア１　２０１４で
のタップアンドホールド（例えば、所定期間の保持）である。第１のジェスチャ（例えば
、タップアンドホールドジェスチャ）が第２の位置（例えば、タッチ感知面上の、倍率調
整用アフォーダンス２０１９に対応する第２の位置）にあると１つ以上の条件の第７のセ
ットの第１の条件が満たされる、１つ以上の条件の第７のセットが満たされる（例えば、
倍率調整用アフォーダンス２０１９上のタップアンドホールド）という判定に従って、デ
ィスプレイ上に、ズームコントローラ（例えば、図１８Ｒ～図１８Ｕを参照して上述した
ようなズームダイアル）を表示する。
【０５４２】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の条件の第７のセットが満たされる（例えば、倍率
調整用アフォーダンス２０１９上のタップアンドホールド）という判定に従って（及び／
又はそれに応じて）、電子デバイスは、以下のうちの１つ以上を見合わせる（例えば、実
行しない）：デバイスがメディアをキャプチャする準備ができている倍率レベルを変更す
ること、デジタルビューファインダの表示を更新して対応する物体の表現に焦点を変更す
ること、電子デバイスのカメラキャプチャモードを変更すること、焦点、又は（あるいは
、及び）露出設定をロックすること、デバイスがメディアをキャプチャする準備ができて
いる露出を変更すること。
【０５４３】
　いくつかの実施形態では、第１のジェスチャ（例えば、タップアンドホールドジェスチ
ャ）が第２の位置（例えば、タッチ感知面上の１倍／２倍ボタンエリア１　２０１４、倍
率調整用アフォーダンス２０１９に対応する第２の位置）にあると１つ以上の条件の第７
のセットの第１の条件が満たされる、１つ以上の条件の第７のセットが満たされる（例え
ば、倍率調整用アフォーダンス２０１９に対応する１倍／２倍ボタンエリア１　２０１４
上のタップアンドホールド）という判定に従って、電子デバイスは、図１８Ｒ～図１８Ｕ
を参照してより詳細に上述したように、ディスプレイ上に、ズームコントローラ（例えば
、ズームダイアル）を表示する。いくつかの実施例では、ズームコントローラがディスプ
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レイ上に表示されない場合に、第１の入力が検出されると、１つ以上の条件の第７のセッ
トの第２の条件が満たされる。
【０５４４】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の条件の第７のセットが満たされる（例えば、倍率
調整用アフォーダンス２０１９に対応する１倍／２倍ボタンエリア１　２０１４上のタッ
プアンドホールド）という判定に従って（及び／又はそれに応じて）、電子デバイスは、
以下のうちの１つ以上を見合わせる（例えば、実行しない）：デバイスがメディアをキャ
プチャする準備ができている倍率レベルを変更すること、デジタルビューファインダの表
示を更新して対応する物体の表現に焦点を変更すること、電子デバイスのカメラキャプチ
ャモードを変更すること、焦点、又は（あるいは、及び）露出設定をロックすること、デ
バイスがメディアをキャプチャする準備ができている露出を変更すること。
【０５４５】
　いくつかの実施形態では、第１のジェスチャ（例えば、タップアンドホールドジェスチ
ャ）が第１の位置（例えば、タッチ感知面上の、ビューファインダエリア２００６に対応
する第１の位置）にあると１つ以上の条件の第８のセットの第１の条件が満たされる、１
つ以上の条件の第８のセットが満たされる（例えば、ビューファインダエリア２００６上
のタップアンドホールド）という判定に従って、１つ以上の入力デバイス上の第１のジェ
スチャの位置に対応する、１つ以上のカメラの視野内の１つ以上の物体の対応する物体（
例えば、タッチスクリーンディスプレイ上のタップ入力の位置に表示された物体）の特性
に基づいて、焦点又は（あるいは、及び）露出設定をロックする（例えば、対応する物体
の推定距離に基づいて）。
【０５４６】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の条件の第８のセットが満たされる（例えば、ビュ
ーファインダエリア上のタップアンドホールド）という判定に従って（及び／又はそれに
応じて）、電子デバイスは、以下のうちの１つ以上を見合わせる（例えば、実行しない）
：デバイスがメディアをキャプチャする準備ができている倍率レベルを変更すること、電
子デバイスのカメラキャプチャモードを変更すること、ズームコントローラを表示するこ
と、デバイスがメディアをキャプチャする準備ができている露出を変更すること。
【０５４７】
　いくつかの実施形態では、第１の入力が表示された調節可能なコントローラ（例えば、
２０２６）上のスワイプジェスチャである場合、電子デバイスは、電子デバイスがメディ
アをキャプチャする準備ができている倍率レベルを変更する。いくつかの実施形態では、
第１のジェスチャ（例えば、スワイプジェスチャ）が第５の位置（例えば、タッチ感知面
上の、ズームエリア２　２００８に対応する第５の位置）にあると１つ以上の条件の第９
のセットの第１の条件が満たされ、かつズームダイアルがディスプレイ上に表示されてい
ると１つ以上の条件の第９のセットの第２の条件が満たされる、１つ以上の条件の第９の
セットが満たされる（例えば、ズームエリア２　２００８上のスワイプ）という判定に従
って、電子デバイスは、第１のジェスチャの大きさに基づいて第５の倍率レベルで１つ以
上のカメラでメディアをキャプチャする準備をする。
【０５４８】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の条件の第９のセットが満たされる（例えば、ズー
ムエリア２上のスワイプ）という判定に従って（及び／又はそれに応じて）、電子デバイ
スは、以下のうちの１つ以上を見合わせる（例えば、実行しない）：デジタルビューファ
インダの表示を更新して対応する物体の表現に焦点を変更すること、電子デバイスのカメ
ラキャプチャモードを変更すること、焦点、又は（あるいは、及び）露出設定をロックす
ること、デバイスがメディアをキャプチャする準備ができている露出を変更すること。
【０５４９】
　いくつかの実施形態では、焦点設定又は露出設定がロックされているときに、第１の入
力がビューファインダエリア２００６内のスワイプジェスチャである場合、電子デバイス
は、対応する焦点又は露出を変更する（例えば、第１の入力の大きさに基づいて）。いく
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つかの実施形態では、電子デバイスは、焦点又は（あるいは、及び）露出設定をロックし
た状態で、第１の露出を用いて、１つ以上のカメラでメディアをキャプチャする準備がで
きている。第１のジェスチャ（例えば、左スワイプ又は右スワイプジェスチャなどのスワ
イプジェスチャ）が第１の位置（例えば、タッチ感知面上の、ビューファインダエリア２
００６に対応する第１の位置）にあると１つ以上の条件の第１０のセットの第１の条件が
満たされる、１つ以上の条件の第１０のセットが満たされる（例えば、ビューファインダ
エリア２００６上のスワイプ）という判定に従って、第２の露出（第１の露出とは異なる
）を使用して、１つ以上のカメラでメディアをキャプチャする準備をし、第２の露出は、
第１の入力の大きさに基づく。いくつかの実施形態では、電子デバイスの焦点設定又は露
出設定がロックされている場合に、１つ以上の条件の第１０のセットの第２の条件が満た
される。
【０５５０】
　いくつかの実施形態では、焦点及び／又は露出設定がロックされている間に、電子デバ
イスがビューファインダに対応する位置で第１のジェスチャ（例えば、スワイプ）を検出
すると、電子デバイスは、第１のジェスチャの方向成分に基づいて電子デバイスのカメラ
キャプチャモードを変更する（例えば、画像キャプチャモードからビデオキャプチャモー
ドに変更する、静止メディアをキャプチャする準備をすることからビデオメディアをキャ
プチャする準備をすることに変更する）。いくつかの実施形態では、焦点及び／又は露出
設定がロックされている間に、ズームコントローラが表示されていて、かつ電子デバイス
がズームコントローラに対応する位置で第１のジェスチャ（例えば、スワイプ）を検出す
ると、電子デバイスは、動的に選択された倍率レベルで１つ以上のカメラでメディアをキ
ャプチャする準備をし、対応する倍率レベルは、第１のジェスチャの大きさ（例えば、距
離）に基づいて選択される。いくつかの実施形態では、焦点及び／又は露出設定がロック
されている間に、電子デバイスがカメラキャプチャモードに対応する位置で第１のジェス
チャ（例えば、スワイプ）を検出すると、電子デバイスは、第１のジェスチャの方向成分
に基づいて電子デバイスのカメラキャプチャモードを変更する（例えば、画像キャプチャ
モードからビデオキャプチャモードに変更する、静止メディアをキャプチャする準備をす
ることからビデオメディアをキャプチャする準備をすることに変更する）。
【０５５１】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の条件の第１０のセットが満たされる（例えば、ビ
ューファインダエリア２００６上のスワイプ）という判定に従って（及び／又はそれに応
じて）、電子デバイスは、以下のうちの１つ以上を見合わせる（例えば、実行しない）：
デバイスがメディアをキャプチャする準備ができている倍率レベルを変更すること、デジ
タルビューファインダの表示を更新して対応する物体の表現に焦点を変更すること、電子
デバイスのカメラキャプチャモードを変更すること、ズームコントローラを表示すること
、並びに焦点又は（あるいは、及び）露出設定をロックすること。
【０５５２】
　いくつかの実施形態では、露出設定は、絞り値、開口サイズ、及びＩＳＯ値（又はそれ
らのシミュレーション）のうちの１つ以上に基づく。いくつかの実施形態では、焦点又は
（あるいは、及び）露出設定がロックされた状態で、第１の位置におけるスワイプアップ
又はスワイプダウンジェスチャは、露出設定の変更をもたらす。
【０５５３】
　いくつかの実施形態では、第１の位置（例えば、タッチ感知面上の、ビューファインダ
エリア２００６に対応する第１の位置）、第２の位置（例えば、タッチ感知面上の、倍率
調整用アフォーダンス２０１９に対応する１倍／２倍ボタン１　２０１４）、第３の位置
（例えば、タッチ感知面上の、ズームエリア１　２０１２に対応する第３の位置）、第４
の位置（例えば、タッチ感知面上の、モードエリア２０１６に対応する第４の位置）、及
び第５の位置（例えば、タッチ感知面上の、ズームエリア２　２００８に対応する第５の
位置）、並びに１倍／２倍ボタン２　２０１０に対応する位置は、互いに独立している（
例えば、異なる、個別の、別個の、隣接する、重なり合わない）。
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【０５５４】
　図２０Ｑ～図２０Ｒに示すように、第１のジェスチャ（例えば、スワイプジェスチャ２
０２８Ｈ）が第１の位置（例えば、タッチ感知面上の、ビューファインダエリア２００６
に対応する第１の位置）にあると、１つ以上の条件の第４のセットの第１の条件が満たさ
れる、１つ以上の条件の第４のセットが満たされる（例えば、ビューファインダエリア２
００６上のスワイプ２０２８Ｈ）という判定に従って、電子デバイス２０００は、電子デ
バイスのカメラキャプチャモードを変更する（例えば、図２０Ｊに示すように、図２０Ｉ
～図２０Ｌを参照して説明したモードの中から、画像又は写真キャプチャモードからビデ
オキャプチャモードに変更する、静止メディアをキャプチャする準備をすることからビデ
オメディアをキャプチャする準備をすることに変更する）。いくつかの実施例では、第１
のジェスチャ（例えば、スワイプジェスチャ２０２８Ｈ）が、任意選択的に最小閾値の大
きさ（例えば、移動の速さ、移動距離、及び／又は移動の加速度）を上回る、ｘ軸に沿っ
た方向成分を有する場合に、１つ以上の条件の第４のセットの第２の条件は、満たされる
。
【０５５５】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の条件の第４のセットが満たされる（例えば、ビュ
ーファインダエリア２００６上のスワイプジェスチャ２０２８Ｈ）という判定に従って（
及び／又はそれに応じて）、電子デバイス２０００は、以下のうちの１つ以上を見合わせ
る（例えば、実行しない）：デバイスがメディアをキャプチャする準備ができている倍率
レベルを変更すること、デジタルビューファインダの表示を更新して対応する物体の表現
に焦点を変更すること、ズームコントローラを表示すること、焦点、又は（あるいは、及
び）露出設定をロックすること、デバイスがメディアをキャプチャする準備ができている
露出を変更すること。
【０５５６】
　以下の表は、電子デバイス２０００が特定の機能を実行するための例示的な条件を提供
する。表１で、ズームダイアル等の調節可能なコントローラは、ディスプレイ上に表示さ
れていない。表２で、ズームダイアル等の調節可能なコントローラは、ディスプレイ上に
表示されている。いくつかの事例では、電子デバイスが受信した入力は、調節可能なコン
トローラが表示されているかによらずに、同じ機能を実行させる。他の事例では、電子デ
バイスが受信した入力は、調節可能なコントローラが表示されていない場合に比べて、調
節可能なコントローラが表示されている場合に、異なる（又は追加の）機能を実行させる
。いくつかの実施例では、最初の２つの列は、電子デバイスが第３列に指定された機能を
実行するために満たされるべき追加の基準を提供する。例えば、第１列は、図２０Ｂ－１
及び２０Ｂ－２を参照して説明したエリアに対応するタッチ感知面上の位置などの、ジェ
スチャが受け付けられる位置を指定し、第２列は、受け付けられるジェスチャのタイプを
記載している。
【０５５７】
　例えば、左スワイプジェスチャ及び右スワイプジェスチャは、タッチ感知面のＸ軸に沿
った成分を有するジェスチャである。いくつかの実施例では、ズームコントローラを呼び
出す機能は、図１８Ｒ～図１８Ｕを参照して説明したように、調節可能なコントローラが
表示されていない状態から、調節可能なデバイスが表示されている状態に、デバイスを遷
移させることを含む。いくつかの実施例では、ズーム機能は、図２２Ａ～図２２Ｊを参照
して説明したような、電子デバイスがメディアをキャプチャする準備ができている倍率レ
ベルを変更することを含む。いくつかの実施例では、ズーム機能は、更新された倍率レベ
ルを反映するように調節可能なコントローラを回転させること、及び／又は、ビューファ
インダを更新して、更新された倍率レベルで１つ以上のカメラの視野内の物体の表現を表
示することを含む。フォーカス機能は、図２０Ｃを参照して説明したように、更新された
焦点でメディアをキャプチャするために電子デバイスを準備をすることを含む。いくつか
の実施例では、カメラキャプチャモードを変更することは、図２０Ｇ～２０Ｌを参照して
説明したような、異なる仮想カメラ間で変更することを含む。いくつかの実施例では、Ａ
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ックすることを含む。
【表２】
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【表３】

【０５５８】
　上の表１及び２は、タッチ感知面の異なる領域の異なる入力に対する異なる複数の応答
を示す。上の実施例は、複数の領域に対するタップ入力、スワイプ入力、及びタップアン
ドホールド入力を説明しているが、いくつかの実施形態では、領域のうちの１つ以上は、
タッチ感知面上に含まれていない、及び／又は、ジェスチャのタイプのうちの１つ以上は
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、特定の領域又はすべての領域に対して検出されない。このように、上述した入力に対す
る応答の種々のサブセットの種々の組合せの使用が意図されていることを理解されたい。
表１及び２は、あらゆる状況で上に示す各種入力のすべてにデバイスが応答する必要がな
く、どこでスワイプ入力が検出されたかに依存して様々な方法で（例えば、ズームエリア
１で検出されたときにズーム入力として、又はモードエリアで検出されたときにモード変
更入力として）、特定のタイプの入力（例えば、左又は右スワイプ）がデバイスによって
どのように解釈されるかを比較して示す。同様に、表１及び２は、どのタイプの入力が検
出されたかに依存して、特定の領域（例えば、ズームエリア１）内の異なる入力に異なる
ようにどのようにデバイスが応答することができるか（例えば、あらゆる状況で上に示す
各種入力のすべてにデバイスが応答する必要なしに、タップ入力に対してフォーカシング
、スワイプ入力に対してズーミング）を比較して示す。加えて、表１及び２は、あらゆる
状況で上に示す各種入力のすべてにデバイスが応答する必要なしに、現在のユーザインタ
フェース状態が何かに依存して、特定の領域（例えば、ズームエリア２）内の異なる入力
に異なるようにどのようにデバイスが応答することができるか（例えば、調節可能なコン
トローラが表示されていない場合にスワイプしてモード変更する、又は調節可能なコント
ローラが表示されている場合にスワイプしてズームする）を比較して示す。
【０５５９】
　図２１Ａ～図２１Ｂは、いくつかの実施形態に係る、電子デバイスでユーザ入力を管理
するための方法を示すフロー図である。方法２１００は、１つ以上のカメラ（例えば、２
００２及び２００４）と、１つ以上の入力デバイス（例えば、タッチ感知面）と、ディス
プレイとを有するデバイス（例えば、１００、３００、５００、２０００）において実行
される。いくつかの実施形態では、デバイスは、複数のカメラを有し、各カメラは異なる
焦点距離を有する。いくつかの実施形態では、１つ以上の入力デバイスは、タッチ感知面
を含む。いくつかの実施形態では、タッチ感知面及びディスプレイは、タッチ感知ディス
プレイの一部である。方法２１００のいくつかの動作は、任意選択的に組み合わされ、い
くつかの動作の順序は、任意選択的に変更され、いくつかの動作は、任意選択的に省略さ
れる。
【０５６０】
　後述するように、方法２１００は、電子デバイスでユーザ入力を管理するための直感的
方法を提供する。この方法は、機能に対応する入力を提供するユーザの認識的負担を軽減
し、それによって、より効率的なヒューマンマシンインタフェースを作り出す。バッテリ
動作式のコンピューティングデバイスの場合には、ユーザが様々な機能をより高速かつよ
り効率的に開始することを可能にすることにより、電力が節約され、バッテリ充電の間隔
が増す。
【０５６１】
　デバイス（例えば、２０００）が１つ以上のカメラ（例えば、２００２及び２００４）
で第１の倍率レベル（例えば、２０１４に表示された値に対応する倍率レベル）でメディ
アをキャプチャする準備ができている間に（２１０２）、ディスプレイ上に１つ以上のカ
メラ（例えば、２００２及び２００４）から受信したデータに基づいてデジタルビューフ
ァインダ（例えば、２００７、ライブ又はほぼライブのプレビュー画像を含む）を表示す
る（２１０４）。デジタルビューファインダ（例えば、２００７）は、１つ以上のカメラ
（例えば、２００２、２００４）の視野内の１つ以上の物体の表現（例えば、２０２０、
２０３０）を含む（２１０６）。
【０５６２】
　いくつかの実施形態によれば、デバイス（例えば、２０００）が第１の倍率レベルで１
つ以上のカメラでメディアをキャプチャする準備ができている間に、デジタルビューファ
インダ（例えば、２００７）を表示することは、ディスプレイ上に、第１の倍率レベルで
１つ以上の物体の表現（例えば、２０２０）を表示することを含む（２１０８）。
【０５６３】
　デジタルビューファインダ（例えば、２００７）を表示している間に、１つ以上の入力



(133) JP 6982047 B2 2021.12.17

10

20

30

40

50

デバイスを介して第１のジェスチャ（例えば、２０２８、スワイプ、タップアンドホール
ド、タップ）を検出する（２１１０）。
【０５６４】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイスは、第１のジェスチャが第１のエリア（例
えば、ビューファインダエリア２００６に対応する）内のタップジェスチャである場合に
１つ以上の条件の第１のセットの第１の条件が満たされる、１つ以上の条件の第１のセッ
トが満たされるか否かを判定する。
【０５６５】
　第１のジェスチャ（例えば、図の２０Ｃのジェスチャ２０２８Ａ）が第１の位置（例え
ば、図の２０Ｃに示すような、タッチ感知面上の、ビューファインダエリア２００６に対
応する第１の位置）にあると１つ以上の条件の第１のセットの第１の条件が満たされる、
１つ以上の条件の第１のセットが満たされる（例えば、タップがビューファインダエリア
２００６上であった）という判定に従って（２１１８）、電子デバイスは、デジタルビュ
ーファインダ（例えば、２００７）の表示を更新し、第１の倍率レベルと異なる第２の倍
率レベルで１つ以上のカメラでメディアをキャプチャする準備をすることなく、１つ以上
の入力デバイス上の第１のジェスチャ（例えば、２０２８Ａ）の位置に対応する、１つ以
上のカメラの視野内の１つ以上の物体の対応する物体（例えば、２０２０に対応する）（
例えば、タッチスクリーンディスプレイ上のタップ入力の位置に表示された物体）の表現
（例えば、図２０Ｃの２０２０）に焦点を合わせる（例えば、対応する物体の推定距離に
基づいて）（２１２０）。いくつかの実施例では、ユーザが第１の位置（例えば、ビュー
ファインダエリア２００６内の）でタップを行うと、電子デバイスは、カメラの視野内の
第１のアイテムからカメラの視野内の第２のアイテム（例えば、２０２０により表される
）にカメラの焦点を変更し、第１のアイテムと第２のアイテムとは異なる。
【０５６６】
　いくつかの実施例では、電子デバイス（例えば、２０００）は、検出されたジェスチャ
（例えば、図２０Ｄの２０２８Ｂ）が第１のエリアとは異なる第２のエリア（例えば、１
倍／２倍ボタン１エリア２０１４）内のタップジェスチャである場合に１つ以上の条件の
第２のセットの第１の条件が満たされる、１つ以上の条件の第２のセットが満たされるか
否かを判定する。また、
【０５６７】
　第１のジェスチャ（例えば、２０２８Ｂ、タップジェスチャ）が第１の位置とは異なる
第２の位置（例えば、タッチ感知面上の、１倍／２倍ボタン１エリア２０１４に対応する
第２の位置）にあると１つ以上の条件の第２のセットの第１の条件が満たされる、１つ以
上の条件の第２のセットが満たされるという判定に従って（２１１２）、電子デバイスは
、第１の倍率レベル（例えば、図２０Ｃに示すような１倍の倍率レベル）とは異なる第２
の倍率レベル（例えば、図２０Ｅに示すような２倍の倍率レベル）で１つ以上のカメラ（
例えば、２００２及び２００４）でメディアをキャプチャする準備をする（例えば、ズー
ムレベル間でトグルする）（２１１４）。ビューファインダ上のタップジェスチャと倍率
調整用アフォーダンス上のタップジェスチャとを区別することにより、直感的なマンマシ
ンインタフェースを可能にし、それによってデバイスは、フォーカス機能及び拡大機能を
実行するようにデバイスに命令するユーザ入力の曖昧さを取り除く。この曖昧さを取り除
く能力により、サブメニューを使用する必要なしに、ユーザインタフェースが両方の機能
（及び追加機能）をユーザに利用可能にすることができ、それによってデバイスの使用効
率を高め、デバイスのエネルギ使用量を減少させ、バッテリ駆動デバイスの電池寿命を増
大させる。
【０５６８】
　いくつかの実施形態によれば、第２の倍率レベルで１つ以上のカメラでメディアをキャ
プチャする準備をすることは、（例えば、１つ以上のカメラから受信したデータを用いて
）デジタルビューファインダの表示を更新し、第２の倍率レベルでプレビューを表示する
ことを含む（２１１６）。
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【０５６９】
　いくつかの実施形態によれば、１つ以上の条件の第１のセットが満たされる（例えば、
タップがビューファインダエリア２００６上にあった）という判定に従って（及び／又は
それに応じて）、電子デバイスは、以下のうちの１つ以上を見合わせる（例えば、実行し
ない）：デバイスがメディアをキャプチャする準備ができている倍率レベルを変更するこ
と、電子デバイスのカメラキャプチャモードを変更すること、ズームコントローラを表示
すること、焦点、又は（あるいは、及び）露出設定をロックすること、デバイスがメディ
アをキャプチャする準備ができている露出を変更すること。
【０５７０】
　いくつかの実施形態によれば、１つ以上の条件の第２のセットが満たされる（例えば、
倍率調整用アフォーダンス２００９がアクティブにされた）という判定に従って（及び／
又はそれに応じて）、電子デバイスは、以下のうちの１つ以上を見合わせる（例えば、実
行しない）：デジタルビューファインダの表示を更新して対応する物体の表現に焦点を変
更すること、電子デバイスのカメラキャプチャモードを変更すること、ズームコントロー
ラを表示すること、焦点、又は（あるいは、及び）露出設定をロックすること、デバイス
がメディアをキャプチャする準備ができている露出を変更すること。
【０５７１】
　いくつかの実施形態によれば、第１のジェスチャ（例えば、２０２８Ｃ、スワイプジェ
スチャ）が第１の位置とは異なる第３の位置（例えば、タッチ感知面上の、ズームエリア
１　２０１２に対応する第３の位置）にあると１つ以上の条件の第３のセットの第１の条
件が満たされる、１つ以上の条件の第３のセットが満たされる（例えば、ズームエリア１
　２０１２のスワイプジェスチャ２０２８Ｃ）という判定に従って、電子デバイスは、第
１のジェスチャの大きさ（例えば、２０２８Ｃの矢印によって示す横断した距離）に基づ
く第３の倍率レベルで１つ以上のカメラでメディアをキャプチャする準備をする。倍率調
整用アフォーダンス上のスワイプ入力ジェスチャにより、例えば、デバイスを保持してい
る手のみを使用することによって、ユーザが正確な拡大操作を開始することができる。例
えば、コンサートでビデオを録画するなど、両手操作が望ましくない位置にデバイスがあ
る場合に、これは特に有利である。ユーザが倍率レベルを変更するためにデバイスを繰り
返し下げる必要がないので、片手操作の倍率調整により、ビデオを連続的に録画しながら
倍率レベルを迅速に変更する機会をユーザに提供し、安定したビデオとなる。
【０５７２】
　いくつかの実施形態によれば、１つ以上の条件の第３のセットが満たされる（例えば、
ズームエリア１　２０１２のスワイプジェスチャ）という判定に従って（及び／又はそれ
に応じて）、電子デバイス（例えば、２０００）は、以下のうちの１つ以上を見合わせる
（例えば、実行しない）：デジタルビューファインダの表示を更新して対応する物体の表
現に焦点を変更すること、電子デバイスのカメラキャプチャモードを変更すること、焦点
、又は（あるいは、及び）露出設定をロックすること、デバイスがメディアをキャプチャ
する準備ができている露出を変更すること。
【０５７３】
　いくつかの実施形態によれば、第１のジェスチャ（例えば、スワイプジェスチャ２０２
８Ｈ）が第１の位置（例えば、タッチ感知面上の、ビューファインダエリア２００６に対
応する第１の位置）にあると、１つ以上の条件の第４のセットの第１の条件が満たされる
、１つ以上の条件の第４のセットが満たされる（例えば、ビューファインダエリア２００
６上のスワイプ２０２８Ｈ）という判定に従って、電子デバイスは、電子デバイスのカメ
ラキャプチャモードを変更する（例えば、画像又は写真キャプチャモードからビデオキャ
プチャモードに、静止メディアをキャプチャする準備をすることからビデオメディアをキ
ャプチャする準備をすることに変更する）。ビューファインダ上のスワイプジェスチャと
ビューファインダ上のタップジェスチャとを区別することにより、直感的なマンマシンイ
ンタフェースを可能にし、それによってデバイスは、モード変更又は焦点変更を実行する
ようにデバイスに命令するユーザ入力の曖昧さを取り除く。この曖昧さを取り除く能力に
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より、サブメニューを使用する必要なしに、ユーザインタフェースが両方の機能（及び追
加機能）をユーザに利用可能にすることができる。モードを変更するためのビューファイ
ンダエリア内のスワイプはまた、モード変更を開始するためのより大きな入力エリアをユ
ーザに提供するので、ユーザがモードを変更するためにより小さなモードエリアを使用す
る必要がない。
【０５７４】
　いくつかの実施形態によれば、１つ以上の条件の第４のセットが満たされる（例えば、
ビューファインダエリア２００６上のスワイプジェスチャ２０２８Ｈ）という判定に従っ
て（及び／又はそれに応じて）、電子デバイスは、以下のうちの１つ以上を見合わせる（
例えば、実行しない）：デバイスがメディアをキャプチャする準備ができている倍率レベ
ルを変更すること、デジタルビューファインダの表示を更新して対応する物体の表現に焦
点を合わせること、ズームコントローラを表示すること、焦点、又は（あるいは、及び）
露出設定をロックすること、デバイスがメディアをキャプチャする準備ができている露出
を変更すること。
【０５７５】
　いくつかの実施形態によれば、第１のジェスチャ（例えば、タップジェスチャ２０２８
Ｄ）が第１の位置、第２の位置、及び第３の位置とは異なる第４の位置（例えば、タッチ
感知面上の、モードエリア２０１６に対応する第４の位置）にあると、１つ以上の条件の
第５のセットの第１の条件が満たされる、１つ以上の条件の第５のセットが満たされる（
例えば、モードエリア２０１６のタップ２０２８Ｄ）という判定に従って、電子デバイス
は、電子デバイスのカメラキャプチャモードを第１のジェスチャの位置に対応するモード
に変更する（例えば、画像又は写真キャプチャモードをビデオキャプチャモードに変更す
る、静止メディアをキャプチャする準備をすることからビデオメディアをキャプチャする
準備をすることに変更する）。モードを変更するためのモードエリアのタップにより、不
必要なステップなしにユーザが迅速にモードを変更することができる。いくつかの実施例
では、繰り返しスワイプして所望のモードにたどり着く代わりに、モードリストにリスト
アップされた直前のモードにユーザがモードを変更したい場合、ユーザは、所望のモード
に一回タップする必要があるだけで、所望のモードをアクティブにすることになる。いく
つかの実施例では、その結果として、不要な中間ステップを行う必要がないことにより、
ユーザは、時間を節約することになる。
【０５７６】
　いくつかの実施形態によれば、１つ以上の条件の第５のセットが満たされる（例えば、
モードエリア２０１６のタップ２０２８Ｄ）という判定に従って（及び／又はそれに応じ
て）、電子デバイスは、以下のうちの１つ以上を見合わせる（例えば、実行しない）：デ
バイスがメディアをキャプチャする準備ができている倍率レベルを変更すること、デジタ
ルビューファインダの表示を更新して対応する物体の表現に焦点を変更すること、ズーム
コントローラを表示すること、焦点、又は（あるいは、及び）露出設定をロックすること
、デバイスがメディアをキャプチャする準備ができている露出を変更すること。
【０５７７】
　いくつかの実施形態によれば、第１のジェスチャ（例えば、左又は右のスワイプジェス
チャ２０２８Ｅ）が第４の位置（例えば、タッチ感知面上の、モードエリア２０１６に対
応する第４の位置）にあると、１つ以上の条件の第６のセットの第１の条件が満たされる
、１つ以上の条件の第６のセットが満たされる（例えば、モードエリア２０１６のスワイ
プ２０２８Ｅ）という判定に従って、電子デバイスは、第１のジェスチャの方向成分（例
えば、左、右、上、下）に基づいて、電子デバイスのカメラキャプチャモードを変更する
（例えば、画像キャプチャモードをビデオキャプチャモードに変更する、静止メディアを
キャプチャする準備をすることからビデオメディアをキャプチャする準備をすることに変
更する）。いくつかの実施形態では、モードは、１つのスワイプが１つのモードの横断と
なる時に一度横断される。いくつかの実施形態では、１スワイプ当たりに横断されるモー
ドの数は、スワイプジェスチャの大きさに依存する。
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【０５７８】
　いくつかの実施形態によれば、１つ以上の条件の第６のセットが満たされる（例えば、
モードエリア２０１６のスワイプ２０２８Ｅ）という判定に従って（及び／又はそれに応
じて）、電子デバイスは、以下のうちの１つ以上を見合わせる（例えば、実行しない）：
デバイスがメディアをキャプチャする準備ができている倍率レベルを変更すること、デジ
タルビューファインダの表示を更新して対応する物体の表現に焦点を変更すること、ズー
ムコントローラを表示すること、焦点、又は（あるいは、及び）露出設定をロックするこ
と、デバイスがメディアをキャプチャする準備ができている露出を変更すること。
【０５７９】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイスは、第１のカメラキャプチャモード、第２
のカメラキャプチャモード、第３のカメラキャプチャモード及び第４のカメラキャプチャ
モードのうちの１つ以上の間で（例えば、ユーザ入力に基づいて）変更するように構成さ
れている。
【０５８０】
　第１のカメラキャプチャモード（例えば、静止画像をキャプチャするための）では、電
子デバイスは、第１のカメラキャプチャモードにある間に、倍率レベルの第１の範囲（例
えば、図２０Ｉに示すように１倍～１０倍の倍率）内でメディアをキャプチャする準備を
するように、構成変更可能である。いくつかの実施例では、電子デバイスは、第１のカメ
ラキャプチャモードにある間に、倍率レベルの第１の範囲の外側でメディアをキャプチャ
する準備をするように、構成変更可能ではない。いくつかの実施例では、調節可能なコン
トローラ（例えば、２０２６Ａ）は、図１８Ａ～１８ＡＮ及び図２２Ａ～図２２Ｊを参照
して説明するように、倍率レベルを選択するために回転することができる。
【０５８１】
　第２のカメラキャプチャモード（例えば、ビデオをキャプチャするための）では、電子
デバイスは、第２のカメラキャプチャモードにある間に、倍率レベルの第２の範囲（例え
ば、図２０Ｊに示すように１倍～６倍の倍率）内でメディアをキャプチャする準備をする
ように、構成変更可能であり、倍率レベルの第２の範囲は、倍率レベルの第１の範囲内で
ある。いくつかの実施例では、電子デバイスは、第２のカメラキャプチャモードにある間
に、倍率レベルの第２の範囲の外側でメディアをキャプチャする準備をするように、構成
変更可能ではない。いくつかの実施例では、調節可能なコントローラ（例えば、２０２６
Ｂ）は、図１８Ａ～１８ＡＮ及び図２２Ａ～図２２Ｊを参照して説明するように、倍率レ
ベルを選択するために回転することができる。
【０５８２】
　第３のカメラキャプチャモード（例えば、スローモーションビデオをキャプチャするた
めの）では、電子デバイスは、第３のカメラキャプチャモードにある間に、倍率レベルの
第３の範囲（例えば、図２０Ｋに示すように、電子デバイスの第１のカメラを使用すると
き１倍～３倍の倍率、図２０Ｌに示すように、電子デバイスの第２のカメラを使用すると
き２倍～６倍の倍率）内でメディアをキャプチャする準備をするように、構成変更可能で
あり、倍率レベルの第３の範囲は、倍率レベルの第２の範囲内である。いくつかの実施例
では、電子デバイスは、第３のカメラキャプチャモードにある間に、倍率レベルの第３の
範囲の外側でメディアをキャプチャする準備をするように、構成変更可能ではない。いく
つかの実施例では、調節可能なコントローラ（例えば、２０２６Ｃ及び２０２６Ｄ）は、
図１８Ａ～１８ＡＮ及び図２２Ａ～図２２Ｊを参照して説明するように、倍率レベルを選
択するために回転することができる。
【０５８３】
　第４のカメラキャプチャモード（例えば、タイムラプス及び／又はパノラマ画像をキャ
プチャするための）では、電子デバイスは、第４のカメラキャプチャモードにある間に、
第１の所定の倍率レベル（例えば、１倍の倍率）及び第２の所定の倍率レベル（例えば、
２倍の倍率）でメディアをキャプチャする準備をするように、構成変更可能であり、第１
の所定の倍率レベル（例えば、１倍の倍率）及び第２の所定の倍率レベル（例えば、２倍
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の倍率）は、倍率レベルの第２の範囲内（例えば、１倍～６倍以内）である。いくつかの
実施例では、電子デバイスは、第４のカメラキャプチャモードにある間に、第１の所定の
倍率レベル及び第２の所定の倍率レベル以外の倍率レベルでメディアをキャプチャする準
備をするように、構成変更可能ではない。いくつかの実施例では、調節可能なコントロー
ラは、第３のカメラキャプチャモードにある間に表示されない。
【０５８４】
　いくつかの実施形態によれば、ズームコントローラが表示されない場合に、１つ以上の
条件の第１のセットの第２の条件が満たされる。いくつかの実施例では、ズームコントロ
ーラが表示されていないときのズームエリア１及びズームエリア２のタップは、焦点動作
をもたらすことになる。
【０５８５】
　いくつかの実施形態によれば、第１のジェスチャ（例えば、タップアンドホールドジェ
スチャ）が第２の位置（例えば、タッチ感知面上の１倍／２倍ボタンエリア１　２０１４
、倍率調整用アフォーダンス２０１９に対応する第２の位置）にあると１つ以上の条件の
第７のセットの第１の条件が満たされる、１つ以上の条件の第７のセットが満たされる（
例えば、倍率調整用アフォーダンス２０１９に対応する１倍／２倍ボタンエリア１　２０
１４上のタップアンドホールド）という判定に従って、電子デバイスは、図１８Ｒ～図１
８Ｕを参照して上述したように、ディスプレイ上に、ズームコントローラ（例えば、ズー
ムダイアル）を表示する。いくつかの実施例では、ズームコントローラが表示されない場
合に、第１の入力が検出されると、１つ以上の条件の第７のセットの第２の条件が満たさ
れる。
【０５８６】
　いくつかの実施形態によれば、１つ以上の条件の第７のセットが満たされる（例えば、
倍率調整用アフォーダンス２０１９に対応する１倍／２倍ボタンエリア１　２０１４上の
タップアンドホールド）という判定に従って（及び／又はそれに応じて）、電子デバイス
は、以下のうちの１つ以上を見合わせる（例えば、実行しない）：デバイスがメディアを
キャプチャする準備ができている倍率レベルを変更すること、デジタルビューファインダ
の表示を更新して対応する物体の表現に焦点を変更すること、電子デバイスのカメラキャ
プチャモードを変更すること、焦点、又は（あるいは、及び）露出設定をロックすること
、デバイスがメディアをキャプチャする準備ができている露出を変更すること。
【０５８７】
　いくつかの実施形態によれば、第１のジェスチャ（例えば、タップアンドホールドジェ
スチャ）が第１の位置（例えば、タッチ感知面上の、ビューファインダエリア２００６に
対応する第１の位置）にあると１つ以上の条件の第８のセットの第１の条件が満たされる
、１つ以上の条件の第８のセットが満たされる（例えば、ビューファインダエリア２００
６上のタップアンドホールド）という判定に従って、電子デバイスは、１つ以上の入力デ
バイス上の第１のジェスチャの位置に対応する、１つ以上のカメラの視野内の１つ以上の
物体の対応する物体（例えば、タッチスクリーンディスプレイ上のタップ入力の位置に表
示された物体）の特性に基づいて、焦点又は（あるいは、及び）露出設定をロックする（
例えば、対応する物体の推定距離に基づいて）。
【０５８８】
　いくつかの実施形態によれば、１つ以上の条件の第８のセットが満たされる（例えば、
ビューファインダエリア上のタップアンドホールド）という判定に従って（及び／又はそ
れに応じて）、電子デバイスは、以下のうちの１つ以上を見合わせる（例えば、実行しな
い）：デバイスがメディアをキャプチャする準備ができている倍率レベルを変更すること
、デジタルビューファインダの表示を更新して対応する物体の表現に焦点を変更すること
、電子デバイスのカメラキャプチャモードを変更すること、ズームコントローラを表示す
ること、デバイスがメディアをキャプチャする準備ができている露出を変更すること。
【０５８９】
　いくつかの実施形態によれば、第１のジェスチャ（例えば、スワイプジェスチャ）が第
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５の位置（例えば、タッチ感知面上の、ズームエリア２　２００８に対応する第５の位置
）にあると１つ以上の条件の第９のセットの第１の条件が満たされ、かつズームダイアル
がディスプレイ上に表示されていると１つ以上の条件の第９のセットの第２の条件が満た
される、１つ以上の条件の第９のセットが満たされる（例えば、ズームエリア２　２００
８上のスワイプ）という判定に従って、電子デバイスは、第１のジェスチャの大きさに基
づいて第５の倍率レベルで１つ以上のカメラでメディアをキャプチャする準備をする。
【０５９０】
　いくつかの実施形態によれば、１つ以上の条件の第９のセットが満たされる（例えば、
ズームエリア２上のスワイプ）という判定に従って（及び／又はそれに応じて）、電子デ
バイスは、以下のうちの１つ以上を見合わせる（例えば、実行しない）：デジタルビュー
ファインダの表示を更新して対応する物体の表現に焦点を変更すること、電子デバイスの
カメラキャプチャモードを変更すること、焦点、又は（あるいは、及び）露出設定をロッ
クすること、デバイスがメディアをキャプチャする準備ができている露出を変更すること
。
【０５９１】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイスは、第１の露出を用いて、１つ以上のカメ
ラで、焦点又は（あるいは、及び）露出設定をロックした状態で、メディアをキャプチャ
する準備ができており、第１のジェスチャ（例えば、左スワイプ又は右スワイプジェスチ
ャなどのスワイプジェスチャ）が第１の位置（例えば、タッチ感知面上の、ビューファイ
ンダエリア２００６に対応する第１の位置）にあると１つ以上の条件の第１０のセットの
第１の条件が満たされる、１つ以上の条件の第１０のセットが満たされる（例えば、ビュ
ーファインダエリア２００６上のスワイプ）という判定に従って、電子デバイスは、第２
の露出（第１の露出とは異なる）を用いて、１つ以上のカメラでメディアをキャプチャす
る準備をし、第２の露出は、第１の入力の大きさに基づく。いくつかの実施形態では、焦
点及び／又は露出設定がロックされている間に、電子デバイスがビューファインダに対応
する位置で第１のジェスチャ（例えば、スワイプ）を検出すると、電子デバイスは、第１
のジェスチャの方向成分に基づいて電子デバイスのカメラキャプチャモードを変更する（
例えば、画像キャプチャモードからビデオキャプチャモードに変更する、静止メディアを
キャプチャする準備をすることからビデオメディアをキャプチャする準備をすることに変
更する）。いくつかの実施形態では、焦点及び／又は露出設定がロックされている間に、
ズームコントローラが表示されていて、かつ電子デバイスがズームコントローラに対応す
る位置で第１のジェスチャ（例えば、スワイプ）を検出すると、電子デバイスは、動的に
選択された倍率レベルで１つ以上のカメラでメディアをキャプチャする準備をし、対応す
る倍率レベルは、第１のジェスチャの大きさ（例えば、距離）に基づいて選択される。い
くつかの実施形態では、焦点及び／又は露出設定がロックされている間に、電子デバイス
がカメラキャプチャモードに対応する位置で第１のジェスチャ（例えば、スワイプ）を検
出すると、電子デバイスは、第１のジェスチャの方向成分に基づいて電子デバイスのカメ
ラキャプチャモードを変更する（例えば、画像キャプチャモードからビデオキャプチャモ
ードに変更する、静止メディアをキャプチャする準備をすることからビデオメディアをキ
ャプチャする準備をすることに変更する）。
【０５９２】
　いくつかの実施形態によれば、１つ以上の条件の第１０のセットが満たされる（例えば
、ビューファインダエリア２００６上のスワイプ）という判定に従って（及び／又はそれ
に応じて）、電子デバイスは、以下のうちの１つ以上を見合わせる（例えば、実行しない
）：デバイスがメディアをキャプチャする準備ができている倍率レベルを変更すること、
デジタルビューファインダの表示を更新して対応する物体の表現に焦点を変更すること、
電子デバイスのカメラキャプチャモードを変更すること、ズームコントローラを表示する
こと、並びに焦点又は（あるいは、及び）露出設定をロックすること。
【０５９３】
　いくつかの実施形態によれば、露出設定は、絞り値、開口サイズ、及びＩＳＯ値（又は
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それらのシミュレーション）のうちの１つ以上に基づく。いくつかの実施形態では、焦点
又は（あるいは、及び）露出設定がロックされた状態で、第１の位置におけるスワイプア
ップ又はスワイプダウンジェスチャは、露出設定の変更をもたらす。
【０５９４】
　いくつかの実施形態によれば、第１の位置（例えば、タッチ感知面上の、ビューファイ
ンダエリアに対応する第１の位置）、第２の位置（例えば、タッチ感知面上の、倍率調整
用アフォーダンス２０１９に対応する第２の位置）、第３の位置（例えば、タッチ感知面
上の、ズームエリア１に対応する第３の位置）、第４の位置（例えば、タッチ感知面上の
、モードエリアに対応する第４の位置）、及び第５の位置（例えば、タッチ感知面上の、
ズームエリア２に対応する第５の位置）は、互いに独立している（例えば、異なる、個別
の、別個の、隣接する、重なり合わない）。
【０５９５】
　なお、方法２１００に関して上述したプロセス（例えば、図２１Ａ～図２１Ｂ）の詳細
はまた、以下及び上記で説明する方法にも、類似の方式で適用可能であることに留意され
たい。例えば、方法７００、９００、１１００、１３００、１９００、及び２３００は、
方法２１００を参照して上述した、様々な方法の特性のうちの１つ以上を任意選択的に含
む。例えば、様々な方法の中から、ビューファインダ拡大技術、アフォーダンス、及びコ
ントローラの要素を組合せることができる。別の例として、方法２１００のビューファイ
ンダは、方法７００、９００、１１００、１３００、１９００、及び２３００のビューフ
ァインダと類似している。簡潔にするために、これらの詳細は、以下では繰り返さない。
簡潔にするために、これらの詳細は、以下では繰り返さない。
【０５９６】
　図２２Ａ～図２２Ｊは、いくつかの実施形態に係る、調節可能なコントローラを使用し
て複数の値の間でナビゲートするための例示的なユーザインタフェースを示す。これらの
図におけるユーザインタフェースは、図２３Ａ～２３Ｂにおけるプロセスを含む、以下で
説明されるプロセスを例示するために使用される。
【０５９７】
　いくつかの実施形態によれば、図１８Ａ～図１８ＡＮ及び図２０Ａ～図２０Ｌに関して
上述したズームコントローラなどの調節可能なコントローラを使用して、コントローラの
適切な加速なしに、複数の値の間でナビゲートすることは、所望の倍率レベルなどの所望
の値を選択するためにコントローラ上の複数のスワイプ入力をユーザが提供する必要があ
ることがある。これは、調節可能なコントローラがダイアルであり、ダイアルの一部分が
デバイスのディスプレイ上に表示されず、かつ／又は、タッチ感知面を用いて双方向作用
することができない場合に、特に関連する。例えば、図２２Ｂに示す例示的な調節可能な
コントローラ２２１０では、ユーザの指が既にタッチ感知ディスプレイの縁部（例えば、
２２１６）の近傍にあるときに、ダイアルを３倍から９倍に回転する（加速なしで）ため
にユーザが試みることにより、ユーザがタッチ感知ディスプレイから指を持ち上げて外し
、指を再配置して、より大きな大きさのスワイプジェスチャのために追加の余裕（例えば
、意図した入力の動きの方向のタッチ感知ディスプレイ上の追加スペース）を提供するこ
とを必要とすることがある。この追加入力は、追加の時間を必要とし、ユーザインタフェ
ースを望ましいよりも効率的でなくすることがある。いくつかの実施形態では、ユーザが
指を再配置する必要なしに値のより大きな範囲にアクセスすることができるので、複数の
値の間のナビゲーションを補助するために適切な加速を使用することが有益である。
【０５９８】
　図２２Ａは、（例えば、電子デバイス２２００の背面の）第１のカメラ２２０２及び第
２のカメラ２２０４などの１つ以上のカメラを有する電子デバイス２２００を示す。いく
つかの実施例では、第１のカメラ２２０２及び第２のカメラ２２０４は、固定だが異なる
焦点距離を有する。いくつかの実施例では、光学システムの焦点距離、視野、及び／又は
光学倍率特性は、カメラごとに固定される。いくつかの実施形態では、異なる固定焦点距
離を有するのに加えて、カメラ（例えば、２２０２、２２０４）は、異なる固定視野及び
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異なる固定光学倍率特性を有する。
【０５９９】
　図２２Ｂは、ディスプレイ２２０８と、１つ以上の入力デバイスとを備えた電子デバイ
ス２２００を示す。いくつかの実施例では、１つ以上の入力デバイスは、タッチ感知面を
含む。いくつかの実施例では、タッチ感知面及びディスプレイ２２０８は、組合せて、タ
ッチ感知ディスプレイを形成する。
【０６００】
　図２２Ｂにおいて、ユーザインタフェースは、最小値（例えば、調節可能なコントロー
ラ上の１倍）から最大値（例えば、調節可能なコントローラ上の１０倍）までの複数の値
のうちの１つの値を選択するための表示された調節可能なコントローラ（例えば、２２１
０）を含む。いくつかの実施例では、電子デバイス２２００はまた、（例えば、調節可能
なコントローラ２２１０とともに）１つ以上のカメラ（例えば、２２０２、２２０４）の
視野のライブプレビューを含むビューファインダ（例えば、２２０６）を同時に表示する
。例えば、プレビューは、人物（例えば、２２２０）の表現を含む。いくつかの実施形態
によれば、調節可能なコントローラ（例えば、２２１０）は、ビューファインダの目標又
は現在の倍率レベルを特定する倍率アフォーダンス２２１２（倍率調整用アフォーダンス
などの）を含む。いくつかの実施形態によれば、調節可能なコントローラ（例えば、２２
１０）は、電子デバイスが画像又はビデオなどのメディアをキャプチャする準備ができて
いる目標又は現在の倍率レベルを特定する倍率アフォーダンス２２１２（倍率調整用アフ
ォーダンスなどの）を含む。いくつかの実施形態では、倍率アフォーダンス２２１２及び
調節可能なコントローラ２２１０は、図１８Ａ～図１８ＡＮ及び図２０Ａ～図２０Ｒを参
照して上述した、調節可能なコントローラ及び倍率アフォーダンスの特性のうちの１つ以
上を有する。
【０６０１】
　例えば、電子デバイスが画像キャプチャモードにあり、シャッタアフォーダンス２２１
４のアクティブ化を検出すると、電子デバイスは、対応する倍率レベルで画像をキャプチ
ャ（例えば、メモリに記憶）する。別の例では、電子デバイスがビデオキャプチャモード
にあり、シャッタアフォーダンス２２１４のアクティブ化を検出すると、電子デバイスは
、例えば、シャッタアフォーダンス２２１４のアクティブ化が検出されるまで、対応する
倍率レベルでビデオをキャプチャ（例えば、メモリに記憶）する。いくつかの実施例では
、電子デバイスは、メディアがキャプチャされていない間（例えば、画像をキャプチャす
る又はビデオを録画する前）に、調節可能なコントローラ２２１０を使用して、ユーザが
複数の値のうちの１つの値を選択することを可能にする。いくつかの実施例では、電子デ
バイスは、メディアがキャプチャされている間（例えば、ビデオの録画中）に、調節可能
なコントローラ２２１０を使用して、ユーザが複数の値のうちの１つの値を選択すること
を可能にし、それによって調節可能なコントローラ２２１０を用いた値の選択に対応する
ズームイン及び／又はズームアウトを含む録画されたビデオとなる。
【０６０２】
　図２２Ｂに示すように、電子デバイス２２００が調節可能なコントローラ（例えば２２
１０）を表示している間に、電子デバイス２２００は、１つ以上の入力デバイスで（例え
ば、タッチ感知面又はタッチスクリーンディスプレイを介して、）１つ以上の入力デバイ
スを介して検出された移動（例えば、２２２４）を含む入力（例えば、２２２２）を受け
付ける。移動（例えば、２２２４）は、第１の入力境界（例えば、２２１６）及び第２の
入力境界（例えば、２２１８）によって制約される。入力（例えば、２２２２）は、第２
の入力境界（例えば、２２１８）よりも第１の入力境界（例えば、２２１６）に近い位置
（例えば、タッチ感知ディスプレイ又はタッチ感知面上の）にある。なお、入力の移動（
例えば、２２２４）を表す矢印は、読者の理解のために図示されており、電子デバイス２
２００のユーザインタフェースの一部ではないことを留意されたい。
【０６０３】
　いくつかの実施形態によれば、１つ以上の入力デバイスは、タッチ感知面を含み、第１
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の入力境界（例えば、２２１６）は、タッチ感知面の第１の縁部（例えば、左縁部）であ
り、第２の入力境界（例えば、２２１８）は、タッチ感知面の第２の縁部（例えば、右縁
部）である。いくつかの実施例では、タッチ感知面の第１の縁部及び第２の縁部は、タッ
チ感知面の反対側にある縁部である（例えば、それらは互いに平行である）。いくつかの
実施例では、第１の縁部及び第２の縁部は、コントローラが表示されるタッチ感知ディス
プレイの縁部であり、１つ以上の入力デバイス及びディスプレイは、タッチ感知ディスプ
レイを構成する。いくつかの実施例では、第１の入力境界及び第２の入力境界は、コント
ローラが表示されるタッチ感知ディスプレイ上の表示領域の（例えば、反対側にある）縁
部である。いくつかの実施例では、入力は、それぞれのタッチ感知面又はタッチ感知ディ
スプレイで受け付けられる。
【０６０４】
　図２２Ｂの実施例では、入力（例えば、図２２Ｂの２２２２）は、第２の入力境界（例
えば、２２１８）よりも第１の入力境界（例えば、２２１６）に近い。入力は、第１の入
力境界（例えば、２２１６）の方向の成分を含むスワイプ入力である。
【０６０５】
　第１の移動速度基準は、第１の移動速度基準を満たすために、入力（例えば、２２２２
）の移動速度が第１の移動速度閾値（例えば、接触の移動の方向に平行な軸に沿って接触
の移動の方向に約３インチの幅を有するタッチ感知面に対して毎秒０．５～１インチの閾
値、あるいは、接触の移動の方向に平行な軸に沿って毎秒タッチ感知面の幅の１／６倍～
毎秒タッチ感知面の幅の１／３倍の間の閾値）（例えば、０．９インチ／秒などのゼロよ
り大きい閾値）を上回るという第１の要件を含む。入力（例えば、図２２Ｂの２２２２）
を受け付けたことに応じて、入力（例えば、２２２２）の移動速度が第１の移動速度基準
を満たすという判定に従って、かつ第１の入力境界（例えば、２２１６）に向かう移動を
含む入力（例えば、２２２２）の移動（例えば、２２２４）に従って、電子デバイスは、
移動の大きさ（例えば、タッチ感知面又はタッチスクリーンディスプレイなどの１つ以上
の入力デバイス上で入力が横断した距離、ｘ軸に沿った距離）及び第１の加速係数（例え
ば、方向に基づく加速係数２２３０、ゼロよりも大きい加速係数）に基づいて、複数の値
にわたって（例えば、値の範囲にわたって）ナビゲートする。
【０６０６】
　いくつかの実施例では、値にわたってナビゲートすることは、コントローラを回転させ
て、選択された値を反映する（又は選択された値を特定する）ことなどにより、調節可能
なコントローラの表示を更新することを含む。いくつかの実施例では、値をわたってナビ
ゲートすることは、カメラアプリケーションビューファインダ（例えば、２２０６）に表
示された物体（例えば、２２２０）の倍率レベルなどの、１つ以上の表示された特性を更
新することを含む。いくつかの実施例では、値をわたってナビゲートすることは、図１８
Ａ～図１８ＡＮ及び図２０Ａ～図２０Ｌを参照して上述したような、選択された値に基づ
いて１つ以上のカメラでメディアをキャプチャする準備をすることを含む。
【０６０７】
　図２２Ｃに示すように、ナビゲーションの結果として、電子デバイスは、調節可能なダ
イアルの表示を更新して、倍率アフォーダンス２２１２によって特定されたように、図２
２Ｂの３倍の倍率レベルの選択から図２２Ｃの９倍の倍率レベルの選択に遷移する。また
、電子デバイスは、ビューファインダ２２０６を９倍の倍率などの対応する倍率レベルに
更新する。
【０６０８】
　図２２Ｄの実施例では、入力（例えば、図２２Ｄの２２２２）は、第２の入力境界（例
えば、２２１８）よりも第１の入力境界（例えば、２２１６）に近い。入力は、第１の入
力境界（例えば、２２１６）の方向の成分を含まないスワイプ入力である。
【０６０９】
　入力（例えば、図２２Ｄの２２２２）を受け付けたことに応じて、入力（例えば、２２
２２）の移動速度が移動速度基準の第１のセットを満たすという判定、及び入力の移動が
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第２の入力境界（例えば、２２１８）に向かう移動を含む（かつ、任意選択的に、第１の
入力境界に向かう移動を含まない）という判定に従って、電子デバイスは、移動の大きさ
（例えば、図２２Ｄの２２２４）及び第１の加速係数とは異なる第２の加速係数に基づい
て、複数の値にわたって（例えば、値の範囲にわたって）ナビゲートする。
【０６１０】
　図２２Ｅに示すように、ナビゲーションの結果として、電子デバイスは、調節可能なダ
イアルの表示を更新して、倍率アフォーダンス２２１２によって特定されたように、図２
２Ｄの３倍の倍率レベルの選択から図２２Ｅの２倍の倍率レベルの選択に遷移する。また
、電子デバイスは、ビューファインダ２２０６を２倍の倍率などの対応する倍率レベルに
更新する。
【０６１１】
　これにより、図２２Ｃ～図２２Ｅの実施例では、同じ大きさ（例えば、同じ絶対的距離
）を有するユーザ入力（例えば図２２Ｂの２２２２、及び図２２Ｄの２２２２）が、入力
がタッチ感知面の特定の領域内（例えば、ディスプレイの左側上、ディスプレイの左４０
％上）であり、かつ１つの入力の移動が第１の入力境界（例えば、２２１６）に向かう移
動を含み、かつ他の入力の移動が第２の入力境界（例えば、２２１８）に向かう移動を含
む（かつ／又は第１の入力境界に向かう移動を含まない）と、電子デバイスを異なる値の
量にわたってナビゲートさせる。
【０６１２】
　図２２Ｆ～図２２Ｇに示すように、入力（例えば、図２２Ｆの２２２２）が入力が移動
して向かっている縁部により近いほど、第１の加速係数が増大し、それによって電子デバ
イスをより多くの数の値にわたってナビゲートさせる。いくつかの実施例では、第１の入
力境界（例えば、２２１６）までの入力（例えば、２２２２）の距離が減少するにつれて
、第１の加速係数（例えば、２２３０）は、増大する。
【０６１３】
　図２２Ｂ～図２２Ｃを図２２Ｆ～図２２Ｇと対比することは、この概念を例示するのに
役立つ。図２２Ｂの入力２２２２は、図２２Ｆの入力２２２２と同じ大きさ（例えば、タ
ッチ感知面に沿って移動した距離）を有する。しかし、図２２Ｆの入力２２２２と第１の
入力境界２２１６との間の距離が、図２２Ｃの入力２２２２と第１の入力境界２２１６と
の間の距離未満であるため、図２２Ｆの実施例では、第１の加速係数はより高い。
【０６１４】
　このより高い第１の加速係数の結果を図２２Ｇに示す。図２２Ｆの入力２２２２に応じ
て、電子デバイスは、複数の値をナビゲートして、電子デバイスに、調節可能なダイアル
の表示を更新させて、倍率アフォーダンス２２１２によって特定されたように、図２２Ｆ
の３倍の倍率レベルの選択から図２２Ｇの１０倍の倍率レベルの選択に遷移させる。また
、電子デバイスは、ビューファインダ２２０６を１０倍の倍率などの対応する倍率レベル
に更新する。これにより、境界（又は縁部）により近い入力の大きさは、境界（又は縁部
）からより遠く離れた入力の大きさよりも増幅される。
【０６１５】
　いくつかの実施形態によれば、第２の加速係数はゼロであり、第１の加速係数（例えば
、方向に基づく加速係数２２３０）はゼロよりも大きい。これにより、図２２Ｄに示すよ
うに、移動（例えば、２２２４）が第２の入力境界（例えば、２２１８）に向かっている
場合には、その入力の結果として生じるナビゲーションは増幅されない。いくつかの実施
例では、移動（例えば、２２２４）が図２２Ｄに示す第２の入力境界（例えば、２２１８
）に向かっている場合、入力の移動速度が第１の入力境界（例えば、２２１６）に向かっ
ており、かつ入力の速度が第１の移動速度閾値を上回らない場合の速度と、同じ速度で複
数の値にわたってナビゲートされる。いくつかの実施例では、移動（例えば、２２２４）
が図２２Ｄに示す第２の入力境界（例えば、２２１８）に向かっている場合、電子デバイ
スは、入力の移動速度が第１の入力境界（例えば、２２１６）に向かっており、かつ入力
の速度が第１の移動速度閾値を上回らない場合と、同じ数の値にわたってナビゲートする
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。これにより、いくつかの実施例（例えば、速度に基づく加速を適用しない場合）では、
第１の入力境界（例えば、２２１６）に向かって移動した、かつ特定の大きさを有し、か
つ低い速さを有する入力は、別の入力の速さに関わらず、第１の入力境界（例えば、２２
１６）から離れて移動した、かつ同じ特定の大きさを有する別の入力と同じ数の値にわた
ってナビゲートすることになる。
【０６１６】
　いくつかの実施形態によれば、加速技術は、次の加速式を参照して説明される。
　加速係数＝１＋方向に基づく加速係数×加速修正係数＋速度に基づく加速係数×加速修
正係数＋進行に基づく加速係数×加速修正係数
【０６１７】
　いくつかの実施例では、加速修正係数は、方向に基づく加速係数、速度に基づく加速係
数、及び進行に基づく加速係数のうちの１つ以上に適用されない。いくつかの実施例では
、加速修正係数は、方向に基づく加速係数、速度に基づく加速係数、及び進行に基づく加
速係数のうちの１つ以上に適用される。
【０６１８】
　いくつかの実施例では、入力の移動が最も近い境界に向かうときに、方向に基づく加速
係数２２３０が適用される。図２２Ｈに示すように、方向に基づく加速係数の値は、入力
の位置から境界までの距離に依存している。図２２Ｈの実施例では、第１の入力境界に向
かう入力に対して、入力がタッチ感知面の右６０％上にある場合には、方向に基づく加速
係数２２３０の値はゼロである。いくつかの実施例では、方向に基づく加速係数２２３０
には、図２２Ｊに示す加速修正係数２２５０が乗算されている。いくつかの実施例では、
加速修正係数２２５０の値は、入力の移動速度が０．９インチ／秒未満であるときにゼロ
である。その結果、入力の移動速度が０．９インチ／秒未満であるときに、方向に基づく
加速係数と加速修正係数との積の値は、ゼロとなり、この積から、加速がないことになる
。いくつかの実施例では、加速修正係数２２５０の値は、入力の移動速度が１．８インチ
／秒より大きいときに１である。その結果、いくつかの実施例では、入力の移動速度が１
．８インチ／秒より大きいときに、方向に基づく加速係数と加速修正係数との積の値は、
方向に基づく加速係数と同じとなり、この積から、加速をもたらす。上記の例示的な加速
式では、加速修正係数と図２２Ｉに示す速度に基づく加速係数２２４０との積に、方向に
基づく加速係数と加速修正係数との積が加算される。いくつかの実施例の加速式では、速
度に基づく加速係数の積に、方向に基づく加速係数と加速修正係数との積が加算される。
【０６１９】
　いくつかの実施例では、入力の移動が遅く、かつ近隣の縁部に向かっておらず、かつナ
ビゲートする（例えば、入力の移動の方向に基づいて）ための少数の値しか存在しない場
合、加速係数は、１に等しいなど、低い。いくつかの実施例では、入力の移動が速く、か
つ近隣の縁部に向かっており、かつナビゲートする（例えば、入力の移動の方向に基づい
て）ための多数の値が存在する場合、加速係数は、９に等しいなど、高い。
【０６２０】
　いくつかの実施例では、入力の移動速度が第２の移動速度閾値（例えば、接触の移動の
方向に平行な軸に沿って接触の移動の方向に約３インチの幅を有するタッチ感知面に対し
て毎秒４．８～６インチの閾値、あるいは、接触の移動の方向に平行な軸に沿って毎秒タ
ッチ感知面の幅の１．６倍～毎秒タッチ感知面の幅の２倍の間の閾値）（例えば、５．４
インチ／秒）を下回るとき、速度に基づく加速係数２２４０の値は、ゼロであり、追加の
加速がないことになる。いくつかの実施例では、入力の移動速度が第２の移動速度閾値（
例えば、５．４インチ／秒）よりも大きい場合、速度に基づく加速係数２２４０の値は、
ゼロよりも大きく、追加の加速となる。
【０６２１】
　いくつかの実施形態によれば、第２の加速係数は、第２の入力境界までの入力（例えば
、２２２２）の距離が減少するにつれて増大する。いくつかの実施例では、入力が第２の
入力境界（例えば、２２１８）又は第１の入力境界（例えば、２２１６）により近いかに
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関わらず、第２の入力境界（例えば、２２１８）までの入力の距離が減少するにつれて、
第２の加速係数のみが増大する。いくつかの実施例では、第１の入力境界（例えば、２２
１６）より第２の入力境界（例えば、２２１８）により近い入力に従って、第２の入力境
界（例えば、２２１８）までの入力の距離が減少するにつれて、第２の加速係数が増大す
る。
【０６２２】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイスは、入力の速度がより低い閾値を下回る場
合に、一定の加速を用いて複数の値にわたって（例えば、値の範囲にわたって）ナビゲー
トする。いくつかの実施例では、入力（例えば、２２２２）を受け付けたことに応じて、
入力（例えば、２２２２）の移動速度が第１の移動速度閾値（例えば、接触の移動の方向
に平行な軸に沿って接触の移動の方向に約３インチの幅を有するタッチ感知面に対して毎
秒０．５～１インチの閾値、あるいは、接触の移動の方向に平行な軸に沿って毎秒タッチ
感知面の幅の１／６倍～毎秒タッチ感知面の幅の１／３倍の間の閾値）（例えば、０．９
インチ／秒などのゼロより大きい閾値）を下回るという判定に従って、電子デバイスは、
入力（例えば、２２２２）が第１の入力境界（例えば、２２１６）又は第２の入力境界（
例えば、２２１８）に向かって移動している（例えば、加速なしに）かに関わらず、複数
の値にわたって（例えば、値の範囲にわたって）ナビゲートする。
【０６２３】
　いくつかの実施形態によれば、入力（例えば、２２２２）を受け付けたことに応じて、
入力（例えば、２２２２）の移動速度が第１の移動速度閾値（例えば、接触の移動の方向
に平行な軸に沿って接触の移動の方向に約３インチの幅を有するタッチ感知面に対して毎
秒０．５～１インチの閾値、あるいは、接触の移動の方向に平行な軸に沿って毎秒タッチ
感知面の幅の１／６倍～毎秒タッチ感知面の幅の１／３倍の間の閾値）（例えば、０．９
インチ／秒などのゼロより大きい閾値）を下回るという判定に従って、加速係数を適用す
ることなく、複数の値にわたって（例えば、値の範囲にわたって）ナビゲートする。
【０６２４】
　いくつかの実施形態によれば、速度に基づく加速も導入される。いくつかの実施例では
、入力（例えば、２２２２）を受け付けたことに応じて、入力（例えば、２２２２）の移
動速度が、第２の移動速度基準を満たすために、入力（例えば、２２２２）の移動速度が
第１の移動速度閾値より高い第２の移動速度閾値（例えば、接触の移動の方向に平行な軸
に沿って接触の移動の方向に約３インチの幅を有するタッチ感知面に対して毎秒４．８～
６インチの閾値、あるいは、接触の移動の方向に平行な軸に沿って毎秒タッチ感知面の幅
の１．６倍～毎秒タッチ感知面の幅の２倍の間の閾値）（例えば、図２２Ｉの２２４２、
５．４インチ／秒）を上回るという要件を含む、第２の移動速度基準を満たすという判定
に従って、電子デバイスは、速度に基づく加速係数（例えば、２２４０）に基づく速度で
、複数の値にわたって（例えば、値の範囲にわたって）ナビゲートする。これにより、同
じ大きさを有する２つの入力は、１つの入力の移動速度が第２の移動速度閾値を上回り、
他の入力の移動速度が第２の移動速度閾値を上回らない場合に、異なる数の値にわたるナ
ビゲーションとなることになる。いくつかの実施例では、複数の値にわたってナビゲート
する速度は、入力の大きさに基づく。いくつかの実施例では、速度に基づく加速係数は、
入力が第１の入力境界又は第２の入力境界に向かって移動しているかに依存しない、及び
／又は、タッチ感知面のｘ軸に沿った位置に依存しない、加速係数である。いくつかの実
施例では、速度に基づく加速係数（例えば、２２４０）の値は、入力の移動速度に基づく
。いくつかの実施例では、入力の移動速度が閾値（例えば、接触の移動の方向に平行な軸
に沿って接触の移動の方向に約３インチの幅を有するタッチ感知面に対して毎秒１２～１
５インチの閾値、あるいは、接触の移動の方向に平行な軸に沿って毎秒タッチ感知面の幅
の４倍～毎秒タッチ感知面の幅の５倍の間の閾値）（例えば、図２２Ｉの２２４４、１３
．５インチ／秒）に到達する及び／又は上回ると、速度に基づく加速係数の値は、上限又
は最大値に到達し、入力の移動速度が閾値（例えば、図２２Ｉの２２４４、１３．５イン
チ／秒）以上である間、最大値を維持する。
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【０６２５】
　図２２Ｊは、乗数を方向に基づく加速係数に乗算することなどにより、方向に基づく加
速係数に任意選択的に適用される例示的な乗数である。乗数は、任意選択的に、加速修正
係数と呼ばれる。いくつかの実施例では、加速修正係数（例えば、２２５０）の値は、入
力の移動速度に基づく。例えば、図２２Ｊに示すように、入力の速度（任意選択的に、距
離／時間又は画素／時間として測定される）が０．９インチ／秒未満である場合、加速修
正係数の値はゼロである。いくつかの実施例では、これは、上記の加速式を用いて加速が
判定される場合などの、なんら方向に基づく加速なしに、複数の値にわたって電子デバイ
スがナビゲートすることになる。
【０６２６】
　図２２Ｊは、任意選択的に、速度に基づく加速係数に基づいて複数の値にわたってナビ
ゲートする前に、入力の移動速度（例えば、２２２２）が第１の移動速度閾値（例えば、
接触の移動の方向に平行な軸に沿って接触の移動の方向に約３インチの幅を有するタッチ
感知面に対して毎秒０．５～１インチの閾値、あるいは、接触の移動の方向に平行な軸に
沿って毎秒タッチ感知面の幅の１／６倍～毎秒タッチ感知面の幅の１／３倍の間の閾値）
（例えば、２２５２、０．９インチ／秒）を下回る第１の速度から第３の移動速度閾値（
例えば、接触の移動の方向に平行な軸に沿って接触の移動の方向に約３インチの幅を有す
るタッチ感知面に対して毎秒１～２．５インチの閾値、あるいは、接触の移動の方向に平
行な軸に沿って毎秒タッチ感知面の幅の１／３倍～毎秒タッチ感知面の幅の５／６倍の間
の閾値）（例えば、２２５４、１．８インチ／秒）の速度に増大すると、電子デバイスが
、複数の値にわたった（例えば、値の範囲にわたった）ナビゲーションに適用される加速
修正係数（例えば、２２５０）を漸進的に増大することを示す。したがって、方向に基づ
く加速係数に任意選択的に適用される乗数の上昇により、入力の速度が第１の移動速度閾
値（例えば、２２５２、０．９インチ／秒）に近づいて上回り、第３の移動速度閾値（例
えば、２２５４、１．８インチ／秒）に到達する際の、ナビゲーションの加速の平滑化を
提供する。いくつかの実施例では、増加は、線形又は非線形のいずれかとすることができ
る加速係数の単調増加である。
【０６２７】
　図２２Ｊに示すように、いくつかの実施例では、入力の移動速度が第１の移動速度閾値
（例えば、接触の移動の方向に平行な軸に沿って接触の移動の方向に約３インチの幅を有
するタッチ感知面に対して毎秒０．５～１インチの閾値、あるいは、接触の移動の方向に
平行な軸に沿って毎秒タッチ感知面の幅の１／６倍～毎秒タッチ感知面の幅の１／３倍の
間の閾値）（例えば、２２５２、０．９インチ／秒）を下回るとき、加速修正係数は、ゼ
ロである。いくつかの実施例では、入力の移動速度が第３の移動速度閾値（例えば、接触
の移動の方向に平行な軸に沿って接触の移動の方向に約３インチの幅を有するタッチ感知
面に対して毎秒１～２．５インチの閾値、あるいは、接触の移動の方向に平行な軸に沿っ
て毎秒タッチ感知面の幅の１／３倍～毎秒タッチ感知面の幅の５／６倍の間の閾値）（例
えば、２２５４、１．８インチ／秒）を上回るとき、加速修正係数は、１である。
【０６２８】
　いくつかの実施形態によれば、方向に基づく加速は、上側及び下側の限界を含む。いく
つかの実施例では、第１の移動速度基準は、第１の移動速度基準を満たすために、入力（
例えば、２２２２）の移動速度が第２の移動速度閾値（例えば、接触の移動の方向に平行
な軸に沿って接触の移動の方向に約３インチの幅を有するタッチ感知面に対して毎秒４．
８～６インチの閾値、あるいは、接触の移動の方向に平行な軸に沿って毎秒タッチ感知面
の幅の１．６倍～毎秒タッチ感知面の幅の２倍の間の閾値）（例えば、図２２Ｉの２２４
２、５．４インチ／秒）を下回るという第２の要件を含む。これにより、この実施例では
、入力の移動速度が十分高い場合には、方向に基づく加速がナビゲーションに適用されず
、速度に基づく加速が適用されることになる。
【０６２９】
　いくつかの実施形態によれば、進行に基づく加速係数が、ナビゲーションに適用される
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。例えば、ナビゲートする（例えば、入力の移動の方向に基づいて）値の数が閾値を上回
るとデバイスが判定する場合には、ナビゲーションは、任意選択的に入力（例えば、２２
２２）に応じて加速される。例えば、入力により判定された方向にスクロールする５つよ
り多い項目が存在する場合、電子デバイスは、進行に基づく加速係数を適用し、入力によ
り判定された方向にスクロールする５つ以下の項目が存在する場合、電子デバイスは、進
行に基づく加速係数を適用しない（又は異なる（例えば、より低い）進行に基づく加速係
数を適用する）。いくつかの実施例では、入力（例えば、２２２２）を受け付けたことに
応じて、入力（例えば、２２２２）の移動速度が第１の移動速度基準を満たし、かつ調節
可能なコントローラ（例えば、２２１０）の現在の値が複数の値の第１の値であるという
判定に従って、第１の進行に基づく加速係数（例えば、調節可能なコントローラの現在の
値が複数の値を通って移動すると変化する加速係数）に基づく速度で（かつ任意選択的に
、入力の大きさに基づいて）、複数の値にわたって（例えば、値の範囲にわたって）ナビ
ゲートする。いくつかの実施例では、入力（例えば、２２２２）を受け付けたことに応じ
て、入力（例えば、２２２２）の移動速度が第１の移動速度基準を満たし、かつ調節可能
なコントローラ（例えば、２２１０）の現在の値が複数の値の第１の値とは異なる複数の
値の第２の値であるという判定に従って、第１の進行に基づく加速係数とは異なる第２の
進行に基づく加速係数に基づく速度で（かつ任意選択的に、入力の大きさに基づいて）、
複数の値にわたって（例えば、値の範囲にわたって）ナビゲートする。これにより、拡大
率の範囲が１倍～１０倍であり、かつ、現在の拡大率が２倍である場合、電子デバイスは
、ユーザが拡大率を増大する（例えば２倍から１０倍）要求をする場合に、進行に基づく
加速係数を任意選択的に適用し、電子デバイスは、ユーザが拡大率を減少させる（例えば
、２倍から１倍に向かって）要求をする場合に、適用しない（又は異なる進行に基づく加
速係数を適用する）。これにより、電子デバイスが値のより大きな範囲の中でナビゲーシ
ョンを行うことがより容易にできることが可能となる。
【０６３０】
　いくつかの実施形態では、電子デバイス（例えば、２２００）は、１つ以上のカメラ（
例えば、２２０２、２２０４）を含み、調節可能なコントローラ（例えば、２２１０）は
、カメラズームコントローラであり、１つ以上のカメラの視野のライブプレビューを含む
（例えば、ビューファインダ２２０６内に）カメラキャプチャユーザインタフェース（例
えば、カメラアプリケーションユーザインタフェース）の一部として、ディスプレイ（例
えば、２２０８）上に表示される。いくつかの実施形態では、調節可能なコントローラ（
例えば、２２１０）は、ディスプレイ（例えば、２２０８）から外れて回転する仮想ダイ
アルである。いくつかの実施例では、調節可能なコントローラ（例えば、２２１０）は、
図１８Ａ～図１８ＡＮ及び図２０Ａ～図２０Ｌを参照して説明したズームコントローラ１
８２４及び２０２６の１つ以上の特性を含む。
【０６３１】
　図２２Ｈに示すように、いくつかの実施形態では、方向に基づく加速は、境界又は縁部
に向かう入力がその縁部の所定の距離内にある場合に、複数の値のナビゲーションを高速
化する。いくつかの実施例では、方向に基づく加速は、境界又は縁部に向かう入力がその
縁部の所定の距離内にない場合に、複数の値のナビゲーションを高速化しない。例えば、
タッチ感知面の左縁部がタッチ感知面の幅に沿った位置の０％に対応し、タッチ感知面の
右縁部がタッチ感知面の幅に沿った位置の１００％に対応する場合、入力がタッチ感知面
の右６０％（４０％～１００％）上にあり（左４０％以内にない）、かつ入力が左縁部に
向かって移動しているとき、方向に基づく加速は、ゼロである。別の実施例では、入力が
タッチ感知面の左４０％上にあり、かつ入力が左縁部に向かって移動しているとき、方向
に基づく加速は、ゼロよりも大きい。いくつかの実施例では、第１の移動速度基準は、第
１の移動速度基準を満たすために、入力（例えば、２２２２）の位置が第１の入力境界（
例えば、２２２２）までの所定の距離内にあるという第３の要件を含む。いくつかの実施
例では、第１の入力境界までの所定の距離内にあることは、第１の入力境界から４００画
素以内にあること、又は第１の入力境界から第２の入力境界までの距離の４０％である第
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１の入力境界までの距離内にあることである。
【０６３２】
　図２３Ａ～図２３Ｂは、いくつかの実施形態に係る、電子デバイスを使用し、調節可能
なコントローラを使用して、複数の値の間でナビゲートするための方法を示すフロー図で
ある。方法２３００は、ディスプレイ及び１つ以上の入力デバイスを備えたデバイス（例
えば、１００、３００、５００、２２００）にて実行される。いくつかの実施例では、１
つ以上の入力デバイスは、タッチ感知面を含む。いくつかの実施例では、タッチ感知面及
びディスプレイは、組合せて、タッチ感知ディスプレイを形成する。いくつかの実施例で
は、電子デバイスは、１つ以上のカメラを含む。方法２３００のいくつかの動作は、任意
選択的に組み合わされ、いくつかの動作の順序は、任意選択的に変更され、いくつかの動
作は、任意選択的に省略される。
【０６３３】
　以下に説明するように、方法２３００は、調節可能なコントローラを使用して複数の値
の間でナビゲートするための直感的な方法を提供する。この方法は、値の間でナビゲート
するユーザの認識的負担を軽減し、それによって、より効率的なヒューマンマシンインタ
フェースを作り出す。バッテリ動作式のコンピューティングデバイスの場合には、ユーザ
がより高速かつより効率的に値の間でナビゲートすることを可能にすることにより、電力
が節約され、バッテリ充電の間隔が増す。
【０６３４】
　電子デバイス（例えば、２２００）は、ディスプレイ上に、最小値から最大値までの複
数の値のうちの１つの値を選択するための調節可能なコントローラ（例えば、ズームコン
トローラ２２１０）を表示する（２３０２）。いくつかの実施例では、電子デバイス（例
えば、２２００）はまた、１つ以上のカメラ（例えば、２２０２、２２０４）の視野のラ
イブプレビューを含むビューファインダ（例えば、２２０６）を同時に表示する。例えば
、プレビューは、人物（例えば、２２２０）の表現を含む。いくつかの実施例では、電子
デバイス２２００は、カメラアプリケーション内にライブ（又はほぼライブ）のプレビュ
ーを表示するために使用される１つ以上のカメラ（例えば、２２０２、２２０４）を含む
。
【０６３５】
　調節可能なコントローラ（例えば、２２１０）を表示している間に、電子デバイスは、
１つ以上の入力デバイスで、１つ以上の入力デバイスを介して検出された移動（例えば、
２２２４）を含む入力（例えば、２２２２）を受け付け、移動（例えば、２２２４）は、
第１の入力境界（例えば、２２１６）及び第２の入力境界（例えば、２２１８）によって
制約され、入力（例えば、２２２２）は、第２の入力境界（例えば、２２１８）より第１
の入力境界（例えば、２２１６）に近い位置（例えば、タッチ感知ディスプレイ又はタッ
チ感知面上の）にある（２３０４）。いくつかの実施形態によれば、１つ以上の入力デバ
イスは、タッチ感知面を含む（２３０６）。
【０６３６】
　いくつかの実施形態によれば、第１の入力境界（例えば、２２１６）は、タッチ感知面
の第１の縁部であり、第２の入力境界（例えば、２２１８）は、タッチ感知面の第２の縁
部である（２３０８）。いくつかの実施例では、タッチ感知面の第１の縁部及び第２の縁
部は、タッチ感知面の反対側にある縁部である。いくつかの実施例では、第１の縁部及び
第２の縁部は、コントローラが表示されるタッチ感知ディスプレイ（１つ以上の入力デバ
イス及びディスプレイがタッチ感知ディスプレイを構成する）上の縁部である。いくつか
の実施例では、第１の入力境界及び第２の入力境界は、コントローラが表示されるタッチ
感知ディスプレイ上の表示領域の（例えば、反対側にある）縁部である。いくつかの実施
例では、入力は、それぞれのタッチ感知面又はタッチ感知ディスプレイで受け付けられる
。
【０６３７】
　入力（例えば、２２２２）を受け付けたことに応じて（２３１０）、入力（例えば、２
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２２２）の移動速度が、第１の移動速度基準を満たすために、入力（例えば、２２２２）
の移動速度が第１の移動速度閾値（例えば、接触の移動の方向に平行な軸に沿って接触の
移動の方向に約３インチの幅を有するタッチ感知面に対して毎秒０．５～１インチの閾値
、あるいは、接触の移動の方向に平行な軸に沿って毎秒タッチ感知面の幅の１／６倍～毎
秒タッチ感知面の幅の１／３倍の間の閾値）（例えば、０．９インチ／秒などのゼロより
大きな閾値）を上回るという第１の要件を含む、第１の移動速度基準を満たすという判定
に従って、かつ第１の入力境界（例えば、２２１６）に向かう移動を含む入力（例えば、
２２２２）の移動（例えば、２２２４）に従って、移動の大きさ（例えば、タッチ感知面
又はタッチスクリーンディスプレイなどの１つ以上の入力デバイス上で入力が横断した距
離）及び第１の加速係数（例えば、方向に基づく加速係数２２３０、ゼロより大きい加速
係数）に基づいて、複数の値にわたって（例えば、値の範囲にわたって）ナビゲートする
（２３１２）。電子デバイスが複数の値にわたってナビゲートする速度を加速することに
より、拡大するためなどのナビゲーションを実行する際に、いくつかの実施例では、ユー
ザが指を再配置する必要なしに（タッチ感知面の縁部付近にユーザの指が位置する場合等
）、最大及び最小の倍率レベルにユーザが到達することが依然できると同時に、より大き
なユーザ制御を可能にする。結果として、ユーザが倍率レベルを調整するためにデバイス
上で繰り返しタップする必要がないので、倍率変更を含む録画されたビデオは、より安定
することになる。
【０６３８】
　いくつかの実施形態によれば、第２の加速係数はゼロであり、第１の加速係数（例えば
、方向に基づく加速係数２２３０）はゼロよりも大きい。いくつかの実施例では、移動（
例えば、２２２４）が第２の入力境界（例えば、２２１８）に向かっている場合、入力の
移動速度が第１の入力境界（例えば、２２１６）に向かっており、かつ入力の速度が第１
の移動速度閾値を上回らない場合の速度と、同じ速度で複数の値にわたってナビゲートさ
れる。
【０６３９】
　いくつかの実施形態によれば、第１の入力境界（例えば、２２１６）までの入力（例え
ば、２２２２）の距離が減少するにつれて、第１の加速係数（例えば、２２３０）は、増
大する（２３１４）。入力が入力デバイスの境界に近づくにつれてナビゲーションを加速
することにより、いくつかの実施例では、ユーザが指を再配置する必要なしに（タッチ感
知面の縁部付近にユーザの指が位置する場合など）、ユーザが最大及び最小の倍率レベル
に到達することができる。結果として、ユーザが倍率レベルを調整するためにデバイス上
で繰り返しタップする（又はスワイプしてユーザの指を持ち上げ、その後再度スワイプす
る、若しくは別の方法でデバイス上のユーザの握り方を調整する）必要がないので、倍率
変更を含む録画されたビデオは、より安定することになる。
【０６４０】
　入力（例えば、２２２２）を受け付けたことに応じて（２３１０）、入力（例えば、２
２２２）の移動速度が移動速度基準の第１のセットを満たすという判定、及び入力の移動
が第２の入力境界（例えば、２２１８）に向かう移動を含むという判定に従って、電子デ
バイスは、移動の大きさ（例えば、２２２４）及び第１の加速係数とは異なる第２の加速
係数に基づいて、複数の値にわたって（例えば、値の範囲にわたって）ナビゲートする（
２３１６）。
【０６４１】
　いくつかの実施形態によれば、第２の加速係数は、第２の入力境界までの入力（例えば
、２２２２）の距離が減少するにつれて増大する。いくつかの実施例では、入力が第２の
入力境界（例えば、２２１８）又は第１の入力境界（例えば、２２１６）により近いかに
関わらず、第２の入力境界（例えば、２２１８）までの入力の距離が減少するにつれて、
第２の加速係数のみが増大する。いくつかの実施例では、第１の入力境界（例えば、２２
１６）より第２の入力境界（例えば、２２１８）により近い入力に従って、第２の入力境
界（例えば、２２１８）までの入力の距離が減少するにつれて、第２の加速係数が増大す
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る。
【０６４２】
　いくつかの実施形態によれば、入力（例えば、２２２２）を受け付けたことに応じて、
入力（例えば、２２２２）の移動速度が第１の移動速度閾値（例えば、接触の移動の方向
に平行な軸に沿って接触の移動の方向に約３インチの幅を有するタッチ感知面に対して毎
秒０．５～１インチの閾値、あるいは、接触の移動の方向に平行な軸に沿って毎秒タッチ
感知面の幅の１／６倍～毎秒タッチ感知面の幅の１／３倍の間の閾値）（例えば、０．９
インチ／秒などのゼロより大きい閾値）を下回るという判定に従って、電子デバイスは、
入力（例えば、２２２２）が第１の入力境界（例えば、２２１６）又は第２の入力境界（
例えば、２２１８）に向かって移動している（例えば、加速なしに）かに関わらず、複数
の値にわたって（例えば、値の範囲にわたって）ナビゲートする。加速係数を適用しない
ことにより、ユーザが、より高精度で、ズームコントローラを使用する場合など、複数の
値にわたってナビゲートすることができる。より高精度を用いた倍率調整により、より欠
点（例えば、ぎくしゃくしたズーム、不安定な撮影など）の少ない録画されたビデオとな
る。
【０６４３】
　いくつかの実施形態によれば、入力（例えば、２２２２）を受け付けたことに応じて、
入力（例えば、２２２２）の移動速度が第１の移動速度閾値（例えば、接触の移動の方向
に平行な軸に沿って接触の移動の方向に約３インチの幅を有するタッチ感知面に対して毎
秒０．５～１インチの閾値、あるいは、接触の移動の方向に平行な軸に沿って毎秒タッチ
感知面の幅の１／６倍～毎秒タッチ感知面の幅の１／３倍の間の閾値）（例えば、０．９
インチ／秒などのゼロより大きい閾値）を下回るという判定に従って、加速係数を適用す
ることなく、複数の値にわたって（例えば、値の範囲にわたって）ナビゲートする。
【０６４４】
　いくつかの実施形態によれば、入力（例えば、２２２２）を受け付けたことに応じて、
入力（例えば、２２２２）の移動速度が、第２の移動速度基準を満たすために、入力（例
えば、２２２２）の移動速度が第１の移動速度閾値より高い第２の移動速度閾値（例えば
、接触の移動の方向に平行な軸に沿って接触の移動の方向に約３インチの幅を有するタッ
チ感知面に対して毎秒４．８～６インチの閾値、あるいは、接触の移動の方向に平行な軸
に沿って毎秒タッチ感知面の幅の１．６倍～毎秒タッチ感知面の幅の２倍の間の閾値）（
例えば、図２２Ｉの２２４２、５．４インチ／秒）を上回るという要件を含む、第２の移
動速度基準を満たすという判定に従って、電子デバイス（例えば、２２００）は、速度に
基づく加速係数（例えば、２２４０）に基づく速度で、複数の値にわたって（例えば、値
の範囲にわたって）ナビゲートする。いくつかの実施例では、複数の値にわたってナビゲ
ートする速度はまた、入力の大きさに基づく。いくつかの実施例では、速度に基づく加速
係数は、入力が第１の入力境界又は第２の入力境界に向かって移動しているかに依存しな
い、及び／又は、タッチ感知面のｘ軸に沿った位置に依存しない、加速係数である。いく
つかの実施例では、速度に基づく加速係数（例えば、２２４０）の値は、入力の移動速度
に基づく。いくつかの実施例では、入力の移動速度が閾値（例えば、接触の移動の方向に
平行な軸に沿って接触の移動の方向に約３インチの幅を有するタッチ感知面に対して毎秒
１２～１５インチの閾値、あるいは、接触の移動の方向に平行な軸に沿って毎秒タッチ感
知面の幅の４倍～毎秒タッチ感知面の幅の５倍の間の閾値）（例えば、図２２Ｉの２２４
４、１３．５インチ／秒）に到達する及び／又は上回ると、速度に基づく加速係数の値は
、上限又は最大値に到達し、入力の移動速度が閾値（例えば、図２２Ｉの２２４４、１３
．５インチ／秒）以上である間、最大値を維持する。
【０６４５】
　いくつかの実施形態によれば、任意選択的に、速度に基づく加速係数に基づいて複数の
値にわたってナビゲートする前に、入力の移動速度（例えば、２２２２）が第１の移動速
度閾値（例えば、接触の移動の方向に平行な軸に沿って接触の移動の方向に約３インチの
幅を有するタッチ感知面に対して毎秒０．５～１インチの閾値、あるいは、接触の移動の
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方向に平行な軸に沿って毎秒タッチ感知面の幅の１／６倍～毎秒タッチ感知面の幅の１／
３倍の間の閾値）（例えば、２２５２、第１の移動速度閾値が０．９インチ／秒である場
合）を下回る第１の速度から第３の移動速度閾値（例えば、接触の移動の方向に平行な軸
に沿って接触の移動の方向に約３インチの幅を有するタッチ感知面に対して毎秒１～２．
５インチの閾値、あるいは、接触の移動の方向に平行な軸に沿って毎秒タッチ感知面の幅
の１／３倍～毎秒タッチ感知面の幅の５／６倍の間の閾値）（例えば、２２５４、第３の
移動速度閾値が１．８インチ／秒である場合）の速度に増大すると、電子デバイスが、複
数の値にわたった（例えば、値の範囲にわたった）ナビゲーションに適用される加速修正
係数（例えば、２２５０）を漸進的に増大する。いくつかの実施例では、増加は、線形の
加速係数の単調増加である。いくつかの実施例では、増加は、非線形の加速係数の単調増
加である。
【０６４６】
　いくつかの実施形態によれば、第１の移動速度基準は、第１の移動速度基準を満たすた
めに、入力（例えば、２２２２）の移動速度が第２の移動速度閾値（例えば、接触の移動
の方向に平行な軸に沿って接触の移動の方向に約３インチの幅を有するタッチ感知面に対
して毎秒４．８～６インチの閾値、あるいは、接触の移動の方向に平行な軸に沿って毎秒
タッチ感知面の幅の１．６倍～毎秒タッチ感知面の幅の２倍の間の閾値）（例えば、図２
２Ｉの２２４２、５．４インチ／秒）を下回るという第２の要件を含む。
【０６４７】
　いくつかの実施形態によれば、入力の移動速度が第１の移動速度閾値（例えば、接触の
移動の方向に平行な軸に沿って接触の移動の方向に約３インチの幅を有するタッチ感知面
に対して毎秒０．５～１インチの閾値、あるいは、接触の移動の方向に平行な軸に沿って
毎秒タッチ感知面の幅の１／６倍～毎秒タッチ感知面の幅の１／３倍の間の閾値）（例え
ば、２２５２、第１の移動速度閾値が０．９インチ／秒である場合）を下回るとき、加速
修正係数は、ゼロである。いくつかの実施例では、入力の移動速度が第３の移動速度閾値
（例えば、接触の移動の方向に平行な軸に沿って接触の移動の方向に約３インチの幅を有
するタッチ感知面に対して毎秒１～２．５インチの閾値、あるいは、接触の移動の方向に
平行な軸に沿って毎秒タッチ感知面の幅の１／３倍～毎秒タッチ感知面の幅の５／６倍の
間の閾値）（例えば、２２５４、第３の移動速度閾値が１．８インチ／秒である場合）を
上回るとき、加速修正係数は、１である。
【０６４８】
　いくつかの実施形態によれば、入力（例えば、２２２２）を受け付けたことに応じて、
入力（例えば、２２２２）の移動速度が第１の移動速度基準を満たし、かつ調節可能なコ
ントローラ（例えば、２２１０）の現在の値が複数の値の第１の値であるという判定に従
って、電子デバイス（例えば、２２００）は、第１の進行に基づく加速係数（例えば、調
節可能なコントローラの現在の値が複数の値を通って移動すると変化する加速係数）に基
づく速度で（かつ任意選択的に、入力の大きさに基づいて）、複数の値にわたって（例え
ば、値の範囲にわたって）ナビゲートする。入力（例えば、２２２２）を受け付けたこと
に応じて、入力（例えば、２２２２）の移動速度が第１の移動速度基準を満たし、かつ調
節可能なコントローラ（例えば、２２１０）の現在の値が複数の値の第１の値とは異なる
複数の値の第２の値であるという判定に従って、電子デバイス（例えば、２２００）は、
第１の進行に基づく加速係数とは異なる第２の進行に基づく加速係数に基づく速度で（か
つ任意選択的に、入力の大きさに基づいて）、複数の値にわたって（例えば、値の範囲に
わたって）ナビゲートする。
【０６４９】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイス（例えば、２２００）は、１つ以上のカメ
ラ（例えば、２２０２、２２０４）を含み、調節可能なコントローラ（例えば、２２１０
）は、カメラズームコントローラであり、１つ以上のカメラの視野のライブプレビューを
含む（例えば、ビューファインダ２２０６内に）カメラキャプチャユーザインタフェース
（例えば、カメラアプリケーションユーザインタフェース）の一部として、ディスプレイ
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（例えば、２２０８）上に表示される。いくつかの実施例では、調節可能なコントローラ
（例えば、２２１０）は、図１８Ａ～図１８ＡＮ及び図２０Ａ～図２０Ｌを参照して説明
したズームコントローラ１８２４及び２０２６の１つ以上の特性を含む。
【０６５０】
　いくつかの実施形態によれば、調節可能なコントローラ（例えば、２２１０）は、ディ
スプレイ（例えば、２２０８）から外れて回転する仮想ダイアルである。いくつかの実施
例では、仮想ダイアルは、回転軸を維持しながら回転し、仮想ダイアルの一部として以前
に表示された値をもはや表示されないようにする。いくつかの実施例では、仮想ダイアル
は、図１８Ａ～図１８ＡＮ及び図２０Ａ～図２０Ｌを参照して説明したズームコントロー
ラ１８２４及び２０２６の１つ以上の特性を含む。ディスプレイを外れて回転する調節可
能なコントローラにより、調節可能なコントローラが使用されていないときに、関連する
情報／データを表示し、関連性の低い情報（例えば、現在選択されている値から最も遠い
ダイアルの部分）を表示しないようにできる。
【０６５１】
　いくつかの実施形態によれば、第１の移動速度基準は、第１の移動速度基準を満たすた
めに、入力（例えば、２２２２）の位置が第１の入力境界（例えば、２２２２）までの所
定の距離内（例えば、第１の入力境界から４００画素以内、第１の入力境界から第２の入
力境界までの距離の４０％内の第１の入力境界までの距離以内）にあるという第３の要件
を含む。
【０６５２】
　なお、方法２３００に関して上述したプロセス（例えば、図２３Ａ～図２３Ｂ）の詳細
はまた、上述した方法にも、類似の方式で適用可能であることに留意されたい。例えば、
方法７００、９００、１１００、１３００、１９００、及び２１００は、方法２３００を
参照して上述した、様々な方法の特性のうちの１つ以上を任意選択的に含む。例えば、様
々な方法の中から、ビューファインダ拡大技術、アフォーダンス、及びコントローラの要
素を組合せることができる。別の例として、方法２３００のビューファインダは、方法９
００、１１００、１３００、１９００、及び２１００のビューファインダと類似している
。簡潔にするために、これらの詳細は、以下では繰り返さない。
【０６５３】
　いくつかの実施形態によれば、図２４は、説明されるさまざまな実施形態の原理に従っ
て構成された電子デバイス２４００の、例示的な機能ブロック図を示す。いくつかの実施
形態によれば、電子デバイス２４００の機能ブロックは、上述の技術を実行するように構
成されている。デバイス２４００の機能ブロックは、説明される様々な実施例の原理を実
行するために、ハードウェア、ソフトウェア、又はハードウェアとソフトウェアとの組合
せによって、任意選択的に実装される。図２４で説明する機能ブロックが、説明される様
々な実施例の原理を実施するために、任意選択的に、組み合わされ、又はサブブロックに
分離されることが当業者に理解されよう。したがって、本明細書における説明は、本明細
書で説明されている機能ブロックの任意の可能な組合せ若しくは分離、又は更なる定義を
任意選択的にサポートする。
【０６５４】
　図２４に示すように、電子デバイス２４００は、１つ以上のカメラユニット２４０６と
、１つ以上の入力デバイスユニット２４０４と、ディスプレイユニット２４０２と、１つ
以上のカメラユニット２４０６、ディスプレイユニット２４０２、及び１つ以上の入力デ
バイスユニット２４０４に接続された処理ユニット２４１０と、を含む。
【０６５５】
　いくつかの実施形態によれば、処理ユニット２４１０は、ディスプレイユニット２４０
２上に、１つ以上のカメラユニット２４０６で第１の倍率レベルでメディアをキャプチャ
するためのデジタルビューファインダと、倍率調整用アフォーダンスとの表示を同時に有
効にし（例えば、表示有効化ユニット２４１２を用いて）、デジタルビューファインダ及
び倍率調整用アフォーダンスを同時に表示している（例えば、表示有効化ユニット２４１
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２を用いて）間に、１つ以上の入力デバイスユニット２４０４を介して倍率調整用アフォ
ーダンスに対応する位置の第１のジェスチャを検出し（例えば、検出ユニット２４１６を
用いて）、第１のジェスチャが第１のタイプであるという判定に従って、第１の倍率レベ
ルとは異なる第２の倍率レベルで１つ以上のカメラユニット２４０６でメディアをキャプ
チャする準備をし（例えば、準備ユニット２４１４を用いて）、第１のジェスチャが第１
のタイプとは異なる第２のタイプであるという判定に従って、第１の倍率レベルとは異な
る動的に選択された倍率レベルで１つ以上のカメラユニット２４０６でメディアをキャプ
チャする準備をする（例えば、準備ユニット２４１４を用いて）、ように構成されており
、選択された倍率レベルは、大きさに基づいて選択される。
【０６５６】
　いくつかの実施形態によれば、第１のジェスチャの大きさが第１の大きさであるという
判定に従って、動的に選択された倍率レベルは、第１の倍率レベルとは異なる第１の動的
に選択された倍率レベルであり、第１のジェスチャの大きさが第１の大きさとは異なる第
２の大きさであるという判定に従って、動的に選択された倍率レベルは、第１の倍率レベ
ル及び第１の動的に選択された倍率レベルとは異なる第２の動的に選択された倍率レベル
である。
【０６５７】
　いくつかの実施形態によれば、第１のジェスチャが第１のタイプとは異なる第２のタイ
プであるという判定に従って、ディスプレイユニット２４０２上に、ズームコントローラ
の表示を有効にし（例えば、表示有効化ユニット２４１２を用いて）、第１のジェスチャ
が第１のタイプであるという判定に従って、ズームコントローラの表示を有効にすること
を見合わせる。
【０６５８】
　いくつかの実施形態によれば、第１のジェスチャが第１のタイプであるという判定に従
って、ディスプレイユニット２４０２上で、倍率調整用アフォーダンスに対応する位置に
、第２の倍率レベルの表現の表示を有効にし（例えば、表示有効化ユニット２４１２を用
いて）、第１のジェスチャが第２のタイプであるという判定に従って、ディスプレイユニ
ット２４０２上で、倍率調整用アフォーダンスに対応する位置に、動的に選択された倍率
レベルの表現の表示を有効にする（例えば、表示有効化ユニット２４１２を用いて）。
【０６５９】
　いくつかの実施形態によれば、第１のジェスチャが第１のタイプ及び第２のタイプとは
異なる第３のタイプであるという判定に従って、ディスプレイユニット２４０２上に、複
数の倍率レベルから動的に選択された倍率レベルを選択するためのズームコントローラの
表示を有効にする（例えば、表示有効化ユニット２４１２を用いて）。
【０６６０】
　いくつかの実施形態によれば、ディスプレイユニット２４０２上にズームコントローラ
を表示する（例えば、表示有効化ユニット２４１２を用いて）ことは、ディスプレイユニ
ット２４０２上で、倍率調整用アフォーダンスの表示位置をディスプレイの縁部から離れ
てディスプレイの中心に向かって偏移させる（例えば、表示有効化ユニット２４１２を用
いて）ことを更に含む。
【０６６１】
　いくつかの実施形態によれば、ディスプレイユニット２４０２上にズームコントローラ
の表示を有効にすることは、倍率調整用アフォーダンスの表示サイズを表示することを有
効にすることを縮小する（例えば、表示有効化ユニット２４１２を用いて）ことを更に含
む。
【０６６２】
　いくつかの実施形態では、ディスプレイユニット２４０２上にズームコントローラの表
示を有効にすることは、ズームコントローラダイアルの一部分を表示する（例えば、表示
有効化ユニット２４１２を用いて）ことを更に含む。
【０６６３】
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　いくつかの実施形態によれば、第１のタイプは、タップジェスチャであり、第２のタイ
プは、スワイプジェスチャである。
【０６６４】
　いくつかの実施形態によれば、ズームコントローラの表示を有効にすることは、ディス
プレイ上でズームコントローラをスライドさせることを含む。
【０６６５】
　いくつかの実施形態によれば、ズームコントローラを表示している（例えば、表示有効
化ユニット２４１２を用いて）間に、かつ電子デバイスが第３の倍率レベルで１つ以上の
カメラでメディアをキャプチャする準備ができている間に、１つ以上の入力デバイスユニ
ットを介して、ズームコントローラに対応する位置の第２のジェスチャを検出し（例えば
、検出ユニット２４１６を用いて）、第２のジェスチャが第２のタイプであるという判定
に従って、ズームコントローラの表示を回転し、第３の倍率レベルとは異なる第４の倍率
レベルで１つ以上のカメラユニット２４０６でメディアをキャプチャする準備をする（例
えば、準備ユニット２４１４を用いて）。
【０６６６】
　いくつかの実施形態によれば、第２のジェスチャの速度が所定の閾値未満であるという
判定に従って、第１の速度でデジタルビューファインダをズームし（例えば、ズームユニ
ット２４１８を用いて）、第２のジェスチャの速度が所定の閾値より大きいという判定に
従って、第２の速度でデジタルビューファインダをズームし（例えば、ズームユニット２
４１８を用いて）、第１の速度は、第２の速度未満である。
【０６６７】
　いくつかの実施形態によれば、第２のジェスチャの変化率が第２の所定の閾値未満であ
るという判定に従って、第１の速度でデジタルビューファインダをズームし（例えば、ズ
ームユニット２４１８を用いて）、第２のジェスチャの速度が第２の所定の閾値より大き
いという判定に従って、第２の速度でデジタルビューファインダをズームし（例えば、ズ
ームユニット２４１８を用いて）、第１の速度は、第２の速度未満である。
【０６６８】
　いくつかの実施形態によれば、ディスプレイユニット２４０２上に、１つ以上のカメラ
でメディアをキャプチャするために倍率レベルを変更するための、粒度を有するズームコ
ントローラを表示している（例えば、表示有効化ユニット２４１２を用いて）間に、ズー
ムコントローラに対応する位置の第３のジェスチャを検出し（例えば、検出ユニット２４
１６を用いて）、第３のジェスチャを検出した（例えば、検出ユニット２４１６を用いて
）ことに応じて、ズームコントローラの粒度を変更する。
【０６６９】
　いくつかの実施形態によれば、ズームコントローラは、複数の倍率レベルの表現を含み
、ズームコントローラの粒度を変更することは、複数の倍率レベルの表現の間の間隔を変
更することを含む。
【０６７０】
　いくつかの実施形態によれば、表示されたズームコントローラは、複数の倍率レベルの
表現を含み、処理ユニットは、縦長モードと横長モードとの間で変更する要求を検出し（
例えば、検出ユニット２４１６を用いて）、電子デバイスを縦長モードと横長モードとの
間で変更する要求を検出した（例えば、検出ユニット２４１６を用いて）ことに応じて、
複数の倍率レベルの表現を回転するように更に構成されている。
【０６７１】
　いくつかの実施形態によれば、ディスプレイユニット２４０２上で、倍率調整用アフォ
ーダンスに対応する位置に、１つ以上のカメラでメディアをキャプチャするための現在の
倍率レベルの表現の表示を有効にする（例えば、表示有効化ユニット２４１２を用いて）
。
【０６７２】
　いくつかの実施形態によれば、１つ以上の入力デバイスユニットを介してズームコント
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ローラに対応する任意の場所で所定の期間の間に入力を検出しなかった（例えば、検出ユ
ニット２４１６を用いて）ことに従って、倍率調整用アフォーダンスの表示をディスプレ
イの縁部に向かってかつディスプレイの中心から離れてスライドさせる。
【０６７３】
　いくつかの実施形態によれば、１つ以上の入力デバイスユニットを介してズームコント
ローラに対応する任意の場所で所定の期間の間に入力を検出しなかった（例えば、検出ユ
ニット２４１６を用いて）ことに従って、ズームコントローラの表示を停止する（例えば
、表示有効化ユニット２４１２を用いて）。
【０６７４】
　いくつかの実施形態によれば、ディスプレイユニット２４０２上に、第４の倍率レベル
で１つ以上のカメラユニット２４０６でメディアをキャプチャするためのデジタルビュー
ファインダを表示していて（例えば、表示有効化ユニット２４１２を用いて）、かつディ
スプレイユニット２４０２上にズームコントローラを表示していない（例えば、表示有効
化ユニット２４１２を用いて）間に、１つ以上の入力デバイスユニットを介してデジタル
ビューファインダに対応する位置の第４のジェスチャを検出し（例えば、検出ユニット２
４１６を用いて）、第４のジェスチャが第４のタイプであるという判定に従って、対応す
る倍率レベルが第４のジェスチャの大きさに基づいて選択された、第４の倍率レベルとは
異なる第２の動的に選択された倍率レベルで１つ以上のカメラユニット２４０６でメディ
アをキャプチャする準備をし（例えば、準備ユニット２４１４を用いて）、ディスプレイ
ユニット２４０２上でズームコントローラを表示することを見合わせる（例えば、表示有
効化ユニット２４１２を用いて）。
【０６７５】
　図２１Ａ～図２１Ｂを参照して上述した動作は、図１Ａ～図１Ｂ、又は図２４に示す構
成要素によって、任意選択的に実施される。例えば、表示する動作２１０４は、任意選択
的に、イベントソート部１７０、イベント認識部１８０、及びイベント処理部１９０によ
って実施される。イベントソート部１７０のイベントモニタ１７１は、タッチ感知ディス
プレイ１１２上の接触を検出し、イベントディスパッチャモジュール１７４は、イベント
情報をアプリケーション１３６－１に配信する。アプリケーション１３６－１のそれぞれ
のイベント認識部１８０は、そのイベント情報を、それぞれのイベント定義１８６と比較
して、タッチ感知面上の第１の場所での第１の接触が、ユーザインタフェース上のアフォ
ーダンスのアクティブ化などの、所定のイベント又はサブイベントに対応するか否かを判
定する。対応する既定のイベント又はサブイベントが検出されると、イベント認識部１８
０は、イベント又はサブイベントの検出に関連付けられたイベント処理部１９０をアクテ
ィブ化する。イベント処理部１９０は、任意選択的に、アプリケーション内部状態１９２
を更新するために、データ更新部１７６若しくはオブジェクト更新部１７７を利用又は呼
び出す。いくつかの実施形態では、イベント処理部１９０は、アプリケーションにより表
示されるものを更新するために、対応するＧＵＩ更新部１７８にアクセスする。同様に、
当業者にとって、他のプロセスが図１Ａ～図１Ｂに示された構成要素に基づいてどのよう
に実施することができるかは明らかであろう。
【０６７６】
　いくつかの実施形態によれば、図２５は、説明される様々な実施形態の原理に従って構
成された電子デバイス２５００の、例示的な機能ブロック図を示す。いくつかの実施形態
によれば、電子デバイス２５００の機能ブロックは、上述の技術を実行するように構成さ
れている。デバイス２５００の機能ブロックは、説明される様々な実施例の原理を実行す
るために、ハードウェア、ソフトウェア、又はハードウェアとソフトウェアとの組合せに
よって、任意選択的に実装される。図２５で説明する機能ブロックが、説明される様々な
実施例の原理を実施するために、任意選択的に、組み合わされ、又はサブブロックに分離
されることが当業者に理解されよう。したがって、本明細書における説明は、本明細書で
説明されている機能ブロックの任意の可能な組合せ若しくは分離、又は更なる定義を任意
選択的にサポートする。
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【０６７７】
　図２５に示すように、電子デバイス２５００は、グラフィックユーザインタフェースを
表示するように構成されたディスプレイユニット２５０２と、１つ以上の入力デバイスユ
ニット２５０４と、１つ以上のカメラユニット２５２２と、任意選択的に、接触を受け付
けるように構成されたタッチ感知面ユニット２５０８と、ディスプレイユニット２５０２
、１つ以上のカメラユニット２５２２、１つ以上の入力デバイスユニット２５０４、及び
任意選択的にタッチ感知面ユニット２５０８に接続された処理ユニット２５０６とを含む
。いくつかの実施形態では、タッチ感知面ユニット２５０８及びディスプレイユニット２
５０２は、タッチ感知ディスプレイユニット２５１０を形成する。いくつかの実施形態で
は、処理ユニット２５０６は、表示有効化ユニット２５１２と、検出ユニット２５１４と
、準備ユニット２５１６と、変更ユニット２５１８とを含む。
【０６７８】
　処理ユニット２５０６は、デバイスが第１の倍率レベルで１つ以上のカメラユニットで
メディアをキャプチャする準備ができている間に、ディスプレイユニット２５０２上に、
１つ以上のカメラユニットから受信したデータに基づいて、１つ以上のカメラユニット２
５２２の視野内の１つ以上の物体の表現を含むデジタルビューファインダの表示を有効に
し（例えば、表示有効化ユニットを用いて）、デジタルビューファインダを表示している
間に、１つ以上の入力デバイスユニット２５０４を介して第１のジェスチャを検出し（例
えば、検出ユニット２５１４を用いて）、第１のジェスチャが第１の位置にあると１つ以
上の条件の第１のセットの第１の条件が満たされる、１つ以上の条件の第１のセットが満
たされるという判定に従って、デジタルビューファインダの表示を更新して（例えば、表
示有効化ユニット２５１２を用いて）、第１の倍率レベルとは異なる第２の倍率レベルで
１つ以上のカメラユニット２５２２でメディアをキャプチャする準備をすることなく、１
つ以上の入力デバイスユニット２５０８上の第１のジェスチャの位置に対応する１つ以上
のカメラユニット２５２２の視野内の１つ以上の物体の対応する物体の表現に焦点を合わ
せ、第１のジェスチャが第１の位置とは異なる第２の位置にあると１つ以上の条件の第２
のセットの第１の条件が満たされる、１つ以上の条件の第２のセットが満たされるという
判定に従って、第１の倍率レベルとは異なる第２の倍率レベルで１つ以上のカメラユニッ
ト２５２２でメディアをキャプチャする準備をする（例えば、準備ユニット２５１５を用
いて）ように構成されている。
【０６７９】
　いくつかの実施形態によれば、第２の倍率レベルで１つ以上のカメラユニット２５２２
でメディアをキャプチャする準備をすることは、デジタルビューファインダの表示を更新
し、第２の倍率レベルでプレビューを表示することを含む。
【０６８０】
　いくつかの実施形態によれば、デバイスが第１の倍率レベルで１つ以上のカメラユニッ
ト２５２２でメディアをキャプチャする準備ができている間に、デジタルビューファイン
ダを表示することは、ディスプレイユニット２５０２上に、第１の倍率レベルで１つ以上
の物体の表現を表示することを含む。
【０６８１】
　いくつかの実施形態によれば、処理ユニットは、第１のジェスチャが第１の位置とは異
なる第３の位置にあると１つ以上の条件の第３のセットの第１の条件が満たされる、１つ
以上の条件の第３のセットが満たされるという判定に従って、第１のジェスチャの大きさ
に基づく第３の倍率レベルで１つ以上のカメラユニットでメディアをキャプチャする準備
をする（例えば、準備ユニット２５１６を用いて）ように更に構成されている。
【０６８２】
　いくつかの実施形態によれば、処理ユニットは、第１のジェスチャが第１の位置にある
と１つ以上の条件の第４のセットの第１の条件が満たされる、１つ以上の条件の第４のセ
ットが満たされるという判定に従って、電子デバイスのカメラキャプチャモードを変更す
る（例えば、変更ユニット２５１８を用いて）ように更に構成されている。
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【０６８３】
　いくつかの実施形態によれば、処理ユニットは、第１のジェスチャが第１の位置、第２
の位置、及び第３の位置とは異なる第４の位置にあると１つ以上の条件の第５のセットの
第１の条件が満たされる、１つ以上の条件の第５のセットが満たされるという判定に従っ
て、電子デバイスのカメラキャプチャモードを第１のジェスチャの位置に対応するモード
に変更する（例えば、変更ユニット２５１８を用いて）ように更に構成されている。
【０６８４】
　いくつかの実施形態によれば、処理ユニットは、第１のジェスチャが第４の位置にある
と１つ以上の条件の第６のセットの第１の条件が満たされる、１つ以上の条件の第６のセ
ットが満たされるという判定に従って、第１のジェスチャの方向成分に基づいて電子デバ
イスのカメラキャプチャモードを変更する（例えば、変更ユニット２５１８を用いて）よ
うに更に構成されている。
【０６８５】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイスは、電子デバイスが第１のカメラキャプチ
ャモードにある間に、倍率レベルの第１の範囲内でメディアをキャプチャする準備をする
ように構成変更可能である第１のカメラキャプチャモード、電子デバイスが第２のカメラ
キャプチャモードにある間に、倍率レベルの第１の範囲内の倍率レベルの第２の範囲内で
メディアをキャプチャする準備をするように構成変更可能である第２のカメラキャプチャ
モード、電子デバイスが第３のカメラキャプチャモードにある間に、倍率レベルの第２の
範囲内の倍率レベルの第３の範囲内でメディアをキャプチャする準備をするように構成変
更可能である第３のカメラキャプチャモード、及び、電子デバイスが第４のカメラキャプ
チャモードにある間に、第１の所定の倍率レベル及び第２の所定の倍率レベルでメディア
をキャプチャする準備をするように構成変更可能である第４のカメラキャプチャモードの
うちの１つ以上の間で変更するように構成されており、第１の所定の倍率レベル及び第２
の所定の倍率レベルは、倍率レベルの第２の範囲内である。
【０６８６】
　いくつかの実施形態によれば、ズームコントローラが表示されない場合に、１つ以上の
条件の第１のセットの第２の条件が満たされる。
【０６８７】
　いくつかの実施形態によれば、処理ユニットは、第１のジェスチャが第２の位置にある
と１つ以上の条件の第７のセットの第１の条件が満たされる、１つ以上の条件の第７のセ
ットが満たされるという判定に従って、ディスプレイユニット２５０２上にズームコント
ローラの表示を有効にする（例えば、表示有効化ユニット２５１２を用いて）ように更に
構成されている。
【０６８８】
　いくつかの実施形態によれば、処理ユニットは、第１のジェスチャが第１の位置にある
と１つ以上の条件の第８のセットの第１の条件が満たされる、１つ以上の条件の第８のセ
ットが満たされるという判定に従って、１つ以上の入力デバイスユニット２５０４上の第
１のジェスチャの位置に対応する、１つ以上のカメラユニット２５２２の視野内の１つ以
上の物体の対応する物体の特性に基づいて、焦点又は露出設定をロックするように更に構
成されている。
【０６８９】
　いくつかの実施形態によれば、処理ユニットは、第１のジェスチャが第５の位置にある
と１つ以上の条件の第９のセットの第１の条件が満たされ、かつディスプレイユニット２
５０２上にズームダイアルが表示されていると１つ以上の条件の第９のセットの第２の条
件が満たされる、１つ以上の条件の第９のセットが満たされるという判定に従って、第１
のジェスチャの大きさに基づく第５の倍率レベルで１つ以上のカメラユニットでメディア
をキャプチャする準備をする（例えば、準備ユニット２５１６を用いて）ように更に構成
されている。
【０６９０】
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　いくつかの実施形態によれば、処理ユニットは、電子デバイスが第１の露出を用いて１
つ以上のカメラユニット２５２２で焦点又は露出設定をロックした状態でメディアをキャ
プチャする準備ができており、第１のジェスチャが第１の位置にあると１つ以上の条件の
第１０のセットの第１の条件が満たされる、１つ以上の条件の第１０のセットが満たされ
るという判定に従って、第２の露出を用いて１つ以上のカメラユニット２５２２でメディ
アをキャプチャする準備をする（例えば、準備ユニット２５１６を用いて）ように更に構
成されており、第２の露出は、第１の入力の大きさに基づく。
【０６９１】
　いくつかの実施形態によれば、第１の位置、第２の位置、第３の位置、第４の位置及び
第５の位置は、互いに独立している。
【０６９２】
　図２１Ａ～図２１Ｂを参照して上述した動作は、図１Ａ～図１Ｂ、又は図２５に示す構
成要素によって、任意選択的に実施される。例えば、更新する動作２１１６は、任意選択
的に、イベントソート部１７０、イベント認識部１８０、及びイベント処理部１９０によ
って実施される。イベントソート部１７０のイベントモニタ１７１は、タッチ感知ディス
プレイ１１２上の接触を検出し、イベントディスパッチャモジュール１７４は、イベント
情報をアプリケーション１３６－１に配信する。アプリケーション１３６－１のそれぞれ
のイベント認識部１８０は、そのイベント情報を、それぞれのイベント定義１８６と比較
して、タッチ感知面上の第１の場所での第１の接触が、ユーザインタフェース上のアフォ
ーダンスのアクティブ化などの、既定のイベント又はサブイベントに対応するか否かを判
定する。対応する既定のイベント又はサブイベントが検出されると、イベント認識部１８
０は、イベント又はサブイベントの検出に関連付けられたイベント処理部１９０をアクテ
ィブ化する。イベント処理部１９０は、任意選択的に、アプリケーション内部状態１９２
を更新するために、データ更新部１７６若しくはオブジェクト更新部１７７を利用又は呼
び出す。いくつかの実施形態では、イベント処理部１９０は、アプリケーションにより表
示されるものを更新するために、対応するＧＵＩ更新部１７８にアクセスする。同様に、
当業者にとって、他のプロセスが図１Ａ～図１Ｂに示された構成要素に基づいてどのよう
に実施することができるかは明らかであろう。
【０６９３】
　いくつかの実施形態によれば、図２６は、説明される様々な実施形態の原理に従って構
成された電子デバイス２６００の、例示的な機能ブロック図を示す。いくつかの実施形態
によれば、電子デバイス２６００の機能ブロックは、上述の技術を実行するように構成さ
れている。デバイス２６００の機能ブロックは、説明される様々な実施例の原理を実行す
るために、ハードウェア、ソフトウェア、又はハードウェアとソフトウェアとの組合せに
よって、任意選択的に実装される。図２６で説明する機能ブロックが、説明される様々な
実施例の原理を実施するために、任意選択的に、組み合わされ、又はサブブロックに分離
されることが当業者に理解されよう。したがって、本明細書における説明は、本明細書で
説明されている機能ブロックの任意の可能な組合せ若しくは分離、又は更なる定義を任意
選択的にサポートする。
【０６９４】
　図２６に示すように、電子デバイス２６００は、グラフィックユーザインタフェースを
表示するように構成されたディスプレイユニット２６０２と、１つ以上の入力デバイスユ
ニット２６０４と、任意選択的に、接触を受け付けるように構成されたタッチ感知面ユニ
ット２６０８と、１つ以上のカメラユニット２６２２と、ディスプレイユニット２６０２
、１つ以上の入力デバイスユニット２６０４、任意選択的にタッチ感知面ユニット２６０
８、及び１つ以上のカメラユニット２６２２に接続された処理ユニット２６０６とを含む
。いくつかの実施形態では、タッチ感知面ユニット２６０８及びディスプレイユニット２
６０２は、タッチ感知ディスプレイユニット２６１０を形成する。いくつかの実施形態で
は、処理ユニット２６０６は、表示有効化ユニット２６１２、受付ユニット２６１４、判
定ユニット２６１６、ナビゲートユニット２６１８、及び増大ユニット２６２０を含む。
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【０６９５】
　処理ユニット２６０６は、ディスプレイユニット２６１２上に、最小値から最大値まで
の複数の値のうちの１つの値を選択するための調節可能なコントローラの表示を有効にし
（例えば、表示有効化ユニット２６０２を用いて）、調節可能なコントローラの表示を有
効にしている（例えば、表示有効化ユニット２６１２を用いて）間に、１つ以上の入力デ
バイスユニット２６０４で、１つ以上の入力デバイスユニット２６０４を介して検出され
た第１の入力境界及び第２の入力境界によって制約された移動を含む、第２の入力境界よ
りも第１の入力境界に近い位置にある入力を受け付け（例えば、受付ユニット２６１４を
用いて）、入力を受け付けたことに応じて、入力の移動速度が、第１の移動速度基準が満
たされるために入力の移動速度が第１の移動速度閾値を上回るという第１の要件を含む第
１の移動速度基準を満たすという判定に従って（例えば、判定ユニット２６１６を用いて
）、かつ第１の入力境界に向かう移動を含む入力の移動に従って、移動の大きさ及び第１
の加速係数に基づいて複数の値にわたってナビゲートし（例えば、ナビゲートユニット２
６１８を用いて）、入力の移動速度が、移動速度基準の第１のセットを満たすという判定
及び入力の移動が第２の入力境界に向かう移動を含むという判定に従って（例えば、判定
ユニット２６１６を用いて）、移動の大きさ及び第１の加速係数とは異なる第２の加速係
数に基づいて複数の値にわたってナビゲートする（例えば、ナビゲートユニット２６１８
を用いて）、ように構成されている。
【０６９６】
　いくつかの実施形態によれば、１つ以上の入力デバイスユニット２６０４は、タッチ感
知面ユニット２６０８を含み、第１の入力境界は、タッチ感知面ユニット２６０８の第１
の縁部であり、第２の入力境界は、タッチ感知面ユニット２６０８の第２の縁部である。
【０６９７】
　いくつかの実施形態によれば、第２の加速係数はゼロであり、第１の加速係数はゼロよ
りも大きい。
【０６９８】
　いくつかの実施形態によれば、第１の加速係数は、第１の入力境界までの入力の距離が
減少するにつれて増大する。
【０６９９】
　いくつかの実施形態によれば、第２の加速係数は、第２の入力境界までの入力の距離が
減少するにつれて増大する。
【０７００】
　いくつかの実施形態によれば、処理ユニット２６０６は、入力を受け付けたことに応じ
て、入力の移動速度が第１の移動速度閾値未満であるという判定に従って（例えば、判定
ユニット２６１６を用いて）、入力が第１の入力境界又は第２の入力境界に向かって移動
しているかに関係なく、複数の値にわたってナビゲートする（例えば、ナビゲートユニッ
ト２６１８を用いて）ように更に構成されている。
【０７０１】
　いくつかの実施形態によれば、処理ユニット２６０６は、入力を受け付けたことに応じ
て、入力の移動速度が第１の移動速度閾値未満であるという判定に従って（例えば、判定
ユニット２６１６を用いて）、加速係数を適用することなく、複数の値にわたってナビゲ
ートする（例えば、ナビゲートユニット２６１８を用いて）ように更に構成されている。
【０７０２】
　いくつかの実施形態によれば、処理ユニット２６０６は、入力を受け付けたことに応じ
て、入力の移動速度が、第２の移動速度基準を満たすために、入力の移動速度が第１の移
動速度閾値より高い第２の移動速度閾値を上回るという要件を含む第２の移動速度基準を
満たすという判定に従って（例えば、判定ユニット２６１６を用いて）、速度に基づく加
速係数に基づく速度で複数の値にわたってナビゲートする（例えば、ナビゲートユニット
２６１８を用いて）ように更に構成されている。
【０７０３】
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　いくつかの実施形態によれば、処理ユニット２６０６は、入力の移動速度が第１の移動
速度閾値未満の第１の速度から第３の移動速度閾値にある速度まで増加するに従って、複
数の値にわたったナビゲーションに適用される加速修正係数を漸進的に増加させる（例え
ば、増大ユニット２６２０を用いて）ように更に構成されている。
【０７０４】
　いくつかの実施形態によれば、第１の移動速度基準は、第１の移動速度基準を満たすた
めに、入力の移動速度が第２の移動速度閾値未満であるという第２の要件を含む。
【０７０５】
　いくつかの実施形態によれば、入力の移動速度が第１の移動速度閾値未満である場合に
、加速修正係数はゼロである。
【０７０６】
　いくつかの実施形態によれば、処理ユニット２６０６は、入力を受け付けたことに応じ
て、入力の移動速度が第１の移動速度基準を満たし、かつ調節可能なコントローラの現在
の値が複数の値の第１の値であるという判定に従って（例えば、判定ユニット２６１６を
用いて）、第１の進行に基づく加速係数に基づく速度で複数の値にわたってナビゲートし
（例えば、ナビゲートユニット２６１８を用いて）、入力の移動速度が第１の移動速度基
準を満たし、かつ調節可能なコントローラの現在の値が複数の値の第１の値とは異なる複
数の値の第２の値であるという判定に従って（例えば、判定ユニット２６１６を用いて）
、第１の進行に基づく加速係数とは異なる第２の進行に基づく加速係数に基づく速度で複
数の値にわたってナビゲートする（例えば、ナビゲートユニット２６１８を用いて）よう
に更に構成されている。
【０７０７】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイス２６００は、１つ以上のカメラユニット２
６２２を含み、調節可能なコントローラは、カメラズームコントローラであり、１つ以上
のカメラユニット２６２２の視野のライブプレビューを含むカメラキャプチャユーザイン
タフェースの一部として、ディスプレイ２６０２上に表示される。
【０７０８】
　いくつかの実施形態によれば、調節可能なコントローラは、ディスプレイユニット２６
０２から外れて回転する仮想ダイアルである。
【０７０９】
　いくつかの実施形態によれば、第１の移動速度基準は、第１の移動速度基準を満たすた
めに、入力の位置が第１の入力境界までの所定の距離内にあるという第３の要件を含む。
【０７１０】
　図２３Ａ～図２３Ｂを参照して上述した動作は、図１Ａ～図１Ｂ、又は図２６に示す構
成要素によって、任意選択的に実施される。例えば、表示する動作２３０２及び受信する
動作２３０４は、任意選択的に、イベントソート部１７０、イベント認識部１８０、及び
イベント処理部１９０によって実施される。イベントソート部１７０のイベントモニタ１
７１は、タッチ感知ディスプレイ１１２上の接触を検出し、イベントディスパッチャモジ
ュール１７４は、イベント情報をアプリケーション１３６－１に配信する。アプリケーシ
ョン１３６－１のそれぞれのイベント認識部１８０は、そのイベント情報を、それぞれの
イベント定義１８６と比較して、タッチ感知面上の第１の場所での第１の接触が、ユーザ
インタフェース上のアフォーダンスのアクティブ化などの、既定のイベント又はサブイベ
ントに対応するか否かを判定する。対応する既定のイベント又はサブイベントが検出され
ると、イベント認識部１８０は、イベント又はサブイベントの検出に関連付けられたイベ
ント処理部１９０をアクティブ化する。イベント処理部１９０は、任意選択的に、アプリ
ケーション内部状態１９２を更新するために、データ更新部１７６若しくはオブジェクト
更新部１７７を利用又は呼び出す。いくつかの実施形態では、イベント処理部１９０は、
アプリケーションにより表示されるものを更新するために、対応するＧＵＩ更新部１７８
にアクセスする。同様に、当業者にとって、他のプロセスが図１Ａ～図１Ｂに示された構
成要素に基づいてどのように実施することができるかは明らかであろう。
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【０７１１】
　例示的な方法、非一時的コンピュータ可読記憶媒体、システム、及び電子デバイスが以
下の項目において説明される。
　１．
　第１のカメラと、第２のカメラと、ディスプレイとを有する電子デバイスにおいて、
　　ディスプレイ上に、第１のカメラから受信したデータに基づくプレビューを含むデジ
タルビューファインダを表示することと、
　　デジタルビューファインダを表示している間に、
　　　デバイスから所定の距離以内に被写体が検出されると１つ以上の条件のセットの第
１の条件が満たされる、１つ以上の条件のセットが満たされるという判定に従って、デジ
タルビューファインダに表示されたプレビューに、第１のカメラ及び第２のカメラから受
信したデータに基づいて疑似的光学効果を適用することと、
　　　１つ以上の条件のセットが満たされないという判定に従って、疑似的光学効果を適
用することなく、デジタルビューファインダにプレビューを表示することと、を含む、方
法。
　２．デジタルビューファインダ内のプレビューに疑似的光学効果を適用する前に、デジ
タルビューファインダ内のプレビューが、第２のカメラに基づかない、項目１の方法。
　３．疑似的光学効果が、疑似的ぼけである、項目１～２のいずれかの方法。
　４．疑似的光学効果が、デジタルビューファインダ内のプレビューの異なる部分に異な
るように適用される、項目１～３のいずれかの方法。
　５．プレビューの第１の部分が、第１の物体を描写し、第１の物体は、電子デバイスか
ら第１の距離にあり、プレビューの第２の部分が、第２の物体を描写し、第２の物体は、
電子デバイスから第２の距離にあり、プレビューに疑似的光学効果を適用することが、第
１の大きさで第１の部分に疑似的光効果を適用することと、第１の大きさとは異なる第２
の大きさで第２の部分に疑似的光学効果を適用することとを含む、項目４の方法。
　６．第１のカメラが第１の視野を有し、第２のカメラが第２の視野を有し、第１の視野
及び第２の視野は、重なり合う、項目１～５のいずれかの方法。
　７．
　第１のカメラ及び第２のカメラから受信したデータに基づいて深度マップを生成するこ
とを更に含み、
　疑似的光学効果が、深度マップに基づく、項目１～６のいずれかの方法。
　８．電子デバイスが被写体までの距離を自動的に判定する、項目１～７のいずれかの方
法。
　９．第１のカメラの焦点距離が最小距離閾値を上回ると、１つ以上の条件のセットの第
２の条件が満たされる、項目１～８のいずれかの方法。
　１０．第１のカメラの焦点距離が最大距離閾値を上回らないと、１つ以上の条件のセッ
トの第３の条件が満たされる、項目１～９のいずれかの方法。
　１１．デバイスから所定の最小距離を越えて被写体が検出されると、１つ以上の条件の
セットの第４の条件が満たされる、項目１～１０のいずれかの方法。
　１２．検出された光量が最小光閾値を上回ると、１つ以上の条件のセットの第５の条件
が満たされる、項目１～１１のいずれかの方法。
　１３．検出された光量が最大光閾値を上回らないと、１つ以上の条件のセットの第６の
条件が満たされる、項目１～１２のいずれかの方法。
　１４．１つ以上の条件のセットが満たされるか否かの判定が、第１のカメラからのデー
タに基づく、項目１～１３のいずれかの方法。
　１５．１つ以上の条件のセットが満たされるか否かの判定が、第２のカメラからのデー
タに基づく、項目１～１４のいずれかの方法。
　１６．
　１つ以上の条件のセットが満たされないという判定に従って、
　ディスプレイ上に、満たされない条件のグラフィックインジケーションを表示すること
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を更に含む、項目１～１５のいずれかの方法。
　１７．
　被写体を検出したことに応じて、ディスプレイ上のデジタルビューファインダ上に被写
体を識別する１つ以上の視覚マーカを表示することを更に含み、
　１つ以上の視覚マーカの第１の視覚特性は、１つ以上の条件のセットが満たされるか否
かに基づく、項目１～１６のいずれかの方法。
　１８．
　１つ以上の条件のセットが満たされるという判定に従って、１つ以上の視覚マーカの第
１の視覚特性を変更することを更に含む、項目１７の方法。
　１９．
　被写体を検出したことに従って、ディスプレイ上のデジタルビューファインダに被写体
を識別する１つ以上の視覚マーカを表示することを更に含み、
　１つ以上の視覚マーカの第２の特性は、被写体の特性に基づく、項目１～１８のいずれ
かの方法。
　２０．
　被写体を検出するのに失敗したことに従って、ディスプレイ上のデジタルビューファイ
ンダに、デジタルビューファインダ内に中心がある１つ以上の視覚マーカを表示すること
を更に含む、項目１～１９のいずれかの方法。
　２１．
　複数の被写体を検出したことに従って、ディスプレイ上のデジタルビューファインダに
、複数の被写体に対応する１つ以上の視覚マーカのうちの複数を表示することを更に含む
、項目１～２０のいずれかの方法。
　２２．
　デジタルビューファインダに表示されたプレビューに疑似的光学効果を適用したことに
従って、ディスプレイ上に、デジタルビューファインダに表示されたプレビューに疑似的
光学効果が適用されているというグラフィックインジケーションを表示することと、
　疑似的光学効果を適用することなく、デジタルビューファインダにプレビューを表示し
たことに従って、ディスプレイ上に、デジタルビューファインダに表示されたプレビュー
に疑似的光学効果が適用されているというグラフィックインジケーションを表示すること
を見合わせることと、を更に含む、項目１～２１のいずれかの方法。
　２３．
　画像をキャプチャすることを要求するユーザ入力を検出することと、
　画像をキャプチャすることを要求するユーザ入力を検出したことに応じて、
　　１つ以上の条件のセットが満たされないという判定に従って、疑似的光学効果なしに
画像をキャプチャすることと、
　　１つ以上の条件のセットが満たされるという判定に従って、疑似的光学効果を有する
画像をキャプチャすることと、を更に含む、項目１～２２のいずれかの方法。
　２４．
　疑似的光学効果を適用することなく、デジタルビューファインダにプレビューを表示し
ている間に、カメラの前のシーンの変化を検出することと、
　シーンの変化を検出したことに応じて、
　　シーンの変化が１つ以上の条件のセットを満たさせたという判定に従って、デジタル
ビューファインダに表示されたプレビューに疑似的光学効果を適用することと、
　　シーンの変化が１つ以上の条件のセットを満たさせなかったという判定に従って、疑
似的光学効果を適用することなく、デジタルビューファインダ内のプレビューの表示を維
持することと、を含む、項目１～２３のいずれかの方法。
　２５．第１のカメラと、第２のカメラと、ディスプレイとを有するデバイスの１つ以上
のプロセッサによって実行されるように構成された１つ以上のプログラムを記憶するコン
ピュータ可読記憶媒体であって、１つ以上のプログラムが、項目１～２４のいずれかの方
法を実行する命令を含む、コンピュータ可読記憶媒体。
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　２６．
　第１のカメラと、
　第２のカメラと、
　ディスプレイと、
　１つ以上のプロセッサと、
　１つ以上のプロセッサによって実行されるように構成された１つ以上のプログラムを記
憶するメモリと、
　を備える電子デバイスであって、１つ以上のプログラムが、項目１～２４のいずれかの
方法を実行する命令を含む、電子デバイス。
　２７．
　第１のカメラと、
　第２のカメラと、
　ディスプレイと、
　項目１～２４のいずれかの方法を実行する手段と、
　を備える電子デバイス。
　２８．第１のカメラと、第２のカメラと、ディスプレイとを有する電子デバイスの１つ
以上のプロセッサによって実行されるように構成された１つ以上のプログラムを記憶する
非一時的コンピュータ可読記憶媒体であって、１つ以上のプログラムが、
　ディスプレイ上に、第１のカメラから受信したデータに基づくプレビューを含むデジタ
ルビューファインダを表示し、
　デジタルビューファインダを表示している間に、
　　デバイスから所定の距離以内に被写体が検出されると１つ以上の条件のセットの第１
の条件が満たされる、１つ以上の条件のセットが満たされるという判定に従って、デジタ
ルビューファインダに表示されたプレビューに、第１のカメラ及び第２のカメラから受信
したデータに基づいて疑似的光学効果を適用し、
　　１つ以上の条件のセットが満たされないという判定に従って、疑似的光学効果を適用
することなく、デジタルビューファインダ内にプレビューを表示する、命令を含む、非一
時的コンピュータ可読記憶媒体。
　２９．
　第１のカメラと、
　第２のカメラと、
　ディスプレイと、
　１つ以上のプロセッサと、
　１つ以上のプロセッサによって実行されるように構成された１つ以上のプログラムを記
憶するメモリと、
　を備える電子デバイスであって、１つ以上のプログラムが、
　　ディスプレイ上に、第１のカメラから受信したデータに基づくプレビューを含むデジ
タルビューファインダを表示し、
　　デジタルビューファインダを表示している間に、
　　　デバイスから所定の距離以内に被写体が検出されると１つ以上の条件のセットの第
１の条件が満たされる、１つ以上の条件のセットが満たされるという判定に従って、デジ
タルビューファインダに表示されたプレビューに、第１のカメラ及び第２のカメラから受
信したデータに基づいて疑似的光学効果を適用し、
　　　１つ以上の条件のセットが満たされないという判定に従って、疑似的光学効果を適
用することなく、デジタルビューファインダ内にプレビューを表示する、命令を含む、電
子デバイス。
　３０．
　第１のカメラと、
　第２のカメラと、
　ディスプレイと、
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　ディスプレイ上に、第１のカメラから受信したデータに基づくプレビューを含むデジタ
ルビューファインダを表示する手段と、
　デジタルビューファインダを表示している間に、
　　デバイスから所定の距離以内に被写体が検出されると１つ以上の条件のセットの第１
の条件が満たされる、１つ以上の条件のセットが満たされるという判定に従って、デジタ
ルビューファインダに表示されたプレビューに、第１のカメラ及び第２のカメラから受信
したデータに基づいて疑似的光学効果を適用する手段と、
　　１つ以上の条件のセットが満たされないという判定に従って、疑似的光学効果を適用
することなく、デジタルビューファインダ内にプレビューを表示する手段と、を備える、
電子デバイス。
　３１．
　第１のカメラと、第２のカメラと、ディスプレイとを有する電子デバイスにおいて、
　　ディスプレイ上に、
　　　第１の倍率でデジタルビューファインダを表示することを含む、第１のカメラから
受信したデータに基づいて写真をキャプチャするためのユーザインタフェースと、
　　　第１及び第２のカメラのうちの１つ以上を用いてデバイスによってキャプチャされ
た写真の倍率を変更するためのアフォーダンスと、を同時に表示することと、
　　アフォーダンスのアクティブ化を検出することと、
　　アフォーダンスのアクティブ化を検出したことに応じて、
　　　ディスプレイ上に、第１のカメラから受信したデータに基づいて写真をキャプチャ
するためのユーザインタフェースを表示することを停止することと、
　　　ディスプレイ上に、第１の倍率より大きな第２の倍率でデジタルビューファインダ
を表示することを含む、第２のカメラから受信したデータに基づいて写真をキャプチャす
るためのユーザインタフェースを表示することと、を含む、方法。
　３２．
　デジタルビューファインダ内のユーザ入力を検出することと、
　ユーザ入力を検出したことに応じて、
　　ディスプレイ上にズームコントローラを表示することと、
　　ユーザ入力に従ってデジタルビューファインダのズームを実行することと、を更に含
む、項目３１の方法。
　３３．ユーザ入力が、デジタルビューファインダ内のピンチジェスチャに対応する、項
目３２の方法。
　３４．ユーザ入力が、デジタルビューファインダ内のドラッグジェスチャに対応する、
項目３２の方法。
　３５．ユーザ入力が、デジタルビューファインダ内のスワイプジェスチャに対応する、
項目３２の方法。
　３６．ズームコントローラが、ズームインジケータアフォーダンスを含む、項目３２～
３５のいずれかの方法。
　３７．ズームコントローラが、複数の倍率レベルに対応する複数の位置を含み、複数の
位置の第１の位置は、第１の光学倍率レベルに対応し、複数の位置の第２の位置は、第１
の光学倍率レベルとは異なる第２の光学倍率レベルに対応する、項目３６の方法。
　３８．
　ズームコントローラに対応する、方向及び長さを有するジェスチャを検出することと、
　ズームコントローラに対応するジェスチャを検出したことに応じて、かつ第１の方向で
ある方向に従って、ジェスチャの大きさに基づく速さでデジタルビューファインダのズー
ムアウトを実行することと、
　ズームコントローラに対応するジェスチャを検出したことに応じて、かつ第１の方向と
は異なる第２の方向である方向に従って、ジェスチャの大きさに基づく速さでデジタルビ
ューファインダのズームインを実行することと、を更に含む、項目３２～３７のいずれか
の方法。
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　３９．電子デバイスが重なり合う視野を有する複数のカメラを含むという判定に従って
、倍率を変更するためのアフォーダンスが表示される、項目３１～３８のいずれかの方法
。
　４０．
　倍率を変更するためのアフォーダンスの第２のアクティブ化を検出することと、
　　倍率を変更するためのアフォーダンスの第２のアクティブ化を検出したことに応じて
、
　　　ディスプレイ上に、第２のカメラから受信したデータに基づいて写真をキャプチャ
するためのユーザインタフェースを表示することを停止することと、
　　　ディスプレイ上に、第１の倍率でデジタルビューファインダを表示することを含む
、第１のカメラから受信したデータに基づいて写真をキャプチャするためのユーザインタ
フェースを表示することと、を更に含む、項目３１～３９のいずれかの方法。
　４１．表示されたズームコントローラが、デジタルビューファインダ内のユーザ入力に
関連付けられた入力リフトオフ信号を検出したことに応じてフェードアウトし、倍率を変
更するための表示されたアフォーダンスは、デジタルビューファインダ内のユーザ入力に
関連付けられた入力リフトオフ信号を検出したことに応じてフェードアウトしない、項目
３２～３９のいずれかの方法。
　４２．ディスプレイ上にズームコントローラを表示することが、倍率を変更するための
アフォーダンスの表示をズームコントローラの表示に置き換えることを含む、項目３２～
３９のいずれかの方法。
　４３．第１のカメラと、第２のカメラと、ディスプレイとを有するデバイスの１つ以上
のプロセッサによって実行されるように構成された１つ以上のプログラムを記憶するコン
ピュータ可読記憶媒体であって、１つ以上のプログラムが、項目３１～４２のいずれかの
方法を実行する命令を含む、コンピュータ可読記憶媒体。
　４４．
　第１のカメラと、
　第２のカメラと、
　ディスプレイと、
　１つ以上のプロセッサと、
　１つ以上のプロセッサによって実行されるように構成された１つ以上のプログラムを記
憶するメモリと、
　を備える電子デバイスであって、１つ以上のプログラムが、項目３１～４２のいずれか
の方法を実行する命令を含む、電子デバイス。
　４５．
　第１のカメラと、
　第２のカメラと、
　ディスプレイと、
　項目３２～４２のいずれかの方法を実行する手段と、
　を備える電子デバイス。
　４６．第１のカメラと、第２のカメラと、ディスプレイとを有する電子デバイスの１つ
以上のプロセッサによって実行されるように構成された１つ以上のプログラムを記憶する
非一時的コンピュータ可読記憶媒体であって、１つ以上のプログラムが、
　ディスプレイ上に、
　　第１の倍率でデジタルビューファインダを表示することを含む、第１のカメラから受
信したデータに基づいて写真をキャプチャするためのユーザインタフェースと、
　　第１及び第２のカメラのうちの１つ以上を用いてデバイスによってキャプチャされた
写真の倍率を変更するためのアフォーダンスと、を同時に表示し、
　アフォーダンスのアクティブ化を検出し、
　アフォーダンスのアクティブ化を検出したことに応じて、
　　ディスプレイ上に、第１のカメラから受信したデータに基づいて写真をキャプチャす
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るためのユーザインタフェースを表示することを停止し、
　　ディスプレイ上に、第１の倍率より大きな第２の倍率でデジタルビューファインダを
表示することを含む、第２のカメラから受信したデータに基づいて写真をキャプチャする
ためのユーザインタフェースを表示する、命令を含む、非一時的コンピュータ可読記憶媒
体。
　４７．
　第１のカメラと、
　第２のカメラと、
　ディスプレイと、
　１つ以上のプロセッサと、
　１つ以上のプロセッサによって実行されるように構成された１つ以上のプログラムを記
憶するメモリと、
　を備える電子デバイスであって、１つ以上のプログラムが、
　　ディスプレイ上に、
　　　第１の倍率でデジタルビューファインダを表示することを含む、第１のカメラから
受信したデータに基づいて写真をキャプチャするためのユーザインタフェースと、
　　　第１及び第２のカメラのうちの１つ以上を用いてデバイスによってキャプチャされ
た写真の倍率を変更するためのアフォーダンスと、を同時に表示し、
　　アフォーダンスのアクティブ化を検出し、
　　アフォーダンスのアクティブ化を検出したことに応じて、
　　　ディスプレイ上に、第１のカメラから受信したデータに基づいて写真をキャプチャ
するためのユーザインタフェースを表示することを停止し、
　　　ディスプレイ上に、第１の倍率より大きな第２の倍率でデジタルビューファインダ
を表示することを含む、第２のカメラから受信したデータに基づいて写真をキャプチャす
るためのユーザインタフェースを表示する、命令を含む、電子デバイス。
　４８．電子デバイスであって、
　第１のカメラと、
　第２のカメラと、
　ディスプレイと、
　ディスプレイ上に、
　　第１の倍率でデジタルビューファインダを表示することを含む、第１のカメラから受
信したデータに基づいて写真をキャプチャするためのユーザインタフェースと、
　　第１及び第２のカメラのうちの１つ以上を用いてデバイスによってキャプチャされた
写真の倍率を変更するためのアフォーダンスと、を同時に表示する手段と、
　アフォーダンスのアクティブ化を検出する手段と、
　アフォーダンスのアクティブ化を検出したことに応じて、
　　ディスプレイ上に、第１のカメラから受信したデータに基づいて写真をキャプチャす
るためのユーザインタフェースを表示することを停止する手段と、
　　ディスプレイ上に、第１の倍率より大きな第２の倍率でデジタルビューファインダを
表示することを含む、第２のカメラから受信したデータに基づいて写真をキャプチャする
ためのユーザインタフェースを表示する手段と、を備える、電子デバイス。
　４９．
　１つ以上のカメラ及びディスプレイを有する電子デバイスにおいて、
　　ディスプレイ上に、
　　　１つ以上のカメラから受信したデータに基づいてデジタルビューファインダを表示
することと、
　　デジタルビューファインダを表示している間に、ジェスチャ速度で進行する、デジタ
ルビューファインダを第１の倍率レベルから第３の倍率レベルにズームする命令に対応す
るジェスチャを検出することと、
　　ジェスチャを検出したことに応じて、デジタルビューファインダを第１の倍率レベル
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から第２の倍率レベルに、及び第２の倍率レベルから第３の倍率レベルに、ズームするこ
とであって、
　　　ジェスチャの第１の部分の間に、ジェスチャが進行しているジェスチャ速度よりも
遅い第１の速度でデジタルビューファインダをズームすることと、
　　　ジェスチャの第１の部分の後に生じるジェスチャの第２の部分の間に、ジェスチャ
が進行しているジェスチャ速度より速い第２の速度でデジタルビューファインダをズーム
することと、を含む、ことと、を含む、方法。
　５０．
　ジェスチャの第１の部分の間に、
　　ジェスチャが、第１の倍率レベルに対応する第１の状態から、第１の倍率レベルより
も高い第２の倍率レベルに対応する第２の状態に進行し、
　　第１の倍率レベルから、第１の倍率レベルより高く、かつ第２の倍率レベルよりも低
い中間倍率レベルにデジタルビューファインダをズームし、
　ジェスチャの第２の部分の間に、
　　ジェスチャが、第２の状態から、第２の倍率レベル及び中間倍率レベルよりも高い第
３の倍率レベルに対応する第３の状態に進行し、
　　第２の倍率レベルより低い中間倍率レベルから第３の倍率レベルにデジタルビューフ
ァインダをズームする、項目４９の方法。
　５１．
　ジェスチャの第１の部分が、タッチ感知面上の１つ以上の接触の移動を含み、ジェスチ
ャの第１の部分が進行している速度は、１つ以上の接触の移動速度に基づき、
　ジェスチャの第２の部分が、タッチ感知面上の１つ以上の接触の継続した移動を含み、
ジェスチャの第２の部分が進行している速度は、１つ以上の接触の移動速度に基づき、
　ジェスチャの第２の部分の間に、１つ以上の接触がタッチ感知面上で検出され続けてい
る間に、１つ以上の接触の移動が停止し、
　方法が、１つ以上の接触の移動が停止した後でデジタルビューファインダをズームし続
けることを含む、項目４９～５０のいずれかの方法。
　５２．１つ以上の接触の移動が停止した後に、デジタルビューファインダをズームし続
けることが、倍率レベルが増加している速度を漸進的に減少させることを含む、項目５１
の方法。
　５３．ジェスチャが進行しているジェスチャ速度よりも遅い速度でデジタルビューファ
インダをズームすることが、接触がタッチ感知面上の開始位置から離れて移動するときに
倍率レベルが増加する速度を漸進的に増加させることを含む、項目４９～５１のいずれか
の方法。
　５４．
　ディスプレイ上に、デジタルビューファインダとともに、
　　ズームコントローラに沿った複数の位置が複数の倍率レベルに対応するズームコント
ローラと、
　　ズームインジケータアフォーダンスと、を同時に表示することと、
　ジェスチャを検出したことに応じて、ズームインジケータアフォーダンスの表示を更新
して、ジェスチャ速度で、複数の位置の第１の位置から複数の位置の第２の位置に遷移す
ることと、を更に含み、第１の位置は、複数の倍率レベルの第１の倍率レベルに対応し、
第２の位置は、複数の倍率レベルの第３の倍率レベルに対応する、項目４９～５２のいず
れかの方法。
　５５．デジタルビューファインダを第１の倍率レベルから第３の倍率レベルにズームす
ることが、ズーム速度又はズーム速度の変化率を制限することによって、ジェスチャが進
行する速度に対してズームが行われる速度を平滑化しながら、デジタルビューファインダ
をズームすることを含む、項目４９～５４のいずれかの方法。
　５６．
　ジェスチャの第１の部分の前に生じるジェスチャの第３の部分の間に、ジェスチャが進
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行しているジェスチャ速度に対応する第３の速度でデジタルビューファインダをズームす
る、項目４９～５５のいずれかの方法。
　５７．
　ジェスチャの第１の部分の間の第１の時点に、ジェスチャの第１のジェスチャ速度が閾
値ジェスチャ速度を上回っている間に、第１の速度でデジタルビューファインダをズーム
し、
　ジェスチャの第２の部分の間の第２の時点に、ジェスチャの第２のジェスチャ速度が閾
値ジェスチャ速度を上回っていない間に、第１の速度でデジタルビューファインダをズー
ムする、項目４９～５６のいずれかの方法。
　５８．
　ジェスチャを検出した後、かつデジタルビューファインダを第１の倍率レベルから第３
の倍率レベルにズームした後で、
　　複数の倍率レベルの第４の倍率レベルに対応する、複数の位置の第３の位置に対応す
る位置でタップジェスチャを検出すること、
　　タップジェスチャを検出したことに応じて、デジタルビューファインダを第３の倍率
レベルから第４の倍率レベルにズームすることと、を更に含む、項目４９～５７のいずれ
かの方法。
　５９．
　ジェスチャを検出したことに応じて、ディスプレイ上に、現在の倍率レベルを示すグラ
フィック倍率レベルインジケータを表示することを更に含む、項目４９～５８のいずれか
の方法。
　６０．
　デジタルビューファインダのズーミングが停止した後に、グラフィック倍率レベルイン
ジケータが所定期間の間表示された後で、ディスプレイ上に、グラフィック倍率レベルイ
ンジケータを表示することを停止することを更に含む、項目５９の方法。
　６１．
　デジタルビューファインダのズーミングが停止した後に、ズームコントローラが第２の
所定期間の間表示された後で、ディスプレイ上に、ズームコントローラを表示することを
停止することを更に含む、項目５４～６０のいずれかの方法。
　６２．
　ディスプレイ上に、デジタルビューファインダを表示している間に、ズームコントロー
ラを表示することを更に含む、項目５４～６０のいずれかの方法。
　６３．
　デジタルビューファインダ上でピンチジェスチャを検出することと、
　ピンチジェスチャを検出したことに応じて、
　　ピンチジェスチャ全体にわたってピンチジェスチャが進行している速度に対応する速
度でデジタルビューファインダをズームすることと、を更に含む、項目４９～６２のいず
れかの方法。
　６４．複数の倍率レベルに対応する複数の位置が、倍率レベルが線形に分布しないよう
に、ズームコントローラに沿って配置された、項目５４～６３のいずれかの方法。
　６５．最低倍率レベルと、最低倍率レベルの２倍の倍率レベルとの間のズームコントロ
ーラに沿った距離が、ズームコントローラの合計距離の２５％より多く、かつズームコン
トローラの合計距離の４５％未満に延びる、項目５４～６４のいずれかの方法。
　６６．光学倍率レベルに対応するズームコントローラに沿った位置が、非光学倍率レベ
ルに対応するズームコントローラに沿った位置と視覚的に区別された、項目５４～６５の
いずれかの方法。
　６７．複数の位置の第３の位置が、光学倍率レベルに対応する、項目５８～６６のいず
れかの方法。
　６８．ズームコントローラを表示することが、ディスプレイ上にズームコントローラを
垂直に表示することを含む、項目５４～６７のいずれかの方法。
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　６９．ズームコントローラを表示することが、ディスプレイ上にズームコントローラを
水平に表示することを含む、項目５４～６８のいずれかの方法。
　７０．１つ以上のカメラと、ディスプレイとを有するデバイスの１つ以上のプロセッサ
によって実行されるように構成された１つ以上のプログラムを記憶するコンピュータ可読
記憶媒体であって、１つ以上のプログラムが、項目４８～６９のいずれかの方法を実行す
る命令を含む、コンピュータ可読記憶媒体。
　７１．
　１つ以上のカメラと、
　ディスプレイと、
　１つ以上のプロセッサと、
　１つ以上のプロセッサによって実行されるように構成された１つ以上のプログラムを記
憶するメモリと、
　を備える電子デバイスであって、１つ以上のプログラムが、項目４９～６９のいずれか
の方法を実行する命令を含む、電子デバイス。
　７２．
　１つ以上のカメラと、
　ディスプレイと、
　項目４９～６９のいずれかの方法を実行する手段と、
　を備える電子デバイス。
　７３．１つ以上のカメラと、ディスプレイとを有する電子デバイスの１つ以上のプロセ
ッサによって実行されるように構成された１つ以上のプログラムを記憶する非一時的コン
ピュータ可読記憶媒体であって、１つ以上のプログラムが、
　ディスプレイ上に、
　　１つ以上のカメラから受信したデータに基づいてデジタルビューファインダを表示し
、
　デジタルビューファインダを表示している間に、ジェスチャ速度で進行する、デジタル
ビューファインダを第１の倍率レベルから第３の倍率レベルにズームする命令に対応する
ジェスチャを検出し、
　ジェスチャを検出したことに応じて、デジタルビューファインダを第１の倍率レベルか
ら第２の倍率レベルに、及び第２の倍率レベルから第３の倍率レベルに、
　　ジェスチャの第１の部分の間に、ジェスチャが進行しているジェスチャ速度よりも遅
い第１の速度でデジタルビューファインダをズームすることと、
　　ジェスチャの第１の部分の後に生じるジェスチャの第２の部分の間に、ジェスチャが
進行しているジェスチャ速度より速い第２の速度でデジタルビューファインダをズームす
ることと、を含めて、ズームする、命令を含む、非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
　７４．
　１つ以上のカメラと、
　ディスプレイと、
　１つ以上のプロセッサと、
　１つ以上のプロセッサによって実行されるように構成された１つ以上のプログラムを記
憶するメモリと、
　を備える電子デバイスであって、１つ以上のプログラムが、
　　ディスプレイ上に、
　　　１つ以上のカメラから受信したデータに基づいてデジタルビューファインダを表示
し、
　　デジタルビューファインダを表示している間に、ジェスチャ速度で進行する、デジタ
ルビューファインダを第１の倍率レベルから第３の倍率レベルにズームする命令に対応す
るジェスチャを検出し、
　　ジェスチャを検出したことに応じて、デジタルビューファインダを第１の倍率レベル
から第２の倍率レベルに、及び第２の倍率レベルから第３の倍率レベルに、
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　　　ジェスチャの第１の部分の間に、ジェスチャが進行しているジェスチャ速度よりも
遅い第１の速度でデジタルビューファインダをズームすることと、
　　　ジェスチャの第１の部分の後に生じるジェスチャの第２の部分の間に、ジェスチャ
が進行しているジェスチャ速度より速い第２の速度でデジタルビューファインダをズーム
することと、を含めて、ズームする、命令を含む、電子デバイス。
　７５．
　１つ以上のカメラと、
　ディスプレイと、
　ディスプレイ上に、
　　１つ以上のカメラから受信したデータに基づいてデジタルビューファインダを表示し
、
　デジタルビューファインダを表示している間に、ジェスチャ速度で進行する、デジタル
ビューファインダを第１の倍率レベルから第３の倍率レベルにズームする命令に対応する
ジェスチャを検出し、
　ジェスチャを検出したことに応じて、デジタルビューファインダを第１の倍率レベルか
ら第２の倍率レベルに、及び第２の倍率レベルから第３の倍率レベルに、
　　ジェスチャの第１の部分の間に、ジェスチャが進行しているジェスチャ速度よりも遅
い第１の速度でデジタルビューファインダをズームすることと、
　ジェスチャの第１の部分の後に生じるジェスチャの第２の部分の間に、ジェスチャが進
行しているジェスチャ速度より速い第２の速度でデジタルビューファインダをズームする
ことと、を含めて、ズームする、手段と、を備える、電子デバイス。
　７６．
　ディスプレイを備える電子デバイスにおいて、
　　ディスプレイ上にデジタルビューファインダを表示することと、
　　デジタルビューファインダを第１の倍率レベルから第１の倍率レベルとは異なる第２
の倍率レベルにズームする命令に対応するジェスチャを検出することと、
　　第２の倍率レベルと第３の倍率レベルとの間の差が所定の閾値未満であると１つ以上
の条件のセットの第１の条件が満たされる、１つ以上の条件のセットが満たされたか否か
を判定することと、
　　１つ以上の条件のセットが満たされたという判定に従って、デジタルビューファイン
ダを第１の倍率レベルから第３の倍率レベルにズームすることと、を含む、方法。
　７７．
　１つ以上の条件のセットが満たされなかったという判定に従って、デジタルビューファ
インダを第１の倍率レベルから第２の倍率レベルにズームすることを更に含む、項目７６
の方法。
　７８．第２の倍率レベルが第３の倍率レベル未満であると、１つ以上の条件のセットの
第２の条件が満たされる、項目７６～７７のいずれかの方法。
　７９．第２の倍率レベルが第３の倍率レベルより大きいと、１つ以上の条件のセットの
第３の条件が満たされる、項目７６～７７のいずれかの方法。
　８０．第１の倍率レベルと第２の倍率レベルとの間の差の絶対値が第２の所定の閾値レ
ベルより大きいと、１つ以上の条件のセットの第４の条件が満たされる、項目７６～７９
のいずれかの方法。
　８１．第２の倍率レベルが、デジタル倍率レベルに対応し、第３の倍率レベルは、光学
倍率レベルに対応する、項目７６～８０のいずれかの方法。
　８２．電子デバイスが、第１のカメラ及び第２のカメラを含み、表示されたデジタルビ
ューファインダは、第１のカメラ及び第２のカメラの少なくとも一方から受信したデータ
に基づく、項目７６～８１のいずれかの方法。
　８３．デジタルビューファインダが第２の倍率レベルにズームされたときに、デジタル
ビューファインダが、第１のカメラから受信したデータに基づき、デジタルビューファイ
ンダが第３の倍率レベルにズームされたときに、デジタルビューファインダが、第２のカ
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メラから受信したデータに基づく、項目８２の方法。
　８４．
　ジェスチャを検出する前に、ディスプレイ上に、デジタルビューファインダとともに、
　　ズームコントローラに沿った複数の位置が複数の倍率レベルに対応するズームコント
ローラと、
　　第１の倍率レベルに対応するズームコントローラに沿った複数の位置の第１の位置の
ズームインジケータアフォーダンスと、
　　第１の位置とは異なるズームコントローラに沿った複数の位置の第３の位置の目標ズ
ーム点と、を同時に表示することを更に含み、第３の位置は、第３の倍率レベルに対応し
、
　ズームコントローラに沿った複数の位置の第２の位置は、第２の倍率レベルに対応する
、項目７６～８３のいずれかの方法。
　８５．
　１つ以上の条件のセットが満たされたという判定に従って、第１の位置から第３の倍率
レベルに対応する第３の位置にズームインジケータアフォーダンスの表示を更新すること
を更に含む、項目８４の方法。
　８６．
　１つ以上の条件のセットが満たされなかったという判定に従って、第１の位置から第２
の倍率レベルに対応する第２の位置にズームインジケータアフォーダンスの表示を更新す
ることを更に含む、項目８４～８５のいずれかの方法。
　８７．
　１つ以上の条件のセットが満たされたという判定に従って、ズームインジケータアフォ
ーダンスが第２の位置に表示されたときに、目標ズーム点の表示を更新して、ズームイン
ジケータアフォーダンスをカプセル化するように拡大することを更に含む、項目８４～８
６のいずれかの方法。
　８８．電子デバイスがジェスチャに関連付けられた入力リフトオフ信号を検出すると、
１つ以上の条件のセットの第５の条件が満たされる、項目７６～８７のいずれかの方法。
　８９．第１のカメラが第１の視野を有し、第２のカメラが第２の視野を有し、第１の視
野及び第２の視野は、重なり合い、第１の視野及び第２の視野は、異なり、デジタルビュ
ーファインダを第１の倍率レベルから第３の倍率レベルにズームすることが、
　第１の視野と第２の視野との間の差を視覚的に補償して、デジタルビューファインダに
表示される画像の偏移を低減することを含む、項目８２～８８のいずれかの方法。
　９０．
　デジタルビューファインダの倍率レベルが第３の倍率レベルと異なる第４の倍率レベル
にある間に、ズームコントローラのそれぞれの部分に対応する位置でタップ入力を検出す
ることと、
　タップ入力を検出したことに応じて、
　　ズームコントローラのそれぞれの部分が第３の倍率レベルに対応するという判定に従
って、デジタルビューファインダを第３の倍率レベルにズームすることと、
　　ズームコントローラのそれぞれの部分が第３の倍率レベルとは異なる倍率レベルに対
応するという判定に従って、デジタルビューファインダを第４の倍率レベルに維持するこ
とと、を含む、項目８４～８９のいずれかの方法。
　９１．ディスプレイを有するデバイスの１つ以上のプロセッサによって実行されるよう
に構成された１つ以上のプログラムを記憶するコンピュータ可読記憶媒体であって、１つ
以上のプログラムが、項目７６～９０のいずれかの方法を実行する命令を含む、コンピュ
ータ可読記憶媒体。
　９２．
　ディスプレイと、
　１つ以上のプロセッサと、
　１つ以上のプロセッサによって実行されるように構成された１つ以上のプログラムを記
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憶するメモリと、
　を備える電子デバイスであって、１つ以上のプログラムが、項目７６～９０のいずれか
の方法を実行する命令を含む、電子デバイス。
　９３．
　ディスプレイと、
　項目７６～９０のいずれかの方法を実行する手段と、
　を備える電子デバイス。
　９４．ディスプレイを有する電子デバイスの１つ以上のプロセッサによって実行される
ように構成された１つ以上のプログラムを記憶する非一時的コンピュータ可読記憶媒体で
あって、１つ以上のプログラムが、
　ディスプレイ上にデジタルビューファインダを表示し、
　デジタルビューファインダを第１の倍率レベルから第１の倍率レベルとは異なる第２の
倍率レベルにズームする命令に対応するジェスチャを検出し、
　第２の倍率レベルと第３の倍率レベルとの間の差が所定の閾値未満であると１つ以上の
条件のセットの第１の条件が満たされる、１つ以上の条件のセットが満たされたか否かを
判定し、
　１つ以上の条件のセットが満たされたという判定に従って、デジタルビューファインダ
を第１の倍率レベルから第３の倍率レベルにズームする、命令を含む、非一時的コンピュ
ータ可読記憶媒体。
　９５．
　ディスプレイと、
　１つ以上のプロセッサと、
　１つ以上のプロセッサによって実行されるように構成された１つ以上のプログラムを記
憶するメモリと、
　を備える電子デバイスであって、１つ以上のプログラムが、
　　ディスプレイ上にデジタルビューファインダを表示し、
　　デジタルビューファインダを第１の倍率レベルから第１の倍率レベルとは異なる第２
の倍率レベルにズームする命令に対応するジェスチャを検出し、
　　第２の倍率レベルと第３の倍率レベルとの間の差が所定の閾値未満であると１つ以上
の条件のセットの第１の条件が満たされる、１つ以上の条件のセットが満たされたか否か
を判定し、
　　１つ以上の条件のセットが満たされたという判定に従って、デジタルビューファイン
ダを第１の倍率レベルから第３の倍率レベルにズームする、命令を含む、電子デバイス。
　９６．
　ディスプレイと、
　ディスプレイ上にデジタルビューファインダを表示する手段と、
　デジタルビューファインダを第１の倍率レベルから第１の倍率レベルとは異なる第２の
倍率レベルにズームする命令に対応するジェスチャを検出する手段と、
　第２の倍率レベルと第３の倍率レベルとの間の差が所定の閾値未満であると１つ以上の
条件のセットの第１の条件が満たされる、１つ以上の条件のセットが満たされたか否かを
判定する手段と、
　１つ以上の条件のセットが満たされたという判定に従って、デジタルビューファインダ
を第１の倍率レベルから第３の倍率レベルにズームする手段と、を備える、電子デバイス
。
　９７．
　第１のカメラユニットと、
　第２のカメラユニットと、
　ディスプレイユニットと、
　第１のカメラユニット、第２のカメラユニット、及びディスプレイユニットに接続され
た処理ユニットと、を備える電子デバイスであって、処理ユニットが、
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　　ディスプレイ上に、第１のカメラユニットから受信したデータに基づくプレビューを
含むデジタルビューファインダの表示を有効にし、
　　デジタルビューファインダの表示を有効にしている間に、
　　　デバイスから所定の距離以内に被写体が検出されると１つ以上の条件のセットの第
１の条件が満たされる、１つ以上の条件のセットが満たされるという判定に従って、デジ
タルビューファインダに表示されたプレビューに、第１のカメラユニット及び第２のカメ
ラユニットから受信したデータに基づいて疑似的光学効果を適用し、
　　　１つ以上の条件のセットが満たされないという判定に従って、疑似的光学効果を適
用することなく、デジタルビューファインダ内にプレビューの表示を有効にする、ように
構成された、電子デバイス。
　９８．デジタルビューファインダ内のプレビューに疑似的光学効果を適用する前に、デ
ジタルビューファインダ内のプレビューが、第２のカメラユニットに基づかない、項目９
７の電子デバイス。
　９９．疑似的光学効果が、疑似的ぼけである、項目９７～９８のいずれかの電子デバイ
ス。
　１００．疑似的光学効果が、デジタルビューファインダ内のプレビューの異なる部分に
異なるように適用される、項目９７～９９のいずれかの電子デバイス。
　１０１．プレビューの第１の部分が、第１の物体を描写し、第１の物体は、電子デバイ
スから第１の距離にあり、プレビューの第２の部分が、第２の物体を描写し、第２の物体
は、電子デバイスから第２の距離にあり、プレビューに疑似的光学効果を適用することが
、第１の大きさで第１の部分に疑似的光効果を適用することと、第１の大きさとは異なる
第２の大きさで第２の部分に疑似的光学効果を適用することとを含む、項目１００の電子
デバイス。
　１０２．第１のカメラユニットが第１の視野を有し、第２のカメラユニットが第２の視
野を有し、第１の視野及び第２の視野は、重なり合う、項目９７～１０１のいずれかの電
子デバイス。
　１０３．処理ユニットが、
　第１のカメラユニット及び第２のカメラユニットから受信したデータに基づいて深度マ
ップを生成するように更に構成されており、
　疑似的光学効果が、深度マップに基づく、項目９７～１０２のいずれかの電子デバイス
。
　１０４．電子デバイスが被写体までの距離を自動的に判定する、項目９７～１０３のい
ずれかの電子デバイス。
　１０５．第１のカメラユニットの焦点距離が最小距離閾値を上回ると、１つ以上の条件
のセットの第２の条件が満たされる、項目９７～１０４のいずれかの電子デバイス。
　１０６．第１のカメラの焦点距離が最大距離閾値を上回らないと、１つ以上の条件のセ
ットの第３の条件が満たされる、項目９７～１０５のいずれかの電子デバイス。
　１０７．デバイスから所定の最小距離を越えて被写体が検出されると、１つ以上の条件
のセットの第４の条件が満たされる、項目９７～１０６のいずれかの電子デバイス。
　１０８．検出された光量が最小光閾値を上回ると、１つ以上の条件のセットの第５の条
件が満たされる、項目９７～１０７のいずれかの電子デバイス。
　１０９．検出された光量が最大光閾値を上回らないと、１つ以上の条件のセットの第６
の条件が満たされる、項目９７～１０８のいずれかの電子デバイス。
　１１０．１つ以上の条件のセットが満たされるか否かの判定が、第１のカメラユニット
からのデータに基づく、項目９７～１０９のいずれかの電子デバイス。
　１１１．１つ以上の条件のセットが満たされるか否かの判定が、第２のカメラユニット
からのデータに基づく、項目９７～１１０のいずれかの電子デバイス。
　１１２．処理ユニットが、
　１つ以上の条件のセットが満たされないという判定に従って、
　ディスプレイユニット上に、満たされない条件のグラフィックインジケーションの表示
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を有効にするように更に構成された、項目９７～１１１のいずれかの電子デバイス。
　１１３．処理ユニットが、
　被写体を検出したことに応じて、ディスプレイユニット上のデジタルビューファインダ
上に被写体を識別する１つ以上の視覚マーカの表示を有効にするように更に構成されてお
り、
　１つ以上の視覚マーカの第１の視覚特性は、１つ以上の条件のセットが満たされるか否
かに基づく、項目９７～１１２のいずれかの電子デバイス。
　１１４．処理ユニットが、
　１つ以上の条件のセットが満たされるという判定に従って、１つ以上の視覚マーカの第
１の視覚特性を変更するように更に構成された、項目１１３の電子デバイス。
　１１５．処理ユニットが、
　被写体を検出したことに従って、ディスプレイユニット上のデジタルビューファインダ
に被写体を識別する１つ以上の視覚マーカの表示を有効にするように更に構成されており
、
　１つ以上の視覚マーカの第２の特性は、被写体の特性に基づく、項目９７～１１４のい
ずれかの電子デバイス。
　１１６．処理ユニットが、
　被写体を検出するのに失敗したことに従って、ディスプレイユニット上のデジタルビュ
ーファインダに、デジタルビューファインダ内に中心がある１つ以上の視覚マーカの表示
を有効にするように更に構成された、項目９７～１１５のいずれかの電子デバイス。
　１１７．処理ユニットが、
　複数の被写体を検出したことに従って、ディスプレイユニット上のデジタルビューファ
インダに、複数の被写体に対応する１つ以上の視覚マーカのうちの複数の表示を有効にす
るように更に構成された、項目９７～１１６のいずれかの電子デバイス。
　１１８．処理ユニットが、
　デジタルビューファインダに表示されたプレビューに疑似的光学効果を適用したことに
従って、ディスプレイユニット上に、デジタルビューファインダに表示されたプレビュー
に疑似的光学効果が適用されているというグラフィックインジケーションの表示を有効に
し、
　疑似的光学効果を適用することなく、デジタルビューファインダにプレビューを表示し
たことに従って、ディスプレイユニット上に、デジタルビューファインダに表示されたプ
レビューに疑似的光学効果が適用されているというグラフィックインジケーションの表示
を有効にすることを見合わせる、ように更に構成された、項目９７～１１７のいずれかの
電子デバイス。
　１１９．処理ユニットが、
　画像をキャプチャすることを要求するユーザ入力を検出し、
　画像をキャプチャすることを要求するユーザ入力を検出したことに応じて、
　　１つ以上の条件のセットが満たされないという判定に従って、疑似的光学効果なしに
画像をキャプチャし、
　　１つ以上の条件のセットが満たされるという判定に従って、疑似的光学効果を有する
画像をキャプチャする、ように更に構成された、項目９７～１１８のいずれかの電子デバ
イス。
　１２０．処理ユニットが、
　疑似的光学効果を適用することなく、デジタルビューファインダにプレビューを表示し
ている間に、カメラユニットの前のシーンの変化を検出し、
　シーンの変化を検出したことに応じて、
　　シーンの変化が１つ以上の条件のセットを満たさせたという判定に従って、デジタル
ビューファインダに表示されたプレビューに疑似的光学効果を適用し、
　　シーンの変化が１つ以上の条件のセットを満たさせなかったという判定に従って、疑
似的光学効果を適用することなく、デジタルビューファインダ内のプレビューの表示を維
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持する、ように更に構成された、項目９７～１１９のいずれかの電子デバイス。
　１２１．
　第１のカメラユニットと、
　第２のカメラユニットと、
　ディスプレイユニットと、
　第１のカメラユニット、第２のカメラユニット、及びディスプレイユニットに接続され
た処理ユニットと、を備える電子デバイスであって、処理ユニットが、
　　ディスプレイユニット上に、
　　　第１の倍率でデジタルビューファインダを表示することを含む、第１のカメラユニ
ットから受信したデータに基づいて写真をキャプチャするためのユーザインタフェースと
、
　　　第１及び第２のカメラユニットのうちの１つ以上を用いてデバイスによってキャプ
チャされた写真の倍率を変更するためのアフォーダンスと、の表示を同時に有効にし、
　　アフォーダンスのアクティブ化を検出し、
　　アフォーダンスのアクティブ化を検出したことに応じて、
　　　ディスプレイユニット上に、第１のカメラユニットから受信したデータに基づいて
写真をキャプチャするためのユーザインタフェースの表示を有効にすることを停止し、
　　　ディスプレイユニット上に、第１の倍率より大きな第２の倍率でデジタルビューフ
ァインダを表示することを含む、第２のカメラユニットから受信したデータに基づいて写
真をキャプチャするためのユーザインタフェースの表示を有効にする、ように構成された
、電子デバイス。
　１２２．処理ユニットが、
　デジタルビューファインダ内のユーザ入力を検出し、
　ユーザ入力を検出したことに応じて、
　　ディスプレイユニット上にズームコントローラの表示を有効にし、
　　ユーザ入力に従ってデジタルビューファインダのズームを実行する、ように更に構成
された、項目１２１の電子デバイス。
　１２３．ユーザ入力が、デジタルビューファインダ内のピンチジェスチャに対応する、
項目１２２の電子デバイス。
　１２４．ユーザ入力が、デジタルビューファインダ内のドラッグジェスチャに対応する
、項目１２２の電子デバイス。
　１２５．ユーザ入力が、デジタルビューファインダ内のスワイプジェスチャに対応する
、項目１２２の電子デバイス。
　１２６．ズームコントローラが、ズームインジケータアフォーダンスを含む、項目１２
２～１２５のいずれかの電子デバイス。
　１２７．ズームコントローラが、複数の倍率レベルに対応する複数の位置を含み、複数
の位置の第１の位置は、第１の光学倍率レベルに対応し、複数の位置の第２の位置は、第
１の光学倍率レベルとは異なる第２の光学倍率レベルに対応する、項目１２６の電子デバ
イス。
　１２８．処理ユニットが、
　ズームコントローラに対応する、方向及び長さを有するジェスチャを検出し、
　ズームコントローラに対応するジェスチャを検出したことに応じて、かつ第１の方向で
ある方向に従って、ジェスチャの大きさに基づく速さでデジタルビューファインダのズー
ムアウトを実行し、
　ズームコントローラに対応するジェスチャを検出したことに応じて、かつ第１の方向と
は異なる第２の方向である方向に従って、ジェスチャの大きさに基づく速さでデジタルビ
ューファインダのズームインを実行する、ように更に構成された、項目１２２～１２７の
いずれかの電子デバイス。
　１２９．電子デバイスが重なり合う視野を有する複数のカメラを含むという判定に従っ
て、倍率を変更するためのアフォーダンスが表示される、項目１２１～１２８のいずれか
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の電子デバイス。
　１３０．処理ユニットが、
　倍率を変更するためのアフォーダンスの第２のアクティブ化を検出し、
　　倍率を変更するためのアフォーダンスの第２のアクティブ化を検出したことに応じて
、
　　　ディスプレイユニット上に、第２のカメラユニットから受信したデータに基づいて
写真をキャプチャするためのユーザインタフェースの表示を有効にすることを停止し、
　　　ディスプレイユニット上に、第１の倍率でデジタルビューファインダを表示するこ
とを含む、第１のカメラユニットから受信したデータに基づいて写真をキャプチャするた
めのユーザインタフェースの表示を有効にする、ように更に構成された、項目１２１～１
２９のいずれかの電子デバイス。
　１３１．表示されたズームコントローラが、デジタルビューファインダ内のユーザ入力
に関連付けられた入力リフトオフ信号を検出したことに応じてフェードアウトし、倍率を
変更するための表示されたアフォーダンスは、デジタルビューファインダ内のユーザ入力
に関連付けられた入力リフトオフ信号を検出したことに応じてフェードアウトしない、項
目１２２～１２９のいずれかの電子デバイス。
　１３２．ディスプレイユニット上にズームコントローラを表示することが、倍率を変更
するためのアフォーダンスの表示をズームコントローラの表示に置き換えることを含む、
項目１２２～１２９のいずれかの電子デバイス。
　１３３．
　１つ以上のカメラユニットと、
　ディスプレイユニットと、
　１つ以上のカメラユニット及びディスプレイユニットに接続された処理ユニットと、を
備える電子デバイスであって、処理ユニットが、
　　ディスプレイユニット上に、
　　　１つ以上のカメラユニットから受信したデータに基づいてデジタルビューファイン
ダの表示を有効にし、
　　デジタルビューファインダの表示を有効にしている間に、ジェスチャ速度で進行する
、デジタルビューファインダを第１の倍率レベルから第３の倍率レベルにズームする命令
に対応するジェスチャを検出し、
　　ジェスチャを検出したことに応じて、デジタルビューファインダを第１の倍率レベル
から第２の倍率レベルに、及び第２の倍率レベルから第３の倍率レベルに、
　　　ジェスチャの第１の部分の間に、ジェスチャが進行しているジェスチャ速度よりも
遅い第１の速度でデジタルビューファインダをズームすることと、
　　　ジェスチャの第１の部分の後に生じるジェスチャの第２の部分の間に、ジェスチャ
が進行しているジェスチャ速度より速い第２の速度でデジタルビューファインダをズーム
することと、を含めて、ズームする、ように構成された、電子デバイス。
　１３４．
　ジェスチャの第１の部分の間に、
　　ジェスチャが、第１の倍率レベルに対応する第１の状態から、第１の倍率レベルより
も高い第２の倍率レベルに対応する第２の状態に進行し、
　　第１の倍率レベルから、第１の倍率レベルより高く、かつ第２の倍率レベルよりも低
い中間倍率レベルにデジタルビューファインダをズームし、
　ジェスチャの第２の部分の間に、
　　ジェスチャが、第２の状態から、第２の倍率レベル及び中間倍率レベルよりも高い第
３の倍率レベルに対応する第３の状態に進行し、
　　第２の倍率レベルより低い中間倍率レベルから第３の倍率レベルにデジタルビューフ
ァインダをズームする、項目１３３の電子デバイス。
　１３５．
　ジェスチャの第１の部分が、タッチ感知面上の１つ以上の接触の移動を含み、ジェスチ
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ャの第１の部分が進行している速度は、１つ以上の接触の移動速度に基づき、
　ジェスチャの第２の部分が、タッチ感知面上の１つ以上の接触の継続した移動を含み、
ジェスチャの第２の部分が進行している速度は、１つ以上の接触の移動速度に基づき、
　ジェスチャの第２の部分の間に、１つ以上の接触がタッチ感知面上で検出され続けてい
る間に、１つ以上の接触の移動が停止し、
　方法が、１つ以上の接触の移動が停止した後でデジタルビューファインダをズームし続
けることを含む、項目１３３～１３４のいずれかの電子デバイス。
　１３６．１つ以上の接触の移動が停止した後に、デジタルビューファインダをズームし
続けることが、倍率レベルが増加している速度を漸進的に減少させることを含む、項目１
３５の電子デバイス。
　１３７．ジェスチャが進行しているジェスチャ速度よりも遅い速度でデジタルビューフ
ァインダをズームすることが、接触がタッチ感知面上の開始位置から離れて移動するとき
に倍率レベルが増加する速度を漸進的に増加させることを含む、項目１３３～１３５のい
ずれかの電子デバイス。
　１３８．処理ユニットが、
　ディスプレイユニット上に、デジタルビューファインダとともに、
　　ズームコントローラに沿った複数の位置が複数の倍率レベルに対応するズームコント
ローラと、
　　ズームインジケータアフォーダンスと、の表示を同時に有効にし、
　ジェスチャを検出したことに応じて、ズームインジケータアフォーダンスの表示を更新
して、ジェスチャ速度で、複数の位置の第１の位置から複数の位置の第２の位置に遷移す
る、ように更に構成されており、第１の位置は、複数の倍率レベルの第１の倍率レベルに
対応し、第２の位置は、複数の倍率レベルの第３の倍率レベルに対応する、項目１３３～
１３６のいずれかの電子デバイス。
　１３９．デジタルビューファインダを第１の倍率レベルから第３の倍率レベルにズーム
することが、ズーム速度又はズーム速度の変化率を制限することによって、ジェスチャが
進行する速度に対してズームが行われる速度を平滑化しながら、デジタルビューファイン
ダをズームすることを含む、項目１３３～１３８のいずれかの電子デバイス。
　１４０．
　ジェスチャの第１の部分の前に生じるジェスチャの第３の部分の間に、ジェスチャが進
行しているジェスチャ速度に対応する第３の速度でデジタルビューファインダをズームす
る、項目１３３～１３９のいずれかの電子デバイス。
　１４１．
　ジェスチャの第１の部分の間の第１の時点に、ジェスチャの第１のジェスチャ速度が閾
値ジェスチャ速度を上回っている間に、第１の速度でデジタルビューファインダをズーム
し、
　ジェスチャの第２の部分の間の第２の時点に、ジェスチャの第２のジェスチャ速度が閾
値ジェスチャ速度を上回っていない間に、第１の速度でデジタルビューファインダをズー
ムする、項目１３３～１４０のいずれかの電子デバイス。
　１４２．処理ユニットが、
　ジェスチャを検出した後、かつデジタルビューファインダを第１の倍率レベルから第３
の倍率レベルにズームした後で、
　　複数の倍率レベルの第４の倍率レベルに対応する、複数の位置の第３の位置に対応す
る位置でタップジェスチャを検出し、
　　タップジェスチャを検出したことに応じて、デジタルビューファインダを第３の倍率
レベルから第４の倍率レベルにズームする、ように更に構成された、項目１３３～１４１
のいずれかの電子デバイス。
　１４３．処理ユニットが、
　ジェスチャを検出したことに応じて、ディスプレイユニット上に、現在の倍率レベルを
示すグラフィック倍率レベルインジケータの表示を有効にするように更に構成された、項
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目１３３～１４２のいずれかの電子デバイス。
　１４４．処理ユニットが、
　デジタルビューファインダのズーミングが停止した後に、グラフィック倍率レベルイン
ジケータが所定期間の間表示された後で、ディスプレイユニット上に、グラフィック倍率
レベルインジケータの表示を有効にすることを停止するように更に構成された、項目１４
３の電子デバイス。
　１４５．処理ユニットが、
　デジタルビューファインダのズーミングが停止した後に、ズームコントローラが第２の
所定期間の間表示された後で、ディスプレイユニット上に、ズームコントローラの表示を
有効にすることを停止するように更に構成された、項目１３８～１４４のいずれかの電子
デバイス。
　１４６．処理ユニットが、
　ディスプレイユニット上に、デジタルビューファインダの表示を有効にしている間に、
ズームコントローラの表示を有効にするように更に構成された、項目１３８～１４４のい
ずれかの電子デバイス。
　１４７．処理ユニットが、
　デジタルビューファインダ上でピンチジェスチャを検出し、
　ピンチジェスチャを検出したことに応じて、
　　ピンチジェスチャ全体にわたってピンチジェスチャが進行している速度に対応する速
度でデジタルビューファインダをズームする、ように更に構成された、項目１３３～１４
６のいずれかの電子デバイス。
　１４８．複数の倍率レベルに対応する複数の位置が、倍率レベルが線形に分布しないよ
うに、ズームコントローラに沿って配置された、項目１３８～１４７のいずれかの電子デ
バイス。
　１４９．最低倍率レベルと、最低倍率レベルの２倍の倍率レベルとの間のズームコント
ローラに沿った距離が、ズームコントローラの合計距離の２５％より多く、かつズームコ
ントローラの合計距離の４５％未満に延びる、項目１３８～１４８のいずれかの電子デバ
イス。
　１５０．光学倍率レベルに対応するズームコントローラに沿った位置が、非光学倍率レ
ベルに対応するズームコントローラに沿った位置と視覚的に区別された、項目１３８～１
４９のいずれかの電子デバイス。
　１５１．複数の位置の第３の位置が、光学倍率レベルに対応する、項目１４２～１５０
のいずれかの電子デバイス。
　１５２．ズームコントローラを表示することが、ディスプレイ上にズームコントローラ
を垂直に表示することを含む、項目１３８～１５１のいずれかの電子デバイス。
　１５３．ズームコントローラを表示することが、ディスプレイ上にズームコントローラ
を水平に表示することを含む、項目１３８～１５２のいずれかの電子デバイス。
　１５４．
　ディスプレイユニットと、
　ディスプレイユニットに接続された処理ユニットと、
　を備える電子デバイスであって、処理ユニットが、
　ディスプレイユニット上にデジタルビューファインダの表示を有効にし、
　デジタルビューファインダを第１の倍率レベルから第１の倍率レベルとは異なる第２の
倍率レベルにズームする命令に対応するジェスチャを検出し、
　第２の倍率レベルと第３の倍率レベルとの間の差が所定の閾値未満であると１つ以上の
条件のセットの第１の条件が満たされる、１つ以上の条件のセットが満たされたか否かを
判定し、
　１つ以上の条件のセットが満たされたという判定に従って、デジタルビューファインダ
を第１の倍率レベルから第３の倍率レベルにズームする、ように構成された、電子デバイ
ス。
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　１５５．処理ユニットが、
　１つ以上の条件のセットが満たされなかったという判定に従って、デジタルビューファ
インダを第１の倍率レベルから第２の倍率レベルにズームするように更に構成された、項
目１５４の電子デバイス。
　１５６．第２の倍率レベルが第３の倍率レベル未満であると、１つ以上の条件のセット
の第２の条件が満たされる、項目１５４～１５５のいずれかの電子デバイス。
　１５７．第２の倍率レベルが第３の倍率レベルより大きいと、１つ以上の条件のセット
の第３の条件が満たされる、項目１５４～１５５のいずれかの電子デバイス。
　１５８．第１の倍率レベルと第２の倍率レベルとの間の差の絶対値が第２の所定の閾値
レベルより大きいと、１つ以上の条件のセットの第４の条件が満たされる、項目１５４～
１５７のいずれかの電子デバイス。
　１５９．第２の倍率レベルが、デジタル倍率レベルに対応し、第３の倍率レベルが、光
学倍率レベルに対応する、項目１５４～１５８のいずれかの電子デバイス。
　１６０．電子デバイスが、第１のカメラ及び第２のカメラを含み、表示されたデジタル
ビューファインダは、第１のカメラ及び第２のカメラの少なくとも一方から受信したデー
タに基づく、項目１５４～１５９のいずれかの電子デバイス。
　１６１．デジタルビューファインダが第２の倍率レベルにズームされたときに、デジタ
ルビューファインダが、第１のカメラから受信したデータに基づき、デジタルビューファ
インダが第３の倍率レベルにズームされたときに、デジタルビューファインダが、第２の
カメラから受信したデータに基づく、項目１６０の電子デバイス。
　１６２．処理ユニットが、
　ジェスチャを検出する前に、ディスプレイユニット上に、デジタルビューファインダと
ともに、
　　ズームコントローラに沿った複数の位置が複数の倍率レベルに対応するズームコント
ローラと、
　　第１の倍率レベルに対応するズームコントローラに沿った複数の位置の第１の位置の
ズームインジケータアフォーダンスと、
　　第１の位置とは異なるズームコントローラに沿った複数の位置の第３の位置の目標ズ
ーム点と、の表示を同時に有効にするように更に構成されており、第３の位置は、第３の
倍率レベルに対応し、
　ズームコントローラに沿った複数の位置の第２の位置は、第２の倍率レベルに対応する
、項目１５４～１６１のいずれかの電子デバイス。
　１６３．処理ユニットが、
　１つ以上の条件のセットが満たされたという判定に従って、第１の位置から第３の倍率
レベルに対応する第３の位置にズームインジケータアフォーダンスの表示を更新するよう
に更に構成された、項目１６２の電子デバイス。
　１６４．処理ユニットが、
　１つ以上の条件のセットが満たされなかったという判定に従って、第１の位置から第２
の倍率レベルに対応する第２の位置にズームインジケータアフォーダンスの表示を更新す
るように更に構成された、項目１６２～１６３のいずれかの電子デバイス。
　１６５．処理ユニットが、
　１つ以上の条件のセットが満たされたという判定に従って、ズームインジケータアフォ
ーダンスが第２の位置に表示されたときに、目標ズーム点の表示を更新して、ズームイン
ジケータアフォーダンスをカプセル化するように拡大するように更に構成された、項目１
６２～１６４のいずれかの電子デバイス。
　１６６．電子デバイスがジェスチャに関連付けられた入力リフトオフ信号を検出すると
、１つ以上の条件のセットの第５の条件が満たされる、項目１５４～１６５のいずれかの
電子デバイス。
　１６７．第１のカメラが第１の視野を有し、第２のカメラが第２の視野を有し、第１の
視野及び第２の視野は、重なり合い、第１の視野及び第２の視野は、異なり、デジタルビ
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ューファインダを第１の倍率レベルから第３の倍率レベルにズームすることが、
　第１の視野と第２の視野との間の差を視覚的に補償して、デジタルビューファインダに
表示される画像の偏移を低減することを含む、項目１６０～１６６のいずれかの電子デバ
イス。
　１６８．処理ユニットが、
　デジタルビューファインダの倍率レベルが第３の倍率レベルと異なる第４の倍率レベル
にある間に、ズームコントローラのそれぞれの部分に対応する位置でタップ入力を検出し
、
　タップ入力を検出したことに応じて、
　　ズームコントローラのそれぞれの部分が第３の倍率レベルに対応するという判定に従
って、デジタルビューファインダを第３の倍率レベルにズームし、
　　ズームコントローラのそれぞれの部分が第３の倍率レベルとは異なる倍率レベルに対
応するという判定に従って、デジタルビューファインダを第４の倍率レベルに維持する、
ように更に構成された、項目１６２～１６７のいずれかの電子デバイス。
　１６９．
　１つ以上のカメラと、１つ以上の入力デバイスと、ディスプレイとを有する電子デバイ
スにおいて、
　　ディスプレイ上に、
　　　第１の倍率レベルで１つ以上のカメラでメディアをキャプチャするためのデジタル
ビューファインダと、
　　　倍率調整用アフォーダンスと、を同時に表示することと、
　　デジタルビューファインダ及び倍率調整用アフォーダンスを同時に表示している間に
、１つ以上の入力デバイスを介して倍率調整用アフォーダンスに対応する位置の第１のジ
ェスチャを検出することと、
　　第１のジェスチャが第１のタイプであるという判定に従って、第１の倍率レベルとは
異なる第２の倍率レベルで１つ以上のカメラでメディアをキャプチャする準備をすること
と、
　　第１のジェスチャが第１のタイプとは異なる第２のタイプであるという判定に従って
、
　　　第１の倍率レベルとは異なる動的に選択された倍率レベルで１つ以上のカメラでメ
ディアをキャプチャする準備をすることと、を含み、動的に選択された倍率レベルが、第
１のジェスチャの大きさに基づいて選択される、方法。
　１７０．
　第１のジェスチャの大きさが第１の大きさであるという判定に従って、動的に選択され
た倍率レベルが、第１の倍率レベルとは異なる第１の動的に選択された倍率レベルであり
、
　第１のジェスチャの大きさが第１の大きさとは異なる第２の大きさであるという判定に
従って、動的に選択された倍率レベルが、第１の倍率レベル及び第１の動的に選択された
倍率レベルとは異なる第２の動的に選択された倍率レベルである、項目１６９の方法。
　１７１．
　第１のジェスチャが第１のタイプとは異なる第２のタイプであるという判定に従って、
ディスプレイ上に、ズームコントローラを表示することと、
　第１のジェスチャが第１のタイプであるという判定に従って、ズームコントローラを表
示することを見合わせることと、を更に含む、項目１６９～１７０のいずれかの方法。
　１７２．
　第１のジェスチャが第１のタイプであるという判定に従って、ディスプレイ上で、倍率
調整用アフォーダンスに対応する位置に第２の倍率レベルの表現を表示することと、
　第１のジェスチャが第２のタイプであるという判定に従って、ディスプレイ上で、倍率
調整用アフォーダンスに対応する位置に動的に選択された倍率レベルの表現を表示するこ
とと、を更に含む、項目１６９～１７１のいずれかの方法。
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　１７３．
　第１のジェスチャが第１のタイプ及び第２のタイプとは異なる第３のタイプであるとい
う判定に従って、ディスプレイ上に、複数の倍率レベルから動的に選択された倍率レベル
を選択するためのズームコントローラを表示することを更に含む、項目１６９～１７２の
いずれかの方法。
　１７４．ディスプレイ上にズームコントローラを表示することが、
　ディスプレイ上で、ディスプレイの縁部から離れてディスプレイの中心に向かって倍率
調整用アフォーダンスの表示位置を偏移させることを更に含む、項目１７３の方法。
　１７５．ディスプレイ上にズームコントローラを表示することが、
　倍率調整用アフォーダンスの表示サイズを低減することを更に含む、項目１７１及び項
目１７３～１７４のいずれかの方法。
　１７６．ディスプレイ上にズームコントローラを表示することが、
　ズームコントローラダイアルの一部分を表示することを更に含む、項目１７１～１７５
のいずれかの方法。
　１７７．第１のタイプが、タップジェスチャであり、第２のタイプが、スワイプジェス
チャである、項目１６９～１７６のいずれかの方法。
　１７８．ズームコントローラを表示することが、ディスプレイ上でズームコントローラ
をスライドさせることを含む、項目１７１～１７７のいずれかの方法。
　１７９．
　ズームコントローラを表示している間に、かつ電子デバイスが第３の倍率レベルで１つ
以上のカメラでメディアをキャプチャする準備ができている間に、
　　１つ以上の入力デバイスを介して、ズームコントローラに対応する位置の第２のジェ
スチャを検出することと、
　第２のジェスチャが第２のタイプであるという判定に従って、
　　　ズームコントローラの表示を回転させることと、
　　　第３の倍率レベルとは異なる第４の倍率レベルで１つ以上のカメラでメディアをキ
ャプチャする準備をすることと、を更に含む、項目１７１～１７８のいずれかの方法。
　１８０．
　第２のジェスチャの速度が所定の閾値未満であるという判定に従って、デジタルビュー
ファインダを第１の速度でズームすることと、
　第２のジェスチャの速度が所定の閾値より大きいという判定に従って、デジタルビュー
ファインダを第２の速度でズームすることと、を更に含み、第１の速度は、第２の速度未
満である、項目１７９の方法。
　１８１．
　第２のジェスチャの円弧角度の変化率が第２の所定の閾値未満であるという判定に従っ
て、デジタルビューファインダを第１の速度でズームすることと、
　第２のジェスチャの円弧角度の変化率が第２の所定の閾値より大きいという判定に従っ
て、デジタルビューファインダを第２の速度でズームすることと、を更に含み、第１の速
度は、第２の速度未満である、項目１７９の方法。
　１８２．
　ディスプレイ上に、１つ以上のカメラでメディアをキャプチャするために倍率レベルを
変更するための、粒度を有するズームコントローラを表示している間に、
　　ズームコントローラに対応する位置の第３のジェスチャを検出することと、
　第３のジェスチャを検出したことに応じて、ズームコントローラの粒度を変更すること
と、を更に含む、項目１６９～１８１のいずれかの方法。
　１８３．ズームコントローラが、複数の倍率レベルの表現を含み、ズームコントローラ
の粒度を変更することが、複数の倍率レベルの表現の間の間隔を変更することを含む、項
目１８２の方法。
　１８４．表示されたズームコントローラが、複数の倍率レベルの表現を含み、
　縦長モードと横長モードとの間で変更する要求を検出することと、
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　縦長モードと横長モードとの間で電子デバイスを変更する要求を検出したことに応じて
、
　　複数の倍率レベルの表現を回転させることと、を更に含む、項目１６９～１８３のい
ずれかの方法。
　１８５．
　ディスプレイ上で、倍率調整用アフォーダンスに対応する位置に、１つ以上のカメラで
メディアをキャプチャするための現在の倍率レベルの表現を表示することを更に含む、項
目１６９～１８４のいずれかの方法。
　１８６．
　１つ以上の入力デバイスを介して、所定期間の間ズームコントローラに対応する任意の
位置での入力を検出しなかったことに従って、
　　ディスプレイの縁部に向かって、かつディスプレイの中心から離れて、倍率調整用ア
フォーダンスの表示をスライドさせることを更に含む、項目１６９～１８４のいずれかの
方法。
　１８７．
　１つ以上の入力デバイスを介して、所定期間の間ズームコントローラに対応する任意の
位置での入力を検出しなかったことに従って、
　　ズームコントローラの表示を停止することを更に含む、項目１７１～１８５のいずれ
かの方法。
　１８８．
　ディスプレイ上に、第４の倍率レベルで１つ以上のカメラでメディアをキャプチャする
ためのデジタルビューファインダを表示していて、かつディスプレイ上にズームコントロ
ーラを表示していない間に、
　　１つ以上の入力デバイスを介して、デジタルビューファインダに対応する位置の第４
のジェスチャを検出することと、
　第４のジェスチャが第４のタイプであるという判定に従って、
　　第４の倍率レベルとは異なる、対応する倍率レベルが第４のジェスチャの大きさに基
づいて選択される第２の動的に選択された倍率レベルで、１つ以上のカメラでメディアを
キャプチャする準備をすることと、
　　ディスプレイ上にズームコントローラを表示することを見合わせることと、を更に含
む、項目１７１～１８６のいずれかの方法。
　１８９．１つ以上のカメラと、１つ以上の入力デバイスと、ディスプレイとを有するデ
バイスの１つ以上のプロセッサによって実行されるように構成された１つ以上のプログラ
ムを記憶するコンピュータ可読記憶媒体であって、１つ以上のプログラムが、項目１６９
～１８８のいずれかの方法を実行する命令を含む、コンピュータ可読記憶媒体。
　１９０．
　１つ以上のカメラと、
　１つ以上の入力デバイスと、
　ディスプレイと、
　１つ以上のプロセッサと、
　１つ以上のプロセッサによって実行されるように構成された１つ以上のプログラムを記
憶するメモリと、
　を備える電子デバイスであって、１つ以上のプログラムが、項目１６９～１８８のいず
れかの方法を実行する命令を含む、電子デバイス。
　１９１．
　１つ以上のカメラと、
　１つ以上の入力デバイスと、
　ディスプレイと、
　項目１６９～１８８のいずれかの方法を実行する手段と、
　を備える電子デバイス。
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　１９２．１つ以上のカメラと、１つ以上の入力デバイスと、ディスプレイとを有する電
子デバイスの１つ以上のプロセッサによって実行されるように構成された１つ以上のプロ
グラムを記憶する非一時的コンピュータ可読記憶媒体であって、１つ以上のプログラムが
、
　ディスプレイ上に、
　　第１の倍率レベルで１つ以上のカメラでメディアをキャプチャするためのデジタルビ
ューファインダと、
　　倍率調整用アフォーダンスと、を同時に表示し、
　デジタルビューファインダ及び倍率調整用アフォーダンスを同時に表示している間に、
１つ以上の入力デバイスを介して倍率調整用アフォーダンスに対応する位置の第１のジェ
スチャを検出し、
　第１のジェスチャが第１のタイプであるという判定に従って、第１の倍率レベルとは異
なる第２の倍率レベルで１つ以上のカメラでメディアをキャプチャする準備をし、
　第１のジェスチャが第１のタイプとは異なる第２のタイプであるという判定に従って、
　　　第１の倍率レベルとは異なる動的に選択された倍率レベルで１つ以上のカメラでメ
ディアをキャプチャする準備をする、命令を含み、動的に選択された倍率レベルが、第１
のジェスチャの大きさに基づいて選択される、非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
　１９３．
　１つ以上のカメラと、
　１つ以上の入力デバイスと、
　ディスプレイと、
　１つ以上のプロセッサと、
　１つ以上のプロセッサによって実行されるように構成された１つ以上のプログラムを記
憶するメモリと、
　を備える電子デバイスであって、１つ以上のプログラムが、
　　ディスプレイ上に、
　　　第１の倍率レベルで１つ以上のカメラでメディアをキャプチャするためのデジタル
ビューファインダと、
　　　倍率調整用アフォーダンスと、を同時に表示し、
　　デジタルビューファインダ及び倍率調整用アフォーダンスを同時に表示している間に
、１つ以上の入力デバイスを介して倍率調整用アフォーダンスに対応する位置の第１のジ
ェスチャを検出し、
　　第１のジェスチャが第１のタイプであるという判定に従って、第１の倍率レベルとは
異なる第２の倍率レベルで１つ以上のカメラでメディアをキャプチャする準備をし、
　　第１のジェスチャが第１のタイプとは異なる第２のタイプであるという判定に従って
、
　　　第１の倍率レベルとは異なる動的に選択された倍率レベルで１つ以上のカメラでメ
ディアをキャプチャする準備をする、命令を含み、動的に選択された倍率レベルが、第１
のジェスチャの大きさに基づいて選択される、電子デバイス。
　１９４．
　１つ以上のカメラと、
　１つ以上の入力デバイスと、
　ディスプレイと、
　ディスプレイ上に、
　　第１の倍率レベルで１つ以上のカメラでメディアをキャプチャするためのデジタルビ
ューファインダと、
　　倍率調整用アフォーダンスと、を同時に表示する手段と、
　デジタルビューファインダ及び倍率調整用アフォーダンスを同時に表示している間に、
１つ以上の入力デバイスを介して倍率調整用アフォーダンスに対応する位置の第１のジェ
スチャを検出する手段と、
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　第１のジェスチャが第１のタイプであるという判定に従って、第１の倍率レベルとは異
なる第２の倍率レベルで１つ以上のカメラでメディアをキャプチャする準備をする手段と
、
　第１のジェスチャが第１のタイプとは異なる第２のタイプであるという判定に従って、
　　第１の倍率レベルとは異なる動的に選択された倍率レベルで１つ以上のカメラでメデ
ィアをキャプチャする準備をする手段と、を備える電子デバイスであって、動的に選択さ
れた倍率レベルが、第１のジェスチャの大きさに基づいて選択される、電子デバイス。
　１９５．
　１つ以上のカメラユニットと、
　１つ以上の入力デバイスユニットと、
　ディスプレイユニットと、
　１つ以上のカメラユニット、ディスプレイユニット、及び１つ以上の入力デバイスユニ
ットに接続された処理ユニットと、を備える電子デバイスであって、処理ユニットが、
　　ディスプレイユニット上に、
　　　第１の倍率レベルで１つ以上のカメラユニットでメディアをキャプチャするための
デジタルビューファインダと、
　　　倍率調整用アフォーダンスと、の表示を同時に有効にし、
　　デジタルビューファインダ及び倍率調整用アフォーダンスを同時に表示している間に
、１つ以上の入力デバイスユニットを介して倍率調整用アフォーダンスに対応する位置の
第１のジェスチャを検出し、
　　第１のジェスチャが第１のタイプであるという判定に従って、第１の倍率レベルとは
異なる第２の倍率レベルで１つ以上のカメラユニットでメディアをキャプチャする準備を
し、
　　第１のジェスチャが第１のタイプとは異なる第２のタイプであるという判定に従って
、
　　　第１の倍率レベルとは異なる動的に選択された倍率レベルで１つ以上のカメラユニ
ットでメディアをキャプチャする準備をする、ように構成されており、動的に選択された
倍率レベルが、大きさに基づいて選択される、電子デバイス。
　１９６．
　第１のジェスチャの大きさが第１の大きさであるという判定に従って、動的に選択され
た倍率レベルが、第１の倍率レベルとは異なる第１の動的に選択された倍率レベルであり
、
　第１のジェスチャの大きさが第１の大きさとは異なる第２の大きさであるという判定に
従って、動的に選択された倍率レベルが、第１の倍率レベル及び第１の動的に選択された
倍率レベルとは異なる第２の動的に選択された倍率レベルである、項目１９５の電子デバ
イス。
　１９７．処理ユニットが、
　第１のジェスチャが第１のタイプとは異なる第２のタイプであるという判定に従って、
ディスプレイユニット上に、ズームコントローラの表示を有効にし、
　第１のジェスチャが第１のタイプであるという判定に従って、ズームコントローラの表
示を有効にすることを見合わせる、ように更に構成された、項目１９５～１９６のいずれ
かの電子デバイス。
　１９８．処理ユニットが、
　第１のジェスチャが第１のタイプであるという判定に従って、ディスプレイユニット上
で、倍率調整用アフォーダンスに対応する位置に第２の倍率レベルの表現の表示を有効に
し、
　第１のジェスチャが第２のタイプであるという判定に従って、ディスプレイユニット上
で、倍率調整用アフォーダンスに対応する位置に動的に選択された倍率レベルの表現の表
示を有効にする、ように更に構成された、項目１９５～１９７のいずれかの電子デバイス
。
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　１９９．処理ユニットが、
　第１のジェスチャが第１のタイプ及び第２のタイプとは異なる第３のタイプであるとい
う判定に従って、ディスプレイユニット上に、複数の倍率レベルから動的に選択された倍
率レベルを選択するためのズームコントローラの表示を有効にするように更に構成された
、項目１９５～１９８のいずれかの電子デバイス。
　２００．ディスプレイユニット上にズームコントローラを表示することが、ディスプレ
イユニット上で、ディスプレイの縁部から離れてディスプレイの中心に向かって倍率調整
用アフォーダンスの表示位置を偏移することを更に含む、項目１９９の電子デバイス。
　２０１．ディスプレイユニット上にズームコントローラの表示を有効にすることが、
　倍率調整用アフォーダンスの表示サイズを低減することを更に含む、項目１９７及び項
目１９９～２００のいずれかの電子デバイス。
　２０２．ディスプレイユニット上にズームコントローラの表示を有効にすることが、
　ズームコントローラダイアルの一部分を表示することを更に含む、項目１９７～２０１
のいずれかの電子デバイス。
　２０３．第１のタイプが、タップジェスチャであり、第２のタイプが、スワイプジェス
チャである、項目１９５～２０２のいずれかの電子デバイス。
　２０４．ズームコントローラの表示を有効にすることが、ディスプレイ上でズームコン
トローラをスライドさせることを含む、項目１９７～２０３のいずれかの電子デバイス。
　２０５．処理ユニットが、
　ズームコントローラを表示している間に、かつ電子デバイスが第３の倍率レベルで１つ
以上のカメラでメディアをキャプチャする準備ができている間に、
　　１つ以上の入力デバイスユニットを介して、ズームコントローラに対応する位置の第
２のジェスチャを検出し、
　第２のジェスチャが第２のタイプであるという判定に従って、
　　　ズームコントローラの表示を回転させ、
　　　第３の倍率レベルとは異なる第４の倍率レベルで１つ以上のカメラユニットでメデ
ィアをキャプチャする準備をする、ように更に構成された、項目１９７～２０４のいずれ
かの電子デバイス。
　２０６．処理ユニットが、
　第２のジェスチャの速度が所定の閾値未満であるという判定に従って、デジタルビュー
ファインダを第１の速度でズームし、
　第２のジェスチャの速度が所定の閾値より大きいという判定に従って、デジタルビュー
ファインダを第２の速度でズームする、ように更に構成されており、第１の速度は、第２
の速度未満である、項目２０５の電子デバイス。
　２０７．処理ユニットが、
　第２のジェスチャの変化率が第２の所定の閾値未満であるという判定に従って、デジタ
ルビューファインダを第１の速度でズームし、
　第２のジェスチャの速度が第２の所定の閾値より大きいという判定に従って、デジタル
ビューファインダを第２の速度でズームする、ように更に構成されており、第１の速度は
、第２の速度未満である、項目２０５の電子デバイス。
　２０８．処理ユニットが、
　ディスプレイユニット上に、１つ以上のカメラでメディアをキャプチャするために倍率
レベルを変更するための、粒度を有するズームコントローラを表示している間に、
　　ズームコントローラに対応する位置の第３のジェスチャを検出し、
　第３のジェスチャを検出したことに応じて、ズームコントローラの粒度を変更する、よ
うに更に構成された、項目１９５～２０７のいずれかの電子デバイス。
　２０９．ズームコントローラが、複数の倍率レベルの表現を含み、ズームコントローラ
の粒度を変更することが、複数の倍率レベルの表現の間の間隔を変更することを含む、項
目２０８の電子デバイス。
　２１０．表示されたズームコントローラが、複数の倍率レベルの表現を含み、処理ユニ
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ットが、
　縦長モードと横長モードとの間で変更する要求を検出し、
　縦長モードと横長モードとの間で電子デバイスを変更する要求を検出したことに応じて
、
　　複数の倍率レベルの表現を回転させる、ように更に構成された、項目１９５～２０９
のいずれかの電子デバイス。
　２１１．処理ユニットが、
　ディスプレイユニット上で、倍率調整用アフォーダンスに対応する位置に、１つ以上の
カメラでメディアをキャプチャするための現在の倍率レベルの表現の表示を有効にするよ
うに更に構成された、項目１９５～２１０のいずれかの電子デバイス。
　２１２．処理ユニットが、
　１つ以上の入力デバイスユニットを介して、所定期間の間ズームコントローラに対応す
る任意の位置での入力を検出しなかったことに従って、
　　ディスプレイの縁部に向かって、かつディスプレイの中心から離れて、倍率調整用ア
フォーダンスの表示をスライドさせるように更に構成された、項目１９１～２１１のいず
れかの電子デバイス。
　２１３．処理ユニットが、
　１つ以上の入力デバイスユニットを介して、所定期間の間ズームコントローラに対応す
る任意の位置での入力を検出しなかったことに従って、
　　ズームコントローラの表示を停止するように更に構成された、項目１９７～２１２の
いずれかの電子デバイス。
　２１４．処理ユニットが、
　ディスプレイユニット上に、第４の倍率レベルで１つ以上のカメラユニットでメディア
をキャプチャするためのデジタルビューファインダを表示していて、かつディスプレイユ
ニット上にズームコントローラを表示していない間に、
　　１つ以上の入力デバイスユニットを介して、デジタルビューファインダに対応する位
置の第４のジェスチャを検出し、
　第４のジェスチャが第４のタイプであるという判定に従って、
　　第４の倍率レベルとは異なる、対応する倍率レベルが第４のジェスチャの大きさに基
づいて選択される第２の動的に選択された倍率レベルで、１つ以上のカメラユニットでメ
ディアをキャプチャする準備をし、
　　ディスプレイユニット上にズームコントローラを表示することを見合わせる、ように
更に構成された、項目１９７～２１３のいずれかの電子デバイス。
　２１５．
　１つ以上のカメラと、１つ以上の入力デバイスと、ディスプレイとを有する電子デバイ
スにおいて、
　　デバイスが第１の倍率レベルで１つ以上のカメラでメディアをキャプチャする準備が
できている間に、ディスプレイ上に、
　　　１つ以上のカメラから受信したデータに基づいて、１つ以上のカメラの視野内の１
つ以上の物体の表現を含むデジタルビューファインダを表示することと、
　　デジタルビューファインダを表示している間に、１つ以上の入力デバイスを介して第
１のジェスチャを検出することと、
　　第１のジェスチャが第１の位置にあると１つ以上の条件の第１のセットの第１の条件
が満たされる、１つ以上の条件の第１のセットが満たされるという判定に従って、デジタ
ルビューファインダの表示を更新して、第１の倍率レベルとは異なる第２の倍率レベルで
１つ以上のカメラでメディアをキャプチャする準備をすることなく、１つ以上の入力デバ
イス上の第１のジェスチャの位置に対応する１つ以上のカメラの視野内の１つ以上の物体
の対応する物体の表現に焦点を合わせることと、
　第１のジェスチャが第１の位置とは異なる第２の位置にあると１つ以上の条件の第２の
セットの第１の条件が満たされる、１つ以上の条件の第２のセットが満たされるという判
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定に従って、第１の倍率レベルとは異なる第２の倍率レベルで１つ以上のカメラでメディ
アをキャプチャする準備をすることと、を含む、方法。
　２１６．第２の倍率レベルで１つ以上のカメラでメディアをキャプチャする準備をする
ことが、デジタルビューファインダの表示を更新し、第２の倍率レベルでプレビューを表
示することを含む、項目２１５の方法。
　２１７．デバイスが第１の倍率レベルで１つ以上のカメラでメディアをキャプチャする
準備ができている間に、デジタルビューファインダを表示することが、ディスプレイ上に
、第１の倍率レベルで１つ以上の物体の表現を表示することを含む、項目２１５～２１６
のいずれかの方法。
　２１８．
　第１のジェスチャが第１の位置とは異なる第３の位置にあると１つ以上の条件の第３の
セットの第１の条件が満たされる、１つ以上の条件の第３のセットが満たされるという判
定に従って、第１のジェスチャの大きさに基づく第３の倍率レベルで１つ以上のカメラで
メディアをキャプチャする準備をすることを更に含む、項目２１５～２１７のいずれかの
方法。
　２１９．
　第１のジェスチャが第１の位置にあると１つ以上の条件の第４のセットの第１の条件が
満たされる、１つ以上の条件の第４のセットが満たされるという判定に従って、電子デバ
イスのカメラキャプチャモードを変更することを更に含む、項目２１５～２１８のいずれ
かの方法。
　２２０．
　第１のジェスチャが第１の位置、第２の位置、及び第３の位置とは異なる第４の位置に
あると１つ以上の条件の第５のセットの第１の条件が満たされる、１つ以上の条件の第５
のセットが満たされるという判定に従って、電子デバイスのカメラキャプチャモードを第
１のジェスチャの位置に対応するモードに変更することを更に含む、項目２１５～２１９
のいずれかの方法。
　２２１．
　第１のジェスチャが第４の位置にあると１つ以上の条件の第６のセットの第１の条件が
満たされる、１つ以上の条件の第６のセットが満たされるという判定に従って、第１のジ
ェスチャの方向成分に基づいて電子デバイスのカメラキャプチャモードを変更することを
更に含む、項目２１５～２２０のいずれかの方法。
　２２２．電子デバイスが、
　第１のカメラキャプチャモードにある間に、倍率レベルの第１の範囲内でメディアをキ
ャプチャする準備をするように、電子デバイスが構成変更可能である第１のカメラキャプ
チャモードと、
　第２のカメラキャプチャモードにある間に、倍率レベルの第１の範囲内の倍率レベルの
第２の範囲内でメディアをキャプチャする準備をするように、電子デバイスが構成変更可
能である第２のカメラキャプチャモードと、
　第３のカメラキャプチャモードにある間に、倍率レベルの第２の範囲内の倍率レベルの
第３の範囲内でメディアをキャプチャする準備をするように、電子デバイスが構成変更可
能である第３のカメラキャプチャモードと、
　第４のカメラキャプチャモードにある間に、倍率レベルの第２の範囲内の、第１の所定
の倍率レベル及び第２の所定の倍率レベルでメディアをキャプチャする準備をするように
、電子デバイスが構成変更可能である第４のカメラキャプチャモードと、のうちの１つ以
上の間で変更するように構成された、項目２１９～２２１のいずれかの方法。
　２２３．ズームコントローラが表示されない場合に、１つ以上の条件の第１のセットの
第２の条件が満たされる、項目２１５～２２２のいずれかの方法。
　２２４．
　第１のジェスチャが第２の位置にあると１つ以上の条件の第７のセットの第１の条件が
満たされる、１つ以上の条件の第７のセットが満たされるという判定に従って、ディスプ
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レイ上にズームコントローラを表示することを更に含む、項目２１５～２２３のいずれか
の方法。
　２２５．
　第１のジェスチャが第１の位置にあると１つ以上の条件の第８のセットの第１の条件が
満たされる、１つ以上の条件の第８のセットが満たされるという判定に従って、１つ以上
の入力デバイス上の第１のジェスチャの位置に対応する、１つ以上のカメラの視野内の１
つ以上の物体の対応する物体の特性に基づいて、焦点又は露出設定をロックすることを更
に含む、項目２１５～２２４のいずれかの方法。
　２２６．
　第１のジェスチャが第５の位置にあると１つ以上の条件の第９のセットの第１の条件が
満たされ、かつディスプレイ上にズームダイアルが表示されていると１つ以上の条件の第
９のセットの第２の条件が満たされる、１つ以上の条件の第９のセットが満たされるとい
う判定に従って、第１のジェスチャの大きさに基づく第５の倍率レベルで１つ以上のカメ
ラでメディアをキャプチャする準備をすることを更に含む、項目２１５～２２５のいずれ
かの方法。
　２２７．
　電子デバイスが、焦点又は露出設定をロックした状態で、第１の露出を用いて、１つ以
上のカメラでメディアをキャプチャする準備ができており、
　第１のジェスチャが第１の位置にあると１つ以上の条件の第１０のセットの第１の条件
が満たされる、１つ以上の条件の第１０のセットが満たされるという判定に従って、第１
の入力の大きさに基づく第２の露出を用いて１つ以上のカメラでメディアをキャプチャす
る準備をすることを更に含む、項目２１５～２２６のいずれかの方法。
　２２８．第１の位置、第２の位置、第３の位置、第４の位置及び第５の位置は、互いに
独立している、項目２１５～２２７のいずれかの方法。
　２２９．ディスプレイと、１つ以上の入力デバイスとを有するデバイスの１つ以上のプ
ロセッサによって実行されるように構成された１つ以上のプログラムを記憶するコンピュ
ータ可読記憶媒体であって、１つ以上のプログラムが、項目２１５～２２８のいずれかの
方法を実行する命令を含む、コンピュータ可読記憶媒体。
　２３０．
　ディスプレイと、
　１つ以上の入力デバイスと、
　１つ以上のプロセッサと、
　１つ以上のプロセッサによって実行されるように構成された１つ以上のプログラムを記
憶するメモリと、
　を備える電子デバイスであって、１つ以上のプログラムが、項目２１５～２２８のいず
れかの方法を実行する命令を含む、電子デバイス。
　２３１．
　ディスプレイと、
　１つ以上の入力デバイスと、
　項目２１５～２２８のいずれかの方法を実行する手段と、
　を備える電子デバイス。
　２３２．１つ以上のカメラと、１つ以上の入力デバイスと、ディスプレイとを有する電
子デバイスの１つ以上のプロセッサによって実行されるように構成された１つ以上のプロ
グラムを記憶する非一時的コンピュータ可読記憶媒体であって、１つ以上のプログラムが
、
　　デバイスが第１の倍率レベルで１つ以上のカメラでメディアをキャプチャする準備が
できている間に、ディスプレイ上に、
　　　１つ以上のカメラから受信したデータに基づいて、１つ以上のカメラの視野内の１
つ以上の物体の表現を含むデジタルビューファインダを表示し、
　　デジタルビューファインダを表示している間に、１つ以上の入力デバイスを介して第



(188) JP 6982047 B2 2021.12.17

10

20

30

40

50

１のジェスチャを検出し、
　　第１のジェスチャが第１の位置にあると１つ以上の条件の第１のセットの第１の条件
が満たされる、１つ以上の条件の第１のセットが満たされるという判定に従って、デジタ
ルビューファインダの表示を更新して、第１の倍率レベルとは異なる第２の倍率レベルで
１つ以上のカメラでメディアをキャプチャする準備をすることなく、１つ以上の入力デバ
イス上の第１のジェスチャの位置に対応する１つ以上のカメラの視野内の１つ以上の物体
の対応する物体の表現に焦点を合わせ、
　第１のジェスチャが第１の位置とは異なる第２の位置にあると１つ以上の条件の第２の
セットの第１の条件が満たされる、１つ以上の条件の第２のセットが満たされるという判
定に従って、第１の倍率レベルとは異なる第２の倍率レベルで１つ以上のカメラでメディ
アをキャプチャする準備をする、命令を含む、非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
　２３３．
　もう１つのカメラと、
　１つ以上の入力デバイスと、
　ディスプレイと、
　１つ以上のプロセッサと、
　１つ以上のプロセッサによって実行されるように構成された１つ以上のプログラムを記
憶するメモリと、
　を備える電子デバイスであって、１つ以上のプログラムが、
　　デバイスが第１の倍率レベルで１つ以上のカメラでメディアをキャプチャする準備が
できている間に、ディスプレイ上に、
　　　１つ以上のカメラから受信したデータに基づいて、１つ以上のカメラの視野内の１
つ以上の物体の表現を含むデジタルビューファインダを表示し、
　　デジタルビューファインダを表示している間に、１つ以上の入力デバイスを介して第
１のジェスチャを検出し、
　　第１のジェスチャが第１の位置にあると１つ以上の条件の第１のセットの第１の条件
が満たされる、１つ以上の条件の第１のセットが満たされるという判定に従って、デジタ
ルビューファインダの表示を更新して、第１の倍率レベルとは異なる第２の倍率レベルで
１つ以上のカメラでメディアをキャプチャする準備をすることなく、１つ以上の入力デバ
イス上の第１のジェスチャの位置に対応する１つ以上のカメラの視野内の１つ以上の物体
の対応する物体の表現に焦点を合わせ、
　第１のジェスチャが第１の位置とは異なる第２の位置にあると１つ以上の条件の第２の
セットの第１の条件が満たされる、１つ以上の条件の第２のセットが満たされるという判
定に従って、第１の倍率レベルとは異なる第２の倍率レベルで１つ以上のカメラでメディ
アをキャプチャする準備をする、命令を含む、電子デバイス。
　２３４．
　１つ以上のカメラと、
　１つ以上の入力デバイスと、
　ディスプレイと、
　デバイスが第１の倍率レベルで１つ以上のカメラでメディアをキャプチャする準備がで
きている間に、ディスプレイ上に、
　　１つ以上のカメラから受信したデータに基づいて、１つ以上のカメラの視野内の１つ
以上の物体の表現を含むデジタルビューファインダを表示する手段と、
　デジタルビューファインダを表示している間に、１つ以上の入力デバイスを介して第１
のジェスチャを検出する手段と、
　第１のジェスチャが第１の位置にあると１つ以上の条件の第１のセットの第１の条件が
満たされる、１つ以上の条件の第１のセットが満たされるという判定に従って、デジタル
ビューファインダの表示を更新して、第１の倍率レベルとは異なる第２の倍率レベルで１
つ以上のカメラでメディアをキャプチャする準備をすることなく、１つ以上の入力デバイ
ス上の第１のジェスチャの位置に対応する１つ以上のカメラの視野内の１つ以上の物体の



(189) JP 6982047 B2 2021.12.17

10

20

30

40

50

対応する物体の表現に焦点を合わせる手段と、
　第１のジェスチャが第１の位置とは異なる第２の位置にあると１つ以上の条件の第２の
セットの第１の条件が満たされる、１つ以上の条件の第２のセットが満たされるという判
定に従って、第１の倍率レベルとは異なる第２の倍率レベルで１つ以上のカメラでメディ
アをキャプチャする準備をする手段と、を備える、電子デバイス。
　２３５．
　１つ以上のカメラユニットと、
　１つ以上の入力デバイスユニットと、
　ディスプレイユニットと、
　１つ以上のカメラユニット、ディスプレイユニット、及び１つ以上の入力デバイスユニ
ットに接続された処理ユニットと、を備える電子デバイスであって、処理ユニットが、
　　デバイスが第１の倍率レベルで１つ以上のカメラユニットでメディアをキャプチャす
る準備ができている間に、ディスプレイユニット上に、
　　　１つ以上のカメラユニットから受信したデータに基づいて、１つ以上のカメラユニ
ットの視野内の１つ以上の物体の表現を含むデジタルビューファインダの表示を有効にし
、
　　デジタルビューファインダを表示している間に、１つ以上の入力デバイスユニットを
介して第１のジェスチャを検出し、
　　第１のジェスチャが第１の位置にあると１つ以上の条件の第１のセットの第１の条件
が満たされる、１つ以上の条件の第１のセットが満たされるという判定に従って、デジタ
ルビューファインダの表示を更新して、第１の倍率レベルとは異なる第２の倍率レベルで
１つ以上のカメラユニットでメディアをキャプチャする準備をすることなく、１つ以上の
入力デバイスユニット上の第１のジェスチャの位置に対応する１つ以上のカメラユニット
の視野内の１つ以上の物体の対応する物体の表現に焦点を合わせ、
　第１のジェスチャが第１の位置とは異なる第２の位置にあると１つ以上の条件の第２の
セットの第１の条件が満たされる、１つ以上の条件の第２のセットが満たされるという判
定に従って、第１の倍率レベルとは異なる第２の倍率レベルで１つ以上のカメラユニット
でメディアをキャプチャする準備をする、ように構成された、電子デバイス。
　２３６．第２の倍率レベルで１つ以上のカメラユニットでメディアをキャプチャする準
備をすることが、デジタルビューファインダの表示を更新し、第２の倍率レベルでプレビ
ューを表示することを含む、項目２３５の電子デバイス。
　２３７．デバイスが第１の倍率レベルで１つ以上のカメラユニットでメディアをキャプ
チャする準備ができている間に、デジタルビューファインダを表示することが、ディスプ
レイユニット上に、第１の倍率レベルで１つ以上の物体の表現を表示することを含む、項
目２３５～２３６のいずれかの電子デバイス。
　２３８．処理ユニットが、
　第１のジェスチャが第１の位置とは異なる第３の位置にあると１つ以上の条件の第３の
セットの第１の条件が満たされる、１つ以上の条件の第３のセットが満たされるという判
定に従って、第１のジェスチャの大きさに基づく第３の倍率レベルで１つ以上のカメラユ
ニットでメディアをキャプチャする準備をするように更に構成された、項目２３５～２３
７のいずれかの電子デバイス。
　２３９．処理ユニットが、
　第１のジェスチャが第１の位置にあると１つ以上の条件の第４のセットの第１の条件が
満たされる、１つ以上の条件の第４のセットが満たされるという判定に従って、電子デバ
イスのカメラキャプチャモードを変更するように更に構成された、項目２３５～２３８の
いずれかの電子デバイス。
　２４０．処理ユニットが、
　第１のジェスチャが第１の位置、第２の位置、及び第３の位置とは異なる第４の位置に
あると１つ以上の条件の第５のセットの第１の条件が満たされる、１つ以上の条件の第５
のセットが満たされるという判定に従って、電子デバイスのカメラキャプチャモードを第
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１のジェスチャの位置に対応するモードに変更するように更に構成された、項目２３５～
２３９のいずれかの電子デバイス。
　２４１．処理ユニットが、
　第１のジェスチャが第４の位置にあると１つ以上の条件の第６のセットの第１の条件が
満たされる、１つ以上の条件の第６のセットが満たされるという判定に従って、第１のジ
ェスチャの方向成分に基づいて電子デバイスのカメラキャプチャモードを変更するように
更に構成された、項目２３５～２４０のいずれかの電子デバイス。
　２４２．電子デバイスが、
　第１のカメラキャプチャモードにある間に、倍率レベルの第１の範囲内でメディアをキ
ャプチャする準備をするように、電子デバイスが構成変更可能である第１のカメラキャプ
チャモードと、
　第２のカメラキャプチャモードにある間に、倍率レベルの第１の範囲内の倍率レベルの
第２の範囲内でメディアをキャプチャする準備をするように、電子デバイスが構成変更可
能である第２のカメラキャプチャモードと、
　第３のカメラキャプチャモードにある間に、倍率レベルの第２の範囲内の倍率レベルの
第３の範囲内でメディアをキャプチャする準備をするように、電子デバイスが構成変更可
能である第３のカメラキャプチャモードと、
　第４のカメラキャプチャモードにある間に、倍率レベルの第２の範囲内の、第１の所定
の倍率レベル及び第２の所定の倍率レベルでメディアをキャプチャする準備をするように
、電子デバイスが構成変更可能である第４のカメラキャプチャモードと、のうちの１つ以
上の間で変更するように構成された、項目２３９～２４１のいずれかの電子デバイス。
　２４３．ズームコントローラが表示されない場合に、１つ以上の条件の第１のセットの
第２の条件が満たされる、項目２３５～２４２のいずれかの電子デバイス。
　２４４．処理ユニットが、
　第１のジェスチャが第２の位置にあると１つ以上の条件の第７のセットの第１の条件が
満たされる、１つ以上の条件の第７のセットが満たされるという判定に従って、ディスプ
レイユニット上にズームコントローラの表示を有効にするように更に構成された、項目２
３５～２４３のいずれかの電子デバイス。
　２４５．処理ユニットが、
　第１のジェスチャが第１の位置にあると１つ以上の条件の第８のセットの第１の条件が
満たされる、１つ以上の条件の第８のセットが満たされるという判定に従って、１つ以上
の入力デバイスユニット上の第１のジェスチャの位置に対応する、１つ以上のカメラユニ
ットの視野内の１つ以上の物体の対応する物体の特性に基づいて、焦点又は露出設定をロ
ックするように更に構成された、項目２３５～２４４のいずれかの電子デバイス。
　２４６．処理ユニットが、
　第１のジェスチャが第５の位置にあると１つ以上の条件の第９のセットの第１の条件が
満たされ、かつディスプレイユニット上にズームダイアルが表示されていると１つ以上の
条件の第９のセットの第２の条件が満たされる、１つ以上の条件の第９のセットが満たさ
れるという判定に従って、第１のジェスチャの大きさに基づく第５の倍率レベルで１つ以
上のカメラユニットでメディアをキャプチャする準備をするように更に構成された、項目
２３５～２４５のいずれかの電子デバイス。
　２４７．処理ユニットが、
　電子デバイスが、焦点又は露出設定をロックした状態で、第１の露出を用いて、１つ以
上のカメラユニットでメディアをキャプチャする準備ができており、
　第１のジェスチャが第１の位置にあると１つ以上の条件の第１０のセットの第１の条件
が満たされる、１つ以上の条件の第１０のセットが満たされるという判定に従って、第１
の入力の大きさに基づく第２の露出を用いて１つ以上のカメラユニットでメディアをキャ
プチャする準備をするように更に構成された、項目２３５～２４６のいずれかの電子デバ
イス。
　２４８．第１の位置、第２の位置、第３の位置、第４の位置及び第５の位置は、互いに
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独立している、項目２３５～２４７のいずれかの電子デバイス。
　２４９．
　ディスプレイ及び１つ以上の入力デバイスを有する電子デバイスにおいて、
　　ディスプレイ上に、最小値から最大値までの複数の値のうちの１つの値を選択するた
めの調節可能なコントローラを表示することと、
　　調節可能なコントローラを表示している間に、１つ以上の入力デバイスで、１つ以上
の入力デバイスを介して検出された第１の入力境界及び第２の入力境界によって制約され
た移動を含む、第２の入力境界よりも第１の入力境界に近い位置にある入力を受け付ける
ことと、
　　　入力を受け付けたことに応じて、
　　　　入力の移動速度が、第１の移動速度基準を満たすために、入力の移動速度が第１
の移動速度閾値を上回るという第１の要件を含む第１の移動速度基準を満たすという判定
に従って、かつ第１の入力境界に向かう移動を含む入力の移動に従って、移動の大きさ及
び第１の加速係数に基づいて複数の値にわたってナビゲートすることと、
　　　　入力の移動速度が移動速度基準の第１のセットを満たすという判定、及び入力の
移動が第２の入力境界に向かう移動を含むという判定に従って、移動の大きさ及び第１の
加速係数とは異なる第２の加速係数に基づいて、複数の値にわたってナビゲートすること
と、を含む、方法。
　２５０．１つ以上の入力デバイスが、タッチ感知面を含み、第１の入力境界が、タッチ
感知面の第１の縁部であり、第２の入力境界が、タッチ感知面の第２の縁部である、項目
２４９の方法。
　２５１．第２の加速係数がゼロであり、第１の加速係数がゼロよりも大きい、項目２４
９の方法。
　２５２．第１の加速係数が、第１の入力境界までの入力の距離が減少するにつれて増大
する、項目２４９～２５１のいずれかの方法。
　２５３．第２の加速係数が、第２の入力境界までの入力の距離が減少するにつれて増大
する、項目２４９～２５２のいずれかの方法。
　２５４．
　入力を受け付けたことに応じて、
　　入力の移動速度が第１の移動速度閾値未満であるという判定に従って、入力が第１の
入力境界又は第２の入力境界に向かって移動しているかに関係なく、複数の値にわたって
ナビゲートすることを更に含む、項目２４９～２５３のいずれかの方法。
　２５５．
　入力を受け付けたことに応じて、
　　入力の移動速度が第１の移動速度閾値未満であるという判定に従って、加速係数を適
用することなく、複数の値にわたってナビゲートすることを更に含む、項目２４９～２５
４のいずれかの方法。
　２５６．
　入力を受け付けたことに応じて、
　　入力の移動速度が、第２の移動速度基準を満たすために、入力の移動速度が第１の移
動速度閾値より高い第２の移動速度閾値を上回るという要件を含む第２の移動速度基準を
満たすという判定に従って、速度に基づく加速係数に基づく速度で複数の値にわたってナ
ビゲートすることを更に含む、項目２４９～２５５のいずれかの方法。
　２５７．入力の移動速度が第１の移動速度閾値未満の第１の速度から第３の移動速度閾
値にある速度まで増加するに従って、複数の値にわたったナビゲーションに適用される加
速修正係数を漸進的に増加させることを更に含む、項目２４９～２５６のいずれかの方法
。
　２５８．第１の移動速度基準が、第１の移動速度基準を満たすために、入力の移動速度
が第２の移動速度閾値未満であるという第２の要件を含む、項目２５６～２５７のいずれ
かの方法。
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　２５９．入力の移動速度が第１の移動速度閾値未満である場合に、加速修正係数がゼロ
である、項目２５７～２５８のいずれかの方法。
　２６０．
　入力を受け付けたことに応じて、
　　入力の移動速度が第１の移動速度基準を満たし、かつ調節可能なコントローラの現在
の値が複数の値の第１の値であるという判定に従って、第１の進行に基づく加速係数に基
づく速度で複数の値にわたってナビゲートすることと、
　　入力の移動速度が第１の移動速度基準を満たし、かつ調節可能なコントローラの現在
の値が複数の値の第１の値とは異なる複数の値の第２の値であるという判定に従って、第
１の進行に基づく加速係数とは異なる第２の進行に基づく加速係数に基づく速度で、複数
の値にわたってナビゲートすることと、を更に含む、項目２４９～２５９のいずれかの方
法。
　２６１．電子デバイスが、１つ以上のカメラを含み、調節可能なコントローラが、カメ
ラズームコントローラであり、１つ以上のカメラの視野のライブプレビューを含むカメラ
キャプチャユーザインタフェースの一部として、ディスプレイ上に表示される、項目２４
９～２６０のいずれかの方法。
　２６２．調節可能なコントローラが、ディスプレイから外れて回転する仮想ダイアルで
ある、項目２４９～２６１のいずれかの方法。
　２６３．第１の移動速度基準が、第１の移動速度基準を満たすために、入力の位置が第
１の入力境界までの所定の距離内にあるという第３の要件を含む、項目２４９～２６２の
いずれかの方法。
　２６４．ディスプレイと、１つ以上の入力デバイスとを有するデバイスの１つ以上のプ
ロセッサによって実行されるように構成された１つ以上のプログラムを記憶するコンピュ
ータ可読記憶媒体であって、１つ以上のプログラムが、項目２４９～２６３のいずれかの
方法を実行する命令を含む、コンピュータ可読記憶媒体。
　２６５．
　ディスプレイと、
　１つ以上の入力デバイスと、
　１つ以上のプロセッサと、
　１つ以上のプロセッサによって実行されるように構成された１つ以上のプログラムを記
憶するメモリと、
　を備える電子デバイスであって、１つ以上のプログラムが、項目２４９～２６３のいず
れかの方法を実行する命令を含む、電子デバイス。
　２６６．
　ディスプレイと、
　１つ以上の入力デバイスと、
　項目２４９～２６３のいずれかの方法を実行する手段と、
　を備える電子デバイス。
　２６７．１つ以上の入力デバイスと、ディスプレイとを有する電子デバイスの１つ以上
のプロセッサによって実行されるように構成された１つ以上のプログラムを記憶する非一
時的コンピュータ可読記憶媒体であって、１つ以上のプログラムが、
　ディスプレイ上に、最小値から最大値までの複数の値のうちの１つの値を選択するため
の調節可能なコントローラを表示し、
　調節可能なコントローラを表示している間に、１つ以上の入力デバイスで、１つ以上の
入力デバイスを介して検出された第１の入力境界及び第２の入力境界によって制約された
移動を含む、第２の入力境界よりも第１の入力境界に近い位置にある入力を受け付け、
　　入力を受け付けたことに応じて、
　　　入力の移動速度が、第１の移動速度基準を満たすために、入力の移動速度が第１の
移動速度閾値を上回るという第１の要件を含む第１の移動速度基準を満たすという判定に
従って、かつ第１の入力境界に向かう移動を含む入力の移動に従って、移動の大きさ及び
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第１の加速係数に基づいて複数の値にわたってナビゲートし、
　　　入力の移動速度が移動速度基準の第１のセットを満たすという判定、及び入力の移
動が第２の入力境界に向かう移動を含むという判定に従って、移動の大きさ及び第１の加
速係数とは異なる第２の加速係数に基づいて、複数の値にわたってナビゲートする、命令
を含む、非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
　２６８．
　１つ以上の入力デバイスと、
　ディスプレイと、
　１つ以上のプロセッサと、
　１つ以上のプロセッサによって実行されるように構成された１つ以上のプログラムを記
憶するメモリと、
　を備える電子デバイスであって、１つ以上のプログラムが、
　　ディスプレイ上に、最小値から最大値までの複数の値のうちの１つの値を選択するた
めの調節可能なコントローラを表示し、
　　調節可能なコントローラを表示している間に、１つ以上の入力デバイスで、１つ以上
の入力デバイスを介して検出された第１の入力境界及び第２の入力境界によって制約され
た移動を含む、第２の入力境界よりも第１の入力境界に近い位置にある入力を受け付け、
　　　入力を受け付けたことに応じて、
　　　　入力の移動速度が、第１の移動速度基準を満たすために、入力の移動速度が第１
の移動速度閾値を上回るという第１の要件を含む第１の移動速度基準を満たすという判定
に従って、かつ第１の入力境界に向かう移動を含む入力の移動に従って、移動の大きさ及
び第１の加速係数に基づいて複数の値にわたってナビゲートし、
　　入力の移動速度が移動速度基準の第１のセットを満たすという判定、及び入力の移動
が第２の入力境界に向かう移動を含むという判定に従って、移動の大きさ及び第１の加速
係数とは異なる第２の加速係数に基づいて、複数の値にわたってナビゲートする、命令を
含む、電子デバイス。
　２６９．
　ディスプレイと、
　１つ以上の入力デバイスと、
　ディスプレイ上に、最小値から最大値までの複数の値のうちの１つの値を選択するため
の調節可能なコントローラを表示する手段と、
　調節可能なコントローラを表示している間に、１つ以上の入力デバイスで、１つ以上の
入力デバイスを介して検出された第１の入力境界及び第２の入力境界によって制約された
移動を含む、第２の入力境界よりも第１の入力境界に近い位置にある入力を受け付ける手
段と、
　　入力を受け付けたことに応じて、
　　　入力の移動速度が、第１の移動速度基準を満たすために、入力の移動速度が第１の
移動速度閾値を上回るという第１の要件を含む第１の移動速度基準を満たすという判定に
従って、かつ第１の入力境界に向かう移動を含む入力の移動に従って、移動の大きさ及び
第１の加速係数に基づいて複数の値にわたってナビゲートし、
　　　入力の移動速度が移動速度基準の第１のセットを満たすという判定、及び入力の移
動が第２の入力境界に向かう移動を含むという判定に従って、移動の大きさ及び第１の加
速係数とは異なる第２の加速係数に基づいて、複数の値にわたってナビゲートする手段と
、を備える、電子デバイス。
　２７０．
　ディスプレイユニットと、
　１つ以上の入力デバイスユニットと、
　ディスプレイユニット及び１つ以上の入力デバイスユニットに接続された処理ユニット
と、を備える電子デバイスであって、処理ユニットが、
　ディスプレイユニット上に、最小値から最大値までの複数の値のうちの１つの値を選択



(194) JP 6982047 B2 2021.12.17

10

20

30

40

50

するための調節可能なコントローラの表示を有効にし、
　調節可能なコントローラの表示を有効にしている間に、１つ以上の入力デバイスユニッ
トで、１つ以上の入力デバイスユニットを介して検出された第１の入力境界及び第２の入
力境界によって制約された移動を含む、第２の入力境界よりも第１の入力境界に近い位置
にある入力を受け付け、
　　入力を受け付けたことに応じて、
　　　入力の移動速度が、第１の移動速度基準を満たすために、入力の移動速度が第１の
移動速度閾値を上回るという第１の要件を含む第１の移動速度基準を満たすという判定に
従って、かつ第１の入力境界に向かう移動を含む入力の移動に従って、移動の大きさ及び
第１の加速係数に基づいて複数の値にわたってナビゲートし、
　　　入力の移動速度が移動速度基準の第１のセットを満たすという判定、及び入力の移
動が第２の入力境界に向かう移動を含むという判定に従って、移動の大きさ及び第１の加
速係数とは異なる第２の加速係数に基づいて、複数の値にわたってナビゲートする、よう
に構成された、電子デバイス。
　２７１．１つ以上の入力デバイスユニットが、タッチ感知面ユニットを含み、第１の入
力境界が、タッチ感知面ユニットの第１の縁部であり、第２の入力境界が、タッチ感知面
ユニットの第２の縁部である、項目２７０の電子デバイス。
　２７２．第２の加速係数がゼロであり、第１の加速係数がゼロよりも大きい、項目２７
０の電子デバイス。
　２７３．第１の加速係数が、第１の入力境界までの入力の距離が減少するにつれて増大
する、項目２７０～２７２のいずれかの電子デバイス。
　２７４．第２の加速係数が、第２の入力境界までの入力の距離が減少するにつれて増大
する、項目２７０～２７３のいずれかの電子デバイス。
　２７５．処理ユニットが、
　入力を受け付けたことに応じて、
　　入力の移動速度が第１の移動速度閾値未満であるという判定に従って、入力が第１の
入力境界又は第２の入力境界に向かって移動しているかに関係なく、複数の値にわたって
ナビゲートするように更に構成された、項目２７０～２７４のいずれかの電子デバイス。
　２７６．処理ユニットが、
　入力を受け付けたことに応じて、
　　入力の移動速度が第１の移動速度閾値未満であるという判定に従って、加速係数を適
用することなく、複数の値にわたってナビゲートするように更に構成された、項目２７０
～２７５のいずれかの電子デバイス。
　２７７．処理ユニットが、
　入力を受け付けたことに応じて、
　　入力の移動速度が、第２の移動速度基準を満たすために、入力の移動速度が第１の移
動速度閾値より高い第２の移動速度閾値を上回るという要件を含む第２の移動速度基準を
満たすという判定に従って、速度に基づく加速係数に基づく速度で複数の値にわたってナ
ビゲートするように更に構成された、項目２７０～２７６のいずれかの電子デバイス。
　２７８．処理ユニットが、入力の移動速度が第１の移動速度閾値未満の第１の速度から
第３の移動速度閾値にある速度まで増加するに従って、複数の値にわたったナビゲーショ
ンに適用される加速修正係数を漸進的に増加させるように更に構成された、項目２７０～
２７７のいずれかの電子デバイス。
　２７９．第１の移動速度基準が、第１の移動速度基準を満たすために、入力の移動速度
が第２の移動速度閾値未満であるという第２の要件を含む、項目２７７～２７８のいずれ
かの電子デバイス。
　２８０．入力の移動速度が第１の移動速度閾値未満である場合に、加速修正係数がゼロ
である、項目２７８～２７９のいずれかの電子デバイス。
　２８１．処理ユニットが、
　入力を受け付けたことに応じて、
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　　入力の移動速度が第１の移動速度基準を満たし、かつ調節可能なコントローラの現在
の値が複数の値の第１の値であるという判定に従って、第１の進行に基づく加速係数に基
づく速度で複数の値にわたってナビゲートし、
　　入力の移動速度が第１の移動速度基準を満たし、かつ調節可能なコントローラの現在
の値が複数の値の第１の値とは異なる複数の値の第２の値であるという判定に従って、第
１の進行に基づく加速係数とは異なる第２の進行に基づく加速係数に基づく速度で、複数
の値にわたってナビゲートする、ように更に構成された、項目２７０～２８０のいずれか
の電子デバイス。
　２８２．電子デバイスが、１つ以上のカメラユニットを含み、調節可能なコントローラ
が、カメラズームコントローラであり、１つ以上のカメラユニットの視野のライブプレビ
ューを含むカメラキャプチャユーザインタフェースの一部として、ディスプレイユニット
上に表示される、項目２７０～２８１のいずれかの電子デバイス。
　２８３．調節可能なコントローラが、ディスプレイユニットから外れて回転する仮想ダ
イアルである、項目２７０～２８２のいずれかの電子デバイス。
　２８４．第１の移動速度基準が、第１の移動速度基準を満たすために、入力の位置が第
１の入力境界までの所定の距離内にあるという第３の要件を含む、項目２７０～２８３の
いずれかの電子デバイス。
【０７１２】
　上述した説明は、説明の目的上、特定の実施形態を参照して説明されている。しかしな
がら、上記の例示的な議論は、網羅的であること、又は開示される厳密な形態に本発明を
限定することを意図するものではない。上記の教示を鑑みて、多くの修正及び変形が可能
である。これらの実施形態は、本技術の原理、及びその実際の適用を最も良好に説明する
ために、選択及び説明されたものである。それにより、他の当業者は、想到される具体的
な用途に適するような様々な修正を使用して、本技術及び様々な実施形態を最も良好に利
用することが可能となる。
【０７１３】
　添付図面を参照して、本開示及び実施例を十分に説明してきたが、様々な変更及び修正
が、当業者には明らかとなるであろうことに留意されたい。そのような変更及び修正は、
特許請求の範囲によって定義されるような、本開示及び実施例の範囲内に含まれるものと
して理解されたい。
【０７１４】
　上述のように、本技術の一態様は、ユーザが求める内容又はユーザが関心を持つ可能性
のある任意の他の内容の、ユーザへの提供を向上するために、種々のソースから入手可能
なデータを収集及び使用することである。本開示は、場合によっては、この収集されたデ
ータは、特定の人を一意的に特定するか、又はその人に連絡するか、若しくはその人のロ
ケーションを特定するために用いることができる個人情報データを含んでよいことを企図
している。そのような個人情報データとしては、人口統計データ、位置に基づくデータ、
電話番号、電子メールアドレス、自宅の住所、又は任意の他の識別情報を挙げることがで
きる。
【０７１５】
　本開示は、この技術のそのような個人情報データを使用してユーザを利することができ
ることを理解する。例えば、個人情報データは、ユーザがより興味がある的を絞ったコン
テンツを配信するために使用することができる。したがって、そのような個人情報データ
の使用は、配信されるコンテンツの計算された制御を可能にする。更に、ユーザを利する
個人情報データに関するその他の使用もまた、本開示により意図されている。
【０７１６】
　本開示は、そのような個人情報データの収集、分析、開示、伝送、記憶、又はその他の
使用に応答するエンティティは、確固たるプライバシーのポリシー及び／又はプライバシ
ー慣行に従うであろうことを更に意図している。具体的には、そのようなエンティティは
、個人情報データを秘密として厳重に保守するための業界又は政府の要件を満たすか又は
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使用すべきである。例えば、ユーザからの個人情報は、そのエンティティの合法的かつ正
当な使用のために収集されるべきであり、それらの合法的使用を除いて、共有又は販売さ
れるべきではない。更には、そのような収集は、ユーザに告知して同意を得た後にのみ実
施するべきである。更には、そのようなエンティティは、そのような個人情報データへの
アクセスを保護して安全化し、その個人情報データへのアクセスを有する他者が、それら
のプライバシーのポリシー及び手順を遵守することを保証するための、あらゆる必要な措
置を講じるであろう。更には、そのようなエンティティは、広く受け入れられているプラ
イバシーのポリシー及び慣行に対する自身の遵守を証明するために、第三者による評価を
自らが受けることができる。
【０７１７】
　前述のことがらにもかかわらず、本開示はまた、ユーザが、個人情報データの使用又は
個人情報データへのアクセスを選択的に阻止する実施形態も企図している。すなわち、本
開示は、そのような個人情報データへのアクセスを防止又は阻止するために、ハードウェ
ア要素及び／又はソフトウェア要素を提供することができると想到する。例えば、広告配
信サービスの場合において、この技術は、ユーザが、サービスの登録中、個人情報データ
の収集への参加の「オプトイン」又は「オプトアウト」を選択することを可能にするよう
に構成することができる。別の実施例では、ユーザは、ターゲットコンテンツ配信サービ
スに位置情報を提供しないように選択することができる。更に別の例では、ユーザは正確
な位置情報を提供しないが、位置領域情報の転送を許可することを選択することができる
。
【０７１８】
　したがって、本開示は、１つ以上の様々な開示された実施形態を実施するための個人情
報データの使用を広範に網羅しているが、本開示は、それらの様々な実施形態がまた、そ
のような個人情報データにアクセスすることを必要とせずに実施されることも可能である
ことも企図している。即ち、本技術の様々な実施形態は、そのような個人情報データのす
べて又は一部分の欠如により、実施不可能となるものではない。例えば、ユーザに関連付
けられたデバイスによって要求されるコンテンツなどの非個人情報データ若しくは必要最
小限の個人情報、コンテンツ配信サービスが入手可能な他の非個人情報、又は公的に入手
可能な情報に基づき嗜好を推測することによって、コンテンツを選択し、ユーザへ配信す
ることができる。
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